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令和元年第６回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査



経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年１月30日（木曜日）

開 会 午後１時30分

散 会 午後４時35分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 農林水産業について（ＣＳＦの発生につい

て）

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

大 浜 一 郎 君

嘉 陽 宗 儀 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 長 嶺 豊 君

農業振興統括監 屋 宜 宣 由 君

農林水産総務課長 幸 地 稔 君

農政経済課長 島 川 泰 英 君

畜 産 課 長 仲 村 敏 君

審査概要

ＣＳＦの発生について農林水産部長から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年１月16日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後３時１分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（陳情令和

元年第101号の２及び同第126号について）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

説明員の職、氏名

参 考 人（陳情第101号の２について）

糸満市観光民泊

部 会 会 長
大 田 里 美 さん

補 助 者（陳情第101号の２について）

糸満市観光民泊

部 会 副 会 長
久保田 ナエ子 さん

糸満市観光民泊

部 会 事 務 局
西 智 子 さん

糸満市観光民泊

部 会 会 員
上 原 初 枝 さん

参 考 人（陳情第126号について）

一般社団法人

沖縄県私立保育 仲 地 賢 君
園 連 盟 会 長

補 助 者（陳情第126号について）

一般社団法人

沖縄県私立保育 長 嶺 久美子 さん
園連盟副会長

一般社団法人

沖縄県私立保育 上 原 東 君
園連盟副会長

一般社団法人

沖縄県私立保育 仲 間 明 君
園連盟総務部長

一般社団法人

沖縄県私立保育 田 仲 雄 二 君
園連盟予対部長
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審査概要

陳情令和元年第101号の２及び同第126号につい

て参考人から意見を聴取した後、質疑が行われた。

（２）

◎令和２年１月17日（金曜日）

開 会 午前10時14分

散 会 午後２時38分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（陳情令和元

年第106号及び同第124号について）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

照 屋 守 之 君

説明員の職、氏名

参 考 人（陳情第106号について）

糸満市議会議長 太 田 守 君

補 助 者（陳情第106号について）

糸満市議会副議長 金 城 敦 君

参 考 人（陳情第124号について）

小渡里子さんを支

援する会共同代表
仲 西 常 雄 君

補 助 者（陳情第124号について）

小渡里子さんを支

援する会共同代表
渡嘉敷 綏 秀 君

小渡里子さんを支

援する会事務局長
長 堂 登志子 さん

小渡里子さんを支

援する会（本人）
小 渡 里 子 さん

小渡里子さんを支

援する会（実母）
小 渡 律 子 さん

審査概要

陳情令和元年第106号及び同第124号について参

考人から意見を聴取した後、質疑が行われた。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年２月５日（水曜日）

開 会 午後１時９分

散 会 午後１時24分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米海軍ＭＨ

60ヘリコプター墜落事故について）

２ 米海軍ＭＨ60ヘリコプター墜落事故につい

てに係る声明の提出について（追加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

末 松 文 信 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

審査概要

米海軍ＭＨ60ヘリコプター墜落事故について知

事公室長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、「米海軍ＭＨ60ヘリコプター墜落事故に関

する意見書」及び「同抗議決議」について議題に

追加し、協議した結果、別掲（Ⅵ-１及びⅥ-２）

のとおり提出することになった。
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米軍基地関係特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 令和２年１月27日
（３日間）

至 令和２年１月29日

視察調査の場所

東京都議会、昭島市、横田基地、綾瀬市及び外務

省（本省）

視察調査事項

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係

諸問題の調査及び対策の樹立（横田空域の返還

等について、米軍基地周辺自治体への基地公害

等、基地から派生する諸問題について、日米地

位協定について）

参 加 者

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

當 間 盛 夫 君
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令和２年第１回沖縄県議会(定例会)



総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時５分

散 会 午後５時15分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算議案の調査

について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

欠 席

當 間 盛 夫 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算議案の調

査について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月４日（水曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前10時58分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 沖縄県職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例

２ 乙第２号議案 沖縄県職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第７号議案 沖縄県石油価格調整税条例

の一部を改正する条例

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 弘 昌 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

企 画 部
糸 数 勝 君

地域・離島課長

農林水産部
津 波 修 君畜産課班長

教 育 庁
山 内 裕 二 君

学校人事課班長

教 育 庁
上 原 勇 人 君

保健体育課班長

審査概要

乙第１号議案、乙第２号議案及び乙第７号議案

について総務部長から提案理由の説明を聴取した

後、質疑に入り、乙第１号議案については、一部

改正に伴う予算額及び財源の内訳、県職員の残業

の多寡、残業の多いセクション、県内観光関係業

者等の状況を踏まえて改正時期を延期する考えの

有無等について質疑が行われた。

乙第２号議案については、特殊な事案発生のた

びに防疫等作業手当を追加しないで済む合理的な

方法の有無、豚熱の防疫関係作業へ動員した職員

の人数と配置の方法、教員特殊業務手当に係る部

活動指導時間が４時間から３時間になった根拠、

畜産関係現場に配置されている県の獣医師免許保

持職員の人数、学校における方針の策定状況、部

活動指導員等に係る雇用方針及び雇用額等につい

て質疑が行われた。

乙第７号議案については、本島と離島の石油価
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格の差額、各離島における最高値と最安値、差額

が生じる原因等について質疑が行われた。

次に、議案３件を採決した結果、別掲（Ⅱ-１）

のとおり決定した。

（３）

◎令和２年３月９日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時15分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（知事公室、総務部及び公安委員会所管

分）

２ 甲第７号議案 令和２年度沖縄県所有者不

明土地管理特別会計予算

３ 甲第19号議案 令和２年度沖縄県公債管理

特別会計予算

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

秘書防災統括監 前 原 正 人 君

広 報 課 長 新 城 和 久 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

防災危機管理課長 石 川 欣 吾 君

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

総 務 部 長 金 城 弘 昌 君

総務私学課長 座 安 治 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

行政管理課長 森 田 崇 史 君

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 小 渡 貞 子 さん

管 財 課 長 浦 崎 康 隆 君

警 察 本 部 長 宮 沢 忠 孝 君

警 務 部 長 岡 本 慎一郎 君

会 計 課 長 森 本 直 樹 君

生活安全部長 小 禄 重 信 君

刑 事 部 長 島 袋 令 君

交 通 部 長 宮 城 正 明 君

警 備 部 長 花 岡 一 央 君

審査概要

甲第１号議案について知事公室長、総務部長及

び警察本部長から、甲第７号議案及び甲第19号議

案について総務部長からそれぞれ予算概要の説明

を聴取した後、質疑に入り、首里城復興推進事業

費の内容と今後のスケジュール、公共施設マネジ

メント推進事業の進捗状況、基金を取り崩す際の

基準や今後の見通し、離島国境警備隊の配備に至

る経緯、地方警察官の定員を150名増員する根拠、

宜野湾警察署新庁舎建設事業の進捗状況等につい

て質疑が行われた。

（４）

◎令和２年３月10日（火曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後３時43分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（企画部、出納事務局、監査委員事務局、

人事委員会事務局及び議会事務局所管分）

２ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君
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比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画振興統括監 宮 城 嗣 吉 君

企画部参事 宮 平 尚 君

企画調整課副参事 武 村 幹 夫 君

企画調整課副参事 島 津 典 子 さん

交通政策課長 宮 城 優 君

交 通 政 策 課
寺 本 美 幸 さん

公共交通推進室長

交通政策課副参事 大 嶺 寛 君

科学技術振興課長 屋比久 義 君

総合情報政策課長 砂 川 健 君

地域・離島課長 糸 数 勝 君

市町村課副参事 金 城 康 司 君

会 計 管 理 者 伊 川 秀 樹 君

会 計 課 長 比 嘉 千 乃 さん

監査委員事務局長 安慶名 均 君

人 事 委 員 会
池 田 克 紀 君事 務 局 長

議会事務局長 平 田 善 則 君

審査概要

甲第１号議案について企画部長から予算概要の

説明を聴取した後、質疑に入り、新たな振興計画

を求める理由とその先の振興計画も求める考えの

有無、ＳＤＧｓ推進事業に係る目標の設定等につ

いて質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、決定した。

（５）

◎令和２年３月18日（水曜日）

開 会 午後１時35分

散 会 午後４時35分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第３号議案 沖縄県職員定数条例の一部

を改正する条例

２ 乙第４号議案 沖縄県の事務処理の特例に

関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第５号議案 沖縄県議会の議員その他非

常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例

４ 乙第６号議案 沖縄県使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例

５ 乙第32号議案 沖縄県警察職員の定数に関

する条例の一部を改正する条例

６ 乙第41号議案 包括外部監査契約の締結に

ついて

７ 乙第43号議案 沖縄県教育委員会教育長の

任命について

８ 乙第44号議案 専決処分の承認について

９ 陳情平成28年第40号、同第158号、同第166

号、陳情平成29年第46号、陳情平成30年第48

号、同第58号、同第61号、同第94号、同第120

号、同第126号、陳情平成31年第８号、同第16

号、同第24号、同第37号、同第46号、陳情令

和元年第59号、同第70号、同第82号、同第90

号、同第118号、同第119号、同第129号から同

第131号まで、陳情第３号及び第６号

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 弘 昌 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

行政管理課長 森 田 崇 史 君

職員厚生課長 潮 平 はづき さん

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 小 渡 貞 子 さん

企 画 部
金 城 康 司 君市町村課副参事

環 境 部
仲 地 健 次 君環境整備課班長
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保 健 医 療 部
中 村 章 弘 君衛生薬務課主幹

農林水産部
久保田 一 史 君畜産課副参事

商 工 労 働 部

工業技術センター 市 場 俊 雄 君
研 究 主 幹

病 院 事 業 局
病院事業総務課 三 和 秀 樹 君
班 長

警 察 本 部
岡 本 慎一郎 君警 務 部 長

警 察 本 部
小 禄 重 信 君生活安全部長

警 察 本 部
島 袋 令 君刑 事 部 長

警 察 本 部
宮 城 正 明 君交 通 部 長

警 察 本 部
花 岡 一 央 君警 備 部 長

審査概要

乙第３号議案から乙第６号議案まで、乙第41号

議案、乙第43号議案及び乙第44号議案について総

務部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に

入り、乙第３号議案については、定数増による宮

古病院等の勤務体制の適正化の見込み、他の県立

病院の職員の勤務体制に対する考えについて質疑

が行われた。

乙第４号議案については、浄化槽の設置届出に

係るこれまでの伊是名村の住民の対応、これまで

権限を移譲しなかった理由について質疑が行われ

た。

乙第５号議案については、県議会議員も対象と

する理由、次年度の病院事業局のフルタイム会計

年度任用職員の人数について質疑が行われた。

乙第６号議案については、毒物又は劇物の製造

業又は輸入業の登録申請手数料が新設された理由、

手数料を定める基準について質疑が行われた。

乙第41号議案については、今回の契約金額の適

正性について質疑が行われた。

乙第43号議案については、質疑なし。

乙第44号議案については、ＣＳＦの発生に伴い

これまでにかかった予算額、被害状況を確認し補

助の対象となる農家を決定する仕組み構築への取

組、歳出内訳にある物件費の内容、ＣＳＦ防御策

への取組内容などについて質疑が行われた。

次に、陳情12件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた

次に、乙第32号議案について警察本部警務部長

から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

国境離島警備隊の取締り行為の内容と根拠法律、

不法上陸等事態に対し沖縄県警察が軍事行動に近

しい行動を行う可能性、国境離島警備隊の設置時

期の理由、無人島への上陸を感知する手段、自動

小銃装備が必要な理由などについて質疑が行われ

た。

次に、陳情14件について警察本部警務部長、同

生活安全部長、同刑事部長、同交通部長及び同警

備部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

（６）

◎令和２年３月19日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午前11時56分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第３号議案 沖縄県職員定数条例の一部

を改正する条例

２ 乙第４号議案 沖縄県の事務処理の特例に

関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第５号議案 沖縄県議会の議員その他非

常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例

４ 乙第６号議案 沖縄県使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例

５ 乙第32号議案 沖縄県警察職員の定員に関

する条例の一部を改正する条例

６ 乙第33号議案 沖縄県監査委員条例の一部

を改正する条例

７ 乙第41号議案 包括外部監査契約の締結に

ついて

８ 乙第43号議案 沖縄県教育委員会教育長の

任命について

９ 乙第44号議案 専決処分の承認について

10 請願平成30年第６号、陳情平成28年第37号、

同第40号、同第48号、同第55号、同第67号、

同第89号、同第155号、同第158号、同第166号、

陳情平成29年第10号、同第20号、同第32号、
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同第33号、同第45号、同第46号、同第54号、

同第70号、同第74号から同第77号まで、同第

88号、同第94号、同第106号、同第135号、陳

情平成30年第12号、同第26号、同第35号、同

第44号、同第48号、同第53号、同第58号、同

第61号、同第94号、同第102号、同第120号、

同第122号、同第126号、陳情平成31年第３号、

同第８号、同第16号、同第24号、同第37号、

同第46号、陳情令和元年第59号、同第70号、

同第73号から同第75号まで、同第77号、同第

82号、同第90号、同第100号、同第104号、同

第108号、同第110号、同第118号、同第119号、

同第123号、同第129号から同第131号まで、陳

情第３号、第６号及び第11号

11 不発弾等対策について（沖縄県不発弾等問

題の解決に関する条例（素案））について

12 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

広 報 課 長 新 城 和 久 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

総 務 部
角 田 徹 君

行政管理課班長

企 画 部 長 宮 城 力 君

子ども生活福祉部

消費・くらし安全課 奥 間 政 君
副 参 事

保健医療部
宮 里 治 君健康長寿課長

保 健 医 療 部
平 良 勝 也 君衛生薬務課班長

監査委員事務局長 安慶名 均 君

審査概要

乙第33号議案について、監査委員事務局長から

提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、監査

委員の審査内容、各部局の自己評価をチェックす

る新しい部局の必要性、内部統制の定義、監査体

制強化の可能性、報告書のスリム化への検討など

について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情28件について知事公室

長、子ども生活福祉部消費・くらし安全課副参事、

保健医療部健康長寿課長及び衛生薬務課班長から

説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情14件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑に入ったが質疑なし。

次に、議案９件を採決した結果、別掲（Ⅱ-１）

のとおり決定した。

次に、請願１件及び陳情65件を採決した結果、

別掲（Ⅳ-１）のとおり決定した。

次に、沖縄県不発弾等問題の解決に関する条例

（素案）について協議した結果、全会一致に向け

て十分な議論ができる状況にないため、今期12期

の議会における協議は終結することで一致した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-１）のとおり決定した。

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時６分

散 会 午後５時13分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算議案の調査

について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君
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委 員 大 浜 一 郎 君

西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算議案の調

査について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月９日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時８分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（農林水産部及び商工労働部所管分）

２ 甲第２号議案 令和２年度沖縄県農業改良

資金特別会計予算

３ 甲第３号議案 令和２年度沖縄県小規模企

業者等設備導入資金特別会計予算

４ 甲第４号議案 令和２年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計予算

５ 甲第８号議案 令和２年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計予算

６ 甲第９号議案 令和２年度沖縄県中央卸売

市場事業特別会計予算

７ 甲第10号議案 令和２年度沖縄県林業・木

材産業改善資金特別会計予算

８ 甲第11号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

９ 甲第13号議案 令和２年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算

10 甲第14号議案 令和２年度沖縄県産業振興

基金特別会計予算

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 大 浜 一 郎 君

西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 長 嶺 豊 君

農林水産総務課長 幸 地 稔 君

農林水産総務課 比 嘉 淳 君
研 究 企 画 監

流通・加工
下 地 誠 君

推 進 課 長

農政経済課長 島 川 泰 英 君

営農支援課長 前 門 尚 美 さん

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

畜 産 課 長 仲 村 敏 君

森林管理課長 平 田 功 君

水 産 課 長 能 登 拓 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 平 田 正 志 君

アジア経済
仲榮眞 均 君

戦 略 課 長

ものづくり
古波蔵 寿 勝 君

振 興 課 長

中小企業支援課長 友 利 公 子 さん

企業立地推進課長 久保田 圭 君

情報産業振興課長 谷 合 誠 君

雇用政策課長 島 尻 和 美 さん

労働政策課長 下 地 泰 斗 君

審査概要

甲第１号議案から甲第４号議案まで、甲第８号

議案から甲第11号議案まで、甲第13号議案及び甲

第14号議案について農林水産部長及び商工労働部

長からそれぞれ予算概要の説明を聴取した後、質

疑に入り、豚熱のワクチン接種の開始時期と終了

時期、アグー種の保存の現状、新型コロナウイル

ス感染症等による県産農林水産物への影響、県内

の耕作面積が減少している原因、県産農林水産物
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の主な産物の国別・輸出額の推移、沖縄型森林環

境保全事業の内容、パラオＥＥＺ操業継続支援事

業の重点ポイント、カンショにおける基腐病の発

生状況と対策、新型コロナウイルス感染症等によ

る緊急対策における中小企業セーフティネット資

金の融資枠の拡大、手続の簡素化の取組、21世紀

ビジョン基本計画における商工労働部関連事業の

目標値に対しての進捗状況、航空関連産業クラス

ター成形促進事業における施設入居企業の県出身

者の雇用の状況、小規模企業者等設備導入資金貸

付金元利収入等の収入未済の状況及び新年度の取

組、細胞培養加工施設の建設予定地と土地面積、

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う県内事業

者における雇用への影響等について質疑が行われ

た。

（３）

◎令和２年３月10日（火曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後４時１分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（文化観光スポーツ部及び労働委員会所

管分）

２ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 大 浜 一 郎 君

西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

文化観光スポーツ部長 新 垣 健 一 君

観光政策統括監 渡嘉敷 道 夫 君

観光政策課長 平 敷 達 也 君

観光政策課班長 仲 里 和 之 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

ＭＩＣＥ推進課長 加賀谷 陽 平 君

文化振興課長 新 垣 雅 寛 君

空手振興課長 山 川 哲 男 君

スポーツ振興課長 金 村 禎 和 君

交流推進課長 伊 田 幸 司 君

県立芸術大学
真 鳥 洋 企 君事 務 局 長

県立博物館・

美術館参事兼 金 城 健 君
博物館副館長

労 働 委 員 会 金 良 多恵子 さん参事監兼事務局長

審査概要

甲第１号議案について文化観光スポーツ部長か

らそれぞれ予算概要の説明を聴取した後、質疑に

入り、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国

内外からの入域観光客の状況と宿泊施設の稼働率、

在外琉球王国文化財里帰り事業の内容、国民文化

祭・障がい者芸術文化祭2022（仮称）の内容、し

まくとぅばの普及状況、ツーリズムＥＸＰＯジャ

パン2020リゾート展イン沖縄の取組状況、首里城

正殿の柱に使用する台湾産ヒノキ活用の検討状況

等について質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、万国津梁会議費について、マリンタウン

ＭＩＣＥエリア形成事業について、新型コロナウ

イルス感染症等に対する緊急対策についての３件

を要調査事項として報告することに決定した。

（４）

◎令和２年３月18日（水曜日）

開 会 午後１時33分

散 会 午後４時３分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第17号議案 沖縄県中央卸売市場の設置

及び管理に関する条例

２ 乙第18号議案 沖縄県県民の森の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第19号議案 沖縄県火薬類製造業許可、

高圧ガス製造許可申請等手数料条例の一部を

改正する条例

４ 乙第20号議案 沖縄県中小企業の振興に関
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する条例の一部を改正する条例

５ 請願平成29年第２号、請願平成30年第３号、

陳情平成28年第86号、同第89号の２、同第

120号、同第121号、同第148号、同第152号、

同第159号、同第165号、陳情平成29年第３号

の２、同第46号の２、同第62号、同第91号、

同第92号、同第93号の２、同第94号の２、同

第105号、同第107号、同第110号、同第115号、

同第126号、同第129号、同第130号、同第140号、

同第146号、陳情平成30年第８号、同第14号、

同第18号、同第21号、同第44号の２、同第57号、

同第62号、同第78号、同第84号、同第87号、

同第89号、同第102号の２、同第113号、同第

118号、陳情平成31年第３号の２、同第19号、

同第20号、同第44号、同第45号、同第49号の

２、陳情令和元年第52号、同第84号、同第88号

の２、同第93号、同第112号、同第125号、陳

情第５号及び第７号

６ 農林水産業について（豚熱の発生及び久米

島町における肉用牛の父子不一致事案につい

て）（追加議題）

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 大 浜 一 郎 君

西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 長 嶺 豊 君

流通・加工
下 地 誠 君

推 進 課 長

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

畜 産 課 長 仲 村 敏 君

中央卸売市場長 宮 里 太 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 平 田 正 志 君

中小企業支援課長 友 利 公 子 さん

審査概要

乙第17号議案及び乙第18号議案について農林水

産部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に

入り、乙第17号議案については、今回の条例改正

における影響、条例改正を機会に本県中央卸売市

場の特徴である売買参加者に対する活性化方策、

売買参加者の数や中央卸売市場の取扱量に占める

売買参加者の割合等について質疑が行われた。

乙第18号議案については、質疑なし。

次に、陳情34件について農林水産部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、豚熱の発生及び久米島町における肉用牛

の父子不一致事案について議題に追加し、農林水

産部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第19号議案及び乙第20号議案について

商工労働部長から提案理由の説明を聴取した後、

質疑に入り、乙第19号議案については質疑なし。

乙第20号議案については、条例の基本方針に中

小企業者の事業の承継または廃止の円滑化の意味、

中小企業者及び小規模企業者の定義、本県の小規

模企業者数等について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情21件について商工労働

部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

（５）

◎令和２年３月19日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後１時50分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第17号議案 沖縄県中央卸売市場の設置

及び管理に関する条例

２ 乙第18号議案 沖縄県県民の森の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第19号議案 沖縄県火薬類製造業許可、

高圧ガス製造許可申請等手数料条例の一部を

改正する条例

４ 乙第20号議案 沖縄県中小企業の振興に関

する条例の一部を改正する条例

５ 乙第21号議案 沖縄県公立大学法人評価委

員会条例

６ 乙第22号議案 沖縄県立芸術大学授業料等

の徴収に関する条例の一部を改正する条例

７ 乙第37号議案 沖縄県大型ＭＩＣＥ施設整
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備運営事業の契約に係る落札者の決定の無効

の確認に関する和解等について

８ 乙第42号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学の設立について

９ 請願平成29年第２号、請願平成30年第３号、

陳情平成28年第54号、同第62号、同第77号、

同第82号、同第86号、同第89号の２、同第94号、

同第120号、同第121号、同第148号、同第152号、

同第159号、同第165号、陳情平成29年第３号

の２、同第22号、同第46号の２、同第62号、

同第91号、同第92号、同第93号の２、同第94号

の２、同第101号、同第105号、同第107号、同

第110号、同第115号、同第126号、同第129号、

同第130号、同第134号、同第140号、同第144号、

同第146号、陳情平成30年第８号、同第14号、

同第18号、同第20号、同第21号、同第33号、

同第43号、同第44号の２、同第57号、同第62号、

同第68号、同第78号、同第81号、同第84号、

同第85号、同第87号、同第89号、同第102号の

２、同第113号、同第118号、陳情平成31年第

３号の２、同第４号、同第19号、同第20号、

同第44号、同第45号、同第49号の２、陳情令

和元年第52号、同第84号、同第88号の２、同

第93号から同第95号まで、同第101号、同第

112号、同第125号、同第131号の２、陳情第５号

及び第７号

10 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 大 浜 一 郎 君

西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

文化観光スポーツ部長 新 垣 健 一 君

観光政策課長 平 敷 達 也 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

ＭＩＣＥ推進課長 加賀谷 陽 平 君

文化振興課長 新 垣 雅 寛 君

審査概要

乙第21号議案、乙第22号議案、乙第37号議案及

び乙第42号議案について文化観光スポーツ部長か

ら提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、乙

第21号議案については、他都道府県における県立

大学の法人化の状況等について質疑が行われた。

次に、乙第22号議案については、授業料及び入

学金の減免措置の対象となる見込みの学生数等に

ついて質疑が行われた。

次に、乙第37号議案については、これまでの大

型ＭＩＣＥ受入環境整備事業で様々な議論を積み

重ねて準備をしてきたことから、これまでの議論

を次に生かすという選択肢はなかったのか、これ

までＭＩＣＥ関連事業に要した費用の総額や和解

金の内訳等について質疑が行われた。

乙第42号議案については質疑なし。

次に、陳情25件について文化観光スポーツ部長

から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案８件を採決した結果、別掲（Ⅱ-１）

のとおり決定した。

次に、乙第17号議案については、無所属の会所

属議員から附帯決議の動議が提出された。

次に、乙第17号議案に対する附帯決議を採決し

た結果、別掲（Ⅱ-１）のとおり決定した。

次に、請願２件及び陳情72件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-１）のとおり決定した。

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時６分

散 会 午後５時16分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算議案の調査
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について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算議案の調

査について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月９日（月曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後５時26分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（子ども生活福祉部及び教育委員会所管

分）

２ 甲第６号議案 令和２年度沖縄県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
福 祉 部 長

大 城 玲 子 さん

保護・援護課長 宮 城 和一郎 君

高 齢 者 福 祉
介 護 課 長 伊野波 和 子 さん

青少年・子ども

家 庭 課 長
真 鳥 裕 茂 君

子 ど も 未 来
政 策 課 長

下 地 常 夫 君

子育て支援課長 久 貝 仁 君

消費・くらし
安 全 課 長

金 城 真喜子 さん

女性力・平和
推 進 課 長

榊 原 千 夏 さん

教 育 長 平 敷 昭 人 君

総 務 課 長 佐次田 薫 君

教育支援課長 横 田 昭 彦 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君

学校人事課小中

学校人事管理監
大 嶺 悟 君

県立学校教育課長 玉 城 学 君

義務教育課長 宇江城 詮 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

文 化 財 課 長 濱 口 寿 夫 君

審査概要

甲第１号議案及び甲第６号議案について子ども

生活福祉部長から、甲第１号議案について教育長

からそれぞれ予算概要の説明を聴取した後、質疑

に入り、子どもの貧困対策推進事業予算の推移、

これまでの成果、次年度の取組、待機児童解消対

策に関連して、事業における保育士の定員割れ施

設への保育士等の確保の支援策、これまでの実績、

保育現場に潜在を含めての保育士の確保の状況、

新型コロナウイルスに係る影響と予算も含めての

対策の有無、高校中退者等キャリア形成支援モデ

ル事業における企業連携の有無、海外戦没者慰霊

事業の今後の対応、新型コロナウイルス感染対策

のための学童開所と受入れ状況、消費者行政啓発

事業における学校での消費者教育のための連携状

況、バス通学費支援事業の今後の対応及び高校生

全員対象の場合の予算規模、スクールサポートス

タッフ配置事業、部活動指導員配置事業の概要と

配置状況、重度知的障害を抱える子の普通学校の

入学に関する本会議での知事の答弁「沖縄らしい

インクルーシブ教育」の内容、学校授業の教材と

して歴代宝案取り入れの可能性、国際性に富む人

材育成留学事業の予算がニーズに反し増えない理
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由、沖縄県内の高校中退者数とその割合、就学援

助の申請及び実施率の推移等について質疑が行わ

れた。

（３）

◎令和２年３月10日（火曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時16分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（保健医療部所管分）

２ 甲第20号議案 令和２年度沖縄県国民健康

保険事業特別会計予算

３ 甲第21号議案 令和２年度沖縄県病院事業

会計予算

４ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療総務課長 金 城 清 光 君

保健医療総務課

看 護 専 門 監
知 念 寿 子 さん

医療政策課長 諸見里 真 君

地域保健課長 山 川 宗 貞 君

衛生薬務課長 新 城 光 雄 君

衛 生 薬 務 課
薬 務 室 長

池 間 博 則 君

国民健康保険課長 山 内 昌 満 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業統括監 金 城 聡 君

病院事業総務課長 大 城 清 二 君

病院事業総務課

医 療 企 画 監
田 仲 斉 君

病院事業総務課

看 護 企 画 監
前 田 純 子 さん

病院事業経営課長 古 堅 圭 一 君

北部病院長 久 貝 忠 男 君

中部病院長 本 竹 秀 光 君

南部医療センタ

ー・こども医療 小 濱 守 安 君
センター院長

精和病院長 親富祖 勝 己 君

宮古病院長 本 永 英 治 君

八重山病院長 篠 﨑 裕 子 さん

審査概要

甲第１号議案及び甲第20号議案について保健医

療部長から、甲第21号議案について病院事業局長

からそれぞれ予算概要の説明を聴取した後、質疑

に入り、北部基幹病院に関する基本合意書に対し

態度を保留する理由及び統合することによる職員

の処遇内容、新型コロナウイルスに罹患した場合

の県内医療機関の受入れ体制、医師確保に関する

予算、予定人数及び採用実績、民泊事業における

教育民泊の位置づけと課題、危険外来種絶滅モデ

ル事業の実績と効果及び在来種血清との違い、看

護師確保対策の取組状況と課題、骨髄移植ドナー

助成制度の次年度の動き、各県立病院で薬剤購入

費が限度額を超えることで患者への対応ができな

い、もしくは先送りされる患者の有無、八重山病

院の直近の施設整備と資産購入費の合計額及び減

価償却費の額、旧八重山病院の早期解体と併せた

伊原間診療所解体方針の有無、北部病院の医師確

保状況及び診療休止状況、県立病院の人事異動の

状況、各県立病院の看護師充足率及び新年度の課

題等について質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、新型コロナウイルス対策への対応につい

て、万国津梁会議の県の対応について、特別支援

対象生徒の入学問題について及び北部基幹病院に

ついての４件を要調査事項として報告することに

決定した。

（４）

◎令和２年３月18日（水曜日）

開 会 午後１時50分
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散 会 午後５時59分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第13号議案 沖縄県立看護大学授業料等

の徴収に関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第14号議案 沖縄県医師修学資金等の返

還免除に関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第15号議案 食品衛生法施行条例の一部

を改正する条例

４ 乙第16号議案 沖縄県住宅宿泊事業の実施

の制限に関する条例の一部を改正する条例

５ 乙第35号議案 債権の放棄について

６ 請願第２号、陳情平成28年第79号、陳情平

成29年第７号、同第34号、同第55号、同第72

号、同第94号の３、同第118号、同第120号、

陳情平成30年第２号、同第７号、同第15号、

同第19号、同第22号、同第24号、同第33号の

２、同第45号、同第47号、同第48号の２、同

第50号、同第52号、同第86号、同第88号、陳

情平成31年第２号、同第36号、同第37号の２、

同第49号の３、陳情令和元年第53号、同第70

号の２、同第80号、同第88号の３、同第92号、

同第101号の２、同第105号、同第106号、同

第109号、同第117号、同第128号、同第132号、

陳情第２号、第12号及び第13号

７ 議題の追加について（所管事務調査事項に

係る新型コロナウイルス対策について）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 砂 川 靖 君

医療企画統括監 大 城 博 君

保健医療総務課長 金 城 清 光 君

健康長寿課長 宮 里 治 君

地域保健課長 山 川 宗 貞 君

衛生薬務課長 新 城 光 雄 君

国民健康保険課長 山 内 昌 満 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業総務課

医 療 企 画 監
田 仲 斉 君

審査概要

乙第13号議案から乙第16号議案まで及び乙第35

号議案について保健医療部長から、提案理由の説

明を聴取した後、質疑に入り、乙第13号議案につ

いては、質疑なし。

乙第14号議案については、医師修学資金等の返

還免除の条件や今後の見通し、条例改正に至る経

緯、診療科偏在の問題と不足している診療科等に

ついて質疑が行われた。

乙第15号議案については、質疑なし。

乙第16号議案については、住宅宿泊事業の実施

を制限する区域から抜けた市町村の有無、市町村

の意向による脱退の可否等について質疑が行われ

た。

乙第35号議案については、琉球政府から引き継

いだ債権の有無及び件数、全庁的な債権放棄手続

の推進等について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情38件について保健医療

部長から、陳情４件について病院事業局長からそ

れぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、本委員会所管事務調査事項に係る新型コ

ロナウイルス対策についてを議題に追加すること

について協議し、３月19日及び24日に審査を行う

ことを決定した。

（５）

◎令和２年３月19日（木曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後10時16分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第10号議案 沖縄県無料低額宿泊所の設

備及び運営に関する基準を定める条例

２ 乙第11号議案 沖縄県子どもの権利を尊重

し虐待から守る社会づくり条例

３ 乙第12号議案 沖縄県安心こども基金条例

の一部を改正する条例

４ 乙第13号議案 沖縄県立看護大学授業料等

の徴収に関する条例の一部を改正する条例

－15－



５ 乙第14号議案 沖縄県医師修学資金等の返

還免除に関する条例の一部を改正する条例

６ 乙第15号議案 食品衛生法施行条例の一部

を改正する条例

７ 乙第16号議案 沖縄県住宅宿泊事業の実施

の制限に関する条例の一部を改正する条例

８ 乙第31号議案 沖縄県学校職員定数条例の

一部を改正する条例

９ 乙第35号議案 債権の放棄について

10 請願第２号、陳情平成28年第37号の２、同

第50号、同第51号、同第54号の２、同第61号、

同第69号、同第72号、同第79号、同第85号、

同第96号、同第111号、同第133号、同第141

号から同第143号まで、同第157号、陳情平成

29年第７号、同第26号、同第34号、同第36号、

同第55号、同第65号、同第67号、同第68号、

同第72号、同第84号、同第94号の３、同第103

号、同第104号、同第111号、同第118号、同

第120号、同第121号、同第127号、同第131号、

陳情平成30年第２号、同第７号、同第15号、

同第16号、同第19号、同第22号、同第24号、

同第33号の２、同第45号から同第47号まで、

同第48号の２、同第50号、同第52号、同第56

号、同第66号、同第67号、同第86号、同第88

号、同第97号、同第105号から同第110号まで、

同第116号、同第127号、陳情平成31年第２号、

同第21号、同第24号の２、同第28号、同第31

号、同第34号から同第36号まで、同第37号の

２、同第47号、同第49号の３、陳情令和元年

第53号、同第58号、同第60号から同第66号ま

で、同第70号の２、同第80号、同第87号、同

第88号の３、同第89号、同第92号、同第101

号の２、同第102号、同第105号、同第106号、

同第109号、同第117号、同第120号、同第121

号、同第124号、同第126号、同第128号、同

第132号、陳情第１号、第２号、第10号、第1

2号、第13号、第15号及び第18号

11 社会福祉及び社会保障について（新型コロ

ナウイルス対策について）

12 教育及び学術文化について（新型コロナウ

イルス対策について）

13 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
福 祉 部 長

大 城 玲 子 さん

生活企画統括監 上 間 司 君

子ども福祉統括監 名渡山 晶 子 さん

福祉政策課長 真栄城 守 君

保護・援護課長 宮 城 和一郎 君

障害福祉課長 大 城 行 雄 君

青少年・子ども

家 庭 課 長
真 鳥 裕 茂 君

子育て支援課長 久 貝 仁 君

消費・くらし
安 全 課 長

金 城 真喜子 さん

女性力・平和
推 進 課 長

榊 原 千 夏 さん

教 育 長 平 敷 昭 人 君

総務課教育
企 画 室 長

平 田 直 樹 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君

学校人事課小中

学校人事管理監
大 嶺 悟 君

県立学校教育課長 玉 城 学 君

義務教育課長 宇江城 詮 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

教育支援課長 横 田 昭 彦 君

審査概要

乙第10号議案から乙第12号議案までについて子

ども生活福祉部長から、乙第31号議案について教

育長からそれぞれ提案理由の説明を聴取した後、

質疑に入り、乙第10号議案については、既存11施

設のうち８施設の立入調査を実施していない理

由、現行ガイドラインの課題、補助金等の制度の

仕組み、就労支援事業所が提供する宿泊施設の認

定、生活保護受給者の施設利用の割合等について

質疑が行われた。
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乙第11号議案については、生きる権利と育つ権

利の普及啓発方法、全国における制定状況、児童

相談所への相談件数とその内容、親子の権利主張

・競合に対する懸念等について質疑が行われた。

乙第12号議案については、基金の設置期間を延

長する理由、安心こども基金の財源及び実績、ひ

とり親家庭等の在宅就業支援の実績、待機児童解

消の見通し等について質疑が行われた。

乙第31号議案については、市町村立の小・中学

校における特別支援学級数、水産高校の学科改編

の調整状況、特別支援学校の定数減の理由、特別

支援学級設置率の全国平均との比較及び今後の見

通し、特別支援学級の教師の雇用形態及び施設基

準等について質疑が行われた。

次に、陳情40件について子ども生活福祉部長か

ら、陳情41件について教育長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、新型コロナウイルス対策について議題を

追加し、子ども生活福祉部長及び教育長からそれ

ぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案９件を採決した結果、別掲（Ⅱ-１及

びⅡ-２）のとおり決定した。

次に、請願１件及び陳情108件を採決した結果、

別掲（Ⅳ-８及びⅣ-９）のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-１）のとおり決定した。

（６）

◎令和２年３月24日（火曜日）

開 会 午後５時52分

散 会 午後７時15分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 保健衛生について（新型コロナウイルス対

策について）

２ 医療について（新型コロナウイルス対策に

ついて）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

照 屋 守 之 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

地域保健課長 山 川 宗 貞 君

地域保健課班長 久 高 潤 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業総務課
医 療 企 画 監

田 仲 斉 君

審査概要

新型コロナウイルス対策について議題を追加し、

保健医療部長及び病院事業局長からそれぞれ説明

を聴取した後、質疑が行われた。

（７）

◎令和２年３月27日（金曜日）

開 会 午後２時９分

散 会 午後２時46分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 議員提出議案第８号 北部基幹病院の早期

整備に関する決議

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

審査概要

議員提出議案第８号について、提出者を代表し

て末松文信委員から提案理由の説明を聴取した後、

質疑に入り、北部12市町村の議会における要請の

採択状況、北部基幹病院の早期整備が北部住民の

総意であるかの認識、記事項２の基本構想・計画

の内容確認、北部地域の医師不足等の医療の実態、
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県民の命が第一であり全会一致で進めるべき事項

への所感、平成29年度構想の踏襲の有無等につい

て質疑が行われた。

次に、議員提出議案第８号を採決した結果、別

掲（Ⅳ-３）のとおり決定した。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時５分

散 会 午後５時15分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算議案の調査

について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

玉 城 武 光 君

糸 洲 朝 則 君

山 内 末 子 さん

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算議案の調

査について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月４日（水曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後０時15分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第26号議案 沖縄県首里城復興基金条例

２ 乙第27号議案 沖縄県流域下水道事業の設

置等に関する条例

３ 乙第34号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

４ 乙第39号議案 指定管理者の指定について

５ 乙第40号議案 指定管理者の指定について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

玉 城 武 光 君

糸 洲 朝 則 君

山 内 末 子 さん

説明員の職、氏名

土木建築部長 上 原 国 定 君

港 湾 課 長 桃 原 一 郎 君

都市公園課長 玉 城 謙 君

下水道課長 渡真利 昌 弘 君

審査概要

乙第26号議案、乙第27号議案、乙第34号議案、

乙第39号議案及び乙第40号議案について土木建築

部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入

り、乙第26号議案については、基金の目標額、国

あるいはその他の機関等に集まった寄附金との関

係、基金を基に実施する事業の対象や範囲、美ら

島財団に寄せられた寄附金の取扱い、指定管理者

の収支の状況、首里城の所有権が国に移った経緯、

国の検討委員会等への県の関わり、那覇市の寄附

金の基金への受入れに関する調整状況、知事自身

による寄附の可能性等について質疑が行われた。

乙第27号議案については、今後の地方公営企業

法の全部適用の想定、下水道料金への影響の有無、

収益を上げるための対策等について質疑が行われ

た。

乙第34号議案については、旅客ターミナル整備

の進捗状況、７月以降にゲンティン社が先行的に

クルーズ船を寄港させる予定、エキスポ港の整備

や利活用へ向けた考え方等について質疑が行われ

た。
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乙第39号議案については、質疑なし。

乙第40号議案については、より多くの企業等に

指定管理受託の機会を与えることに対する県の考

え、選定に至った評価の具体的な内容等について

質疑が行われた。

次に、議案５件を採決した結果、別掲（Ⅱ-２）

のとおり決定した。

（３）

◎令和２年３月９日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時35分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（土木建築部所管分）

２ 甲第５号議案 令和２年度沖縄県下地島空

港特別会計予算

３ 甲第12号議案 令和２年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計予算

４ 甲第15号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（新興地区）整備事業特別会計予算

５ 甲第16号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計予算

６ 甲第17号議案 令和２年度沖縄県駐車場事

業特別会計予算

７ 甲第18号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

８ 甲第24号議案 令和２年度沖縄県流域下水

道事業会計予算

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

玉 城 武 光 君

糸 洲 朝 則 君

山 内 末 子 さん

説明員の職、氏名

土木建築部長 上 原 国 定 君

土木整備統括監 照 屋 寬 志 君

土木総務課長 金 城 学 君

技術・建設業課
大 石 優 子 さん

建設業指導契約監

道路街路課長 島 袋 善 明 君

道路管理課長 島 袋 一 英 君

河 川 課 長 外 間 修 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 桃 原 一 郎 君

空 港 課 長 野 原 良 治 君

都 市 計 画 ・
謝 花 勉 君

モノレール課長

都市計画・モノ
レール課都市 仲 嶺 智 君
モノレール室長

都市公園課長 玉 城 謙 君

住 宅 課 長 與那嶺 善 一 君

審査概要

甲第１号議案、甲第５号議案、甲第12号議案、

甲第15号議案から甲第18号議案まで及び甲第24号

議案について土木建築部長から予算概要の説明を

聴取した後、質疑に入り、道路・街路事業に係る

沖縄振興公共投資交付金の減額によるインフラ整

備への影響、他府県における公共投資との比較、

中城湾港（新港地区）整備事業特別会計に係る使

用料及び手数料の減額の理由、中城湾港整備事業

に係る取組の実績、県内部及び関係市との連携、

港湾計画の総合的な見直し、南部東道路の整備に

関する国直轄事業化の可能性と用地買収促進の方

策、国営沖縄記念公園施設内管理基金繰入金の内

容と大規模修繕の責任主体、沖縄都市モノレール

３両化に向けた事業計画の詳細と課題、首里城公

園活性化事業の概要と行催事の開催に係る県の独

自基準の策定状況、土木建築部発注に係る不調・

不落の状況と改善に向けた取組、無電柱化推進事

業の内容と進捗、那覇空港第２滑走路の完成によ

る新年度予算への影響とその他関連施設の整備の

必要性、河川改修事業の内容と地震及び津波対策

への対応状況等について質疑が行われた。

（４）

◎令和２年３月10日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時22分
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場 所 第３委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算（環境部所管分）

２ 甲第22号議案 令和２年度沖縄県水道事業

会計予算

３ 甲第23号議案 令和２年度沖縄県工業用水

道事業会計予算

４ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

玉 城 武 光 君

糸 洲 朝 則 君

山 内 末 子 さん

説明員の職、氏名

環 境 部 長 棚 原 憲 実 君

環境企画統括監 松 田 了 君

環境政策課長 長 濱 広 明 君

環境保全課長 普天間 朝 好 君

環境整備課長 比 嘉 尚 哉 君

自然保護課長 比 嘉 貢 君

自然保護課世界
小 渡 悟 君

自然遺産推進室長

環境再生課長 安 里 修 君

企 業 局 長 金 城 武 君

配水管理課長 上 地 安 春 君

建 設 課 長 大 城 彰 君

審査概要

甲第１号議案について環境部長から、甲第22号

議案及び甲第23号議案について企業局長からそれ

ぞれ予算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、

有機フッ素化合物環境中残留実態調査事業の概要

及び米軍基地への立入調査に係る調整状況、取水

制限の可能性、海岸漂着物等対策推進事業の減額

の理由及び取組の強化に向けた考え、外来植物防

除対策事業の予算内訳とギンネム対策の状況、整

備予定の動物収容・譲渡拠点施設における収容規

模、国立沖縄自然史博物館の誘致に向けた取組状

況及び次期振計での位置づけ、基地公害対策費の

概要及びこの３か年の基地騒音の実態と推移、中

城・北中城清掃組合における米軍ごみの処理状況

と防衛省補助金の活用に係る経緯、離島廃棄物適

正処理促進事業の内容と離島のごみ処理の広域化

への取組、座間味浄水場の建設候補地の選定に係

る現状と今後の見通し、上水道の管路更新の予定

及び本部－伊江間の海底送水管の現状、有機フッ

素化合物対策に係る予算概要及び取水制限の可能

性等について質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、道路・街路事業をはじめとした土木建築

部における一括交付金の減額及び座間味浄水場の

建設地選定についてを要調査事項として報告する

ことに決定した。

（５）

◎令和２年３月18日（水曜日）

開 会 午後１時32分

散 会 午後３時45分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第23号議案 沖縄県県道の構造の技術的

基準等を定める条例の一部を改正する条例

２ 乙第24号議案 沖縄県樋川立体駐車場の設

置及び管理に関する条例

３ 乙第25号議案 沖縄県屋外広告物条例の一

部を改正する条例

４ 乙第36号議案 訴えの提起について

５ 乙第38号議案 地位確認請求事件の和解に

ついて

６ 請願平成31年第１号、請願令和元年第２号、

陳情平成28年第76号、同第106号、陳情平成

29年第21号、同第38号、同第46号の４、同第

61号、同第83号、同第91号の３、同第92号の

３、同第94号の４、同第95号、同第132号、同

第145号、同第151号、陳情平成30年第21号の

２、同第23号、同第25号、同第30号、同第31

号、同第44号の４、同第65号、同第99号、同

第100号、同第102号の４、同第112号、陳情平

成31年第11号、同第29号、同第30号、同第40

号、同第42号、同第48号、同第49号の４、陳

情令和元年第50号、同第69号、同第76号、同
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第79号、同第86号、同第88号の４、同第98号、

同第103号、同第107号、同第111号、同第115

号、同第116号、同第127号、陳情第４号、第

８号、第９号及び第20号

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

玉 城 武 光 君

糸 洲 朝 則 君

山 内 末 子 さん

欠 席

赤 嶺 昇 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
知 念 武 紀 君秘書課主幹

環 境 部
比 嘉 学 君

自然保護課班長

商 工 労 働 部
友 利 公 子 さん

中小企業支援課長

土木建築部長 上 原 国 定 君

道路街路課長 島 袋 善 明 君

道路管理課長 島 袋 一 英 君

河 川 課 長 外 間 修 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 桃 原 一 郎 君

都 市 計 画 ・ 謝 花 勉 君
モノレール課長

都市計画・モノ
レール課都市 仲 嶺 智 君
モノレール室長

都市公園課長 玉 城 謙 君

住 宅 課 長 與那嶺 善 一 君

審査概要

乙第23号議案から乙第25号議案まで、乙第36号

議案及び乙第38号議案について土木建築部長から

提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、乙第

23号議案については、県道における今後の自転車

道整備方針、現在整備中の道路への影響等につい

て質疑が行われた。

乙第24号議案については、当該施設の管理運営

の形態、市営住宅の居住者の定期駐車利用の可否

等について質疑が行われた。

乙第25号議案については、質疑なし。

乙第36号議案については、質疑なし。

乙第38号議案については、今回の訴訟による工

事への影響の有無について質疑が行われた。

次に、請願２件、陳情49件について土木建築部

長、商工労働部中小企業支援課長、知事公室秘書

課主幹及び環境部自然保護課班長から説明を聴取

した後、質疑が行われた。

（６）

◎令和２年３月19日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時43分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第８号議案 沖縄県浄化槽保守点検業者

の登録に関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第９号議案 沖縄県動物愛護管理員設置

条例

３ 乙第23号議案 沖縄県県道の構造の技術的

基準等を定める条例の一部を改正する条例

４ 乙第24号議案 沖縄県樋川立体駐車場の設

置及び管理に関する条例

５ 乙第25号議案 沖縄県屋外広告物条例の一

部を改正する条例

６ 乙第28号議案 沖縄県公営企業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例

７ 乙第29号議案 沖縄県水道料金徴収条例の

一部を改正する条例

８ 乙第30号議案 沖縄県工業用水道料金徴収

条例の一部を改正する条例

９ 乙第36号議案 訴えの提起について

10 乙第38号議案 地位確認請求事件の和解に

ついて

11 請願平成31年第１号、請願令和元年第２号、

請願第１号、陳情平成28年第76号、同第106号、

同第169号、陳情平成29年第９号、同第21号、

同第32号の２、同第38号、同第46号の４、同

第56号、同第61号、同第78号、同第80号、同

第83号、同第91号の３、同第92号の３、同第94号

の４、同第95号、同第98号、同第102号、同第
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108号、同第113号、同第122号、同第124号、

同第132号、同第145号、同第149号から同第

151号まで、陳情平成30年第６号、同第21号の

２、同第23号、同第25号、同第30号、同第31

号、同第44号の４、同第64号、同第65号、同

第99号、同第100号、同第102号の４、同第112

号、同第115号、同第121号、同第122号の２、

同第123号から同第125号まで、同第128号、同

第129号、同第131号、同第132号、陳情平成31

年第１号、同第３号の３、同第７号、同第11

号、同第14号、同第25号から同第27号まで、

同第29号、同第30号、同第32号、同第40号、

同第42号、同第48号、同第49号の４、陳情令

和元年第50号、同第57号、同第69号、同第71

号、同第76号、同第79号、同第81号、同第86

号、同第88号の４、同第98号、同第99号、同

第103号、同第107号、同第111号、同第115号、

同第116号、同第122号、同第127号、陳情第４号、

第８号、第９号、第14号、第17号、第19号及

び第20号

12 首里城の早期復元と総合的な復興の推進を

求める意見書の提出について（追加議題）

13 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

玉 城 武 光 君

糸 洲 朝 則 君

山 内 末 子 さん

説明員の職、氏名

環 境 部 長 棚 原 憲 実 君

環境保全課長 普天間 朝 好 君

環境整備課長 比 嘉 尚 哉 君

自然保護課長 比 嘉 貢 君

自然保護課世界
小 渡 悟 君

自然遺産推進室長

子ども生活福祉部
嘉 数 早 苗 さん

保護・援護課主査

保 健 医 療 部
沖 山 陽 子 さん

健康長寿課班長

保 健 医 療 部
嘉 数 江美子 さん

衛生薬務課班長

農林水産部
前 門 尚 美 さん

営農支援課長

農林水産部 仲 村 敏 君
畜 産 課 長

土 木 建 築 部
池 村 博 康 君

建築指導課班長

企 業 局 長 金 城 武 君

企業企画統括監 小波津 盛 一 君

企業技術統括監 仲 村 豊 君

経 理 課 長 浜 川 智 彦 君

配水管理課長 上 地 安 春 君

建 設 課 長 大 城 彰 君

審査概要

乙第28号議案から乙第30号議案までについて企

業局長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に

入り、乙第28号議案については、公営企業職員と

通常の公務員の賠償責任の違い等について質疑が

行われた。

乙第29号議案については、質疑なし。

乙第30号議案については、質疑なし。

次に、陳情６件について企業局長及び保健医療

部衛生薬務課班長から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

乙第８号議案及び乙第９号議案について環境部

長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

乙第８号議案については、浄化槽の法定点検の実

施状況、遅れている合併浄化槽に係る取組の進め

方、浄化槽管理士の資格取得の方法等について質

疑が行われた。

乙第９号議案については、新たな専門職員の採

用の可能性等について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情42件について環境部長、

農林水産部畜産課長、土木建築部建築指導課班長、

子ども生活福祉部保護・援護課主査、企業局企業

技術統括監、農林水産部営農支援課長及び保健医

療部健康長寿課班長からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、議案10件を採決した結果、別掲（Ⅱ-２）

のとおり決定した。

次に、請願３件及び陳情91件を採決した結果、
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別掲（Ⅳ-14）のとおり決定した。

次に、「首里城の早期復元と総合的な復興の推進

を求める意見書」の提出について議題に追加し協

議した結果、別掲（Ⅵ-４）のとおり提出すること

になった。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-１）のとおり決定した。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時18分

散 会 午後５時22分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

欠 席

新 垣 清 涼 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月４日（水曜日）

開 会 午後２時０分

散 会 午後３時55分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＦＡ18戦

闘攻撃機部品落下事故について）

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＣＨ53Ｅ

大型輸送ヘリコプターからの構造物落下につ

いて）

３ 米軍ＦＡ18戦闘攻撃機部品落下事故につい

てに係る意見書及び同抗議決議の提出につい

て（追加議題）

４ 米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターからの

構造物落下についてに係る意見書及び同抗議

決議の提出について（追加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知事公室基地
金 城 典 和 君対策統括監

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

審査概要

米軍ＦＡ18戦闘攻撃機部品落下事故について基

地対策統括監から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターから

の構造物落下について基地対策統括監から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、「米軍ＦＡ18戦闘攻撃機部品落下事故に関

する意見書」及び「同抗議決議」、「米軍ＣＨ53Ｅ

大型輸送ヘリコプターからの構造物落下に関する

意見書」及び「同抗議決議」の提出について議題

に追加し、協議した結果、別掲（Ⅵ-５からⅥ-８
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まで）のとおり提出することになった。

（３）

◎令和２年３月24日（火曜日）

開 会 午後３時21分

散 会 午後６時53分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（12月以降の

米軍関係の事件・事故について）

２ 陳情平成28年第39号、同第78号、同第117号、

同第119号、同第124号から同第127号まで、同

第138号、同第153号、同第161号、同第163号、

同第167号、同第168号、同第175号、同第178号

から同第183号まで、陳情平成29年第13号、同

第20号の４、同第23号、同第25号、同第27号、

同第28号、同第31号、同第44号、同第79号、

同第81号、同第99号、同第116号、同第117号、

陳情平成30年第27号、同第28号、同第70号、

同第95号、同第96号、陳情平成31年第６号、

同第10号、同第12号、同第33号、同第41号、

同第43号、陳情令和元年第51号、同第56号、

同第68号、同第97号及び陳情第16号

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

環境部環境 松 田 了 君
企画統括監

土 木 建 築 部 照 屋 寛 志 君
土木整備統括監

企 業 局
上 地 安 春 君配水管理課長

教育庁県立学校 屋 良 淳 君
教育課副参事

警察本部刑事部長 島 袋 令 君

警察本部交通部長 宮 城 正 明 君

審査概要

12月以降の米軍関係の事件・事故について警察

本部刑事部長及び警察本部交通部長からそれぞれ

説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情50件について知事公室長、環境部環

境企画統括監、土木建築部土木整備統括監、企業

局配水管理課長及び教育庁県立学校教育課副参事

からそれぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情50件を採決した結果、別掲（Ⅳ-18）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-１）のとおり決定した。

（４）

◎令和２年３月27日（金曜日）

開 会 午後２時52分

散 会 午後３時45分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 議員提出議案第７号 普天間基地の運用停

止、辺野古新基地建設工事の中止、在沖米軍

基地の負担軽減について国民的議論を深め、

民主主義及び憲法に基づき公正に解決するこ

とを求める意見書

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君
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瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

議員提出議案第７号について、提案理由の説明

は省略し、質疑が行われた。

次に、議員提出議案第７号を採決した結果、別

掲（Ⅱ-２）のとおり決定した。

公共交通ネットワーク特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時17分

散 会 午後５時20分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 大 浜 一 郎 君

座 波 一 君

中 川 京 貴 君

座喜味 一 幸 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月24日（火曜日）

開 会 午後３時17分

散 会 午後４時55分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 鉄軌道を含む公共交通ネットワークの整備拡

充並びにこれらに関連する諸問題の調査及び対

策の樹立（沖縄鉄軌道費用便益分析結果につい

て）

２ 陳情平成28年第45号の５、同第60号、同第90

号、同第128号、陳情平成29年第３号の５、同第

７号の２、同第46号の５、同第87号、同第94号

の５、同第126号の４、同第133号、陳情平成30

年第44号の５、同第48号の４、同第98号、同第

102号の５、同第117号、陳情平成31年第15号、

同第49号の５、陳情令和元年第72号及び同第88

号の５

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 大 浜 一 郎 君

座 波 一 君

中 川 京 貴 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室

基地対策課副参事
上 原 宏 明 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

交通政策課長 宮 城 優 君

交 通 政 策 課
寺 本 美 幸 さん

公共交通推進室長

商 工 労 働 部
友 利 公 子 さん

中小企業支援課長

土 木 建 築 部
島 袋 登仁雄 君

建築都市統括監

土木建築部
野 原 良 治 君空 港 課 長

審査概要

沖縄鉄軌道費用便益分析結果について、企画部
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長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情20件について企画部長、知事公室基

地対策課副参事、土木建築部建築都市統括監及び

商工労働部中小企業支援課長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情20件を採決した結果、別掲（Ⅳ-21）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-２）のとおり決定した。

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時18分

散 会 午後５時21分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 上 原 正 次 君

副 委 員 長 亀 濱 玲 子 さん

委 員 西 銘 啓史郎 君

新 垣 新 君

又 吉 清 義 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

山 内 末 子 さん

欠 席

嘉 陽 宗 儀 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年３月24日（火曜日）

開 会 午後３時18分

散 会 午後４時33分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第140号、陳情平成30年第44号

の６、陳情平成31年第22号及び陳情令和元年

第88号の６

２ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 上 原 正 次 君

副 委 員 長 亀 濱 玲 子 さん

委 員 西 銘 啓史郎 君

新 垣 新 君

又 吉 清 義 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

西 銘 純 恵 さん

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 泰 邦 君

山 内 末 子 さん

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
大 城 玲 子 さん

福 祉 部 長

青少年・子ども
真 鳥 裕 茂 君

家 庭 課 長

子ども未来
下 地 常 夫 君

政 策 課 長

商 工 労 働 部
伊 集 直 哉 君

産業雇用統括監

教 育 庁
半 嶺 満 君

教育指導統括監

教 育 庁
横 田 昭 彦 君教育支援課長

審査概要

陳情４件について子ども生活福祉部長、商工労

働部産業雇用統括監及び教育庁教育指導統括監か

ら説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情４件を採決した結果、別掲（Ⅳ-22）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-２）のとおり決定した。
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予算特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年３月２日（月曜日）

開 会 午後５時28分

散 会 午後５時45分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 予算特別委員会運営要領について

４ 理事の選任

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君

照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の狩俣信子さんが委員長の互

選に関する職務を行い、指名推選により狩俣信子

さんが委員長に選任された。

次に、指名推選により西銘啓史郎君が副委員長

に選任された。

次に、予算特別委員会運営要領について協議し、

決定した。

次に、理事に親川敬君、比嘉瑞己君、照屋大河

君、大城憲幸君及び大浜一郎君が選任された。

（２）

◎令和２年３月３日（火曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後５時９分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第25号議案 令和元年度沖縄県一般会計

補正予算（第５号）

２ 甲第26号議案 令和元年度沖縄県農業改良

資金特別会計補正予算（第１号）

３ 甲第27号議案 令和元年度沖縄県下地島空

港特別会計補正予算（第２号）

４ 甲第28号議案 令和元年度沖縄県下水道事

業特別会計補正予算（第２号）

５ 甲第29号議案 令和元年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計補正予算（第１号）

６ 甲第30号議案 令和元年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計補正予算（第

１号）

７ 甲第31号議案 令和元年度沖縄県駐車場事

業特別会計補正予算（第１号）

８ 甲第32号議案 令和元年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計補

正予算（第１号）

９ 甲第33号議案 令和元年度沖縄県公債管理

特別会計補正予算（第１号）

10 甲第34号議案 令和元年度沖縄県国民健康

保険事業特別会計補正予算（第１号）

11 甲第35号議案 令和元年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第１号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君

照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君
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親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

総 務 部 長 金 城 弘 昌 君

総務私学課長 座 安 治 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 小 渡 貞 子 さん

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画部参事 宮 平 尚 君

交通政策課長 宮 城 優 君

環 境 部 長 棚 原 憲 実 君

環境再生課長 安 里 修 君

子 ど も 生 活
大 城 玲 子 さん福 祉 部 長

福祉政策課長 真栄城 守 君

保護・援護課長 宮 城 和一郎 君

青少年・子ども
真 鳥 裕 茂 君

家 庭 課 長

子育て支援課長 久 貝 仁 君

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健医療総務課長 金 城 清 光 君

国民健康保険課長 山 内 昌 満 君

農林水産部長 長 嶺 豊 君

営農支援課長 前 門 尚 美 さん

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

畜 産 課 長 仲 村 敏 君

漁港漁場課長 森 英 勇 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

アジア経済
宮 国 順 英 君戦略課班長

中小企業支援課長 友 利 公 子 さん

雇用政策課長 島 尻 和 美 さん

文化観光スポーツ部長 新 垣 健 一 君

土木建築部長 上 原 国 定 君

道路街路課長 島 袋 善 明 君

道路管理課長 島 袋 一 英 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 桃 原 一 郎 君

空 港 課 長 野 原 良 治 君

都市公園課長 玉 城 謙 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業経営課長 古 堅 圭 一 君

教 育 長 平 敷 昭 人 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君

県立学校教育課長 玉 城 学 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

審査概要

甲第25号議案から甲第34号議案までの補正予算

議案10件について総務部長から、甲第35号議案に

ついて病院事業局長からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑に入り、国庫内示減に至った理由、約53

億円の減額補正と積立金が約92億円になる理由、

沖縄県離島住民等交通コスト負担軽減事業の来年

度予算額が今年度予算額と同じ理由、首里城復興

に対する寄附金総額の内訳と市町村や民間からの

寄附金も集約する考えの有無、繰越明許費や補正

後の最終予算額の他県との比較状況、駐留軍用地

跡地利用促進費の減額理由、保育対策事業費の減

額理由、沖縄県新規就農一貫支援事業の内容と目

標、法人事業税が増加した理由と業種ごとの増加

割合、子ども・子育て支援臨時交付金に係る市町

村の取組状況、保育対策総合支援事業の増額理由

とその効果、南部東道路の整備状況と今後の見通

し、南大東村内製糖工場の前処理施設整備の実施

時期と今後の見通し、材料費の補正理由等につい

て質疑が行われた。

（３）

◎令和２年３月４日（水曜日）

開 会 午後１時35分

散 会 午後１時40分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第25号議案 令和元年度沖縄県一般会計

補正予算（第５号）

２ 甲第26号議案 令和元年度沖縄県農業改良

資金特別会計補正予算（第１号）

３ 甲第27号議案 令和元年度沖縄県下地島空

港特別会計補正予算（第２号）

４ 甲第28号議案 令和元年度沖縄県下水道事
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業特別会計補正予算（第２号）

５ 甲第29号議案 令和元年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計補正予算（第１号）

６ 甲第30号議案 令和元年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計補正予算（第

１号）

７ 甲第31号議案 令和元年度沖縄県駐車場事

業特別会計補正予算（第１号）

８ 甲第32号議案 令和元年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計補

正予算（第１号）

９ 甲第33号議案 令和元年度沖縄県公債管理

特別会計補正予算（第１号）

10 甲第34号議案 令和元年度沖縄県国民健康

保険事業特別会計補正予算（第１号）

11 甲第35号議案 令和元年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第１号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君

照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

甲第25号議案から甲第35号議案までの補正予算

議案11件を採決した結果、別掲（Ⅱ-３）のとお

り決定した。

（４）

◎令和２年３月６日（金曜日）

開 会 午前10時55分

散 会 午後０時55分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算

２ 甲第２号議案 令和２年度沖縄県農業改良

資金特別会計予算

３ 甲第３号議案 令和２年度沖縄県小規模企

業者等設備導入資金特別会計予算

４ 甲第４号議案 令和２年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計予算

５ 甲第５号議案 令和２年度沖縄県下地島空

港特別会計予算

６ 甲第６号議案 令和２年度沖縄県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算

７ 甲第７号議案 令和２年度沖縄県所有者不

明土地管理特別会計予算

８ 甲第８号議案 令和２年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計予算

９ 甲第９号議案 令和２年度沖縄県中央卸売

市場事業特別会計予算

10 甲第10号議案 令和２年度沖縄県林業・木

材産業改善資金特別会計予算

11 甲第11号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

12 甲第12号議案 令和２年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計予算

13 甲第13号議案 令和２年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算

14 甲第14号議案 令和２年度沖縄県産業振興

基金特別会計予算

15 甲第15号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計予算

16 甲第16号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計予算

17 甲第17号議案 令和２年度沖縄県駐車場事

業特別会計予算

18 甲第18号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

19 甲第19号議案 令和２年度沖縄県公債管理

特別会計予算
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20 甲第20号議案 令和２年度沖縄県国民健康

保険事業特別会計予算

21 甲第21号議案 令和２年度沖縄県病院事業

会計予算

22 甲第22号議案 令和２年度沖縄県水道事業

会計予算

23 甲第23号議案 令和２年度沖縄県工業用水

道事業会計予算

24 甲第24号議案 令和２年度沖縄県流域下水

道事業会計予算

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君

照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

総 務 部 長 金 城 弘 昌 君

財 政 課 長 武 田 真 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

環 境 部 長 棚 原 憲 実 君

子 ど も 生 活
大 城 玲 子 さん福 祉 部 長

青少年・子ども
真 鳥 裕 茂 君

家 庭 課 長

女性力・平和
榊 原 千 夏 さん推 進 課 長

保健医療部長 砂 川 靖 君

農林水産部長 長 嶺 豊 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

文化観光スポーツ部長 新 垣 健 一 君

土木建築部長 上 原 国 定 君

道路管理課長 島 袋 一 英 君

都 市 計 画 ・
謝 花 勉 君

モノレール課長

企 業 局 長 金 城 武 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

教 育 長 平 敷 昭 人 君

審査概要

甲第１号議案から甲第24号議案までの予算議案

24件について総務部長から予算概要の説明を聴取

した後、質疑に入り、予算編成の法的根拠、令和

２年度当初予算に計上している審議会、附属機関

及び会合の数、沖縄都市モノレール３両編成への

取組、地元収益の創出・拡大による観光関連産業

の所得向上の具体的方策、一括交付金が減額され

る中でも7500億円の予算が確保できた理由、子供

の貧困対策におけるこれまでの取組の成果、新型

コロナウイルスに対する支援体制の構築、大型Ｍ

ＩＣＥ施設の実現可能性及び和解金に対する県の

認識、令和２年度当初予算と財政収支見通しの比

較、平成30年度決算の経常収支比率及び県債残高

等について質疑が行われた。

委員会終了後、予算議案の審査等に関する基本

的事項に基づき、各常任委員会に対して所管事務

に係る予算議案の調査を依頼した。

（５）

◎令和２年３月16日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前10時58分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 要調査事項の取扱いについて

２ 総括質疑の取扱いについて

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君
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照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

各常任委員会から提出された要調査事項９件の

取扱いについて理事会で協議した結果、意見の一

致を見なかった。

次に、総括質疑について沖縄・自民党所属委員

から知事等の出席を求める動議が提出され採決し

た結果、可否同数となり、委員長裁決の結果、否

決され、総括質疑は行わないことになった。

（６）

◎令和２年３月23日（月曜日）

開 会 午後１時19分

散 会 午後５時30分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第36号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第１号）

２ 甲第37号議案 令和元年度沖縄県一般会計

補正予算（第６号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君

照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 池 田 竹 州 君

総 務 部 長 金 城 弘 昌 君

財 政 課 長 武 田 真 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

子 ど も 生 活
大 城 玲 子 さん福 祉 部 長

福祉政策課長 真栄城 守 君

保健医療部長 砂 川 靖 君

農林水産部長 長 嶺 豊 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

中小企業支援課長 友 利 公 子 さん

雇用政策課長 島 尻 和 美 さん

文化観光スポーツ部長 新 垣 健 一 君

土木建築部長 上 原 国 定 君

港 湾 課 長 桃 原 一 郎 君

教 育 長 平 敷 昭 人 君

審査概要

甲第37号議案の補正予算議案について総務部長

から説明を聴取した後、質疑に入り、生活福祉資

金貸付の利用回数制限の有無、市町村窓口の増設

に向けた県の取組、既存制度の審査等の迅速化に

対する考え、市町村社会福祉協議会への配分方法、

県営住宅の家賃減免の検討状況等について質疑が

行われた。

次に、甲第37号議案の補正予算議案を採決した

結果、別掲（Ⅱ-３）のとおり決定した。

次に、甲第36号議案の補正予算議案について総

務部長から説明を聴取した後、質疑に入り、これ

までの設備投資等に対する160億円の補正予算の

手当の内容、迅速な支援施策周知のための商工会

等の窓口職員の増員への対応状況、フリーランス

への対応、組合費補助の実現性、県内におけるマ

スクや消毒液等の確保数、予備費の具体的な内容、

空港へのサーモグラフィー設置の必要性、知事が

筆頭となる対策本部の有無、債務負担行為の増額

理由、さらなる補正の可能性等について質疑が行
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われた。

（７）

◎令和２年３月24日（火曜日）

開 会 午後２時45分

散 会 午後３時10分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

予算

２ 甲第２号議案 令和２年度沖縄県農業改良

資金特別会計予算

３ 甲第３号議案 令和２年度沖縄県小規模企

業者等設備導入資金特別会計予算

４ 甲第４号議案 令和２年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計予算

５ 甲第５号議案 令和２年度沖縄県下地島空

港特別会計予算

６ 甲第６号議案 令和２年度沖縄県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算

７ 甲第７号議案 令和２年度沖縄県所有者不

明土地管理特別会計予算

８ 甲第８号議案 令和２年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計予算

９ 甲第９号議案 令和２年度沖縄県中央卸売

市場事業特別会計予算

10 甲第10号議案 令和２年度沖縄県林業・木

材産業改善資金特別会計予算

11 甲第11号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

12 甲第12号議案 令和２年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計予算

13 甲第13号議案 令和２年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算

14 甲第14号議案 令和２年度沖縄県産業振興

基金特別会計予算

15 甲第15号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計予算

16 甲第16号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計予算

17 甲第17号議案 令和２年度沖縄県駐車場事

業特別会計予算

18 甲第18号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

19 甲第19号議案 令和２年度沖縄県公債管理

特別会計予算

20 甲第20号議案 令和２年度沖縄県国民健康

保険事業特別会計予算

21 甲第21号議案 令和２年度沖縄県病院事業

会計予算

22 甲第22号議案 令和２年度沖縄県水道事業

会計予算

23 甲第23号議案 令和２年度沖縄県工業用水

道事業会計予算

24 甲第24号議案 令和２年度沖縄県流域下水

道事業会計予算

25 甲第36号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第１号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 啓史郎 君

委 員 大 浜 一 郎 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

照 屋 守 之 君

照 屋 大 河 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 満 君

赤 嶺 昇 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

糸 洲 朝 則 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

議案の採決に先立ち、甲第１号議案については、

沖縄・自民党所属委員から修正動議が提出され

た。

次に、甲第１号議案に対する修正案を採決した

結果、可否同数となり、委員長裁決の結果、否決

された。

次に、甲第１号議案の原案を採決した結果、可
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否同数となり、委員長裁決の結果、原案可決され

た。

次に、甲第２号議案から甲第24号議案までの当

初予算議案23件を採決した結果、別掲（Ⅱ-３及

びⅡ-４）のとおり決定した。

次に、甲第36号議案の補正予算議案を採決した

結果、別掲（Ⅱ-４）のとおり決定した。

－33－



令和２年第１回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査



米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年４月16日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前11時５分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（普天間飛行

場からの泡消火剤流出・飛散事故について）

２ 普天間飛行場からの泡消火剤流出・飛散事

故についてに関する声明の提出について（追

加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

花 城 大 輔 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

環境部環境
普天間 朝 好 君

企画統括監

環 境 部 環 境

政策課基地環境 新 里 睦 君
特別対策室長

環 境 部
仲 地 健 次 君

環境保全課長

土 木 建 築 部 島 袋 善 明 君
土木整備統括監

審査概要

普天間飛行場からの泡消火剤流出・飛散事故に

ついて知事公室長から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

次に、「普天間飛行場からの泡消火剤流出・飛散

事故に関する声明」について議題に追加し、協議

した結果、別掲（Ⅵ-10）のとおり発出することに

なった。
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令和２年第２回沖縄県議会(臨時会)



総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年５月１日（金曜日）

開 会 午前10時59分

散 会 午後３時３分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第２号）

２ 乙第１号議案 沖縄県知事及び副知事の給

与の特例に関する条例

３ 乙第２号議案 専決処分の承認について

４ 乙第３号議案 専決処分の承認について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

花 城 大 輔 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 喜友名 潤 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

科学技術振興課長 金 城 克 也 君

子ども生活福祉部
久 貝 仁 君

福 祉 政 策 課 長

子ども生活
福祉部子ども 島 津 典 子 さん
未来政策課長

子ども生活福祉部
前 川 早由利 さん

子育て支援課長

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 谷 合 誠 君

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

文化観光スポーツ部
前 本 博 之 君

交 流 推 進 課 長

教 育 庁
太 田 守 克 君保健体育課長

警察本部交通部
伊 波 興 二 君

交通規制課長

審査概要

甲第１号議案及び乙第１号議案から乙第３号議

案までについて総務部長から提案理由の説明を聴

取した後、質疑に入り、甲第１号議案については、

ＰＣＲ検査の手順及び検体採取センター整備後の

変更の有無、１日当たりの検査件数の変動、うち

なーんちゅ応援プロジェクトの対象となる売上げ

減少の基準、支援金の対象外業種に対する支援の

状況、マスク確保に対する今後の計画、ウチナー

ンチュ応援プロジェクトに係る理容及び美容業が

対象とならない理由、自衛隊沖縄地方協力本部と

の協力体制の現状と今後の活用方策、ＯＩＳＴを

活用する意義と概要、今後のサーモグラフィー設

置予定箇所、子ども食堂等の食事の提供に係る給

食センターの活用方策、県の広報・周知の在り方、

財政調整基金等の活用方策等について質疑が行わ

れた。

乙第１号議案については、給料を削減した分の

使途、減額の割合を設定した基準、管理職を服務

一般職員の給与削減の有無等について質疑が行わ

れた。

乙第２号議案については、２月定例会に議案が

提案されなかった理由等について質疑が行われた。

乙第３号議案については、質疑なし。

次に、議案４件を採決した結果、別掲（Ⅱ-４）

のとおり決定した。
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令和２年第４回沖縄県議会(定例会)



総務企画委員会

委員会記録
（１）

◎令和２年６月30日（火曜日）

開 会 午後１時55分

散 会 午後２時35分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 所管事務調査事項について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の仲田弘毅君が委員長の互選

に関する職務を行い、投票を行ったところ、又吉

清義君及び西銘純恵さんの得票が同数となったこ

とから、くじにより又吉清義君が委員長に選任さ

れた。

次に、副委員長の互選を投票により行ったとこ

ろ、島尻忠明君及び当山勝利君の得票が同数とな

ったことから、くじにより島尻忠明君が副委員長

に選任された。

次に、本委員会の所管事務調査事項について決

定した。

（２）

◎令和２年７月１日（水曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後０時12分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第４号）

２ 乙第15号議案 専決処分の承認について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

企 画 部
兼 島 篤 貴 君

企画調整課主幹

企 画 部
金 城 康 司 君

交通政策課長

子ども生活福祉部
久 貝 仁 君

福 祉 政 策 課 長

子 ど も 生 活

福祉部青少年・ 真 鳥 裕 茂 君
子ども家庭課長

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

農林水産部
玉 城 聡 君

園芸振興課長

商工労働部長 嘉 数 登 君

マーケティング
比 嘉 淳 君

戦略推進課長

雇用政策課長 金 村 禎 和 君

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光政策課長 山 川 哲 男 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

教 育 庁
横 田 昭 彦 君教育支援課長
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審査概要

甲第１号議案及び乙第15号議案について総務部

長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

甲第１号議案については、おきなわ彩発見キャン

ペーン事業に係る観光関連業者からのクレームの

内容把握の有無、今回の補正の改善箇所の有無、

新型コロナウイルス対策関連予算の第５次、第６

次の対策に向けた財源の考え方、サーモグラフィ

ーの設置に係る委託料の内容、小規模離島におけ

る新型コロナウイルス感染症対策に係る医療体制、

ひとり親世帯臨時特別給付金事業の内容、オンラ

イン授業に係る自宅学習の支援及び教員の負担軽

減の方策、雇用継続助成金事業の上乗せ助成金の

財源、今後の患者発生ルートの想定、第２波に備

えた検査体制の現状、園芸作物再生支援事業の対

象範囲、製造業県内発注促進事業の具体例と事業

展開の見込み等について質疑が行われた。

乙第15号議案については、質疑なし。

次に、議案２件を採決した結果、別掲（Ⅱ-４）

のとおり決定した。

（３）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後７時55分

散 会 午後８時３分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 所管事務調査事項の変更について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務調査事項の変更につ

いて決定した。

（４）

◎令和２年７月16日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後４時19分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 沖縄県職員等の服務の宣誓

に関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第２号議案 東日本大震災及び東日本大

震災以外の特定大規模災害等に対処するため

の沖縄県職員の特殊勤務手当の特例に関する

条例の一部を改正する条例

３ 乙第３号議案 沖縄県税条例の一部を改正

する条例

４ 乙第６号議案 沖縄県警察職員の定員に関

する条例の一部を改正する条例

５ 乙第７号議案 工事請負契約について

６ 乙第12号議案 沖縄県人事委員会委員の選

任について

７ 乙第13号議案 沖縄県収用委員会委員の任

命について

８ 乙第14号議案 沖縄県公安委員会委員の任

命について

９ 乙第17号議案 沖縄県監査委員の選任につ

いて

10 乙第18号議案 沖縄県監査委員の選任につ

いて

11 乙第19号議案 沖縄県監査委員の選任につ

いて

12 陳情第26号、第54号、第71号、第118号及び

第124号

13 新たな過疎対策法の制定についてに係る意

見書の提出について（追加議題）

14 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君
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当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

防災危機管理課長 石 川 欣 吾 君

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

税 務 課 長 喜友名 潤 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画振興統括監 宮 城 嗣 吉 君

総合情報政策課長 加賀谷 陽 平 君

地域・離島課長 森 田 賢 君

子ども生活福祉部

消 費 ･ く ら し 仲井間 直 樹 君
安 全 課 班 長

保健医療部保健
金 城 政 弘 君

医療総務課班長

農林水産部農林
渡 邉 環 さん

水産総務課主幹

警察本部警務部長 岡 本 慎一郎 君

警 察 本 部
松 崎 賀 充 君生活安全部長

審査概要

乙第１号議案から乙第３号議案まで、乙第12号

議案から乙第14号議案まで及び乙第17号議案から

乙第19号議案までについて総務部長から提案理由

の説明を聴取した後、質疑に入り、乙第１号議案

については、対象職員の範囲及び人数、宣誓書の

内容及び職員の自覚を促す取組等について質疑が

行われた。

乙第２号議案については、新型コロナウイルス

感染症拡大に対応する職員体制の現状、市町村に

おける同様な対応への県としての促し方等につい

て質疑が行われた。

乙第３号議案については、個人県民税に係る改

正の目的と税収への影響額、控除が受けられなく

なる年収500万円以上の世帯数の把握の有無、輸

入たばこや加熱式たばこへの課税方法、市町村へ

のたばこ税の歳入方法等について質疑が行われ

た。

乙第12号議案については、今回提案された委員

の再任理由及び幅広い人事についての考え方、他

自治体委員との兼職の是非、再任回数の制限の有

無等について質疑が行われた。

乙第13号議案については、質疑なし。

乙第14号議案については、質疑なし。

乙第17号議案については、質疑なし。

乙第18号議案については、質疑なし。

乙第19号議案については、質疑なし。

次に、乙第６号議案について警察本部生活安全

部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入

り、那覇空港における拾得物に係る豊見城警察署

との協議状況、拾得物のその後の処理状況、一般

職員の定義及び今後の増員予定の有無、警察官と

一般職員の条例上の取扱いの差異等について質疑

が行われた。

次に、陳情２件について警察本部警務部長及び

同生活安全部長から説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、乙第７号議案について企画部長から提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、距離の短

い南北大東間からではなく、北大東沖縄本島間の

海底光ケーブルを先に整備する理由、本事業の財

源内訳、南大東の海底光ケーブル整備から北大東

の整備までの経過、民間整備と県整備の違い、整

備後の保守運用及び管理先、既存の無線中継設備

の取扱い等について質疑が行われた。

次に、陳情３件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、陳情２件について知事公室長から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案11件を採決した結果、別掲（Ⅱ-４）

のとおり決定した。

次に、陳情５件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-２）のとおり決定した。

次に、「新たな過疎対策法「過疎地域持続的発

展支援特別措置法（仮称）」に関する意見書」の

提出について、議題に追加し、協議した結果、別

掲（Ⅵ-11）のとおり提出することになった。
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（５）

◎令和２年７月20日（月曜日）

開 会 午後１時30分

散 会 午後１時47分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 尖閣諸島周辺海域での中国公船による漁船

追尾等に関する意見書の提出について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

「尖閣諸島周辺海域での中国公船による漁船追

尾等に関する意見書」の提出について協議した結

果、別掲（Ⅵ-12）のとおり提出することになっ

た。

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年６月30日（火曜日）

開 会 午後１時53分

散 会 午後２時16分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 所管事務調査事項について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の崎山嗣幸君が委員長の互選

に関する職務を行い、投票により西銘啓史郎君が

委員長に選任された。

次に、投票により大城憲幸君が副委員長に選任

された。

次に、本委員会の所管事務調査事項について決

定した。

（２）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後７時56分

散 会 午後７時58分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

欠 席

崎 山 嗣 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。
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（３）

◎令和２年７月16日（木曜日）

開 会 午前10時13分

散 会 午後４時９分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第４号議案 沖縄ＩＴ津梁パーク施設の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例

２ 乙第10号議案 車両損傷事故に関する和解

等について

３ 陳情第29号、第38号、第51号、第54号の２、

第55号、第82号、第99号、第106号、第107号、

第110号、第115号から第117号まで及び第121

号

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

説明員の職、氏名

環 境 部
大 城 洋 平 君

自然保護課班長

農林水産部長 長 嶺 豊 君

流通・加工
伊 田 幸 司 君推 進 課 長

営農支援課長 喜屋武 盛 人 君

園芸振興課長 玉 城 聡 君

糖業農産課長 嘉 陽 稔 君

畜 産 課 長 久保田 一 史 君

村づくり計画課長 桃 原 聡 君

農地農村整備課長 長 本 正 君

森林管理課長 平 田 功 君

水 産 課 長 能 登 拓 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

情報産業振興課長 山 里 永 悟 君

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光政策統括監 下 地 誠 君

観光政策課長 山 川 哲 男 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

文化振興課長 島 尻 和 美 さん

交流推進課長 前 本 博 之 君

審査概要

乙第10号議案について農林水産部長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入ったが質疑なし。

次に、陳情６件について農林水産部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第４号議案について商工労働部長から

提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、ＩＴ

津梁パークにおける県及び民間による整備の役割

分担、入居企業の税制優遇の状況、当該地域にお

ける情報通信関連産業の立地目標値の達成状況、

企業が集積するメリットの有無、企業誘致に係る

新型コロナウイルス感染症の影響等について質疑

が行われた。

次に、陳情１件について商工労働部長から説明

を聴取した後、質疑に入ったが質疑なし。

次に、陳情８件について文化観光スポーツ部長

から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案２件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）

のとおり決定した。

次に、陳情14件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-２及びⅤ-３）のとおり決定した。

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年６月30日（火曜日）

開 会 午後１時54分

散 会 午後２時16分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 委員長の互選
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２ 副委員長の互選

３ 所管事務調査事項について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の玉城ノブ子さんが委員長の

互選に関する職務を行い、投票により末松文信君

が委員長に選任された。

次に、指名推薦により石原朝子さんが副委員長

に選任された。

次に、本委員会の所管事務調査事項について決

定した。

（２）

◎令和２年７月１日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前11時８分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 甲第２号議案 令和２年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第１号）

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業統括監 大 城 博 君

病院事業総務課長 玉 城 洋 君

病院事業総務課

医 療 企 画 監
田 仲 斉 君

病院事業総務課

人事労務管理室長
佐久本 愉 君

病院事業経営課長 古 堅 圭 一 君

病院事業経営課

班 長
外 間 章 一 君

審査概要

甲第２号議案について病院事業局長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、第２波、第

３波に備えた県立病院全体の受入体制計画や受入

可能病床数、収益的収支予算と資本的収支予算の

違い、各県立病院から要望のあった医療機器等の

必要数の根拠、病院に出入りする委託業者への院

内感染防止対策、特殊勤務手当の支給対象数及び

１人当たりの金額等について質疑が行われた。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）

のとおり決定した。

（３）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後７時54分

散 会 午後７時56分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。
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（４）

◎令和２年７月16日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時28分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第５号議案 沖縄県病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第９号議案 交通事故に関する和解等に

ついて

３ 乙第16号議案 沖縄県新型コロナウイルス

感染症等対策に関する条例

４ 陳情第22号、第24号、第25号、第27号、第28号、

第30号から第34号まで、第36号、第37号、第38号

の２、第39号から第44号まで、第46号から第

48号まで、第50号、第54号の３、第56号、第

65号、第66号、第72号、第73号、第93号から

第96号まで、第98号、第104号、第122号及び

第123号

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

医療企画統括監 真栄城 守 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療総務課長 諸見里 真 君

医療政策課長 宮 城 優 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

地域保健課副参事 又 吉 剛 君

衛生薬務課
薬 務 室 長

池 間 博 則 君

国民健康保険課長 山 内 昌 満 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業統括監 大 城 博 君

病院事業総務課長 玉 城 洋 君

病院事業総務課
医 療 企 画 監

田 仲 斉 君

病院事業総務課
看 護 企 画 監

前 田 純 子 さん

審査概要

乙第９号議案及び乙第16号議案について保健医

療部長から、乙第５号議案について病院事業局長

からそれぞれ提案理由の説明を聴取した後、質疑

に入り、乙第５号議案については、古宇利診療所

が休止になった理由、今帰仁村から譲渡の要望が

出た時期等について質疑が行われた。

乙第９号議案については、保健医療部管轄にお

ける年間の交通事故の件数、再発防止に向けての

取組状況、公用車事故に係る賠償金の支払元等に

ついて質疑が行われた。

乙第16号議案については、条例第７条及び第８

条で行政側の責務、県民及び事業者の責務の有無、

観光客等に対しての責務を定めていない理由の背

景、条例制定が石垣市より遅れた理由、対策本部

の役割、条例第８条の３の項目を設けた理由、第

９条に規定する財政措置の内容、水際対策の重要

性、連携協力に米軍を追加することの必要性、米

軍人の行動履歴についての情報開示の必要性等に

ついて質疑が行われた。

次に、陳情36件について保健医療部長から、陳

情４件について病院事業局長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

（５）

◎令和２年７月17日（金曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後５時13分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第５号議案 沖縄県病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第９号議案 交通事故に関する和解等に

ついて

３ 乙第16号議案 沖縄県新型コロナウイルス

感染症等対策に関する条例

４ 陳情第22号、第24号、第25号、第27号、第28号、

第30号から第34号まで、第36号、第37号、第38号
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の２、第39号から第44号まで、第46号から第

48号まで、第50号、第54号の３、第56号、第

61号、第63号から第66号まで、第72号、第73号、

第75号から第78号まで、第80号、第83号、第89

号、第90号、第93号から第96号まで、第98号、

第100号、第103号、第104号、第109号、第117号

の２、第120号、第122号及び第123号

５ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
福 祉 部 長

名渡山 晶 子 さん

高齢者福祉
介 護 課 長 伊野波 和 子 さん

障害福祉課長 宮 里 健 君

青少年・子ども

家 庭 課 長
真 鳥 裕 茂 君

子育て支援課長 前 川 早由利 さん

女性力・平和
推 進 課 長 榊 原 千 夏 さん

教 育 長 金 城 弘 昌 君

教育支援課長 横 田 昭 彦 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君

学校人事課県立

学校人事管理監
崎 間 恒 哉 君

県立学校教育課長 玉 城 学 君

義務教育課長 目取真 康 司 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

審査概要

陳情15件について教育長から、陳情８件につい

て子ども生活福祉部長から、それぞれ説明を聴取

した後、質疑が行われた。

次に議案３件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）の

とおり決定した。

次に陳情53件を採決した結果、別掲（Ⅳ-23）の

とおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-３）のとおり決定した。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年６月30日（火曜日）

開 会 午後１時52分

散 会 午後２時21分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 所管事務調査事項について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の金城勉君が委員長の互選に

関する職務を行い、投票により委員長に瑞慶覧功

君が選任された。

次に、副委員長の互選を投票により行ったとこ

ろ、下地康教君及び次呂久成崇君の得票が同数と

なったことから、くじにより副委員長に下地康教

君が選任された。

次に、本委員会の所管事務調査事項について決

定した。
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（２）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後７時54分

散 会 午後７時58分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 所管事務調査事項の変更について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、所管事務調査事項の変更について協議し、

決定した。

（３）

◎令和２年７月16日（木曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後６時45分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第８号議案 訴えの提起について

２ 乙第11号議案 弁護士報酬請求事件の和解

について

３ 陳情第23号、第29号の２、第35号、第54号

の４、第60号、第62号、第68号から第70号ま

で、第74号、第81号、第85号から第88号まで、

第91号、第92号、第97号、第101号、第105号、

第107号の２、第108号、第114号、第119号及

び第124号の２

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 屋比久 義 君
特命推進課長

環 境 部 長 松 田 了 君

環境整備課長 比 嘉 尚 哉 君

自然保護課長 比 嘉 貢 君

環境再生課長 久 高 直 治 君

土木建築部長 上 原 国 定 君

土木整備統括監 島 袋 善 明 君

道路街路課長 前 川 智 宏 君

道路管理課副参事 天 久 茂 君

河 川 課 長 外 間 修 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 野 原 良 治 君

空 港 課 長 大 城 勉 君

都 市 計 画 ・ 仲 嶺 智 君
モノレール課長

都市公園課長 高 嶺 賢 巳 君

建築指導課長 野 原 和 男 君

住 宅 課 長 與那嶺 善 一 君

企 業 局 長 棚 原 憲 実 君

企業技術統括監 石 新 実 君

建 設 課 長 大 城 彰 君

審査概要

乙第８号議案及び乙第11号議案について土木建

築部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に

入り、乙第８号議案については、これまで議決し

た訴えの提起のうち実際に訴訟に発展した件数、

高額所得者の認定要件、宮古・八重山地区におけ

る専門相談員の配置状況等について質疑が行われ

た。

乙第11号議案については、今回の和解と元職員

に対して請求している賠償との関係等について質
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疑が行われた。

次に、陳情15件について土木建築部長、知事公

室特命推進課長及び環境部自然保護課長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情９件について環境部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、陳情２件について企業局長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、議案２件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）

のとおり決定した。

次に、陳情25件を採決した結果、別掲（Ⅳ-24）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-４）のとおり決定した。

（４）

◎令和２年７月28日（火曜日）

開 会 午前９時39分

散 会 午前９時56分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

審査概要

視察調査日程について協議し、決定した。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後８時８分

散 会 午後８時34分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 審査日程について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の金城勉君が委員長の互選に

関する職務を行い、投票を行ったところ、照屋守

之君及び照屋大河君の得票が同数となったことか

ら、くじにより照屋守之君が委員長に選任された。

次に、副委員長の互選を投票により行ったとこ

ろ、仲里全孝君及び照屋大河君の得票が同数とな

ったことから、くじにより照屋大河君が副委員長

に選任された。

次に、審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年７月21日（火曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時27分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（３月以降の

米軍関係の事件・事故について）
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２ 陳情第21号、第67号、第102号及び第111号

３ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍基地内

の新型コロナウイルス感染症拡大について）

（追加議題）

４ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（普天間飛行

場代替施設建設事業公有水面埋立変更承認申

請について）（追加議題）

５ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参事監兼基地
金 城 典 和 君対策統括監

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

辺野古新基地建設
田 代 寛 幸 君

問 題 対 策 課 長

環 境 部
仲 地 健 次 君

環境保全課長

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

土 木 建 築 部
島 袋 善 明 君

土木整備統括監

警察本部刑事部長 崎 原 永 克 君

警察本部交通部長 大 城 辰 男 君

審査概要

３月以降の米軍関係の事件・事故について警察

本部刑事部長及び同交通部長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情４件について知事公室長及び警察本

部刑事部長から説明を聴取した後、質疑が行われ

た。

次に、米軍基地内の新型コロナウイルス感染症

拡大について議題に追加し、知事公室長及び保健

医療部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、普天間飛行場代替施設建設事業に係る公

有水面埋立法に基づく変更承認申請書について議

題に追加し、土木建築部土木整備統括監から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情４件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-４）のとおり決定した。

（３）

◎令和２年７月28日（火曜日）

開 会 午前９時20分

散 会 午前９時34分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

視察調査日程について協議し、決定した。

新沖縄振興・公共交通ネットワーク

特別委員会 委員会記録
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（１）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後８時６分

散 会 午後８時20分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 審査日程について

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 下 地 康 教 君

座 波 一 君

呉 屋 宏 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の比嘉京子さんが委員長の互

選に関する職務を行い、指名推選により中川京貴

君が選任された。

次に、指名推選により大浜一郎君が副委員長に

選任された。

次に、審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年７月21日（火曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時22分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 陳情第38号の３、第44号の２、第45号、第

49号、第52号、第53号、第54号の５、第56号

の２、第57号から第59号まで、第84号、第106号

の２、第112号、第113号及び第125号

２ 県経済の振興発展及び鉄軌道を含む公共交

通ネットワークの整備拡充並びにこれらに関

連する諸問題の調査及び対策の樹立（沖縄21

世紀ビジョン基本計画総点検等について）

３ 県経済の振興発展及び鉄軌道を含む公共交

通ネットワークの整備拡充並びにこれらに関

連する諸問題の調査及び対策の樹立（沖縄県

の公共交通施策について）

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 下 地 康 教 君

座 波 一 君

呉 屋 宏 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
城 間 敦 君

基地対策課副参事

総務部財政統括監 平 田 正 志 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画調整統括監 金 城 敦 君

企画振興統括監 宮 城 嗣 吉 君

企画調整課副参事 武 村 幹 夫 君

企画調整課班長 喜 瀬 達 也 君

企画調整課主幹 兼 島 篤 貴 君

交通政策課長 金 城 康 司 君

交通政策課副参事 大 嶺 寛 君

農 林 水 産 部
幸 地 稔 君

農政企画統括監

農林水産部流通
伊 田 幸 司 君

・加工推進課長

農林水産部
久保田 一 史 君畜 産 課 長

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 谷 合 誠 君

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

雇用政策課長 金 村 禎 和 君

文化観光スポーツ部
下 地 誠 君
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観光政策統括監

文化観光スポーツ部
真栄田 義 泰 君

観光政策課副参事

文化観光スポーツ部
雉 鼻 章 郎 君

観 光 振 興 課 長

土 木 建 築 部 島 袋 登仁雄 君
建築都市統括監

土木建築部 大 城 勉 君
空 港 課 長

審査概要

陳情16件について企画部長、商工労働部長、総

務部財政統括監、農林水産部農政企画統括監、文

化観光スポーツ部観光政策統括監、知事公室基地

対策課副参事及び土木建築部建築都市統括監から

それぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、沖縄21世紀ビジョン基本計画総点検等に

ついて企画部長から説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、沖縄県の公共交通施策について企画部長

から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情16件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-４及びⅤ-５）のとおり決定した。

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年７月14日（火曜日）

開 会 午後８時５分

散 会 午後８時16分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 新 垣 淑 豊 君

新 垣 新 君

石 原 朝 子 さん

西 銘 啓史郎 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

玉 城 武 光 君

喜友名 智 子 さん

山 内 末 子 さん

平 良 昭 一 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の仲田弘毅君が委員長の互選

に関する職務を行い、指名推選により西銘純恵さ

んが委員長に選任された。

次に、指名推選により仲宗根悟君が副委員長に

選任された。

次に、審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年７月21日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後２時33分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 子どもの貧困問題及び教育無償化並びにこ

れらに関連する諸問題の調査及び対策の樹立

（令和元年度沖縄子ども調査高校生調査報告

書について）

２ 陳情第79号

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 新 垣 淑 豊 君

新 垣 新 君

石 原 朝 子 さん

西 銘 啓史郎 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

玉 城 武 光 君

喜友名 智 子 さん

山 内 末 子 さん

平 良 昭 一 君
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説明員の職、氏名

総 務 部
下 地 常 夫 君

総務私学課長

子 ど も 生 活
名渡山 晶 子 さん

福 祉 部 長

子ども未来
島 津 典 子 さん

政 策 課 長

商 工 労 働 部
友 利 公 子 さん

産業雇用統括監

教 育 庁
半 嶺 満 君

教育指導統括監

教 育 庁
横 田 昭 彦 君教育支援課長

教育庁県立
玉 城 学 君学校教育課長

教 育 庁
目取真 康 司 君義務教育課長

教 育 庁
太 田 守 克 君保健体育課長

審査概要

令和元年度沖縄子ども調査高校生調査報告書に

ついて子ども未来政策課長から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、陳情１件について子ども生活福祉部長及

び教育庁教育指導統括監から説明を聴取した後、

質疑が行われた。

次に、陳情１件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-５）のとおり決定した。
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令和２年第４回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査



経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年８月３日（月曜日）

開 会 午後２時１分

散 会 午後２時44分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

赤 嶺 昇 君

欠 席

島 袋 大 君

山 内 末 子 さん

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年８月７日（金曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時58分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（沖縄県の

観光業等の現状について）

２ 観光について（ＧｏＴｏトラベル及び万国

津梁会議費等について）

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

欠 席

島 袋 大 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

説明員の職、氏名

参 考 人

沖縄県ホテル旅館

生活衛生同業組合 宮 里 一 郎 君
理 事 長

沖縄県ホテル旅館

生活衛生同業組合 中 村 聡 君
専 務

一般社団法人

沖縄県レンタ 白 石 武 博 君

カー協会会長

沖縄県飲食業

生活衛生同業 鈴 木 洋 一 君

組合理事長

一般社団法人

沖縄県バス協会 小 川 吾 吉 君
会 長

一般社団法人

沖縄県ハイヤー・ 東 江 一 成 君
タクシー協会会長

美ら島観光
大 城 宗 直 君施設協会理事

一般社団法人

日本旅行業協会 與 座 嘉 弘 君
沖縄支部支部長

一般社団法人

全国旅行業協会 崎 山 喜 孝 君
沖縄県支部支部長

知 事 公 室
玉 元 宏一郎 君

基地対策課班長

企画部企画
花 城 安 博 君調整課副参事

子ども生活福祉部

青少年・子ども 真 鳥 裕 茂 君
家 庭 課 長
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保健医療部
国 吉 悦 子 君地域保健課長

商工労働部

マーケティング 比 嘉 淳 君

戦略推進課長

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光政策統括監 下 地 誠 君

観光政策課長 山 川 哲 男 君

観光政策課副参事 真栄田 義 泰 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

交流推進課長 前 本 博 之 君

審査概要

沖縄県の観光業等の現状について参考人から意

見を聴取した後、質疑が行われた。

次に、ＧｏＴｏトラベル及び万国津梁会議費等

について文化観光スポーツ部長から説明を聴取し

た後、質疑が行われた。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年８月12日（水曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午前11時30分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 上下水道事業について（座間味浄水場建設

候補地について）

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

欠 席

呉 屋 宏 君

説明員の職、氏名

企 業 局 長 棚 原 憲 実 君

建 設 課 長 大 城 彰 君

審査概要

座間味浄水場建設候補地について、企業局長か

ら説明を聴取した後、質疑が行われた。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年８月13日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前11時９分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍Ｆ15戦

闘機からの部品落下事故について）

２ 米軍Ｆ15戦闘機からの部品落下事故につい

てに係る抗議声明の提出について（追加議題）

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参事監兼基地
金 城 典 和 君対策統括監
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参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

審査概要

米軍Ｆ15戦闘機からの部品落下事故について知

事公室長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、「米軍Ｆ15戦闘機からの部品落下事故につ

いてに係る抗議声明」の提出について議題に追加

し、協議した結果、別掲（Ⅵ-13）のとおり提出す

ることになった。

米軍基地関係特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

令和２年９月９日（１日）

視察調査の場所

名護市及び宜野湾市

視察調査事項

軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸問

題の調査及び対策の樹立（普天間飛行場代替施設建

設事業公有水面埋立について、普天間飛行場代替施

設建設事業公有水面埋立に係る諸課題等について、

普天間飛行場から派生する諸問題について）

参 加 者

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

新沖縄振興・公共交通ネットワーク

特別委員会 委員会記録

（１）

◎令和２年９月７日（月曜日）

開 会 午前11時０分

散 会 午前11時10分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 付議事件に係る審査範囲の変更について

２ 陳情の付託替えの申出について（追加議題）

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 下 地 康 教 君

座 波 一 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

呉 屋 宏 君

審査概要

付議事件に係る審査範囲の変更について協議

し、決定した。

次に、陳情の付託替えの申出について議題に追

加した上で協議し、決定した。
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令和２年第５回沖縄県議会(臨時会)



総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年８月３日（月曜日）

開 会 午後２時３分

散 会 午後４時58分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第５号）

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知事公室基地
城 間 敦 君

対策課副参事

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

子ども生活福祉部
久 貝 仁 君

福 祉 政 策 課 長

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

医療政策課長 宮 城 優 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

教 育 庁
太 田 守 克 君

保健体育課長

審査概要

甲第１号議案について総務部長から提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、今後感染者数が

増えることも予想される中での予備費５億円の適

切性、小規模離島に対する対策、これまで借り上

げを実施したホテル等への風評被害対策、今年度

取り崩した財政調整基金の額と今後の財政措置の

考え方、生活福祉資金貸付事業におけるこれまで

の総額と貸付実績、自宅療養の導入と家庭内感染

防止への対応との関係、県職員の勤務体制維持に

向けた対応状況、コロナ感染症対策に関する基地

従業員の職場環境、公園等の指定管理者の経営へ

の影響と支援策、開業医におけるＰＣＲ検査実施

の可否等について質疑が行われた。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）

のとおり決定した。
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令和２年第６回沖縄県議会(定例会)



総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年９月16日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後１時46分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第６号）

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

企 画 部
金 城 康 司 君交通政策課長

子ども生活福祉部長 名渡山 晶 子 さん

福祉政策課長 久 貝 仁 君

子育て支援課長 前 川 早由利 さん

障害福祉課長 宮 里 健 君

女性力・平和
榊 原 千 夏 さん推 進 課 長

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

医療政策課長 宮 城 優 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

商工労働部長 嘉 数 登 君

マーケティング
比 嘉 淳 君

戦略推進課長

ものづくり
古波蔵 寿 勝 君振 興 課 長

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

ＭＩＣＥ推進課長 山 田 みさよ さん

土木建築部
野 原 良 治 君港 湾 課 長

土木建築部
大 城 勉 君空 港 課 長

教 育 庁
屋 宜 宣 秀 君学校人事課長

教育庁県立
玉 城 学 君学校教育課長

教 育 庁
目取真 康 司 君義務教育課長

警察本部警務部
森 本 直 樹 君

会 計 課 長

審査概要

甲第１号議案について総務部長から提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、健康バイオ関連

産業振興費に係る約１億5000万円の新規計上と約

３億円の減額の関わり、細胞培養加工施設の今後

の整備取組計画、生活福祉資金貸付事業のこれま

での実績と今後の見込み、本部港国際クルーズ船

受入環境整備事業の減額理由、公安委員会の運営

費等の内訳及び対応現場の状況、医療機関等での

定期的なＰＣＲ検査実施と保育所等への拡大に対

する考え方、無症状患者への対応及び宿泊施設へ

の隔離に対する考え方、第32軍司令部壕の検討委

員会における公開検討の意味合い、令和２年度末

における財政調整基金の残高見込み、県管理空港

における発熱監視業務の具体的内容と改善の必要

性等について質疑が行われた。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）

のとおり決定した。

（２）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時17分

散 会 午後６時21分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席
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委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（３）

◎令和２年10月５日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時46分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 沖縄県個人番号の利用及び

特定個人情報の提供に関する条例の一部を改

正する条例

２ 陳情第26号、第38号の４、第44号の３、第

45号、第54号、第71号、第118号、第124号か

ら第126号まで、第128号、第135号、第142号、

第145号、第153号及び第154号

３ 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

４ 決算事項に係る調査日程について

５ 閉会中継続審査・調査について

６ 視察調査について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

防災危機管理課長 石 川 欣 吾 君

防 災 機 器
上 間 秀 一 君管理課班長

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 喜友名 潤 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

交通政策課長 金 城 康 司 君

総合情報政策課長 加賀谷 陽 平 君

総合情報政策課
山 里 武 宏 君

副 参 事

地域・離島課長 森 田 賢 君

地域・離島課
中 村 昭 君副 参 事

市町村課長 高江洲 昌 幸 君

市町村課班長 宮 城 さゆり さん

子ども生活福祉部

消 費 ･ く ら し 仲井間 直 樹 君
安 全 課 班 長

農林水産部
鳩 間 用 一 君水産課班長

教 育 庁
仲 原 茂 君

教育支援課班長

警察本部警務部長 岡 本 慎一郎 君

警 察 本 部
松 崎 賀 充 君生活安全部長

警察本部刑事部

組織犯罪対策課 伊 集 守 隆 君
調 査 官

選挙管理委員会委員長 当 山 尚 幸 君

審査概要

乙第１号議案について企画部長から提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、専攻科が設置さ

れている高校名及び支援の対象となる人数、マイ

ナンバー制度におけるセキュリティーの確保、こ

れまでの専攻科の生徒への支援内容と今回の支援
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拡充に係る背景、本県でのマイナンバーカードの

交付状況、専攻科の設置意義等について質疑が行

われた。

次に、陳情８件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、陳情５件について、知事公室長及び農林

水産部水産課班長からそれぞれ説明を聴取した後、

質疑が行われた。

次に、陳情３件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、陳情２件について、警察本部警務部長及

び同生活安全部長から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

次に、陳情１件について、選挙管理委員会委員

長から説明を聴取した後、質疑に入ったが質疑な

し。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５）

のとおり決定した。

次に、陳情16件を採決した。

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-５及びⅤ-６）のとおり決定した。

次に、視察調査について協議した結果、各派持

ち帰り検討した上で、10月15日に再度協議するこ

とになった。

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時16分

散 会 午後６時19分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

欠 席

島 袋 大 君

赤 嶺 昇 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年10月５日（月曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後４時59分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第２号議案 沖縄県職業訓練に関する基

準等を定める条例の一部を改正する条例

２ 乙第８号議案 県営土地改良事業の執行に

伴う負担金の徴収について

３ 乙第９号議案 農地整備事業の執行に伴う

負担金の徴収について

４ 乙第10号議案 水利施設整備事業の執行に

伴う負担金の徴収について

５ 乙第11号議案 水質保全対策事業の執行に

伴う負担金の徴収について

６ 乙第12号議案 通作条件整備事業の執行に

伴う負担金の徴収について

７ 乙第13号議案 農業基盤整備促進事業の執

行に伴う負担金の徴収について

８ 乙第14号議案 地域水産物供給基盤整備事

業の執行に伴う負担金の徴収について

９ 請願第３号、陳情第29号、第38号の５、第44号

の４、第49号、第52号、第53号、第54号の２、

第56号の３、第57号から第59号まで、第99号、

第106号、第106号の２、第107号、第115号、

第137号、第146号から第148号まで、第154号

の２及び第155号

10 視察調査について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君
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副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

説明員の職、氏名

総務部税務課
與那嶺 哲 也 君副 参 事

農林水産部長 長 嶺 豊 君

農林水産総務課長 浦 崎 康 隆 君

農林水産総務課
浦 崎 直 也 君研 究 企 画 監

流通・加工
伊 田 幸 司 君推 進 課 長

農政経済課長 長 嶺 和 弥 君

営農支援課長 喜屋武 盛 人 君

園芸振興課長 玉 城 聡 君

糖業農産課長 嘉 陽 稔 君

畜 産 課 長 久保田 一 史 君

村づくり計画課長 桃 原 聡 君

農地農村整備課長 長 本 正 君

漁港漁場課長 森 英 勇 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

マーケティング
比 嘉 淳 君

戦略推進課長

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

雇用政策課長 金 村 禎 和 君

労働政策課長 金 城 睦 也 君

審査概要

乙第８号議案から乙第14号議案までについて農

林水産部長から提案理由の説明を聴取した後、質

疑に入り、乙第８号議案については質疑なし。

乙第９号議案については、事業の概要、当該事

業で使用する堆肥の考え方等について質疑が行わ

れた。

乙第10号議案から乙第12号議案までについては、

質疑なし

乙第13号議案については、当該事業の地区ごと

の予算の割合、土地改良事業における国・県・地

元の負担率の割合や用途変更の手続の方法、県内

の耕作農地面積と荒廃農地の現状等について質疑

が行われた。

乙第14号議案については、質疑なし。

次に、陳情16件について農林水産部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第２号議案について商工労働部長から

提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、通信

器機や通信環境の整備など予算を伴う対応の有無

について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情８件について商工労働

部長及び総務部税務課副参事から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、視察調査について協議し、今年度の海外

視察調査は行わないことを決定した。

（３）

◎令和２年10月６日（火曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後２時38分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第２号議案 沖縄県職業訓練に関する基

準等を定める条例の一部を改正する条例

２ 乙第８号議案 県営土地改良事業の執行に

伴う負担金の徴収について

３ 乙第９号議案 農地整備事業の執行に伴う

負担金の徴収について

４ 乙第10号議案 水利施設整備事業の執行に

伴う負担金の徴収について

５ 乙第11号議案 水質保全対策事業の執行に

伴う負担金の徴収について

６ 乙第12号議案 通作条件整備事業の執行に

伴う負担金の徴収について

７ 乙第13号議案 農業基盤整備促進事業の執

行に伴う負担金の徴収について

８ 乙第14号議案 地域水産物供給基盤整備事

業の執行に伴う負担金の徴収について

９ 請願第３号及び第４号、陳情第29号、第38

号、第38号の５、第44号の４、第49号、第51

号から第53号まで、第54号の２、第55号、第56号

の３、第57号から第59号まで、第82号、第84

号、第99号、第106号、第106号の２、第107号、
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第110号、第115号から第117号まで、第121号、

第133号、第134号、第137号、第146号から第

148号まで、第154号の２、第155号及び第168

号

10 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

11 決算事項に係る調査日程について

12 閉会中継続審査・調査について

13 視察調査日程について（追加議題）

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

説明員の職、氏名

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光政策統括監 下 地 誠 君

観光政策課長 山 川 哲 男 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

観光振興課主幹 喜屋武 敦 君

ＭＩＣＥ推進課長 山 田 みさよ さん

文化振興課長 島 尻 和 美 さん

スポーツ振興課長 高宮城 邦 子 さん

交流推進課長 前 本 博 之 君

土木建築部
高 嶺 賢 巳 君都市公園課長

教 育 庁
目取真 康 司 君義務教育課長

審査概要

請願１件及び陳情14件について、文化観光スポ

ーツ部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案８件を採決した結果、別掲（Ⅱ-５及

びⅡ-６）のとおり決定した。

次に、請願２件及び陳情34件を採決した結果、

別掲（Ⅳ-24）のとおり決定した

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-６）のとおり決定した。

次に、視察調査日程について議題に追加し協議

し、決定した。

（４）

◎令和２年10月８日（木曜日）

開 会 午後０時０分

散 会 午後０時４分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 陳情第133号に係る意見書の提出について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

審査概要

陳情第133号に係る意見書の提出について協議し

た結果、別掲（Ⅵ-14）のとおり提出することにな

った。

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年９月16日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前11時25分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 甲第２号議案 令和２年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第２号）
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出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業統括監 大 城 博 君

病院事業総務課長 玉 城 洋 君

病院事業総務課

医 療 企 画 監
田 仲 斉 君

病院事業総務課

看 護 企 画 監
前 田 純 子 さん

病院事業総務課

人事労務管理室長
佐久本 愉 君

病院事業経営課長 古 堅 圭 一 君

審査概要

甲第２号議案について病院事業局長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、資本的収支

予算の収入部分にある寄附金の内容と支出部分に

ある建設改良費の内訳の状況、コロナ対応による

県立病院の財政状況、収支の見込み、会計年度任

用職員の資格の必要性、防護具等の確保の考え方、

会計年度任用保育士の業務内容、医療従事者支援

のための宿泊施設の利用状況、各県立病院の医療

機器等の充足状況等について質疑が行われた。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-６）

のとおり決定した。

（２）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時17分

散 会 午後６時21分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（３）

◎令和２年10月５日（月曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後４時32分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第３号議案 沖縄県立高等学校等の設置

に関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第４号議案 義務教育諸学校等の教育職

員の給与等に関する特別措置条例の一部を改

正する条例

３ 陳情第54号の３、第61号、第63号、第64号、

第66号、第75号から第78号まで、第80号、第

83号、第89号、第90号、第100号、第103号、

第109号、第117号の２、第120号、第122号、

第134号の２、第141号、第149号、第160号、

第164号、第170号及び第173号

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君
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説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
福 祉 部 長

名渡山 晶 子 さん

高齢者福祉
介 護 課 長

伊野波 和 子 さん

障害福祉課長 宮 里 健 君

青少年・子ども

家 庭 課 長
真 鳥 裕 茂 君

子育て支援課長 前 川 早由利 さん

女性力・平和
推 進 課 長

榊 原 千 夏 さん

教 育 長 金 城 弘 昌 君

総 務 課 長 山 城 英 昭 君

総 務 課
教育企画室長

平 田 直 樹 君

教育支援課長 横 田 昭 彦 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君

県立学校教育課長 玉 城 学 君

県立学校教育課

特別支援教育室長
大 城 政 之 君

義務教育課長 目取真 康 司 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

審査概要

乙第３号議案及び乙第４号議案について教育長

から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

乙第３号議案については、一番多い時期の伊良部

高等学校の生徒数及びクラス数の状況、廃止後の

施設の跡利用の検討状況、はなさき分校の本校化

に向けて、今後、生徒数が増加した場合、敷地内

での増築等学級数を増やすことの可能性、特別支

援学校を含む今後の統廃合の有無、特色ある学校

づくりの取組状況、県内の各学校における特別支

援教育支援員の配置数、特別支援学校教員免許を

持っていない先生方への免許取得に向けての支援

内容、高等学校における学びの教室設置に向けた

具体的な取組等について質疑が行われた。

次に、陳情19件について教育長から、陳情10件

について子ども生活福祉部長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

（４）

◎令和２年10月６日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時６分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第３号議案 沖縄県立高等学校等の設置

に関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第４号議案 義務教育諸学校等の教育職

員の給与等に関する特別措置条例の一部を改

正する条例

３ 陳情第24号、第30号、第31号、第37号、第38号

の２、第39号、第41号、第42号、第50号、第54号

の３、第56号、第56号の４、第61号、第63号

から第66号まで、第72号、第73号、第75号か

ら第78号まで、第80号、第83号、第89号、第

90号、第93号から第95号まで、第100号、第

103号、第104号、第109号、第117号の２、第

120号、第122号、第127号、第129号、第134号

の２、第136号、第141号、第149号、第160号、

第163号、第164号、第169号、第170号及び第

173号

４ 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

５ 決算事項に係る調査日程について

６ 閉会中継続審査・調査について

７ 視察調査について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

企画部地域・
離島課班長

上 原 嘉 彦 君

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

医療企画統括監 真栄城 守 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療総務課長 諸見里 真 君

保健医療総務課
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看 護 専 門 監
知 念 寿 子 さん

県立看護大学長 嘉手苅 英 子 さん

医療政策課長 宮 城 優 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

地域保健課副参事 又 吉 剛 君

商 工 労 働 部

中小企業支援課長
知 念 百 代 さん

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業総務課長 玉 城 洋 君

病院事業総務課

看 護 企 画 監
前 田 純 子 さん

審査概要

陳情25件について保健医療部長から、陳情３件

について病院事業局長から、陳情１件について企

画部地域・離島課班長から、陳情１件について商

工労働部中小企業支援課長からそれぞれ説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、議案２件を採決した結果、別掲（Ⅱ-６）

のとおり決定した。

次に、陳情49件を採決した結果、別掲（Ⅳ-24及

びⅣ-25）のとおり決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-６及びⅤ-７）のとおり決定した。

次に、県外視察調査については、今年度の視察

調査を中止することで決定した。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時18分

散 会 午後６時19分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

金 城 勉 君

欠 席

新 垣 光 栄 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年10月５日（月曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後８時24分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第５号議案 工事請負契約について

２ 乙第６号議案 財産の取得について

３ 乙第７号議案 財産の取得について

４ 陳情第23号、第29号の２、第35号、第54号

の４、第60号、第68号、第69号、第74号、第

81号、第85号から第88号まで、第91号、第92号、

第97号、第101号、第105号、第107号の２、

第108号、第114号、第119号、第124号の２、

第138号、第139号、第142号の２、第143号、

第144号、第150号、第151号、第156号から第

159号まで、第161号、第162号、第165号から

第167号まで及び第171号

５ 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

６ 決算事項に係る調査日程について

７ 閉会中継続審査・調査について

８ 視察調査について

９ 参考人招致について（追加議題）

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君
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上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 知 念 武 紀 君
特命推進課主幹

環 境 部 長 松 田 了 君

環境保全課長 仲 地 健 次 君

環境整備課長 比 嘉 尚 哉 君

自然保護課長 比 嘉 貢 君

環境再生課長 久 高 直 治 君

土木建築部長 上 原 国 定 君

土木整備統括監 島 袋 善 明 君

土木建築部参事 宜 保 勝 君

土木建築部参事 與那覇 聰 君

技術・建設業課長 島 袋 一 英 君

道路街路課長 前 川 智 宏 君

道路管理課長 上 原 智 泰 君

河 川 課 長 外 間 修 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 野 原 良 治 君

港湾課港湾開発監 砂 川 勇 二 君

空 港 課 長 大 城 勉 君

都市公園課長 高 嶺 賢 巳 君

建築指導課長 野 原 和 男 君

警察本部交通部 伊 波 興 二 君
交通規制課長

審査概要

乙第５号議案から乙第７号議案までについて土

木建築部長から提案理由の説明を聴取した後、質

疑に入り、乙第５号議案については、ＪＶの比率、

四車線で１本の橋梁にした根拠、本工事の工期、

人工島の土地利用計画、総合評価方式と価格競争

方式の比率、泡瀬干潟が鳥獣保護区に指定された

場合の工事への影響、ＪＶで県内業者が代表者に

なれない理由等について質疑が行われた。

乙第６号議案については、化学消防車を導入す

る理由、空港での災害発生を想定した訓練の有無、

財源の内訳等について質疑が行われた。

乙第７号議案については、空港における消火救

難体制の整備基準、宮古空港に配備する化学消防

車との相違点、化学消防車の車検の有効期間等に

ついて質疑が行われた。

次に、陳情27件について土木建築部長、知事公

室特命推進課主幹、環境部自然保護課長、環境部

環境保全課長及び警察本部交通部交通規制課長か

ら説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情14件について環境部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、議案３件を採決した結果、別掲（Ⅱ-６）

のとおり決定した。

次に、陳情40件を採決した。

次に、本委員会の所管に係る決算事項の調査に

ついて及び調査日程について協議し、決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-７からⅤ-９まで）のとおり決定した。

次に、視察調査について協議し、決定した。

次に、参考人招致について議題に追加するか協

議を行ったが意見の一致を見ず、参考人招致につ

いてを議題に追加することを求める動議の提出が

あり、採決の結果、動議が可決された。

次に、参考人の出席を求めることについて協議

を行ったが意見の一致を見ず、参考人の出席を求

める動議の提出があり、採決の結果、動議が可決

され、参考人招致を決定した。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時24分

散 会 午後６時25分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君
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又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

新 垣 光 栄 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年10月８日（木曜日）

開 会 午前11時２分

散 会 午後５時７分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（６月以降の

米軍関係の事件・事故について）

２ 陳情第21号、第67号、第102号、第111号、

第130号から第132号まで、第140号及び第172

号

３ 閉会中継続審査・調査について

４ 視察調査日程について（追加議題）

５ 那覇港湾施設（那覇軍港）の早期移設と浦

添市西海岸開発計画の早期実現を求めること

についてに係る意見書及び同決議の提出につ

いて（追加議題）

６ 辺野古新基地建設を断念し、莫大な新基地

建設予算を新型コロナウイルス感染症対策へ

と充てることを求めることについてに係る意

見書及び同決議の提出について（追加議題）

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参事監兼基地
金 城 典 和 君対策統括監

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

辺野古新基地建設
田 代 寛 幸 君

問 題 対 策 課 長

土 木 建 築 部 島 袋 善 明 君
土木整備統括監

警察本部刑事部長 崎 原 永 克 君

警察本部交通部長 大 城 辰 男 君

審査概要

６月以降の米軍関係の事件・事故について警察

本部刑事部長及び同交通部長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情９件について知事公室長及び警察本

部刑事部長から説明を聴取した後、質疑が行われ

た。

次に、陳情９件を採決した結果、別掲（Ⅳ-25）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-９）のとおり決定した。

次に、視察調査日程についてを議題に追加し協

議した後、決定した。

次に、那覇港湾施設（那覇軍港）の早期移設と

浦添市西海岸開発計画の早期実現を求めることに

ついてに係る意見書及び同決議の提出についてを

議題に追加し協議した結果、意見の一致を見なか

った。

次に、辺野古新基地建設を断念し、莫大な新基

地建設予算を新型コロナウイルス感染症対策へと

充てることについてに係る意見書及び同決議の提

出についてを議題に追加し協議した結果、意見の

一致を見なかった。
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新沖縄振興・公共交通ネットワーク

特別委員会 委員会記録

（１）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時24分

散 会 午後６時27分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 下 地 康 教 君

座 波 一 君

呉 屋 宏 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年10月８日（木曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後２時36分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 陳情第54号の５、第112号、第113号、第152号

及び第153号の２

２ 県経済の振興発展及び鉄軌道を含む公共交

通ネットワークの整備拡充並びにこれらに関

連する諸問題の調査及び対策の樹立（新たな

沖縄振興計画の策定に係る進捗状況について）

３ 県経済の振興発展及び鉄軌道を含む公共交

通ネットワークの整備拡充並びにこれらに関

連する諸問題の調査及び対策の樹立（沖縄関

係税制の優遇措置の現状及び今後の取組につ

いて）

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 下 地 康 教 君

座 波 一 君

呉 屋 宏 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
城 間 敦 君

基地対策課副参事

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画調整課副参事 武 村 幹 夫 君

企画調整課副参事 宮 城 直 人 君

企画調整課班長 喜 瀬 達 也 君

企画調整課主幹 與 座 直 也 君

企画調整課主幹 兼 島 篤 貴 君

交通政策課副参事 大 嶺 寛 君

商 工 労 働 部
當 間 隆 治 君

産業政策課班長

商工労働部もの
古波蔵 寿 勝 君

づくり振興課長

商工労働部情報
本 永 哲 君

産業振興課班長

文化観光スポーツ部
大 濵 克 行 君

MICE推進課主査

土 木 建 築 部
島 袋 登二雄 君

建築都市統括監

審査概要

陳情５件について、企画部長、商工労働部もの

づくり振興課長、知事公室基地対策課副参事及び

土木建築部建築都市統括監からそれぞれ説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、新たな沖縄振興計画の策定に係る進捗状

況について企画部長から説明を聴取した後、質疑

が行われた。
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次に、沖縄関係税制の優遇措置の現状及び今後

の取組について企画部長から説明を聴取した後、

質疑が行われた。

次に、陳情５件を採決した結果、別掲（Ⅳ-25）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-９）のとおり決定した。

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時25分

散 会 午後６時31分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人招致について

２ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 新 垣 淑 豊 君

新 垣 新 君

石 原 朝 子 さん

西 銘 啓史郎 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

玉 城 武 光 君

喜友名 智 子 さん

山 内 末 子 さん

平 良 昭 一 君

審査概要

参考人招致及び審査日程について協議し、決定

した。

（２）

◎令和２年10月８日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時30分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 陳情第79号

２ 参考人からの意見聴取について（一般社団

法人おきなわ子ども未来ネットワークの概要

並びに2019年度「若年にんしんＳＯＳ沖縄」

事業内容等について）

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 新 垣 淑 豊 君

新 垣 新 君

石 原 朝 子 さん

西 銘 啓史郎 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

玉 城 武 光 君

喜友名 智 子 さん

山 内 末 子 さん

平 良 昭 一 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
名渡山 晶 子 さん

福 祉 部 長

保護・援護課長 大 城 清 剛 君

青少年・子ども
真 鳥 裕 茂 君

家 庭 課 長

子ども未来
島 津 典 子 さん

政 策 課 長

教 育 庁
半 嶺 満 君

教育指導統括監

教 育 庁
横 田 昭 彦 君教育支援課長

教 育 庁
目取真 康 司 君義務教育課長

教 育 庁
太 田 守 克 君保健体育課長

参 考 人

一 般 社 団 法 人

おきなわ子ども
山 内 優 子 さん

未来ネットワーク

代 表 理 事
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補 助 者

一 般 社 団 法 人

おきなわ子ども
東 江 令 奈 さん

未来ネットワーク

相 談 支 援 員

一 般 社 団 法 人

おきなわ子ども
松 田 沙 紋 さん

未来ネットワーク

相 談 支 援 員

審査概要

陳情１件について子ども生活福祉部長、教育庁

教育指導統括監から説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、一般社団法人おきなわ子ども未来ネット

ワークの概要並びに2019年度「若年にんしんＳＯ

Ｓ沖縄」事業内容等について参考人から意見を聴

取した後、質疑を行われた。

次に、陳情１件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-９）のとおり決定した。

決算特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月１日（木曜日）

開 会 午後６時30分

散 会 午後７時10分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 乙第15号議案 令和元年度沖縄県水道事業

会計未処分利益剰余金の処分について

４ 乙第16号議案 令和元年度沖縄県工業用水

道事業会計未処分利益剰余金の処分について

５ 認定第１号 令和元年度沖縄県一般会計決

算の認定について

６ 認定第２号 令和元年度沖縄県農業改良資

金特別会計決算の認定について

７ 認定第３号 令和元年度沖縄県小規模企業

者等設備導入資金特別会計決算の認定につい

て

８ 認定第４号 令和元年度沖縄県中小企業振

興資金特別会計決算の認定について

９ 認定第５号 令和元年度沖縄県下地島空港

特別会計決算の認定について

10 認定第６号 令和元年度沖縄県母子父子寡

婦福祉資金特別会計決算の認定について

11 認定第７号 令和元年度沖縄県下水道事業

特別会計決算の認定について

12 認定第８号 令和元年度沖縄県所有者不明

土地管理特別会計決算の認定について

13 認定第９号 令和元年度沖縄県沿岸漁業改

善資金特別会計決算の認定について

14 認定第10号 令和元年度沖縄県中央卸売市

場事業特別会計決算の認定について

15 認定第11号 令和元年度沖縄県林業・木材

産業改善資金特別会計決算の認定について

16 認定第12号 令和元年度沖縄県中城湾港（新

港地区）臨海部土地造成事業特別会計決算の

認定について

17 認定第13号 令和元年度沖縄県宜野湾港整

備事業特別会計決算の認定について

18 認定第14号 令和元年度沖縄県国際物流拠

点産業集積地域那覇地区特別会計決算の認定

について

19 認定第15号 令和元年度沖縄県産業振興基

金特別会計決算の認定について

20 認定第16号 令和元年度沖縄県中城湾港（新

港地区）整備事業特別会計決算の認定につい

て

21 認定第17号 令和元年度沖縄県中城湾港マ

リン・タウン特別会計決算の認定について

22 認定第18号 令和元年度沖縄県駐車場事業

特別会計決算の認定について

23 認定第19号 令和元年度沖縄県中城湾港（泡

瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計決算の

認定について

24 認定第20号 令和元年度沖縄県公債管理特

別会計決算の認定について

25 認定第21号 令和元年度沖縄県国民健康保

険事業特別会計決算の認定について

26 認定第22号 令和元年度沖縄県病院事業会

計決算の認定について

27 認定第23号 令和元年度沖縄県水道事業会
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計決算の認定について

28 認定第24号 令和元年度沖縄県工業用水道

事業会計決算の認定について

29 閉会中継続審査について

30 決算特別委員会運営要領について

31 理事の選任

出 席

委 員 長 座 波 一 君

副 委 員 長 新 垣 淑 豊 君

委 員 仲 里 全 孝 君

花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

次呂久 成 崇 君

照 屋 大 河 君

仲宗根 悟 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

翁 長 雄 治 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の末松文信君が委員長の互選

に関する職務を行い、指名推選により座波一君が

委員長に選任された。

次に、投票により新垣淑豊君が副委員長に選任

された。

次に、乙第15号議案及び乙第16号議案の議決議

案２件並びに認定第１号から認定第24号までの決

算24件の審査について協議した結果、別掲（Ⅴ-

９及びⅤ-10）のとおり閉会中継続審査に付する

ことに決定した。

次に、決算特別委員会運営要領について協議し、

決定した。

次に、理事に比嘉瑞己君、山里将雄君及び仲里

全孝君の３人が選任された。

委員会終了後、決算議案の審査等に関する基本

的事項に基づき、各常任委員会に対して所管事務

に係る決算事項の調査を依頼した。
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令和２年第６回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査



総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月15日（木曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後５時38分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（知事公室、

総務部及び公安委員会所管分）

２ 令和２年第６回議会認定第８号

３ 令和２年第６回議会認定第20号

４ 視察調査について（追加議題）

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

辺野古新基地建設
田 代 寛 幸 君

問 題 対 策 課 長

防災危機管理課長 石 川 欣 吾 君

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

総務私学課長 下 地 常 夫 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

行政管理課長 森 田 崇 史 君

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 喜友名 潤 君

管 財 課 長 古 市 実 哉 君

警 察 本 部 長 宮 沢 忠 孝 君

警 務 部 長 岡 本 慎一郎 君

会 計 課 長 森 本 直 樹 君

生活安全部長 松 崎 賀 充 君

交 通 部 長 大 城 辰 男 君

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号について知事公

室長、総務部長及び警察本部長から、同認定第８

号及び同認定第20号について総務部長からそれぞ

れ決算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、消

防防災ヘリ導入推進事業に係る市町村との協議会

が設立できない理由や課題、市町村に求める人員

や費用負担に係る調整の現状、ワシントン事務所

の活動に係る効果、課題に対する変化の有無及び

情報発信の在り方、辺野古新基地建設問題対策事

業に係る知事のトークキャラバンの提案者、具体

的な実施状況、国民的機運の醸成方策、米軍関係

の自動車税の減免に係る経緯と内容、改善に向け

た県の取組、サイバー犯罪の発生及び摘発状況、

少年犯罪全般の現状と対策の内容及び青少年の薬

物乱用への防止策等について質疑が行われた。

次に、視察調査について議題に追加した上で協

議し、決定した。

（２）

◎令和２年10月16日（金曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時24分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（企画部、

出納事務局、監査委員事務局、人事委員会事

務局及び議会事務局所管分）

２ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君
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山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画部参事 宮 平 尚 君

企画調整課長 喜舎場 健 太 君

交通政策課長 金 城 康 司 君

交 通 政 策 課
寺 本 美 幸 さん

公共交通推進室長

交通政策課副参事 大 嶺 寛 君

統 計 課 長 糸 数 勝 君

科学技術振興課長 金 城 克 也 君

総合情報政策課長 加賀谷 陽 平 君

地域・離島課長 森 田 賢 君

市町村課副参事 山 内 明 良 君

会 計 管 理 者 伊 川 秀 樹 君

監査委員事務局長 渡嘉敷 道 夫 君

人 事 委 員 会
大 城 直 人 君事 務 局 長

議会事務局長 勝 連 盛 博 君

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号について企画部

長、会計管理者、監査委員事務局長、人事委員会

事務局長及び議会事務局長からそれぞれ決算概要

の説明を聴取した後、質疑に入り、過疎地域自立

促進特別措置法が果たしてきた役割の認識、新た

な過疎法の適用条件等が厳しくなることも想定さ

れることに対する今後の取組、鉄軌道の導入に向

けた国との調整状況と今後の取組、沖縄科学技術

イノベーションシステム構築事業の具体的な成果

及びＯＩＳＴの役割等について質疑が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について協議

を行い、消防防災ヘリ導入に向けた市町村との調

整・連携の在り方について、翁長前知事が立ち上

げたワシントン駐在員活動事業に対する評価及び

今後どのような成果を求めるのかについて、辺野

古新基地建設問題対策事業（知事によるトークキ

ャラバン等）の成果について、ワシントン駐在員

活動事業の在り方について、新たな振興計画に向

けた諸課題（鉄軌道整備、ＯＩＳＴの活用、離島

振興等）に対する考え方についてを要調査事項と

して報告することに決定した。

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月15日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時56分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（農林水産

部及び労働委員会事務局所管分）

２ 令和２年第６回議会認定第２号

３ 令和２年第６回議会認定第９号

４ 令和２年第６回議会認定第10号

５ 令和２年第６回議会認定第11号

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

赤 嶺 昇 君

欠 席

山 内 末 子 さん

※ 決算議案の審査等に関する基本的事項

４（６）に基づき、監査委員である山内末子

さんは調査に加わらない。

説明員の職、氏名

農林水産部長 長 嶺 豊 君

農林水産総務課長 浦 崎 康 隆 君

流通・加工
伊 田 幸 司 君推 進 課 長

農政経済課長 長 嶺 和 弥 君

営農支援課長 喜屋武 盛 人 君

園芸振興課長 玉 城 聡 君

糖業農産課長 嘉 陽 稔 君

畜 産 課 長 久保田 一 史 君
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村づくり計画課長 武 田 真 君

森林管理課長 平 田 功 君

水 産 課 長 能 登 拓 君

漁業漁場課長 森 英 勇 君

中央卸売市場町 宮 里 太 君

労働委員会事務局
山 城 貴 子 さん参事兼事務局長

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号、同認定第２号

及び同認定第９号から同認定第11号までについて

農林水産部長から、同認定第１号について労働委

員会事務局長からそれぞれ決算概要の説明を聴取

した後、質疑に入り、農林水産物流通条件不利性

解消事業の効果拡大の評価、豚熱発生に関し国が

補助対象外と判断した農家に対する県の対応、沖

縄振興特別措置法が延長されない場合における農

林水産部関連事業への影響、農林水産物の地産地

消上位５品目の割合、県内の農業所得の平均額と

全国との比較、沖縄型レンタル農場設置事業の内

容と実施場所、肉用牛の父子不一致事案の調査の

状況、パラオ共和国との漁業に関係する人材交流

事業の展開等について質疑が行われた。

（２）

◎令和２年10月16日（金曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後５時６分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（商工労働

部及び文化観光スポーツ部所管分）

２ 令和２年第６回議会認定第３号

３ 令和２年第６回議会認定第４号

４ 令和２年第６回議会認定第12号

５ 令和２年第６回議会認定第14号

６ 令和２年第６回議会認定第15号

７ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

赤 嶺 昇 君

欠 席

山 内 末 子 さん

※ 決算議案の審査等に関する基本的事項

４（６）に基づき、監査委員である山内末子

さんは調査に加わらない。

説明員の職、氏名

知 事 公 室
玉 元 宏一郎 君

基地対策課班長

企 画 部
平 良 秀 春 君

企画調整課班長

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 谷 合 誠 君

アジア経済
嘉 数 裕 幸 君戦 略 課 長

マーケティング
比 嘉 淳 君

戦略推進課長

ものづくり
古波蔵 寿 勝 君振 興 課 長

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

企業立地推進課長 久保田 圭 君

情報産業振興課長 山 里 永 悟 君

雇用政策課長 金 村 禎 和 君

労働政策課長 金 城 睦 也 君

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光政策課長 山 川 哲 男 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

ＭＩＣＥ推進課長 山 田 みさよ さん

文化振興課長 島 尻 和 美 さん

空手振興課長 佐和田 勇 人 君

スポーツ振興課長 高宮城 邦 子 さん

県立芸術大学
仲 村 到 君事 務 局 長

県立博物館・美術館
上 原 毅 君

博物館副館長

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号、同認定第３号、

同認定第４号、同認定第12号、同認定第14号及び

同認定第15号について商工労働部長から、同認定

第１号について文化観光スポーツ部長からそれぞ
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れ決算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、県

産品拡大展開総合支援事業の昨年度の実績とわし

たショップや百貨店等での売上げ及び今年のコロ

ナの影響、国際物流関連ビジネスモデル創出事業

による成果、沖縄を経由して輸出する必然性を備

えたビジネスモデルの内容、沖縄県庁全体での障

害者の雇用状況、情報通信産業関連の企業立地数

や雇用者数の推移、リゾテック沖縄国際ＩＴ見本

市の取組状況、工芸産業パワーアップ事業の対象

となる組合数と事業者数、航空関連産業クラスタ

ー形成及び集積へのコロナによる影響の有無、沖

縄国際物流拠点の現状と今後の施設の活用方法、

観光目的税の使途目的及び税収見込み、新たな振

興計画へＳＤＧｓを盛り込むための万国津梁会議

における議論の状況、大型ＭＩＣＥ施設の計画自

体の妥当性を検証する必要性、「まいにちおきなわ」

ＥＣサイトの運営状況、観光客１人当たりの消費

額を引き上げるための取組状況、空手の首里・泊

手系以外の流派の有無等について質疑が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について協議

を行い、万国津梁会議費における成果の出口戦略

（明確化）について、大型ＭＩＣＥ受入環境整備

事業の課題整理について、豚熱発生に伴う未補償

の３農家に対する手続について及び移動制限区域

内の68農家に対する支援について、一括交付金が

廃止（または減額）された場合における農林水産

部関連事業への影響について、沖縄県の障害者法

定雇用率の現状についての５件を要調査事項とし

て、また、豚熱発生に伴う移動制限区域内の68農

家については、国の補助対象とならなかった場合

には養豚業の存続に関わることから、県において

は豚熱に係る手当金等評価チームの算定状況の推

移を踏まえ、しっかりと支援に取り組むことの１

件を特記事項として報告することに決定した。

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月15日（木曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後５時27分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（子ども生

活福祉部及び教育委員会所管分）

２ 令和２年第６回議会認定第６号

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

欠 席

上 原 章 君

※ 決算議案の審査等に関する基本的事項

４（６）に基づき、監査委員である上原章君

は調査に加わらない。

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
福 祉 部 長

名渡山 晶 子 さん

福祉政策課長 久 貝 仁 君

保護・援護長 大 城 清 剛 君

青少年・子ども

家 庭 課 長
真 鳥 裕 茂 君

子 ど も
未来政策課長

島 津 典 子 さん

子育て支援課長 前 川 早由利 さん

障害福祉課長 宮 里 健 君

女性力・平和
推 進 課 長

榊 原 千 夏 さん

教 育 長 金 城 弘 昌 君

教育支援課長 横 田 昭 彦 君

施 設 課 長 平 田 厚 雄 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君

県立学校教育課長 玉 城 学 君

県立学校教育課

特別支援教育室長
大 城 政 之 君

義務教育課長 目取真 康 司 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

生涯学習振興課長 下 地 康 斗 君

－71－



文化財課長 諸 見 友 重 君

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号及び同認定第６

号議案について子ども生活福祉部長から、同認定

第１号議案について教育長からそれぞれ決算概要

の説明を聴取した後、質疑に入り、待機児童解消

支援基金事業と保育所等の整備事業による保育所

の整備状況や待機児童の解消状況、認可保育施設

と公立保育園での定員割れの状況、母子父子寡婦

福祉資金の貸付金の利用状況及び他の用途内容、

沖縄子供の貧困緊急対策事業や沖縄県子どもの貧

困対策推進基金などの活用による令和元年度の指

標及び目標値の達成状況と令和３年度の目標達成

への取組状況、戦没者遺骨収集事業における収集

状況と事業終期、就学援助の受給件数と今後の拡

充計画、平和の思い発信・交流・継承事業の開催

時期及び期間、ひとり親家庭生活支援モデル事業

のこれまでの成果、児童虐待の相談件数と児童養

護施設の入居状況、県外大学への進学を支援する

給付型奨学金制度の実施件数、金額及びその成果、

今後の課題、就職活動キックオフ推進事業の効果

と課題、県内と県外の離職率の状況、グローバル･

リーダー育成海外短期研修事業の研修生の選考方

法と３事業が派遣中止となっている中、執行率が

81.9％と高い理由、那覇Ａ特別支援学校建設の進

捗状況、幼児教育連携体制推進事業における教育

委員会と子ども生活福祉部との連携の在り方、ス

クールカウンセラー･スクールソーシャルワーカー

の配置状況、「琉球・沖縄の知と心」国際発信事業

におけるペルー、ハワイ以外の国の資料収集及び

調査計画、英語立県沖縄推進戦略事業における統

一した指標の必要性等について質疑が行われた。

（２）

◎令和２年10月16日（金曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時６分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（保健医療

部所管分）

２ 令和２年第６回議会認定第21号

３ 令和２年第６回議会認定第22号

４ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

欠 席

上 原 章 君

※ 決算議案の審査等に関する基本的事項

４（６）に基づき、監査委員である上原章君

は調査に加わらない。

説明員の職、氏名

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

医療企画統括監 真栄城 守 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療総務課長 諸見里 真 君

保健医療総務課

看 護 専 門 監
知 念 寿 子 さん

医療政策課長 宮 里 優 君

健康長寿課長 宮 里 治 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

衛生薬務課長 新 城 光 雄 君

衛生薬務課
薬 務 室 長

池 間 博 則 君

国民健康保険課長 山 内 昌 満 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業統括監 大 城 博 君

病院事業総務課

医 療 企 画 監
田 仲 斉 君

病院事業総務課

人事労務管理室長
佐久本 愉 君

病院事業経営課長 古 堅 圭 一 君

北部病院長 久 貝 忠 男 君

中部病院長 玉 城 和 光 君

中部病院事務部長 吉 田 昌 敬 君

南部医療センタ

ー・こども医療 和 氣 亨 君
センター院長

精和病院長 親富祖 勝 己 君
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宮古病院長 本 永 英 治 君

八重山病院長 篠 﨑 裕 子 さん

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号及び同認定第21

号について保健医療部長から、同認定第22号につ

いて病院事業局長からそれぞれ決算概要の説明を

聴取した後、質疑に入り、医学臨床研修事業の単

独事業と交付金事業の違い、養成した医師の離島

・僻地への配置状況、特定不妊治療費助成事業の

実績や利用状況、また適用条件、母子健康包括支

援センターの設置状況や設置の推進に向け実施し

ている研修や調査・検討事項の内容の確認、北部

基幹病院整備推進事業の現状と今後のスケジュー

ル、みんなのヘルスアクション創出事業における

県内中小零細企業への健康経営の支援方法、国民

健康保険事業の前期高齢者交付金が少ない理由、

ドクターヘリ事業とメッシュサポートの連携の予

定、子供医療費無料化への調整状況と実現の見通

し、沖縄県病院事業会計が５年ぶりに経常収支が

黒字になった要因についての分析状況、新型コロ

ナウイルス対策の対応に係る影響で４月から７月

までの間に23億5400万円の減収と確認しているが、

令和２年８月以降の状況と対応の検討、医師、看

護師及びコメディカルの定数に対する配置状況及

び今後の配置計画、病院経営計画の目標値に対す

る達成度、病院施設内における病院互助会の在り

方、６県立病院の現状と今後の病院経営の在り方、

離島・僻地の医療従事者の確保に関する北部、宮

古、八重山病院長の評価及び課題等について質疑

が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について協議

を行い、決定した。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月15日（木曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後４時26分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会認定第１号（土木建築

部所管分）

２ 令和２年第６回議会認定第５号

３ 令和２年第６回議会認定第７号

４ 令和２年第６回議会認定第13号

５ 令和２年第６回議会認定第16号

６ 令和２年第６回議会認定第17号

７ 令和２年第６回議会認定第18号

８ 令和２年第６回議会認定第19号

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

土木建築部長 上 原 国 定 君

土木建築部参事 與那覇 聰 君

土木総務課長 砂 川 健 君

技術・建設業課長 島 袋 一 英 君

道路街路課長 前 川 智 宏 君

道路管理課長 上 原 智 泰 君

河 川 課 長 外 間 修 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 野 原 良 治 君

空 港 課 長 大 城 勉 君

都 市 計 画 ・ 仲 嶺 智 君
モノレール課長

都市公園課長 高 嶺 賢 巳 君

下水道課長 比 嘉 久 雄 君

住 宅 課 長 與那嶺 善 一 君

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号、同認定第

５号、同認定第７号、同認定第13号及び同認

定第16号から同認定第19号までについて土木

建築部長から決算概要の説明を聴取した後、

質疑に入り、那覇港管理組合が実施した意識調査
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の位置づけ、中断されている意識調査の再開の有

無及び時期、今後、埋立事業及び那覇港の整備等

土木行政がＳＤＧｓの影響により変わっていくの

か、首里城再建についての政策調整監の役割、公

営住宅整備事業における入札の不調・不落の現状

とその対策、中城湾港新港地区物流拠点化推進に

係る定期船就航実証実験の内容と事業効果、無電

柱化推進事業の進捗率と今後の計画の優先順位、

沖縄都市モノレール延長整備に伴う利用実績と交

通渋滞への影響及び今後の延伸計画、宜野湾マリ

ーナ並びに与那原マリーナの管理費の補正理由と

宜野湾マリーナ施設使用料の徴収方法等について

質疑が行われた。

（２）

◎令和２年10月16日（金曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時52分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会乙第15号議案

２ 令和２年第６回議会乙第16号議案

３ 令和２年第６回議会認定第１号（環境部所

管分）

４ 令和２年第６回議会認定第23号

５ 令和２年第６回議会認定第24号

６ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 松 田 了 君

環境政策課長 多良間 一 弘 君

環境政策課基地
新 里 陸 君

環境特別対策室長

環境保全課長 仲 地 健 次 君

環境整備課長 比 嘉 尚 哉 君

自然保護課長 比 嘉 貢 君

自然保護課世界
島 袋 直 樹 君

自然遺産推進室長

環境再生課長 久 髙 直 治 君

企 業 局 長 棚 原 憲 実 君

企業技術統括監 石 新 実 君

参 事 兼 大 城 清 二 君
総務企画課長

経 理 課 長 仲 地 之 君

配水管理課長 上 地 安 春 君

建 設 課 長 大 城 彰 君

審査概要

令和２年第６回議会認定第１号について環

境部長から決算概要の説明、令和２年第６回

議会乙第15号議案、同乙第16号議案、令和２

年第６回議会認定第23号及び同認定第24号に

ついて企業局長から提案理由及び決算概要の

説明を聴取した後、質疑に入り、米軍航空機騒

音監視事業の目的と成果、騒音の状況及び得られ

たデータの情報共有の状況、おきなわ型省エネ設

備等普及事業の概要及び効果、アジェンダ21に記

載されている二酸化炭素の削減目標の達成に向け

た対策、外来植物防除対策事業の概要と実績、ギ

ンネムが沖縄に入ってきた経緯及び駆除試験の内

容、世界自然遺産登録の手続状況、ジュゴン保護

対策事業におけるＩＵＣＮリサーチプランの実施

状況及びジュゴン生息域での海砂採取の影響、赤

土等の流出防止対策のモニタリング調査の評価、

気候非常事態宣言の現状及び今後の展開、全島緑

化県民運動推進事業における市町村との連携の状

況、座間味浄水場建設候補地の決断の経緯及び判

断の理由、座間味村長との面談が実現できていな

い理由及び今後の進め方、ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ

の除去のための費用負担状況、西原町以南への工

業用水の供給の現状及び今後の計画、北谷浄水場

の水源の割合等について質疑が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について

協議を行い、那覇港管理組合の意識調査の内容、

再開時期について、今後の沖縄県の土木行政がＳ

ＤＧｓの名の下にどのように変わっていくのか、
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これまで開発目標がなかったのかについて、那覇

港管理組合の意識調査とＳＤＧｓの理念について、

座間味浄水場建設候補地を高台案に決定した根拠

について、知事が就任２年間の評価で０点、50点

と評価し仕事をしていないことを表明したことに

ついて、首里城再建のために政策調整監を任命し

たことについて、国の移設協議会の確認事項と現

在県の方針が異なることについて、８月に富川副

知事が港湾整備計画を持った方と面談したことに

ついて、辺野古埋立事業が行政手続に基づき進め

られていることについて、万国津梁会議の委員が

変更承認申請に反対意見を寄せるよう呼びかけた

ことについて、座間味浄水場建設候補地を高台案

に決定した責任者として座間味村長と面談するこ

とについての11件を要調査事項として報告するこ

とに決定した。

（３）

◎令和２年11月10日（火曜日）

開 会 午後１時31分

散 会 午後３時45分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（那覇港湾

整備で管理組合が進めた県民意識調査の現状

・経緯及び今後の展開について）

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

参 考 人

那覇港管理組合
田 原 武 文 君

常勤副管理者

那覇港管理組合
参 事 監 兼 松 島 良 成 君
企画建設部長

補 助 者

那覇港管理組合
高 良 亨 君

計画建設課長

那覇港管理組合
比 嘉 博 也 君

計画建設課班長

那覇港管理組合
プロジェクト 渡嘉敷 真理子 さん
推 進 室 主 幹

審査概要

那覇港湾整備で管理組合が進めた県民意識調査

の現状・経緯及び今後の展開について参考人から

意見を聴取した後、質疑が行われた。

米軍基地関係特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

令和２年11月16日（１日）

視察調査の場所

那覇市及び浦添市

視察調査事項

軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸問

題の調査及び対策の樹立（那覇港湾施設について）

参 加 者

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君
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決算特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年10月14日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時17分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 令和２年第６回議会乙第15号議案 令和元

年度沖縄県水道事業会計未処分利益剰余金の

処分について

２ 令和２年第６回議会乙第16号議案 令和元

年度沖縄県工業用水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について

３ 令和２年第６回議会認定第１号 令和元年

度沖縄県一般会計決算の認定について

４ 令和２年第６回議会認定第２号 令和元年

度沖縄県農業改良資金特別会計決算の認定に

ついて

５ 令和２年第６回議会認定第３号 令和元年

度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会

計決算の認定について

６ 令和２年第６回議会認定第４号 令和元年

度沖縄県中小企業振興資金特別会計決算の認

定について

７ 令和２年第６回議会認定第５号 令和元年

度沖縄県下地島空港特別会計決算の認定につ

いて

８ 令和２年第６回議会認定第６号 令和元年

度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計決算

の認定について

９ 令和２年第６回議会認定第７号 令和元年

度沖縄県下水道事業特別会計決算の認定につ

いて

10 令和２年第６回議会認定第８号 令和元年

度沖縄県所有者不明土地管理特別会計決算の

認定について

11 令和２年第６回議会認定第９号 令和元年

度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計決算の認

定について

12 令和２年第６回議会認定第10号 令和元年

度沖縄県中央卸売市場事業特別会計決算の認

定について

13 令和２年第６回議会認定第11号 令和元年

度沖縄県林業・木材産業改善資金特別会計決

算の認定について

14 令和２年第６回議会認定第12号 令和元年

度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について

15 令和２年第６回議会認定第13号 令和元年

度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計決算の認

定について

16 令和２年第６回議会認定第14号 令和元年

度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区

特別会計決算の認定について

17 令和２年第６回議会認定第15号 令和元年

度沖縄県産業振興基金特別会計決算の認定に

ついて

18 令和２年第６回議会認定第16号 令和元年

度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別

会計決算の認定について

19 令和２年第６回議会認定第17号 令和元年

度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計決

算の認定について

20 令和２年第６回議会認定第18号 令和元年

度沖縄県駐車場事業特別会計決算の認定につ

いて

21 令和２年第６回議会認定第19号 令和元年

度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について

22 令和２年第６回議会認定第20号 令和元年

度沖縄県公債管理特別会計決算の認定につい

て

23 令和２年第６回議会認定第21号 令和元年

度沖縄県国民健康保険事業特別会計決算の認

定について

24 令和２年第６回議会認定第22号 令和元年

度沖縄県病院事業会計決算の認定について

25 令和２年第６回議会認定第23号 令和元年

度沖縄県水道事業会計決算の認定について

26 令和２年第６回議会認定第24号 令和元年

度沖縄県工業用水道事業会計決算の認定につ

いて

出 席

委 員 長 座 波 一 君

副 委 員 長 新 垣 淑 豊 君
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委 員 仲 里 全 孝 君

花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

次呂久 成 崇 君

照 屋 大 河 君

仲宗根 悟 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

翁 長 雄 治 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

会 計 管 理 者 伊 川 秀 樹 君

会 計 課 長 比 嘉 千 乃 さん

企 業 局 長 棚 原 憲 実 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

代表監査委員 安慶名 均 君

監査委員事務局長 渡嘉敷 道 夫 君

審査概要

令和２年第６回議会乙第15号議案、同乙第16号

議案及び令和２年第６回議会認定第１号から同認

定第24号までの決算24件について会計管理者、病

院事業局長及び企業局長からそれぞれ決算概要の

説明、代表監査委員から決算審査概要の説明を聴

取した後、質疑に入り、収入未済額が増えている

理由、沖縄振興特別措置法に基づく高率補助が仮

に廃止になった場合の影響、万国津梁会議に係る

支払手続の適正性、万国津梁会議に係る住民監査

請求の内容、病院事業会計における是正・改善を

要する事項の内容、沖縄県行政運営プログラムの

取組に対する監査委員の評価、財政調整基金等主

要３基金の状況、米軍への優遇税制の状況及び復

帰以降県民並みに徴収した場合の差額、新型コロ

ナウイルスによる県財政への影響、経常収支比率

を押し上げている要因、自主財源を増やす方策、

予算の一括計上方式に対する認識、歳入の推移及

び今後の見通し等について質疑が行われた。

（２）

◎令和２年10月22日（木曜日）

開 会 午前11時52分

散 会 午後４時２分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 要調査事項及び特記事項の取扱いについて

２ 総括質疑の取扱いについて

３ 審査日程の変更について（追加議題）

４ 令和２年第６回議会乙第15号議案 令和元

年度沖縄県水道事業会計未処分利益剰余金の

処分について（追加議題）

５ 令和２年第６回議会乙第16号議案 令和元

年度沖縄県工業用水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について（追加議題）

６ 令和２年第６回議会認定第１号 令和元年

度沖縄県一般会計決算の認定について（追加

議題）

７ 令和２年第６回議会認定第２号 令和元年

度沖縄県農業改良資金特別会計決算の認定に

ついて（追加議題）

８ 令和２年第６回議会認定第３号 令和元年

度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会

計決算の認定について（追加議題）

９ 令和２年第６回議会認定第４号 令和元年

度沖縄県中小企業振興資金特別会計決算の認

定について（追加議題）

10 令和２年第６回議会認定第５号 令和元年

度沖縄県下地島空港特別会計決算の認定につ

いて（追加議題）

11 令和２年第６回議会認定第６号 令和元年

度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計決算

の認定について（追加議題）

12 令和２年第６回議会認定第７号 令和元年

度沖縄県下水道事業特別会計決算の認定につ

いて（追加議題）

13 令和２年第６回議会認定第８号 令和元年

度沖縄県所有者不明土地管理特別会計決算の

認定について（追加議題）

14 令和２年第６回議会認定第９号 令和元年

度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計決算の認

定について（追加議題）

15 令和２年第６回議会認定第10号 令和元年

度沖縄県中央卸売市場事業特別会計決算の認

定について（追加議題）

16 令和２年第６回議会認定第11号 令和元年
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度沖縄県林業・木材産業改善資金特別会計決

算の認定について（追加議題）

17 令和２年第６回議会認定第12号 令和元年

度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について（追加議

題）

18 令和２年第６回議会認定第13号 令和元年

度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計決算の認

定について（追加議題）

19 令和２年第６回議会認定第14号 令和元年

度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区

特別会計決算の認定について（追加議題）

20 令和２年第６回議会認定第15号 令和元年

度沖縄県産業振興基金特別会計決算の認定に

ついて（追加議題）

21 令和２年第６回議会認定第16号 令和元年

度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別

会計決算の認定について（追加議題）

22 令和２年第６回議会認定第17号 令和元年

度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計決

算の認定について（追加議題）

23 令和２年第６回議会認定第18号 令和元年

度沖縄県駐車場事業特別会計決算の認定につ

いて（追加議題）

24 令和２年第６回議会認定第19号 令和元年

度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について（追加議

題）

25 令和２年第６回議会認定第20号 令和元年

度沖縄県公債管理特別会計決算の認定につい

て（追加議題）

26 令和２年第６回議会認定第21号 令和元年

度沖縄県国民健康保険事業特別会計決算の認

定について（追加議題）

27 令和２年第６回議会認定第22号 令和元年

度沖縄県病院事業会計決算の認定について（追

加議題）

28 令和２年第６回議会認定第23号 令和元年

度沖縄県水道事業会計決算の認定について（追

加議題）

29 令和２年第６回議会認定第24号 令和元年

度沖縄県工業用水道事業会計決算の認定につ

いて（追加議題）

出 席

委 員 次呂久 成 崇 君

照 屋 大 河 君

仲宗根 悟 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

翁 長 雄 治 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

委 員 長 座 波 一 君

副 委 員 長 新 垣 淑 豊 君

委 員 仲 里 全 孝 君

花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

末 松 文 信 君

島 袋 大 君

審査概要

座波一委員長が発熱し、ＰＣＲ検査を受け陽性

であったこと、新垣淑豊副委員長も座波一委員長

と行動を共にしていたことから、年長委員の金城

勉委員が委員長の職務を代行した。

要調査事項に関し知事の出席を求めるか否かの

取扱いについて理事会で協議した結果、行わない

ことで意見の一致を見た。

次に、審査日程の変更について議題に追加して

協議し、決定した。

次に、令和２年第６回議会乙第15号議案及び同

乙第16号議案を採決した結果、別掲（Ⅱ-６）の

とおり決定した。

次に、令和２年第６回議会認定第１号から同認

定第24号までの決算24件を採決した結果、別掲（Ⅱ

-６及びⅡ-７）のとおり決定した。

次に、経済労働委員会から提出された令和２年

第６回議会認定第１号に対する附帯決議案を採決

した結果、別掲（Ⅱ-７）のとおり決定した。
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令和２年第７回沖縄県議会(定例会)



総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年11月25日（水曜日）

開 会 午前10時59分

散 会 午後３時15分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第８号）

２ 乙第30号議案 専決処分の承認について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

環 境 部
仲 地 健 次 君環境保全課長

子ども生活福祉部長 名渡山 晶 子 さん

福祉政策課長 久 貝 仁 君

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

医療政策課長 宮 城 優 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

農林水産部
嘉 陽 稔 君糖業農産課長

農林水産部
久保田 一 史 君畜 産 課 長

農 林 水 産 部
長 本 正 君

農地農村整備課長

商 工 労 働 部
マーケティング 比 嘉 淳 君
戦略推進課長

文化観光スポーツ部
下 地 誠 君

観光政策統括監

文化観光スポーツ部
雉 鼻 章 郎 君

観 光 振 興 課 長

文化観光スポーツ部
島 尻 和 美 さん

文 化 振 興 課 長

土木建築部
砂 川 健 君土木総務課長

土木建築部
外 間 修 君河 川 課 長

審査概要

甲第１号議案及び乙第30号議案について総務部

長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

甲第１号議案については、これまでの補正予算の

総額、内訳、執行率、今後の見通し及び年度内に

執行できなかった場合の対応、新型コロナウイル

ス感染症医療体制等構築事業に係る空床確保の補

助金の現状、早期の執行に向けた課題と対応策、

地域消費活性化支援事業の概要及び県が当該事業

を行う意義、保健所施設整備事業費の内容とトイ

レ改修の必要性に係る周知の在り方、ＰＣＲ検査

強化事業の対象及び期待する成果、宿泊療養施設

の借り上げ及び市町村保健師の応援体制の状況、

豚熱発生に伴い移動制限を受けた68農家への対応

状況、コロナ感染患者受入れ医療機関への協力金

交付の現状と改善の方策等について質疑が行われ

た。

乙第30号議案については、専決処分するに至っ

た具体的な理由、当該特例貸付の実績及び今後の

見込み、今後の返済に係る事務の在り方、特例貸

付の借入条件、現時点における貸付可能残高及び

今後の申請見込み件数等について質疑が行われた。

次に、議案２件を採決した結果、別掲（Ⅱ-７）

のとおり決定した。

（２）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時28分

散 会 午後８時30分

場 所 第７委員会室
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議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（３）

◎令和２年12月10日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前10時54分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第６号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第９号）

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

子ども生活福祉部長 名渡山 晶 子 さん

青少年・子ども
真 鳥 裕 茂 君家 庭 課 長

審査概要

甲第６号議案について総務部長から提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、当該給付金のこ

れまでの支給実績と内訳、今回の給付金について

年内執行のめど、それに向けた執行体制の強化の

必要性、当該予算を年度内で執行できなかった場

合の対応、給付対象者への周知方法、児童扶養手

当の受給基準の現状と本給付金の支給条件緩和の

可能性等について質疑が行われた。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-７）

のとおり決定した。

（４）

◎令和２年12月11日（金曜日）

開 会 午前10時13分

散 会 午後６時53分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 沖縄県行政機関設置条例等

の一部を改正する条例

２ 乙第２号議案 沖縄県税の課税免除及び不

均一課税に関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第３号議案 沖縄県産業廃棄物税条例の

一部を改正する条例

４ 乙第９号議案 ちゅらうちなー安全なまち

づくり条例の一部を改正する条例

５ 乙第18号議案 指定管理者の指定について

６ 乙第19号議案 指定管理者の指定について

７ 乙第25号議案 当せん金付証票の発売につ

いて

８ 乙第29号議案 沖縄県教育委員会委員の任

命について

９ 陳情第26号、第38号の４、第44号の３、第

45号、第54号、第71号、第118号、第124号か

ら第126号まで、第128号、第135号、第142号、

第145号、第153号、第154号、第186号から第

188号まで、第200号、第212号及び第213号

10 閉会中継続審査・調査について

11 王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の

発言についてに係る意見書及び同抗議決議の
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提出について（追加議題）

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

特命推進課長 屋比久 義 君

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

総務私学課長 下 地 常 夫 君

人 事 課 長 茂 太 強 君

財 政 課 長 武 田 真 君

税 務 課 長 喜友名 潤 君

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画振興統括監 宮 城 嗣 吉 君

科学技術振興課長 金 城 克 也 君

総合情報政策課長 加賀谷 陽 平 君

地域・離島課長 森 田 賢 君

環 境 部
比 嘉 尚 哉 君環境整備課長

農林水産部
鳩 間 用 一 君水産課班長

商 工 労 働 部
座喜味 肇 君

産業政策課班長

土木建築部都市
仲 本 隆 君

公園課副参事

企 業 局
國 吉 真 也 君

総務企画課班長

警察本部警務部長 岡 本 慎一郎 君

警 察 本 部
松 崎 賀 充 君生活安全部長

警察本部生活
安全部生活安全 嘉手苅 忠 夫 君
企画課参事官

選挙管理委員会
高江洲 昌 幸 君

書 記 長

審査概要

乙第１号議案から乙第３号議案まで、乙第18号

議案、乙第25号議案及び乙第29号議案について総

務部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に

入り、乙第１号議案については、税務組織の再編

に至った背景、県民サービス向上の具体的方策、

那覇県税事務所へ法人県民税等の業務を集約する

ことによる中・北部住民への影響、これまでの県

民からの苦情と今回の対応への反映状況、徴収金

の収納事務を委託する民間事業者の範囲、宜野湾

市等の３市町に係る自動車税徴収業務が自動車税

事務所に移管された理由等について質疑が行われ

た。

乙第２号議案については、地域未来投資促進法

の概要及び同法の活用による課税免除の実績等に

ついて質疑が行われた。

乙第３号議案については、産業廃棄物税の年間

当たり税収額、産業廃棄物の処理費用の高騰が不

法投棄の増加につながる可能性、県内の中間処理

施設及び最終処分場における廃棄物処理の状況及

び米軍基地から排出される産業廃棄物への課税の

有無等について質疑が行われた。

次に、陳情６件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、乙第19号議案について企画部長から提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、指定管理

者制度導入当初からこれまでの県内企業の育成方

策、現在の施設の入居期限の必要性、収益の一部

を県に納付する仕組みの内容、高度な研究機器の

更新に係る方向性及びＯＩＳＴとの連携の在り方

等について質疑が行われた。

次に、陳情10件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、乙第９号議案について警察本部生活安全

部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入

り、今回の改正による具体的な取組、本条例と飲

酒運転根絶条例との整理方策、他都道府県におけ

る同様な条例の制定状況等について質疑が行われ

た。
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次に、陳情２件について警察本部警務部長及び

同生活安全部長から説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、陳情５件について、知事公室長及び農林

水産部水産課班長からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、陳情１件について、選挙管理委員会書記

長から説明を聴取した後、質疑に入ったが質疑な

し。

次に、議案８件を採決した結果、別掲（Ⅱ-７及

びⅡ-８）のとおり決定した。

次に、陳情22件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-10及びⅤ-11）のとおり決定した。

次に、「王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長

の発言に対する意見書」及び「同抗議決議」の提

出について議題に追加し、協議した結果、各派持

ち帰り検討した上で、12月15日に再度協議するこ

とになった。

（５）

◎令和２年12月15日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前10時24分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の

発言に係る意見書及び同抗議決議の提出につ

いて

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

「王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の発

言に対する意見書」及び「同抗議決議」の提出に

ついて協議した結果、別掲（Ⅵ-17及びⅥ-18）の

とおり提出することになった。

（６）

◎令和２年12月17日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後０時３分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第７号議案 令和２年度沖縄県一般会計

補正予算（第10号）

出 席

委 員 長 又 吉 清 義 君

副 委 員 長 島 尻 忠 明 君

委 員 仲 村 家 治 君

花 城 大 輔 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

西 銘 純 恵 さん

渡久地 修 君

國 仲 昌 二 君

山 里 将 雄 君

平 良 昭 一 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 池 田 竹 州 君

財 政 課 長 武 田 真 君

企 画 部
兼 島 篤 貴 君

企画調整課主幹

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 谷 合 誠 君

マーケティング
比 嘉 淳 君

戦略推進課長

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

文化観光スポーツ部
下 地 誠 君

観光政策統括監
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審査概要

甲第７号議案について総務部長から提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、国の予算との関

係で全県的な実施は検討できなかった理由、対象

地域を那覇市等の３市に限定した理由、飲食業へ

食材等を供給する関連業者等への支援の方策、営

業時間短縮に協力したことの証明方法、今回の措

置に関する医師会の意見内容、営業時間短縮要請

に係る協力金の周知方法等について質疑が行われ

た。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-７）

のとおり決定した。

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時26分

散 会 午後８時31分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

欠 席

赤 嶺 昇 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年12月11日（金曜日）

開 会 午前10時12分

散 会 午後４時26分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第５号議案 沖縄県が設立する地方独立

行政法人に係る重要な財産を定める条例

２ 乙第６号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学への職員の引継ぎに係る沖縄県の内部組

織を定める条例

３ 乙第７号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学の設立に伴う関係条例の整備に関する条

例

４ 乙第22号議案 指定管理者の指定について

５ 乙第27号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学の中期目標を定めることについて

６ 乙第28号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学に承継させる権利を定めることについて

７ 請願第４号、陳情第38号の５、第82号、第110

号、第116号、第121号、第134号、第154号の

２、第168号、第179号、第188号の２、第189

号、第191号、第192号、第206号、第211号、

第216号及び第217号

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん

赤 嶺 昇 君

欠 席

大 浜 一 郎 君

説明員の職、氏名

総務部税務課
與那嶺 哲 也 君副 参 事

企 画 部
小 浜 守 善 君

交通政策課班長

企 画 部
玉 寄 こずえ 君市町村課班長
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保 健 医 療 部
森 近 省 吾 君

地域保健課副参事

文化観光スポーツ部長 渡久地 一 浩 君

観光政策統括監 下 地 誠 君

文化スポーツ
真 鳥 洋 企 君

統 括 監

観光政策課長 山 川 哲 男 君

観光振興課長 雉 鼻 章 郎 君

ＭＩＣＥ推進課長 山 田 みさよ さん

文化振興課長 島 尻 和 美 さん

スポーツ振興課長 高宮城 邦 子 さん

土木建築部
伊志嶺 聡 子 さん空港課班長

芸術大学事務局長 仲 村 到 君

審査概要

乙第５号議案から乙第７号議案まで、乙第22号

議案、乙第27号議案及び乙第28号議案について文

化観光スポーツ部長から提案理由の説明を聴取し

た後、質疑に入り、乙第５号議案については、帳

簿価額が50万円以上、適正な見積価額が7000万円

以上の重要な財産の具体例、必要がなくなったと

認める場合の具体例について質疑が行われた。

乙第６号議案については、教職員等の身分保障

について質疑が行われた。

乙第７号議案については、質疑なし。

乙第22号議案については、共同企業体が指定管

理者となることによる利便性向上の効果、共同企

業体からの提案内容等について質疑が行われた。

乙第27号議案については、知事の中期目標策定

と法人化の大きな柱である自主的・自立的な運営

との関わり、法人化後に議会の議決が必要となる

事項の有無等について質疑が行われた。

乙第28号議案については、県から法人へ承継さ

れる財産の内容について質疑が行われた。

次に、請願１県、陳情17件について文化観光ス

ポーツ部長、総務部税務課副参事、企画部交通政

策課班長、企画部市町村課班長、保健医療部地域

保健課副参事及び土木建築部空港課班長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

（３）

◎令和２年12月14日（月曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後３時55分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 甲第２号議案 令和２年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計補正予算

（第１号）

２ 乙第５号議案 沖縄県が設立する地方独立

行政法人に係る重要な財産を定める条例

３ 乙第６号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学への職員の引継ぎに係る沖縄県の内部組

織を定める条例

４ 乙第７号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学の設立に伴う関係条例の整備に関する条

例

５ 乙第20号議案 指定管理者の指定について

６ 乙第21号議案 指定管理者の指定について

７ 乙第22号議案 指定管理者の指定について

８ 乙第26号議案 国営土地改良事業に係る負

担金の徴収について

９ 乙第27号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学の中期目標を定めることについて

10 乙第28号議案 公立大学法人沖縄県立芸術

大学に承継させる権利を定めることについて

11 請願第３号及び第４号、陳情第29号、第38

号の５、第44号の４、第49号、第52号、第53

号、第54号の２、第56号の３、第57号、第82

号、第99号、第107号、第110号、第115号、第

116号、第121号、第134号、第146号から第148

号まで、第154号の２、第155号、第168号、第

179号、第185号、第188号の２、第189号、第

191号、第192号、第198号、第199号、第206号、

第211号、第216号、第217号及び第220号

12 閉会中継続審査･調査について

出 席

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

大 浜 一 郎 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

翁 長 雄 治 君

山 内 末 子 さん
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赤 嶺 昇 君

説明員の職、氏名

企画部交通政策課
大 嶺 寛 君

副 参 事

農林水産部長 長 嶺 豊 君

農林水産総務課
浦 崎 直 也 君研 究 企 画 監

流通・加工
伊 田 幸 司 君推 進 課 長

営農支援課長 喜屋武 盛 人 君

園芸振興課長 玉 城 聡 君

糖業農産課長 嘉 陽 稔 君

畜 産 課 長 久保田 一 史 君

村づくり計画課長 桃 原 聡 君

農地農村整備課長 長 本 正 君

水 産 課 長 能 登 拓 君

商工労働部長 嘉 数 登 君

産業政策課長 谷 合 誠 君

中小企業支援課長 知 念 百 代 さん

企業立地推進課長 久保田 圭 君

情報産業振興課長 山 里 永 悟 君

文化観光スポーツ部
仲 里 直 也 君

観光振興課班長

審査概要

甲第２号議案、乙第20号議案及び乙第21号議案

について商工労働部長から提案理由の説明を聴取

した後、質疑に入り、甲第２号議案については、

国際物流拠点産業集積地域那覇地区特別会計の収

支状況、財源抑制の観点から指定管理料を切り下

げている現状内容等について質疑が行われた。

乙第20号議案については、今回の指定管理者選

定の審査における妥当性や客観的な評価の結果内

容、当該地区における令和元年度の立地企業数や

雇用者数及び売上額等について質疑が行われた。

乙第21号議案については、該地区における経済

効果と企業における正規雇用の状況、指定管理者

となる株式会社ダイケンの業種や職員数等につい

て質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情11件について商工労働

部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第26号議案について農林水産部長から

提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、国営

土地改良事業の完了のめど及び宮古島市の負担金

の割合について質疑が行われた。

次に、陳情15件について農林水産部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案10件を採決した結果、別掲（Ⅱ-８）

のとおり決定した。

次に、請願２件及び陳情36件を採決した結果、

別掲（Ⅳ-26）のとおり決定した

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-11及びⅤ-12）のとおり決定した。

経済労働委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

令和２年12月15日（１日）

視察調査の場所

うるま市

視察調査事項

１ 農林水産業について（ゆがふ製糖（株）につ

いて）

２ 商・鉱・工業について（沖縄ＩＴ津梁パーク、

沖縄うるまニューエナジー（株）中城バイオマ

ス発電所について）

参 加 者

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

玉 城 武 光 君

山 内 末 子 さん

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年11月25日（水曜日）

開 会 午前10時56分

散 会 午前11時46分

場 所 第２委員会室

議 題
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１ 甲第５号議案 令和２年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第３号）

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業統括監 大 城 博 君

病院事業総務課長 玉 城 洋 君

病院事業経営課長 古 堅 圭 一 君

審査概要

甲第５号議案について病院事業局長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、新型コロナ

ウイルスの県内での発生状況の変化と今回の資器

材の必要性との関係性、収益的収支予算の補正後

の収支差額の不足分の対応状況、システム改修に

おける県内業者への発注の有無、マイナンバーカ

ード保険証利用のメリット及びデメリット、今回

の補正で購入する一番高額な医療機器の品目及び

金額、マイナンバーカード導入と健康保険証、薬

の情報及び未収金問題との関連性等について質疑

が行われた。

次に、議案１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-８）

のとおり決定した。

（２）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時28分

散 会 午後８時31分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

欠 席

仲 里 全 孝 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（３）

◎令和２年12月11日（金曜日）

開 会 午前10時14分

散 会 午後３時２分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第４号議案 食品衛生法施行条例の一部

を改正する条例

２ 請願第５号、陳情第24号、第38号の２、第

41号、第54号の３、第56号、第56号の４、第

65号、第66号、第72号、第94号、第122号、第

129号、第136号、第163号、第164号、第169号、

第188号の３及び第195号

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

説明員の職、氏名

企画部地域・
離島課主査

古 堅 信 吾 君

保健医療部長 大 城 玲 子 さん

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療総務課長 諸見里 真 君
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県立看護大学
事 務 局 長 曽 根 淳 君

医療政策課長 宮 城 優 君

健康長寿課長 宮 里 治 君

地域保健課長 国 吉 悦 子 さん

地域保健課副参事 嘉 数 広 樹 君

衛生薬務課長 新 城 光 雄 君

衛生薬務課
薬 務 室 長

池 間 博 則 君

衛生薬務課班長 平 良 勝 也 君

商工労働部中小

企業支援課班長
具 志 幸 昌 君

病院事業局長 我那覇 仁 君

病院事業総務課長 玉 城 洋 君

審査概要

乙第４号議案について保健医療部長から、提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、乳酸菌飲

料製造業が今回乳処理業等に変更になることに伴

い、手数料が１万4000円から２万1000円に上がる

理由、食品営業の許可を要する施設数及び要しな

い施設数、食品の取扱いに関する許可と届出の違

い、温かい状態で販売する豆腐のみを製造してい

る業者に対し沖縄独自の基準を設けた根拠等につ

いて質疑が行われた。

次に、請願１件について保健医療部長から、陳

情18件について保健医療部長、病院事業局長、企

画部地域・離島課主査及び商工労働部中小企業支

援課班長からそれぞれ説明を聴取した後、質疑が

行われた。

（４）

◎令和２年12月14日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後７時１分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第４号議案 食品衛生法施行条例の一部

を改正する条例

２ 議員提出議案第１号 沖縄県新型コロナウ

イルス感染症等対策に関する条例の一部を改

正する条例

３ 請願第５号、陳情第24号、第38号の２、第

41号、第54号の３、第56号、第56号の４、第

61号、第63号から第66号まで、第72号、第75号

から第78号まで、第80号、第83号、第90号、

第94号、第100号、第103号、第109号、第117

号の２、第120号、第122号、第129号、第136

号、第141号、第149号、第160号、第163号、

第164号、第169号、第170号、第173号、第176

号、第178号、第181号、第183号、第188号の

３、第195号、第196号、第201号、第214号、

第215号、第218号、第222号及び第223号

４ 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制

度の国庫負担割合２分の１復元に係る意見書

の提出について

５ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 末 松 文 信 君

副 委 員 長 石 原 朝 子 さん

委 員 小 渡 良太郎 君

新 垣 淑 豊 君

仲 里 全 孝 君

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

玉 城 ノブ子 さん

喜友名 智 子 さん

上 原 章 君

委 員 外 議 員 大 城 憲 幸 君

平 良 昭 一 君

新 垣 光 栄 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
福 祉 部 長 名渡山 晶 子 さん

保護・援護課長 大 城 清 剛 君

高齢者福祉
介 護 課 長

伊野波 和 子 さん

青少年・子ども

家 庭 課 長
真 鳥 裕 茂 君

子育て支援課長 前 川 早由利 さん

女性力・平和
推 進 課 長

榊 原 千 夏 さん

教 育 長 金 城 弘 昌 君

総 務 課
教育企画室長

平 田 直 樹 君

教育支援課長 横 田 昭 彦 君

学校人事課長 屋 宜 宣 秀 君
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県立学校教育課長 玉 城 学 君

県立学校教育課

特別支援教育室長
大 城 政 之 君

義務教育課長 目取真 康 司 君

保健体育課長 太 田 守 克 君

文化財課長 諸 見 友 重 君

審査概要

次に、陳情26件について教育長から、陳情14件

について子ども生活福祉部長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

議員提出議案第１号について提案理由の説明を

省略し、質疑に入ったが質疑なし。

次に、議案２件を採決した結果、別掲（Ⅱ-８）

のとおり決定した。

次に、請願１件及び陳情49件を採決した結果、

別掲（Ⅳ-26）のとおり決定した。

次に、「教職員定数改善及び義務教育費国庫負担

制度の国庫負担割合２分の１復元に係る意見書」

の提出について協議した結果、別掲（Ⅵ-19）のと

おり提出することになった。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-12及びⅤ-13）のとおり決定した。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時28分

散 会 午後８時29分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

欠 席

下 地 康 教 君

上 里 善 清 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年12月11日（金曜日）

開 会 午前10時15分

散 会 午後７時23分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 甲第３号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計補正予算（第１号）

２ 甲第４号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計補

正予算（第１号）

３ 乙第８号議案 沖縄県道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例

４ 乙第10号議案 工事請負契約について

５ 乙第11号議案 工事請負契約について

６ 乙第12号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

７ 乙第13号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

８ 乙第14号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

９ 乙第15号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

10 乙第16号議案 訴えの提起について

11 乙第17号議案 損害賠償請求事件の和解に

ついて

12 乙第23号議案 指定管理者の指定について

13 乙第24号議案 指定管理者の指定について

14 陳情第23号、第29号の２、第35号、第54号

の４、第60号、第68号、第85号から第88号ま

で、第91号、第92号、第97号、第114号、第119号、

第138号、第139号、第142号の２、第143号、

第144号、第151号、第156号、第158号、第162号、

第166号、第167号、第171号、第175号、第177号、

第180号、第188号の４、第197号、第199号の

２、第203号、第204号、第219号及び第221号
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出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

欠 席

上 里 善 清 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 知 念 武 紀 君
特命推進課主幹

環 境 部 仲 地 健 次 君
環境保全課長

環 境 部 比 嘉 貢 君
自然保護課長

農 林 水 産 部 村
新 崎 盛 林 君

づくり計画課班長

土木建築部長 上 原 国 定 君

建築都市統括監 島 袋 登仁雄 君

土木建築部参事 宜 保 勝 君

土木建築部参事 與那覇 聰 君

技術・建設業課長 島 袋 一 英 君

道路街路課長 前 川 智 宏 君

道路管理課長 上 原 智 泰 君

海岸防災課長 新 垣 義 秀 君

港 湾 課 長 野 原 良 治 君

空 港 課 長 大 城 勉 君

都市公園課長 高 嶺 賢 巳 君

建築指導課長 野 原 和 男 君

住 宅 課 長 與那嶺 善 一 君

施設建築課長 内 間 玄 君

教育庁総務課主幹 鈴 木 玲 さん

警察本部交通部 伊 波 興 二 君
交通規制課長

審査概要

甲第３号議案、甲第４号議案、乙第８号議案、

乙第10号議案から乙第17号議案まで、乙第23号議

案及び乙第24号議案について土木建築部長から提

案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、甲第３

号議案については、海側にあるテトラポットへの

侵入防止策としてフェンス設置することに対する

認識、このフェンスを設置することによる住民へ

の影響等について質疑が行われた。

甲第４号議案については、地盤改良の必要性、

県の財政負担の懸念、土地利用計画の概要、埋立

ての進捗状況及び完了時期等について質疑が行わ

れた。

乙第８号議案については、経過措置の根拠につ

いて質疑が行われた。

乙第10号議案及び第11号議案については、当該

施設を長期間使用できる配慮の有無について質疑

が行われた。

乙第12号議案については、工期や契約年月日等

について質疑が行われた。

乙第13号議案から乙第15号議案については、交

通面での対策、工事の観点、財源の内訳等につい

て質疑が行われた。

乙第16号議案については、今後の流れと法的措

置の有無、家賃の支払いに関する新型コロナウイ

ルス感染症の影響の有無等について質疑が行われ

た。

乙第17号議案については、仮に和解案を否決し

た場合の結果、和解が成立した場合の県民負担の

考え方、識名トンネルの当初の契約金額、住民監

査請求に対する監査委員の勧告内容、財産の保全

措置の有無、和解案の評価理由、被告の資力の確

認方法等について質疑が行われた。

乙第23号議案については、指定管理をする目的、

共同企業体の出資割合とそれぞれの役割等につい

て質疑が行われた。

乙第24号議案については、周辺整備事業の進捗

状況及び完成時期、収益性の提案内容等について

質疑が行われた。

次に、陳情37件について、土木建築部長、知事

公室特命推進課主幹、環境部自然保護課長、環境

部環境保全課長、警察本部交通部交通規制課長及

び農林水産部村づくり計画課班長から説明を聴取

した後、質疑が行われた。

（３）

◎令和２年12月14日（月曜日）

開 会 午前10時１分
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散 会 午後３時35分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 甲第３号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計補正予算（第１号）

２ 甲第４号議案 令和２年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計補

正予算（第１号）

３ 乙第８号議案 沖縄県道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例

４ 乙第10号議案 工事請負契約について

５ 乙第11号議案 工事請負契約について

６ 乙第12号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

７ 乙第13号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

８ 乙第14号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

９ 乙第15号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

10 乙第16号議案 訴えの提起について

11 乙第17号議案 損害賠償請求事件の和解に

ついて

12 乙第23号議案 指定管理者の指定について

13 乙第24号議案 指定管理者の指定について

14 陳情第23号、第29号の２、第35号、第54号

の４、第60号、第68号、第69号、第74号、第

81号、第85号から第88号まで、第91号、第92号、

第97号、第101号、第105号、第107号の２、

第108号、第114号、第119号、第124号の２、

第138号、第139号、第142号の２、第143号、

第144号、第150号、第151号、第156号から第

159号まで、第161号、第162号、第165号から

第167号まで、第171号、第174号、第175号、

第177号、第180号、第182号、第188号の４、

第193号、第194号、第197号、第199号の２、

第202号から第204号まで、第207号、第219号

及び第221号

15 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 下 地 康 教 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

照 屋 守 之 君

上 里 善 清 君

次呂久 成 崇 君

島 袋 恵 祐 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 松 田 了 君

環境企画統括監 普天間 朝 好 君

環境保全課長 仲 地 健 次 君

環境整備課長 比 嘉 尚 哉 君

自然保護課長 比 嘉 貢 君

環境再生課長 久 高 直 治 君

保健医療部 宮 里 治 君
健康長寿課長

企 業 局 長 棚 原 憲 実 君

配水管理課長 上 地 安 春 君

警察本部生活安全
仲 間 信 人 君

部生活保安課長

審査概要

陳情20件について環境部長から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、陳情１件について企業局長及び保健医療

部健康長寿課長から説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、議案13件を採決した結果、別掲（Ⅱ-８

及びⅡ-９）のとおり決定した。

次に、陳情56件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-13及びⅤ-14）のとおり決定した。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時35分

散 会 午後８時36分

場 所 第７委員会室

議 題
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１ 審査日程について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

上 里 善 清 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年12月16日（水曜日）

開 会 午前10時８分

散 会 午後４時14分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（９月以降の

米軍関係の事件・事故について）

２ 陳情第67号、第102号、第111号、第130号か

ら第132号まで、第172号及び第208号から第

210号まで

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 小 渡 良太郎 君

仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 金 城 賢 君

参事監兼基地
金 城 典 和 君対策統括監

参 事 兼
溜 政 仁 君基地対策課長

辺野古新基地建設
田 代 寛 幸 君

問 題 対 策 課 長

環 境 部 仲 地 健 次 君
環境保全課長

保 健 医 療 部 糸 数 公 君
保健衛生統括監

商工労働部 金 城 睦 也 君
労働政策課長

土 木 建 築 部 島 袋 善 明 君
土木整備統括監

土木建築部 新 垣 義 秀 君
海岸防災課長

警察本部刑事部長 崎 原 永 克 君

警察本部交通部長 大 城 辰 男 君

審査概要

９月以降の米軍関係の事件・事故について警察

本部刑事部長及び同交通部長からそれぞれ説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情10件について知事公室長、保健医療

部保健衛生統括監、商工労働部労働政策課長及び

警察本部刑事部長から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

次に、陳情10件を採決した結果、別掲（Ⅳ-26）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-14）のとおり決定した。

次に、米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求めるこ

とについてに係る意見書及び同抗議決議の提出に

ついて議題に追加し協議した結果、意見の一致を

見なかった。

（３）

◎令和２年12月17日（木曜日）

開 会 午後１時６分
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散 会 午後１時15分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求めること

についてに係る意見書及び同抗議決議の提出

について

出 席

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 仲 里 全 孝 君

仲 村 家 治 君

又 吉 清 義 君

上 里 善 清 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

玉 城 健一郎 君

山 里 将 雄 君

新 垣 光 栄 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

小 渡 良太郎 君

金 城 勉 君

審査概要

「米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求める意見書」

及び「同抗議決議」の提出について協議した結果、

別掲（Ⅵ-20及びⅥ-21）のとおり提出することに

なった。

新沖縄振興・公共交通ネットワーク

特別委員会 委員会記録

（１）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時34分

散 会 午後８時41分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 座 波 一 君

呉 屋 宏 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

下 地 康 教 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年12月16日（水曜日）

開 会 午前10時９分

散 会 午後４時０分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 諮問第１号 軌道敷設に関する線路及び工

事方法書に記載した事項の変更認可申請に伴

う意見について

２ 陳情第54号の５、第113号、第152号、第153号

の２、第184号、第188号の５、第190号及び

第205号

３ 県経済の振興発展及び鉄軌道を含む公共交

通ネットワークの整備拡充並びにこれらに関

連する諸問題の調査及び対策の樹立（新たな

沖縄振興のための制度提言（中間報告）につ

いて）

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 中 川 京 貴 君

副 委 員 長 大 浜 一 郎 君

委 員 下 地 康 教 君

座 波 一 君

呉 屋 宏 君

仲 村 未 央 さん

比 嘉 京 子 さん

島 袋 恵 祐 君

渡久地 修 君

翁 長 雄 治 君

國 仲 昌 二 君
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上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
城 間 敦 君

基地対策課副参事

企 画 部 長 宮 城 力 君

企画調整統括監 金 城 敦 君

企画調整課長 喜舎場 健 太 君

企画調整課副参事 武 村 幹 夫 君

企画調整課副参事 宮 城 直 人 君

交通政策課長 金 城 康 司 君

交通政策課副参事 大 嶺 寛 君

交 通 政 策 課
寺 本 美 幸 さん

公共交通推進室長

商工労働部もの 古波蔵 寿 勝 君
づくり振興課長

文化観光スポーツ部
雉 鼻 章 郎 君

観 光 振 興 課 長

土 木 建 築 部 島 袋 登二雄 君
建築都市統括監

土木建築部 前 川 智 宏 君
道路街路課長

土木建築部 上 原 智 泰 君
道路管理課長

土木建築部都市

計画・モノレール課 奥 間 正 博 君
都市モノレール室長

審査概要

諮問第１号について土木建築部建築都市統括監

から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

車両基地の位置、敷地の利用計画、国道整備事業

と車両基地事業のスケジュール、モノレール事業

が優先されることによる既存の道路整備事業の遅

れへの対応、対象事業の範囲等について質疑が行

われた。

次に、陳情８件について企画部長、土木建築部

建築都市統括監、知事公室基地対策課副参事、文

化観光スポーツ部観光振興課長及び商工労働部も

のづくり振興課長からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、新たな沖縄振興のための制度提言（中間

報告）について企画部長より説明を聴取した後、

質疑が行われた。

次に、諮問１件を採決した結果、別掲（Ⅱ-９）

のとおり決定した。

次に、陳情８件を採決した結果、別掲（Ⅳ-26）

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-15）のとおり決定した。

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎令和２年12月９日（水曜日）

開 会 午後８時34分

散 会 午後８時35分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 新 垣 淑 豊 君

新 垣 新 君

石 原 朝 子 さん

西 銘 啓史郎 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

玉 城 武 光 君

喜友名 智 子 さん

山 内 末 子 さん

平 良 昭 一 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎令和２年12月16日（水曜日）

開 会 午前10時８分

散 会 午前11時56分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 陳情第79号

２ 閉会中継続審査・調査について
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出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 新 垣 淑 豊 君

新 垣 新 君

石 原 朝 子 さん

西 銘 啓史郎 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

玉 城 武 光 君

喜友名 智 子 さん

山 内 末 子 さん

平 良 昭 一 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
名渡山 晶 子 さん

福 祉 部 長

青少年・子ども
真 鳥 裕 茂 君

家 庭 課 長

子ども未来
島 津 典 子 さん

政 策 課 長

教 育 庁
半 嶺 満 君

教育指導統括監

教 育 庁
横 田 昭 彦 君教育支援課長

教育庁県立学校
玉 木 亨 君

教 育 課 班 長

教 育 庁
目取真 康 司 君義務教育課長

教 育 庁
太 田 守 克 君保健体育課長

審査概要

陳情１件について子ども生活福祉部長及び教育

庁教育指導統括監から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

次に、陳情１件を採決した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

（Ⅴ-15）のとおり決定した。

－94－



議案の会期別委員会別付託・処理内訳



令和２年　沖縄県議会委員会別議案処理一覧表（年間）

7 19 18 44 31 8 5

1 11 16 28 27 1

3 14 2 1 20 19 1

2 11 20 33 33

1 1 1

1 1 1

37 37 37

2 24 26 2 24

50 55 58 1 24 1 1 190 150 2 8 5 24 1

令和２年第１回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

9 3 12 10 1 1

6 2 8 7 1

8 1 1 10 10

10 5 15 15

1 1 1

37 37 37

37 33 11 1 1 83 80 1 1 1

継

続

審

査

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

諮

問

修

正

議

決

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

審

査

未

了

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

議員提出の意見書13件及び決議７件は委員会付託を省略して可決した。

認

定

土 木 環 境

否

決

可

決

米 軍 基 地 関 係 特 別

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

報

告

書

調

査

の

件

文 教 厚 生

同

意

承

認

委 員 会 別

総 務 企 画

経 済 労 働

決

算

意

見

書

決

議

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

承

認

議

決

事

件

諮

問

修

正

議

決

審

査

未

了

継

続

審

査

認

定

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

委 員 会 別

調

査

の

件

可

決

否

決

同

意

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書５件及び決議３件は委員会付託を省略して可決した。

総 務 企 画

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別
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令和２年第２回沖縄県議会（臨時会）議案処理一覧表

1 1 2 4 2 2

1 1 2 4 2 2

令和２年第４回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

1 4 8 13 6 6 1

1 1 2 2

1 2 1 4 4

2 2 2

2 7 12 21 14 6 1

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

認

定

諮

問

修

正

議

決

審

査

未

了

継

続

審

査

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

委 員 会 別

総 務 企 画

可

決

否

決

同

意

承

認

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

決

議

報

告

書

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

審

査

未

了

継

続

審

査

委 員 会 別

予

算

条

例

議

決

事

件

修

正

議

決

可

決

決

算

意

見

書

諮

問

認

定

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

総 務 企 画

経 済 労 働

否

決

同

意

承

認

調

査

の

件

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書３件及び決議１件は委員会付託を省略して可決した。
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令和２年第５回沖縄県議会（臨時会）議案処理一覧表

1 1 1

1 1 1

令和２年第６回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

1 1 2 2

1 7 8 8

1 2 3 3

3 3 3

2 24 26 26

2 4 12 24 42 16 26

予

算

承

認

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

審

査

未

了

修

正

議

決

継

続

審

査

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

委員会別処理内訳

可

決

否

決

同

意

決

算

条

例

議

決

事

件

認

定

諮

問

諮

問

修

正

議

決

経 済 労 働

文 教 厚 生

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

総 務 企 画

委 員 会 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

審

査

未

了

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

可

決

否

決

同

意

承

認

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

予

算

条

例

議

決

事

件

認

定

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書２件及び決議１件は委員会付託を省略して可決した。
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令和２年第７回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

3 4 5 12 10 1 1

1 3 6 10 10

1 2 3 2 1

2 1 10 13 13

1 1 1

2(2) 24(24) 26(26) 2(2) 24(24)

7 10 23(2) 1(2) 24(24) 65(26) 37(2) 1 1 1 24(24) 1合 計

（注）カッコ内は前定例会からの継続議案で内数である。

（注）議員提出の意見書３件及び決議２件は委員会付託を省略して、可決した。

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

修

正

議

決

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

経 済 労 働

文 教 厚 生

承

認

認

定

「

本

件

に

異

議

は

な

い
。

」

と

答

申

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

諮

問

決

算

意

見

書

審

査

未

了

決

議

報

告

書

調

査

の

件

可

決

否

決

同

意
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議案の会期別委員会別処理一覧



議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

１
号

沖
縄
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

２
号

沖
縄
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

７
号

沖
縄
県
石
油
価
格
調
整
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

３
号

沖
縄
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

４
号

沖
縄
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
全

会
一

致
原

案
可

決

乙
第

５
号

沖
縄
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

６
号

沖
縄
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
2

号
沖
縄
県
警
察
職
員
の
定
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
3

号
沖
縄
県
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

4
1

号
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

4
3

号
沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ

い
て

全
会

一
致

同
意

乙
第

4
4

号
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

全
会

一
致

承
認

イ
　
処
理
（
1
2件

）

（
先
議
）

令
和
２
年
第
１
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

1
7

号
沖
縄
県
中
央
卸
売
市
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
8

号
沖
縄
県
県
民
の
森
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
9

号
沖
縄
県
火
薬
類
製
造
業
許
可
、
高
圧
ガ
ス

製
造
許
可
申
請
等
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
0

号
沖
縄
県
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
1

号
沖
縄
県
公
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
2

号
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
授
業
料
等
の
徴
収
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
7

号
沖
縄
県
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
運
営
事

業
の
契
約
に
係
る
落
札
者

の
決
定
の
無
効
の
確
認
に
関
す
る
和
解
等

に
つ
い
て

少
数

否
決

乙
第

4
2

号
公
立
大
学
法
人
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
の
設

立
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

1
0

号
沖
縄
県
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
1

号
沖
縄
県
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
虐
待
か

ら
守
る
社
会
づ
く
り
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
2

号
沖
縄
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

経
済
労
働
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
８
件
）

　
　
　
乙
第
1
7号

議
案
「
沖
縄
県
中

央
卸
売
市
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に

対
す
る
附
帯
決
議

　
中
央
卸
売
市
場
の
活
性
化
を
図
る

た
め
市
場
施
設
の
有
効
な
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
売

買
参
加
者
を
は
じ
め
市
場

関
係
者
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
取
り

、
公
正
に
取
り
扱
う
こ
と
。

文
教
厚
生
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
1
0件

）

－Ⅱ-1－



議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

1
3

号
沖
縄
県
立
看
護
大
学
授
業
料
等
の
徴
収
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
4

号
沖
縄
県
医
師
修
学
資
金
等
の
返
還
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
5

号
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
6

号
沖
縄
県
住
宅
宿
泊
事
業
の
実
施
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
1

号
沖
縄
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
5

号
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

議
員

提
出

議
案

第
８

号
北
部
基
幹
病
院
の
早
期
整
備
に
関
す
る
決

議
全

会
一

致
原

案
可

決

（
先
議
）

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

2
6

号
沖
縄
県
首
里
城
復
興
基
金
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
7

号
沖
縄
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
4

号
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
議
決
内
容
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

3
9

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

4
0

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

土
木
環
境
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
1
5件

）

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

８
号

沖
縄
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

９
号

沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
員
設
置
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
3

号
沖
縄
県
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
4

号
沖
縄
県
樋
川
立
体
駐
車
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
5

号
沖
縄
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
8

号
沖
縄
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
全

会
一

致
原

案
可

決

乙
第

2
9

号
沖
縄
県
水
道
料
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
0

号
沖
縄
県
工
業
用
水
道
料
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
6

号
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

3
8

号
地
位
確
認
請
求
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

議
案

番
号

議
  
 
  
案

  
  

 名
議

決
の

結
果

議
員

提
出

議
案

第
７

号

普
天
間
基
地
の
運
用
停
止
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
工
事
の
中
止
、
在

沖
米
軍
基
地
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
国
民

的
議
論
を
深
め
、
民
主
主

義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

多
数

原
案

可
決

米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
１
件
）

－Ⅱ-2－



議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

2
5

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
6

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
農
業
改
良
資
金
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
7

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
下
地
島
空
港
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
8

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
9

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
0

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
整
備
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
1

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
2

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
泡
瀬
地

区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
3

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
公
債
管
理
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
4

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
5

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
7

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

１
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
予
算

委
員

長
裁

決
原

案
可

決

甲
第

２
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
農
業
改
良
資
金
特
別

会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

３
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
小
規
模
企
業
者
等
設

備
導
入
資
金
特
別
会
計
予

算
全

会
一

致
原

案
可

決

甲
第

４
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
小
企
業
振
興
資
金

特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

予
算
特
別
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
3
7件

）

（
先
議
）

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

５
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
下
地
島
空
港
特
別
会

計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

６
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉

資
金
特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

７
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
所
有
者
不
明
土
地
管

理
特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

８
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金

特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

９
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
央
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
0

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
林
業
・
木
材
産
業
改

善
資
金
特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
1

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
2

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
宜
野
湾
港
整
備
事
業

特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
3

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
国
際
物
流
拠
点
産
業

集
積
地
域
那
覇
地
区
特
別

会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
4

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
産
業
振
興
基
金
特
別

会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
5

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
整
備
事
業
特
別
会
計

予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
6

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
マ
リ
ン
・

タ
ウ
ン
特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
7

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
8

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
泡
瀬
地

区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

1
9

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
公
債
管
理
特
別
会
計

予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
0

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

－Ⅱ-3－



議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

2
1

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
2

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
水
道
事
業
会
計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
3

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
工
業
用
水
道
事
業
会

計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

2
4

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
流
域
下
水
道
事
業
会

計
予
算

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

3
6

号
令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

１
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

１
号

沖
縄
県
知
事
及
び
副
知
事
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

２
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

全
会

一
致

承
認

乙
第

３
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

全
会

一
致

承
認

令
和
２
年
第
２
回
議
会
（
臨
時
会
）

総
務
企
画
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
４
件
）

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

１
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
5

号
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

全
会

一
致

承
認

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

１
号

沖
縄
県
職
員
等
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

２
号

東
日
本
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
以
外

の
特
定
大
規
模
災
害
等
に

対
処
す
る
た
め
の
沖
縄
県
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

３
号

沖
縄
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

６
号

沖
縄
県
警
察
職
員
の
定
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

７
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
2

号
沖
縄
県
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
全

会
一

致
同

意

乙
第

1
3

号
沖
縄
県
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
全

会
一

致
同

意

乙
第

1
4

号
沖
縄
県
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
全

会
一

致
同

意

乙
第

1
7

号
沖
縄
県
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

全
会

一
致

同
意

乙
第

1
8

号
沖
縄
県
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

全
会

一
致

同
意

乙
第

1
9

号
沖
縄
県
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

全
会

一
致

同
意

イ
　

処
理
（

13
件
）

（
先
議
）

令
和
２
年
第
４
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表
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議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

４
号

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

1
0

号
車
両
損
傷
事
故
に
関
す
る
和
解
等
に
つ
い

て
全

会
一

致
可

決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

２
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

５
号

沖
縄
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
全

会
一

致
原

案
可

決

乙
第

９
号

交
通
事
故
に
関
す
る
和
解
等
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
6

号
沖
縄
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

対
策
に
関
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

８
号

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

11
号

弁
護
士
報
酬
請
求
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

イ
　
処
理
（
４
件
）

（
先
議
）

土
木
環
境
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
２
件
）

経
済
労
働
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
２
件
）

文
教
厚
生
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

１
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

１
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

１
号

沖
縄
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

２
号

沖
縄
県
職
業
訓
練
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

８
号

県
営
土
地
改
良
事
業
の
執
行
に
伴
う
負
担

金
の
徴
収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

９
号

農
地
整
備
事
業
の
執
行
に
伴
う
負
担
金
の

徴
収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
0

号
水
利
施
設
整
備
事
業
の
執
行
に
伴
う
負
担

金
の
徴
収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

総
務
企
画
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
１
件
）

令
和
２
年
第
６
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
２
件
）

（
先
議
）

経
済
労
働
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
８
件
）

令
和
２
年
第
５
回
議
会
（
臨
時
会
）
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議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

1
1

号
水
質
保
全
対
策
事
業
の
執
行
に
伴
う
負
担

金
の
徴
収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
2

号
通
作
条
件
整
備
事
業
の
執
行
に
伴
う
負
担

金
の
徴
収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
3

号
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
の
執
行
に
伴
う

負
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
4

号
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業
の
執
行

に
伴
う
負
担
金
の
徴
収
に

つ
い
て

全
会

一
致

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

２
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

３
号

沖
縄
県
立
高
等
学
校
等
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

４
号

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
特
別
措
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

５
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

６
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

文
教
厚
生
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
３
件
）

（
先
議
）

土
木
環
境
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
３
件
）

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

７
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

令
和

２
年

第
６

回
議

会
乙

第
1
5

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
水
道
事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て

全
会

一
致

可
決

令
和

２
年

第
６

回
議

会
乙

第
1
6

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
工
業
用
水
道
事
業
会

計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

認
定

番
号

決
  
  
 算

 
  
  
名

議
決

の
結

果

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

１
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

２
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
農
業
改
良
資
金
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
全

会
一

致
認

定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

３
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
小
規
模
企
業
者
等
設

備
導
入
資
金
特
別
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

４
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
小
企
業
振
興
資
金

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

５
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
下
地
島
空
港
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

６
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉

資
金
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

７
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
下
水
道
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

８
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
所
有
者
不
明
土
地
管

理
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

イ
　
処
理
（
２
件
）

決
算
特
別
委
員
会
決
算
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
2
4件

）

決
算
特
別
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

令
和
２
年
第
６
回
議
会
（
定
例
会
）
閉
会
中
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認
定

番
号

決
  
  
 算

 
  
  
名

議
決

の
結

果

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

９
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
0

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
央
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
1

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
林
業
・
木
材
産
業
改

善
資
金
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
2

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
3

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
宜
野
湾
港
整
備
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
4

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
国
際
物
流
拠
点
産
業

集
積
地
域
那
覇
地
区
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
5

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
産
業
振
興
基
金
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
全

会
一

致
認

定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
6

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
整
備
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
7

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
マ
リ
ン
・

タ
ウ
ン
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
8

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

1
9

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
泡
瀬
地

区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

2
0

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
公
債
管
理
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

2
1

号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

2
2

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

2
3

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

令
和

２
年

第
６

回
議

会
認

定
第

2
4

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
工
業
用
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

認
定

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

１
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

６
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

3
0

号
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

全
会

一
致

承
認

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

７
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

１
号

沖
縄
県
行
政
機
関
設
置
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

２
号

沖
縄
県
税
の
課
税
免
除
及
び
不
均
一
課
税

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

３
号

沖
縄
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

９
号

ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
全

会
一

致
原

案
可

決

乙
第

1
8

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

　
令
和
２
年
第
６
回
議
会
認
定
第
１

号
「
令
和
元
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」
に
対
す
る
附
帯

決
議

　
令
和
元
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
下
記
の
事
項
に
留
意
し

、
今
後
の
事
務
執
行
に
努

め
る
こ
と
。

  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
 記

　
豚
熱
発
生
に
伴
う
移
動
制
限
区
域

内
の
68
農
家
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
場
合
に
は
養
豚

業
の
存
続
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
県

に
お
い
て
は
豚
熱
に
係
る
手
当
金
等
評
価
チ
ー
ム
の

算
定
状
況
の
推
移
を
踏
ま

え
、
し
っ
か
り
と
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
。

令
和
２
年
第
７
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
1
2件

）

（
先
議
）

－Ⅱ-7－



議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

1
9

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
5

号
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
9

号
沖
縄
県
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
全

会
一

致
同

意

議
案

番
号

議
  
 
  
案

  
  

 名
議

決
の

結
果

甲
第

２
号

令
和

２
年
度

沖
縄
県

国
際

物
流

拠
点
産

業
集
積

地
域

那
覇

地
区

特
別

会
計
補

正
予
算

（
第

１
号

）
全

会
一

致
原

案
可

決

乙
第

５
号

沖
縄
県
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人

に
係
る
重
要
な
財
産
を
定

め
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

６
号

公
立
大
学
法
人
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
へ
の

職
員
の
引
継
ぎ
に
係
る
沖

縄
県
の
内
部
組
織
を
定
め
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

７
号

公
立
大
学
法
人
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
の
設

立
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

2
0

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
1

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
2

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
6

号
国
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
負
担
金
の
徴

収
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
7

号
公
立
大
学
法
人
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
の
中

期
目
標
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
8

号
公
立
大
学
法
人
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
に
承

継
さ
せ
る
権
利
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

イ
　
処
理
（
1
0件

）

経
済
労
働
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

５
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

４
号

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

議
員

提
出

議
案

第
１

号
沖
縄
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

対
策
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

否
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

甲
第

３
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
マ
リ
ン
・

タ
ウ
ン
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

甲
第

４
号

令
和
２
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（
泡
瀬
地

区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

８
号

沖
縄
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
会

一
致

原
案

可
決

乙
第

10
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

11
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

12
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
議
決
内
容
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
3

号
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
議
決
内
容
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
4

号
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
議
決
内
容
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

イ
　
処
理
（
1
3件

）

文
教
厚
生
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
3
件
）

（
先
議
）

土
木
環
境
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

－Ⅱ-8－



議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

乙
第

1
5

号
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
議
決
内
容
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
6

号
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

1
7

号
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
3

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

乙
第

2
4

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

全
会

一
致

可
決

議
案

番
号

議
  
  
 案

 
  
  
名

議
決

の
結

果

諮
問

第
１

号
軌
道
敷
設
に
関
す
る
線
路
及
び
工
事
方
法

書
に
記
載
し
た
事
項
の
変

更
認
可
申
請
に
伴
う
意
見
に
つ
い
て

全
会

一
致

「
本

件
に

異
議

は
な

い
。

」
と

答
申

新
沖
縄
振
興
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
議
案
処
理
一
覧
表

イ
　
処
理
（
１
件
）

－Ⅱ-9－



請願・陳情の会期別委員会別付託・処理内訳



1 1 1 62 4 21 87 15 51 21

2 2 4 1 2 1 70 11 38 119 12 72 35

2 2 2 101 1 85 187 48 91 48

2 1 3 3 84 65 149 10 83 56

49 13 62 6 49 7

20 -13 22 29 6 16 7

4 1 5 2 2 1

5 5 10 6 3 1 390 3 245 638 99 364 175

1 1 1 62 3 65 15 50

2 2 2 70 2 72 72

1 1 1 101 7 108 17 91

2 1 3 3 84 7 91 8 83

49 1 50 1 49

20 20 4 16

4 4 2 2

5 2 7 4 3 390 20 410 47 363

令和２年第１回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

令和２年沖縄県議会委員会別請願・陳情処理一覧表（年間）

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

合 計

採

択

区　　　 分

米 軍 基 地 関 係 特 別

文 教 厚 生

土 木 環 境

公共交通ネットワーク特別

前

回

継

続

今

回

取

り

下

げ

取

り

下

げ

委 員 会 別

総 務 企 画

経 済 労 働

採

択

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

前

回

継

続

処 理 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳

請　　　　願

付

託

が

え

今

回

計

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

計

採

択

不

採

択

今

年

付

託

が

え

不

採

択

計

採

択

陳　　　　情

付 託 内 訳

請　　　　願 陳　　　　情

付 託 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳

委 員 会 別

取

り

下

げ

審

査

未

了

継

続

審

査

取

り

下

げ

総 務 企 画

継

続

審

査

処 理 内 訳

今

年

計

前

年

継

続

前

年

継

続

審

査

未

了

一

部

採

択

区　　　 分

合 計

米 軍 基 地 関 係 特 別

文 教 厚 生

土 木 環 境

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

経 済 労 働

議 会 運 営

議 会 運 営

一

部

採

択

－Ⅲ-1－



5 5 5

14 14 14

53 53 17 36

25 25 2 23

4 4 4

16 16 16

1 1 1

118 118 19 99

5 4 7 16 16

2 2 2 14 11 9 34 11 23

36 1 12 49 13 36

23 17 40 40

4 5 9 2 7

16 -13 2 5 1 4

1 1 1

2 2 2 99 3 52 154 27 127

※新沖縄振興・公共交通ネットワーク特別委員会に付託されていた陳情13件の付託がえの際に、常任委員会の所管の関係から、１つの
陳情を複数の委員会に分割し、付託がえした陳情が３件あったことから付託替えの合計件数が０ではなく、３となった。

令和２年第４回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

令和２年第６回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

採

択

継

続

審

査

取

り

下

げ

不

採

択

審

査

未

了

前

回

継

続

委 員 会 別

採

択

前

回

継

続

今

回

継

続

審

査

米 軍 基 地 関 係 特 別

合 計

取

り

下

げ

委 員 会 別

付

託

が

え

今

回

不

採

択

総 務 企 画

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

不

採

択

付 託 内 訳 処 理 内 訳

計

継

続

審

査

審

査

未

了

取

り

下

げ

審

査

未

了

計

採

択

前

回

継

続

採

択

継

続

審

査

計

前

回

継

続

付

託

が

え

今

回

陳　　　　情

付 託 内 訳 処 理 内 訳

請　　　　願

取

り

下

げ

不

採

択

審

査

未

了

計

今

回

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

米 軍 基 地 関 係 特 別

区　　　 分

区　　　 分
請　　　　願 陳　　　　情

付 託 内 訳 処 理 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳

合 計

総 務 企 画

議 会 運 営

議 会 運 営

一

部

採

択

一

部

採

択

－Ⅲ-2－



16 6 22 1 21

2 2 1 1 23 13 36 1 35

1 1 1 36 13 49 1 48

40 16 56 56

7 3 10 3 7

4 4 8 1 7

1 1 1

2 1 3 2 1 127 55 182 6 1 175

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

令和２年第７回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

総 務 企 画

経 済 労 働

審

査

未

了

継

続

審

査

採

択

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

不

採

択

合 計

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

新 沖 縄 振 興 ・
公共交通ネットワーク特別

議 会 運 営

取

り

下

げ

前

回

継

続

今

回

委 員 会 別

計

付

託

が

え

今

回

取

り

下

げ

採

択

陳　　　　情

前

回

継

続

計

一

部

採

択

付 託 内 訳 処 理 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳
区　　　 分

請　　　　願

－Ⅲ-3－



請願・陳情の会期別委員会別処理一覧



（
陳
情
）

ロ
　
審
査
未
了
（
１
件
）

請
願

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
６

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

5
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
1
5件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
1
5
5
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
1
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
7
0

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

6
月

1
9
日

平
成

2
9
年

第
7
7

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

6
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
8
8

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

7
月

1
4
日

平
成

2
9
年

第
9
4

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

8
月

2
5
日

平
成

2
9
年

第
1
0
6
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

9
月

1
9
日

消
防
防
災
ヘ
リ
と
ヘ
リ
基
地
の

整
備
に
関
す
る
陳
情

東
村
議
会
議
長

安
和
　
敏
幸

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

南
部
離
島
町
村
に
お
け
る
平
成

29
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域
振

興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関

す
る
陳
情

南
部
離
島
町
村
長
議
長

連
絡
協
議
会

会
長
　
大
田
　
治
雄

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

情
報
通
信
の
格
差
是
正
に
関
す

る
陳
情

北
大
東
村
長

宮
城
　
光
正

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

石
垣
島
川
平
湾
沖
に
座
礁
し
た

外
国
漁
船
撤
去
に
対
し
国
と
県

の
支
援
を
求
め
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

知
念
　
辰
憲

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

消
防
防
災
ヘ
リ
と
ヘ
リ
基
地
の

整
備
に
関
す
る
陳
情

大
宜
味
村
議
会
議
長

平
良
　
嗣
男

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

消
防
防
災
ヘ
リ
と
ヘ
リ
基
地
の

整
備
に
関
す
る
陳
情

国
頭
村
議
会
議
長

金
城
　
利
光

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

令
和
２
年
第
１
回
議
会
（
定
例
会
）

件
 
  
  
  
  
名

請
　
願
　
者
　
名

石
垣
市
平
得
大
俣
地
域
へ
の
陸
上

自
衛
隊
配
備
に
つ
い

て
、
沖
縄
県
環
境
影
響
評
価
条
例

の
趣
旨
を
踏
み
に
じ

る
一
部
用
地
造
成
着
工
の
中
止
を

防
衛
省
に
求
め
る
請

願

石
垣
島
に
軍
事
基
地
を

つ
く
ら

せ
な
い
市
民
連
絡
会

共
同
代
表
　
上
原
　
秀

政
外
８

人

総
務
企
画
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

総
務
企
画
委
員
会
請
願
処
理
一
覧
表

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
1
2

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
月

1
8
日

平
成

3
0
年

第
3
5

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

3
月

1
2
日

平
成

3
0
年

第
5
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

6
月

1
1
日

平
成

3
0
年

第
9
4

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
0
月

1
7
日

平
成

3
0
年

第
1
0
2
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

5
日

令
和

元
年

第
9
0

号
（

継
続

）

令
和

元
年

9
月

1
1
日

令
和

元
年

第
1
1
0
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
0
月

1
8
日

令
和

元
年

第
1
2
3
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

1
8
日

第
1
1

号
令

和
2
年

2
月

1
0
日

八
重
山
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
長

仲
間
　
均

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

先
島
地
区
に
お
け
る
急
患
搬
送

体
制
の
維
持
・
強
化
に
関
す
る

陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会 会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義
隆

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重

山
）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す

る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会 会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義
隆

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

令
和
２
年
度
建
物
管
理
業
務
委

託
の
入
札
に
関
す
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会

会
長
　
大
嶺
　
健
太
郎

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

竹
富
町
及
び
与
那
国
町
等
（
離

島
）
の
医
療
患
者
搬
送
に
お
け

る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
を
求
め
る

陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
住
宅
等
開
発
磁
気
探
査

支
援
事
業
に
関
す
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
沖
縄
県

磁
気
探
査
協
会

会
長
　
平
良
　
恒
男

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

「
請
願
権
」
の
行
使
に
係
る
県

内
在
住
者
向
け
の
趣
旨
解
説
及

び
手
続
等
の
改
善
を
求
め
る
陳

情

琉
球
大
学
名
誉
教
授

髙
嶋
　
伸
欣

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

社
会
福
祉
主
事
に
関
す
る
陳
情

新
里
　
秀
明

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

措
　
置

審
査

の
結

果
陳
情
者
名

件
 
  
  
  
  
名

福
祉
に
関
す
る
事
務
所
に
お
い

て
社
会
福
祉
主
事
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
所
員
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
社
会
福
祉
法
違
反
状
態

を
解
消
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

新
里
　
秀
明

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

八
重
山
圏
域
離
島
及
び
沿
岸
海

域
の
急
患
発
生
時
の
迅
速
対
応

と
沖
縄
県
立
八
重
山
病
院
急
患

搬
送
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
を
求

め
る
陳
情
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（
陳
情
）

ロ
　
審
査
未
了
（
5
0件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
3
7

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

3
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
4
0

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

3
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
4
8

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

5
月

2
0
日

平
成

2
8
年

第
5
5

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

6
月

1
5
日

平
成

2
8
年

第
6
7

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

7
月

4
日

平
成

2
8
年

第
8
9

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

8
月

2
2
日

平
成

2
8
年

第
1
5
8
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

2
日

平
成

2
8
年

第
1
6
6
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

6
日

平
成

2
9
年

第
1
0

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

1
月

1
7
日

平
成

2
9
年

第
2
0

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

2
月

2
2
日

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

女
性
副
知
事
登
用
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
伊
志
嶺
　
雅
子

放
射
能
公
害
被
災
者
に
人
権
の
光

を
求
め
る
陳
情

原
発
事
故
避
難
者
に
公

的
支
援

を
求
め
る
会

会
長
　
矢
ヶ
崎
　
克
馬

県
有
施
設
等
の
敷
地
内
全
面
禁
煙

に
関
す
る
陳
情

仲
井
間
　
憲
昭

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

沖
縄
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
突

然
提
出
さ
れ
た
「
国

連
先
住
民
族
勧
告
」
の
撤
回
を
要

求
す
る
意
見
書
及
び

決
議
の
可
決
を
求
め
る
陳
情

仲
村
　
雅
己

沖
縄
県
自
治
会
連
合
会
に
対
す
る

補
助
金
交
付
等
に
関

す
る
陳
情

沖
縄
県
自
治
会
連
合
会

会
長
　
新
田
　
宗
信

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義

隆

機
動
隊
や
警
察
に
よ
る
市
民
弾
圧

の
中
止
に
関
す
る
陳

情
吉
岡
　
千
絵
外
１
人

与
論
・
沖
縄
間
の
航
空
運
賃
の
軽

減
措
置
に
関
す
る
陳

情
与
論
町
議
会
議
長

福
地
　
元
一
郎

石
垣
市
振
興
に
関
す
る
陳
情

石
垣
市
議
会
野
党
連
絡

協
議
会

会
長
　
長
浜
　
信
夫
外

４
人

集
団
的
自
衛
権
を
容
認
す
る
「
平

和
・
安
全
保
障
関
連

法
」
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
伊
志
嶺
　
雅
子

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
3
2

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

3
月

1
3
日

平
成

2
9
年

第
3
3

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

3
月

1
3
日

平
成

2
9
年

第
4
5

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

4
月

2
1
日

平
成

2
9
年

第
4
6

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

4
月

2
7
日

平
成

2
9
年

第
5
4

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

5
月

1
6
日

平
成

2
9
年

第
7
4

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

6
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
7
5

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

6
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
7
6

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

6
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
1
3
5
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

2
8
日

平
成

3
0
年

第
2
6

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

3
月

1
日

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

国
家
公
務
員
労
働
組
合

沖
縄
県

協
議
会

議
長
　
東
浜
　
邦
章

山
里
　
宗
光

平
成
2
9年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

石
垣
島
へ
の
陸
上
自
衛
隊
配
備
の

反
対
を
求
め
る
陳
情

石
垣
島
に
軍
事
基
地
を

つ
く
ら

せ
な
い
市
民
連
絡
会

共
同
代
表
　
金
城
　
哲

浩
外
８

人

陸
自
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
配
備
に
関

す
る
陳
情

止
め
よ
う
「
自
衛
隊
配

備
」
宮

古
郡
民
の
会

宮
古
平
和
運
動
連
絡
協

議
会

共
同
代
表
　
清
水
　
早

子
外
６

人

災
害
時
避
難
所
施
設
整
備
事
業
に

関
す
る
陳
情

西
原
町
平
園
自
治
会

会
長
　
新
田
　
宗
信

地
域
住
民
の
生
活
道
及
び
機
能
し

て
い
な
い
里
道
の
払

い
下
げ
に
よ
る
地
域
住
民
の
生
活

権
の
侵
害
に
関
す
る

陳
情

国
民
の
権
利
と
安
心
・
安
全
を
守

る
公
務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

「
尖
閣
諸
島
地
方
を
分
割
し
て
特

出
し
た
天
気
予
報
の

実
施
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

大
山
　
孝
夫

「
他
国
の
航
空
機
が
領
空
侵
犯
し

た
際
、
自
衛
隊
機
に

強
制
的
に
排
除
す
る
権
限
を
与
え

る
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

大
山
　
孝
夫

沖
縄
県
主
催
で
国
民
保
護
計
画
に

基
づ
く
避
難
訓
練
の

実
施
を
求
め
る
陳
情

大
山
　
孝
夫

北
朝
鮮
の
暴
発
か
ら
県
民
を
守
る

た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

幸
福
実
現
党
　
沖
縄
県

本
部

代
表
　
下
地
　
玲
子
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
4
4

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

4
月

2
6
日

平
成

3
0
年

第
4
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

4
月

2
6
日

平
成

3
0
年

第
5
3

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

5
月

2
8
日

平
成

3
0
年

第
6
1

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

6
月

1
2
日

平
成

3
0
年

第
1
2
0
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

2
9
日

平
成

3
0
年

第
1
2
2
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

3
日

平
成

3
0
年

第
1
2
6
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

3
日

平
成

3
1
年

第
３

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

1
7
日

平
成

3
1
年

第
８

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

1
月

1
5
日

平
成

3
1
年

第
1
6

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

2
月

8
日

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
及
び
そ
の

周
辺
に
お
け
る
沖
縄

県
警
察
の
対
応
に
つ
い
て
そ
の
是

正
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
か
ら
基
地
を
な
く

し
世
界

の
平
和
を
求
め
る
市
民

連
絡
会

代
表
世
話
人
　
高
里
　

鈴
代
外

３
人

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
関
す
る
陳
情

知
念
　
康
成

消
費
税
率
1
0％

へ
の
引
き
上
げ
中

止
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
商
工
団
体
連
合

会
会
長
　
備
瀬
　
知
允

平
成
3
0年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

違
法
駐
車
の
是
正
に
関
す
る
陳
情

大
湾
　
和
孝

消
費
税
1
0％

へ
の
「
増
税
中
止
」

を
求
め
る
陳
情

幸
福
実
現
党
　
沖
縄
県

本
部

代
表
　
下
地
　
玲
子

単
身
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
を
求

め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

宮
古
島
に
お
け
る
陸
自
ミ
サ
イ
ル

基
地
建
設
か
ら
住
民

生
活
を
守
る
た
め
県
議
会
の
実
効

性
の
あ
る
対
応
を
求

め
る
陳
情

ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な

い
宮
古

島
住
民
連
絡
会

共
同
代
表
　
奥
平
　
一

夫
外
１

人

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

石
垣
島
へ
の
陸
上
自
衛
隊
配
備
に

つ
い
て
、
反
対
意
思

を
表
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

石
垣
島
に
軍
事
基
地
を

つ
く
ら

せ
な
い
市
民
連
絡
会

共
同
代
表
　
上
原
　
秀

政
外
８

人

不
動
産
取
得
税
の
課
税
に
関
す
る

陳
情

平
良
　
奈
緒
子

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
2
4

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

3
月

1
日

平
成

3
1
年

第
3
7

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

3
月

2
2
日

平
成

3
1
年

第
4
6

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

4
月

1
9
日

令
和

元
年

第
5
9

号
（

継
続

）

令
和

元
年

6
月

4
日

令
和

元
年

第
7
0

号
（

継
続

）

令
和

元
年

6
月

1
1
日

令
和

元
年

第
7
3

号
（

継
続

）

令
和

元
年

6
月

1
7
日

令
和

元
年

第
7
4

号
（

継
続

）

令
和

元
年

6
月

1
7
日

令
和

元
年

第
7
5

号
（

継
続

）

令
和

元
年

6
月

1
7
日

令
和

元
年

第
7
7

号
（

継
続

）

令
和

元
年

6
月

1
8
日

令
和

元
年

第
8
2

号
（

継
続

）

令
和

元
年

7
月

1
9
日

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

那
覇
市
開
南
の
バ
ス
レ
ー
ン
に
関

す
る
陳
情

高
城
　
貞
雄

自
転
車
の
歩
道
走
行
の
取
り
締
ま

り
に
関
す
る
陳
情

石
川
　
喜
之

名
護
市
宮
里
区
地
内
信
号
機
の
撤

去
・
移
設
の
撤
回
を

求
め
る
陳
情

名
護
市
宮
里
区
長

比
嘉
　
茂
博

「
国
連
の
沖
縄
の
人
々
を
先
住
民

族
と
す
る
こ
れ
ま
で

の
勧
告
は
、
沖
縄
県
民
の
民
意
を

反
映
し
て
い
な
い
」

と
い
う
決
議
の
国
連
各
局
へ
の
送

付
を
求
め
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
日
本

沖
縄
政

策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長
　
仲
村
　
覚

海
外
の
人
権
機
関
に
沖
縄
の
人
々

が
先
住
民
族
と
い
う

前
提
で
人
権
の
保
護
を
訴
え
る
際

、
保
護
対
象
の
構
成

に
対
す
る
誤
解
を
回
避
す
る
条
例

の
制
定
を
求
め
る
陳

情

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

児
童
福
祉
司
の
適
正
な
配
置
等
に

関
す
る
陳
情

新
里
　
秀
明

沖
縄
県
民
が
日
本
人
か
先
住
民
族

か
を
問
う
県
民
投
票

の
早
期
実
施
を
求
め
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
日
本

沖
縄
政

策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長
　
仲
村
　
覚

石
油
製
品
輸
送
等
補
助
事
業
の
補

助
単
価
見
直
し
に
関

す
る
陳
情

ミ
ヤ
ギ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
林

　
智
也

子

伊
是
名
村
振
興
発
展
に
関
す
る
陳

情
伊
是
名
村
長

前
田
　
政
義

一
般
社
団
法
人
　
日
本

沖
縄
政

策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長
　
仲
村
　
覚

－Ⅳ-3－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
1
0
0
号

（
継

続
）

令
和

元
年

9
月

2
5
日

令
和

元
年

第
1
0
4
号

（
継

続
）

令
和

元
年

9
月

3
0
日

令
和

元
年

第
1
0
8
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
0
月

1
8
日

令
和

元
年

第
1
1
8
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

1
1
日

令
和

元
年

第
1
1
9
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

1
1
日

令
和

元
年

第
1
2
9
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

2
9
日

令
和

元
年

第
1
3
0
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
2
月

2
日

令
和

元
年

第
1
3
1
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
2
月

2
日

第
３

号
令

和
元

年
1
2
月

1
6
日

第
６

号
令

和
元

年
1
2
月

2
5
日

「
嫌
が
ら
せ
犯
罪
」
の
撲
滅
を
求

め
る
陳
情

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
犯
罪
被
害
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

理
事
長
　
石
橋
　
輝
勝

水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

国
頭
村
議
会
議
長

金
城
　
利
光

八
重
山
会
館
（
仮
称
）
設
置
に
対

す
る
支
援
、
協
力
を

求
め
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

「
宮
古
島
保
良
鉱
山
へ
の
ミ
サ
イ

ル
・
弾
薬
庫
の
強
行

配
備
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

ミ
サ
イ
ル
・
弾
薬
庫
配

備
反

対
！
住
民
の
会

共
同
代
表
　
下
地
　
博

盛
外
８

人

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
事
業
者
に
関
す

る
条
例
改
正
の
検
討

を
求
め
る
陳
情

恩
納
村
ダ
イ
ビ
ン
グ
協

会
会
長
　
内
原
　
靖
夫

宿
泊
税
（
観
光
目
的
税
）
の
導
入

及
び
施
行
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
ホ
テ
ル
旅
館
生

活
衛
生

同
業
組
合

理
事
長
　
宮
里
　
一
郎

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
事
業
者
に
関
す

る
条
例
等
の
見
直
し

を
求
め
る
陳
情

八
重
山
ダ
イ
ビ
ン
グ
協

会
会
長
　
安
谷
屋
　
正
和

海
域
で
の
安
全
基
準
に
関
す
る
陳

情
一
般
社
団
法
人
　
座
間

味
ダ
イ

ビ
ン
グ
協
会

会
長
　
又
吉
　
英
夫

被
害
届
、
告
訴
状
の
受
理
、
苦
情

申
し
出
に
関
す
る
陳

情
高
橋
　
賢
也

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
犯
罪
」
の
撲
滅

を
求
め
る
陳
情

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
犯
罪
被
害
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

理
事
長
　
石
橋
　
輝
勝

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

（
請
願
）

ロ
　
審
査
未
了
（
２
件
）

請
願

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
２

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

６
日

平
成

3
0
年

第
３

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

2
1
日

（
陳
情
）

ロ
　
審
査
未
了
（
7
2件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
5
4

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

６
月

1
5
日

平
成

2
8
年

第
6
2

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

６
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
7
7

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

７
月

６
日

平
成

2
8
年

第
8
2

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

７
月

2
6
日

平
成

2
8
年

第
8
6

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

８
月

３
日

平
成

2
8
年

第
8
9

号
の

２
（

継
続

）

平
成

2
8
年

８
月

2
2
日

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

か
ら
住
環
境
を
守
る

こ
と
に
関
す
る
陳
情

大
宜
味
村
長

宮
城
　
功
光

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義

隆

沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
育
成
研
修

制
度
に
関
す
る
陳
情

友
寄
　
貞
丸

「
全
琉
ハ
ー
リ
ー
大
会
」
に
関
す

る
陳
情

翁
長
　
武
浩
外
１
人

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
教
育
セ
ン
タ
ー

」
の
設
置
要
請
を
受

け
入
れ
た
学
校
教
育
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
る
陳
情

仲
村
　
雅
己

レ
ン
タ
カ
ー
を
活
用
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
委
託
事
業
を
断

固
阻
止
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

県
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会

会
長
　
湖
城
　
秀
實

入
管
難
民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

留
学
生
の
労
働
制
限

に
関
す
る
請
願

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

観
光
の

未
来
を
考
え
る
会

代
表
理
事
　
金
城
　
仁

外
２
人

経
済
労
働
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表 件

 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

経
済
労
働
委
員
会
請
願
処
理
一
覧
表 件

 
  
  
  
  
名

請
　
願
　
者
　
名

石
垣
市
に
お
け
る
モ
リ
ン
ガ
の
取

り
組
み
に
関
す
る
請

願
石
垣
島
モ
リ
ン
ガ
組
合

組
合
長
　
砂
川
　
拓
也

－Ⅳ-4－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
9
4

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

９
月

１
日

平
成

2
8
年

第
1
2
0
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
8
日

平
成

2
8
年

第
1
2
1
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
8
日

平
成

2
8
年

第
1
4
8
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
1
月

1
8
日

平
成

2
8
年

第
1
5
2
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
1
月

2
2
日

平
成

2
8
年

第
1
5
9
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

２
日

平
成

2
8
年

第
1
6
5
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

６
日

平
成

2
9
年

第
３

号
の

２
（

継
続

）

平
成

2
8
年

1
2
月

2
1
日

平
成

2
9
年

第
2
2

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

１
日

平
成

2
9
年

第
4
6

号
の

２
（

継
続

）

平
成

2
9
年

４
月

2
7
日

平
成
2
9年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

平
成
2
8年

度
久
米
島
町
の
振
興
施

策
に
関
す
る
陳
情

久
米
島
町
長

大
田
　
治
雄
外
２
人

沖
縄
観
光
の
健
全
な
発
展
と
県
独

自
の
施
策
の
実
施
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
通
訳
ガ
イ
ド
有

志
の
会

共
同
代
表
　
金
城
　
節

外
２
人

泊
魚
市
場
の
糸
満
市
場
へ
の
移
転

計
画
の
中
止
等
に
関

す
る
陳
情

泊
漁
港
再
開
発
推
進
委

員
会

委
員
長
　
山
内
　
得
信

軽
度
知
的
障
害
者
等
へ
の
支
援
機

関
の
充
実
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
高
等
特
別
支
援
学

校
研
究

会 代
表
者
　
高
山
　
邦
夫

外
１
人

サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
・
政
策
確
立
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
さ
と
う
き
び
対

策
本
部

本
部
長
　
砂
川
　
博
紀

外
１
人

女
性
が
仕
事
と
生
活
を
両
立
さ
せ

て
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
施
策
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
母
親
大
会
連
絡

会
共
同
代
表
　
久
手
堅
　

幸
子

外
１
人

県
発
注
工
事
に
お
け
る
県
内
木
工

事
業
者
へ
の
優
先
発

注
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
木
工
事
業
協
同

組
合

代
表
理
事
　
宮
里
　
善

作

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
陳

情
日
本
自
治
体
労
働
組
合

総
連
合

沖
縄
事
務
所

所
長
　
長
尾
　
健
治

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

台
湾
を
国
と
し
て
認
め
る
た
め
の

意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

幸
福
実
現
党
　
沖
縄
県

本
部

代
表
者
　
新
里
　
卓

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
6
2

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

８
日

平
成

2
9
年

第
9
1

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

７
月

3
1
日

平
成

2
9
年

第
9
2

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

８
日

平
成

2
9
年

第
9
3

号
の

２
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

1
5
日

平
成

2
9
年

第
9
4

号
の

２
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

2
5
日

平
成

2
9
年

第
1
0
1
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

1
1
日

平
成

2
9
年

第
1
0
5
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

1
5
日

平
成

2
9
年

第
1
0
7
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
1
日

平
成

2
9
年

第
1
1
0
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
7
日

平
成

2
9
年

第
1
1
5
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
8
日

奨
学
金
返
還
基
金
の
創
設
に
関
す

る
陳
情

国
立
大
学
法
人
　
琉
球

大
学

学
長
　
大
城
　
肇

糸
満
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
施
設
等
の
早

期
整
備
及
び
泊
漁
港
の
再
開
発
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
鮮
魚
卸
流
通
協

同
組
合

理
事
長
　
國
吉
　
斉
外

２
人

沖
縄
県
公
契
約
条
例
を
規
制
型
と

す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
労
働
組
合
総
連

合
議
長
　
仲
里
　
孝
之

砂
糖
制
度
の
堅
持
及
び
経
営
安
定

対
策
・
サ
ト
ウ
キ
ビ

生
産
振
興
等
に
関
す
る
陳
情

全
沖
縄
製
糖
労
働
組
合

代
表
　
山
里
　
直
人

南
部
離
島
町
村
に
お
け
る
平
成
2
9
年
度
「
離
島
・
過
疎

地
域
振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」

に
関
す
る
陳
情

南
部
離
島
町
村
長
議
長

連
絡
協

議
会

会
長
　
大
田
　
治
雄

県
立
武
道
館
の
施
設
運
営
に
関
す

る
陳
情

沖
縄
県
格
闘
技
連
盟
　

沖
縄
県

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会

大
宜
見
　
朝
覺

伊
是
名
村
振
興
発
展
に
関
す
る
陳

情
伊
是
名
村
長

前
田
　
政
義

入
札
及
び
契
約
制
度
改
善
に
関
す

る
陳
情

沖
縄
県
印
刷
工
業
組
合

理
事
長
　
喜
久
里
　
均

渡
名
喜
漁
港
の
環
境
整
備
を
求
め

る
陳
情

渡
名
喜
村
議
会
議
長

比
嘉
　
正
樹

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義

隆

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

－Ⅳ-5－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
1
2
6
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

1
3
日

平
成

2
9
年

第
1
2
9
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

1
6
日

平
成

2
9
年

第
1
3
0
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

2
1
日

平
成

2
9
年

第
1
3
4
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

2
7
日

平
成

2
9
年

第
1
4
0
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

１
日

平
成

2
9
年

第
1
4
4
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

５
日

平
成

2
9
年

第
1
4
6
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

６
日

平
成

3
0
年

第
８

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

１
月

５
日

平
成

3
0
年

第
1
4

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

１
月

2
3
日

平
成

3
0
年

第
1
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

２
月

８
日

沖
縄
県
公
契
約
条
例
を
規
制
型
と

す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
医
療
福
祉
労
働

組
合
連

合
会

執
行
委
員
長
　
穴
井
　

輝
明

沖
縄
県
公
契
約
条
例
を
規
制
型
と

す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

国
家
公
務
員
労
働
組
合

沖
縄
県

協
議
会

議
長
　
東
浜
　
邦
章

「
沖
縄
県
公
契
約
条
例
」
を
実
効

性
あ
る
条
例
と
す
る

こ
と
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
商
工
団
体
連
合

会
会
長
　
仲
本
　
興
真

外
国
人
観
光
客
患
者
対
応
に
関
す

る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

県
医
師

会 会
長
　
安
里
　
哲
好

貧
困
と
格
差
是
正
に
つ
な
が
る
実

効
あ
る
沖
縄
県
公
契

約
条
例
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
公
務
公
共
一
般

労
働
組

合 執
行
委
員
長
　
長
尾
　

健
治

「
19
6
4東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

国
内
第
一
到
着
地
記

念
碑
(
仮
称
)」

の
設
置
に
関
す
る

陳
情

宮
城
　
勇

泊
漁
港
及
び
泊
魚
市
場
整
備
に
関

す
る
陳
情

泊
漁
港
再
開
発
推
進
委

員
会

委
員
長
　
山
内
　
得
信

サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
・
政
策
確
立
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
さ
と
う
き
び
対

策
本
部

本
部
長
　
砂
川
　
博
紀

外
１
人

沖
縄
県
公
契
約
条
例
を
規
制
型
と

す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

全
日
本
建
設
交
運
一
般

労
働
組

合
沖
縄
県
本
部

執
行
委
員
長
　
東
江
　

勇

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

伊
江
村
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳

情
伊
江
村
長
　
島
袋
　
秀

幸

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
2
0

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

２
月

９
日

平
成

3
0
年

第
2
1

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

２
月

1
3
日

平
成

3
0
年

第
3
3

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

３
月

９
日

平
成

3
0
年

第
4
3

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

４
月

2
4
日

平
成

3
0
年

第
4
4

号
の

２
（

継
続

）

平
成

3
0
年

４
月

2
6
日

平
成

3
0
年

第
5
7

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

８
日

平
成

3
0
年

第
6
2

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

平
成

3
0
年

第
6
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

2
1
日

平
成

3
0
年

第
7
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

6
月

2
9
日

平
成

3
0
年

第
8
1

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

７
月

2
4
日

糸
満
漁
港
へ
の
新
市
場
早
期
整
備

に
関
す
る
陳
情

糸
満
市
議
会
議
長
　
大

田
　
守

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

の
八
重
山
地
域
開
催
に
関
す
る
陳

情
八
重
山
広
域
市
町
村
圏

事
務
組

合
議
会
議
長
　
仲
嶺
　

忠
師

離
島
へ
の
送
電
海
底
ケ
ー
ブ
ル
取

り
か
え
・
新
設
工
事

の
支
援
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
高
度
化

に
よ
る
沖
縄
観
光
の

持
続
的
発
展
に
関
す
る
陳
情

一
般
財
団
法
人
　
沖
縄

マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
セ
イ
フ
テ
ィ

ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー

代
表
理
事
　
石
嶺
　
傳

一
郎

平
成
3
0年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

石
垣
市
に
お
け
る
農
業
農
村
基
盤

整
備
等
の
推
進
に
関

す
る
陳
情

石
垣
島
国
営
土
地
改
良

事
業
推

進
協
議
会

会
長
　
中
山
　
義
隆

県
条
例
に
よ
る
民
泊
の
制
限
を
行

わ
な
い
こ
と
及
び
地

域
色
豊
か
な
観
光
開
発
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
民
泊
観
光
協
会

会
長
　
田
中
　
洋
人

沖
縄
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
へ
の

財
政
的
支
援
を
求
め

る
陳
情

沖
縄
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会

会
長
　
玉
寄
　
貞
一
郎

奥
武
山
総
合
運
動
場
・
陸
上
競
技

場
の
整
備
に
関
す
る

陳
情

一
般
社
団
法
人
　
地
域

総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ア
ス

リ
ー
ト

工
房

代
表
取
締
役
　
譜
久
里

　
武

平
成
2
9年

度
久
米
島
町
の
振
興
施

策
に
関
す
る
陳
情

久
米
島
町
長

大
田
　
治
雄
外
２
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

－Ⅳ-6－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
8
4

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

８
月

2
9
日

平
成

3
0
年

第
8
5

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

８
月

2
9
日

平
成

3
0
年

第
8
7

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

９
月

2
0
日

平
成

3
0
年

第
8
9

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

９
月

2
5
日

平
成

3
0
年

第
1
0
2
号

の
２

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

５
日

平
成

3
0
年

第
1
1
3
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

９
日

平
成

3
0
年

第
1
1
8
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

2
6
日

平
成

3
1
年

第
３

号
の

２
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

1
7
日

平
成

3
1
年

第
４

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

1
8
日

平
成

3
1
年

第
1
9

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

２
月

2
0
日

新
泊
魚
市
場
建
設
と
競
り
機
能
継

続
へ
の
支
援
を
求
め

る
陳
情

泊
漁
港
再
開
発
推
進
委

員
会

委
員
長
　
山
内
　
得
信

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
陳
情

知
念
　
康
成

Ｊ
１
規
格
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

整
備
事
業
の
早
期
推

進
に
関
す
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

県
サ
ッ

カ
ー
協
会

会
長
　
具
志
堅
　
朗
外

４
人

サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
・
政
策
確
立
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
さ
と
う
き
び
対

策
本
部

本
部
長
　
砂
川
　
博
紀

外
１
人

過
剰
に
赤
土
が
堆
積
し
た
羽
地
内

海
（
仲
尾
次
漁
港
周

辺
等
）
の
漁
場
環
境
改
善
に
関
す

る
陳
情

羽
地
漁
業
協
同
組
合

組
合
長
　
崎
山
　
政
明

砂
糖
制
度
の
堅
持
及
び
経
営
安
定

対
策
・
サ
ト
ウ
キ
ビ

生
産
振
興
等
に
関
す
る
陳
情

全
沖
縄
製
糖
労
働
組
合

　
代
表

仲
里
　
尚

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義

隆

「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
」
設

置
に
関
す
る
陳
情

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ

ュ
セ
ン

タ
ー
設
置
支
援
委
員
会

　
共
同

代
表
　
高
山
　
朝
光
外

２
人

水
源
地
（
自
然
池
）
の
保
全
及
び

農
業
用
用
排
水
施
設

（
貯
水
池
等
）
の
早
急
な
整
備
に

関
す
る
陳
情

南
大
東
村
長
　
仲
田
　

建
匠

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

泊
漁
港
再
整
備
等
に
関
す
る
陳
情

泊
漁
港
再
開
発
推
進
委

員
会

委
員
長
　
山
内
　
得
信

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
2
0

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

２
月

2
7
日

平
成

3
1
年

第
4
4

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

４
月

２
日

平
成

3
1
年

第
4
5

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

４
月

1
9
日

平
成

3
1
年

第
4
9

号
の

２
（

継
続

）

平
成

3
1
年

４
月

2
5
日

令
和

元
年

第
5
2

号
（

継
続

）

令
和

元
年

５
月

1
7
日

令
和

元
年

第
8
4

号
（

継
続

）

令
和

元
年

８
月

２
日

令
和

元
年

第
8
8

号
の

２
（

継
続

）

令
和

元
年

８
月

2
3
日

令
和

元
年

第
9
3

号
（

継
続

）

令
和

元
年

９
月

1
8
日

令
和

元
年

第
9
4

号
（

継
続

）

令
和

元
年

９
月

1
8
日

令
和

元
年

第
9
5

号
（

継
続

）

令
和

元
年

９
月

2
0
日

沖
縄
文
化
観
光
ロ
ケ
支
援
事
業
の

創
設
に
関
す
る
陳
情

横
澤
　
匡
広

日
本
政
府
に
香
港
の
「
自
由
」
と

「
民
主
主
義
」
を
守

る
行
動
を
求
め
る
陳
情

幸
福
実
現
党
　
沖
縄
県

本
部

代
表
　
下
地
　
玲
子

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義

隆

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
支
援
継
続

を
求
め
る
陳
情

フ
ー
ド
バ
ン
ク
セ
カ
ン

ド
ハ
ー

ベ
ス
ト
沖
縄

代
表
理
事
　
奥
平
　
智

子

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
実
現

と
最
低
賃
金
を
10
00

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
労
働
組
合
総
連

合
議
長
　
穴
井
　
輝
明

ユ
ー
フ
ル
ヤ
ー
（
中
乃
湯
）
に
関

す
る
陳
情

琉
球
伝
統
文
化
研
究
会

会
長
　
親
泊
　
善
雄

三
線
の
日
（
３
月
４
日
）
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ク
ロ
キ
植
樹
大
会
の
実

施
を
求
め
る
陳
情

琉
球
伝
統
文
化
研
究
会

会
長
　
親
泊
　
善
雄

平
成
3
1年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

種
子
法
条
例
に
関
す
る
陳
情

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
食
の
風

田
﨑
　
聡

宜
野
座
村
農
業
大
学
校
誘
致
問
題

に
関
す
る
陳
情

農
業
大
学
校
建
設
に
反

対
す
る

有
志
の
会

代
表
　
平
識
　
善
通

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
1
0
1
号

（
継

続
）

令
和

元
年

９
月

2
5
日

令
和

元
年

第
1
1
2
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
0
月

2
1
日

令
和

元
年

第
1
2
5
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

2
5
日

令
和

元
年

第
1
3
1
号

の
２

（
継

続
）

令
和

元
年

1
2
月

２
日

第
５

号
令

和
元

年
1
2
月

2
3
日

第
７

号
令

和
元

年
1
2
月

2
7
日

（
請
願
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

請
願

番
号

受
理

年
月

日
件
 
  
  
  
  
名

措
　
置

第
２

号
令

和
２

年
２

月
2
5
日

本
土
と
沖
縄
の
医
療

格
差
の
是
正
を
求
め

る
請
願

地
方

自
治

法
第

1
2
5
条

の
措

置
(
知

事
)

心
臓
移
植
の
患
者
と

家
族
を
支
え
る
会

芭
蕉
の
会

会
長
　
安
里
　
猛

外
１
人

又
吉
　
清
義

宮
城
　
一
郎

採
択

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
振
興
に
関
す
る

陳
情

中
部
市
町
村
会

会
長
　
島
袋
　
俊
夫
外

２
人

文
教
厚
生
委
員
会
請
願
処
理
一
覧
表

請
願
者
名

紹
介
議
員

審
査

の
結

果

宿
泊
税
（
観
光
目
的
税
）
の
導
入

及
び
施
行
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
ホ
テ
ル
旅
館
生

活
衛
生

同
業
組
合

理
事
長
　
宮
里
　
一
郎

地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し

た
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト

施
設
に
関
す
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

水
質
保
全
対
策
事
業
整
備
に
関
す

る
陳
情

八
重
瀬
町
議
会
議
長

金
城
　
秀
雄

サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
・
政
策
確
立
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
さ
と
う
き
び
対

策
本
部

本
部
長
　
大
城
　
勉
外

１
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

「
民
泊
新
法
」
に
係
る
「
教
育
民

泊
」
の
県
条
例
の
規

制
緩
和
に
関
す
る
陳
情

糸
満
市
観
光
民
泊
部
会

会
長
　
大
田
　
里
美

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
1
7件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
5
5

号
（

継
続

）

平
成
29
年

５
月
29
日

平
成

2
9
年

第
7
2

号
（

継
続

）

平
成
29
年

６
月
27
日

平
成

2
9
年

第
1
1
8
号

（
継

続
）

平
成
29
年

1
0
月
10
日

平
成

3
0
年

第
5
6

号
（

継
続

）

平
成
30
年

６
月
７
日

平
成

3
0
年

第
9
7

号
（

継
続

）

平
成
30
年

1
0
月
22
日

平
成

3
1
年

第
2
1

号
（

継
続

）

平
成
31
年

２
月
27
日

平
成

3
1
年

第
2
4

号
の

２
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
１
日

令
和

元
年

第
5
3

号
（

継
続

）

令
和
元
年

５
月
21
日

令
和

元
年

第
8
0

号
（

継
続

）

令
和
元
年

７
月
１
日

沖
縄
県
民
の
生
活
と
国
民
皆
保

険
制
度
を
守
る
た
め
に
国
保
制

度
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
民
の
生
活
と
国
民
皆
保

険
制
度
を
守
る
た
め
に
国
保
制

度
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

南
城
市
議
会
議
長

国
吉
　
昌
実

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

休
眠
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
事
業
報
告

書
未
提
出
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す

る
陳
情

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
見
守
る

会 上
江
田
　
詩
乃

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

児
童
福
祉
司
の
適
正
な
配
置
等

に
関
す
る
陳
情

新
里
　
秀
明

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

国
保
財
政
の
県
移
管
に
お
け
る

国
保
制
度
改
善
を
求
め
る
陳
情

南
風
原
町
議
会
議
長

宮
城
　
清
政

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

「
魂
魄
の
塔
」
内
部
の
遺
骨
の

確
認
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
遺
骨
収
集
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ガ
マ
フ

ヤ
ー
」

代
表
　
具
志
堅
　
隆
松

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る

普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の

機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」
に
関
す
る
陳
情

特
定
非
営
利
活
動
法
人

珊
瑚
舎
ス
コ
ー
レ

理
事
長
　
星
野
　
人
史

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
教

育
委

員
会

)

国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位

化
に
つ
い
て
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位

化
に
関
す
る
陳
情

南
風
原
町
議
会
議
長

宮
城
　
清
政

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

文
教
厚
生
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

審
査

の
結

果
措
　
置
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
9
2

号
（

継
続

）

令
和
元
年

９
月
13
日

令
和

元
年

第
1
0
5
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
0
月
10
日

令
和

元
年

第
1
0
9
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
0
月
18
日

令
和

元
年

第
1
1
7
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
1
月
11
日

令
和

元
年

第
1
2
1
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
1
月
15
日

第
１

号
令

和
元
年

1
2
月
６
日

第
２

号
令

和
元
年

1
2
月
16
日

第
1
5

号
令

和
２
年

２
月
20
日

（
陳
情
）

ロ
　
審
査
未
了
（
9
1件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
3
7

号
の

２
（

継
続

）

平
成
28
年

３
月
29
日

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

（
厚
生
労
働
省
）
の
改
善
及
び

沖
縄
県
に
対
す
る
支
援
要
請
等

に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
自
閉
症
協
会

会
長
　
新
垣
　
浩
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

集
団
的
自
衛
権
を
容
認
す
る
「
平

和
・
安
全
保
障
関
連

法
」
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
伊
志
嶺
　
雅
子

学
校
等
教
育
現
場
に
お
け
る
養

護
教
諭
の
早
期
複
数
配
置
を
求

め
る
陳
情

名
護
市
議
会
議
長

大
城
　
秀
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
教

育
委

員
会

)

沖
縄
戦
戦
没
者
慰
霊
塔
・
碑
の

管
理
に
関
す
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
沖
縄

県
平
和
祈
念
財
団

会
長
　
新
垣
　
雄
久

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の

確
立
に
向
け
て
適
切
な
財
源
の

確
保
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
医
療
推
進
協
議

会 会
長
　
安
里
　
哲
好

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

医
療
法
人
上
善
会
か
り
ゆ
し
病

院
の
旧
県
立
八
重
山
病
院
跡
地

へ
の
移
転
に
関
す
る
陳
情

八
重
山
の
医
療
を
守
る

郡
民
の
会

会
長
　
宮
平
　
康
弘

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

旧
県
立
八
重
山
病
院
跡
地
に
医

療
機
関
設
置
を
求
め
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
支

援
を
求
め
る
陳
情

ゆ
う
か
ぎ
の
会
（
離
島

の
が
ん
患
者
支
援
を
考

え
る
会
）

会
長
　
真
栄
里
　
隆
代

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

新
垣
　
安
男

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

審
査

の
結

果
措
　
置

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
5
0

号
（

継
続

）

平
成
28
年

５
月
24
日

平
成

2
8
年

第
5
1

号
（

継
続

）

平
成
28
年

６
月
１
日

平
成

2
8
年

第
5
4

号
の

２
（

継
続

）

平
成
28
年

６
月
15
日

平
成

2
8
年

第
6
1

号
（

継
続

）

平
成
28
年

６
月
28
日

平
成

2
8
年

第
6
9

号
（

継
続

）

平
成
28
年

７
月
４
日

平
成

2
8
年

第
7
2

号
（

継
続

）

平
成
28
年

７
月
４
日

平
成

2
8
年

第
7
9

号
（

継
続

）

平
成
28
年

７
月
21
日

平
成

2
8
年

第
8
5

号
（

継
続

）

平
成
28
年

８
月
２
日

平
成

2
8
年

第
9
6

号
（

継
続

）

平
成
28
年

９
月
８
日

平
成

2
8
年

第
1
1
1
号

（
継

続
）

平
成
28
年

９
月
23
日

「
民
泊
新
法
」
に
つ
い
て
の
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
ホ
テ
ル
旅
館
生

活
衛
生

同
業
組
合

理
事
長
　
宮
里
　
一
郎

成
人
向
け
ビ
デ
オ
に
関
す
る
陳
情

仲
新
城
　
淳

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
保
護
・
強
化

に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
に
関
す
る
陳
情

し
ま
く
と
ぅ
ば
連
絡
協

議
会

会
長
　
池
原
　
稔

外
３
人

障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
や
対
応

に
関
す
る
陳
情

比
嘉
　
清
詞

「
慰
霊
の
日
」
の
あ
り
方
に
関
す

る
陳
情

「
慰
霊
の
日
」
を
考
え

る
有
志

の
会

知
念
　
栄
子
外
１
人

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
教
育
セ
ン
タ
ー

」
の
設
置
要
請
を
受

け
入
れ
た
学
校
教
育
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
る
陳
情

仲
村
　
雅
己

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
制
定
を

求
め
る
陳
情

宮
平
　
昌
哉

過
度
な
競
争
に
な
っ
て
い
る
「
学

力
推
進
運
動
」
を
改

め
、
子
供
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

山
本
　
隆
司

学
校
に
お
け
る
「
集
団
フ
ッ
化
物

洗
口
導
入
」
に
反
対

す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

山
本
　
隆
司

認
可
外
保
育
園
の
現
状
と
活
用
に

関
す
る
陳
情

那
覇
子
育
て
支
援
保
育

施
設
連

絡
協
議
会

真
栄
城
　
美
登
里
外
3
8
人

件
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陳
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
1
3
3
号

（
継

続
）

平
成
28
年

1
0
月
17
日

平
成

2
8
年

第
1
4
1
号

（
継

続
）

平
成
28
年

1
1
月
９
日

平
成

2
8
年

第
1
4
2
号

（
継

続
）

平
成
28
年

1
1
月
９
日

平
成

2
8
年

第
1
4
3
号

（
継

続
）

平
成
28
年

1
1
月
９
日

平
成

2
8
年

第
1
5
7
号

（
継

続
）

平
成
28
年

1
2
月
１
日

平
成

2
9
年

第
７

号
（

継
続

）

平
成
28
年

1
2
月
27
日

平
成

2
9
年

第
2
6

号
（

継
続

）

平
成
29
年

３
月
３
日

平
成

2
9
年

第
3
4

号
（

継
続

）

平
成
29
年

３
月
13
日

平
成

2
9
年

第
3
6

号
（

継
続

）

平
成
29
年

３
月
21
日

平
成

2
9
年

第
6
5

号
（

継
続

）

平
成
29
年

６
月
15
日

沖
退
連
2
01
6年

度
医
療
・
介
護
制

度
及
び
地
域
公
共
交

通
機
関
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
退
職
者
連
合
会

会
長
　
比
嘉
　
有
仁

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
陳
情

喜
久
本
　
藍

学
校
法
人
う
る
ま
学
園
う
る
ま
医

療
福
祉
大
学
設
立
に

関
す
る
陳
情

学
校
法
人
う
る
ま
学
園

う
る
ま

医
療
福
祉
大
学
設
立
準

備
委
員

会 委
員
長
　
大
城
　
智
美

沖
縄
県
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介

助
員
派
遣
事
業
及
び

盲
聾
者
支
援
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
盲
ろ
う
者
友
の
会

会
長
　
宮
里
　
進
外
２

人

離
婚
後
の
親
子
の
面
会
交
流
に
関

す
る
法
整
備
と
支
援

を
求
め
る
陳
情

親
子
ネ
ッ
ト
沖
縄

代
表
　
新
垣
　
直

「
無
料
低
額
診
療
事
業
の
保
険
薬

局
へ
の
拡
充
を
政
府

に
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
対
す

る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男

「
要
介
護
１
・
２
」
の
「
一
部
保

険
給
付
か
ら
の
除

外
」
を
中
止
し
、
安
心
、
安
全
の

介
護
保
障
を
国
の
責

任
で
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男

認
可
外
保
育
園
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
認
可
外
保
育
園

連
絡
協

議
会

会
長
　
末
広
　
尚
希

過
度
な
競
争
に
な
っ
て
い
る
「
学

力
推
進
運
動
」
を
改

め
、
子
供
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
6
7

号
（

継
続

）

平
成
29
年

６
月
15
日

平
成

2
9
年

第
6
8

号
（

継
続

）

平
成
29
年

６
月
15
日

平
成

2
9
年

第
8
4

号
（

継
続

）

平
成
29
年

７
月
３
日

平
成

2
9
年

第
9
4

号
の

３
（

継
続

）

平
成
29
年

８
月
25
日

平
成

2
9
年

第
1
0
3
号

（
継

続
）

平
成
29
年

９
月
11
日

平
成

2
9
年

第
1
0
4
号

（
継

続
）

平
成
29
年

９
月
12
日

平
成

2
9
年

第
1
1
1
号

（
継

続
）

平
成
29
年

９
月
27
日

平
成

2
9
年

第
1
2
0
号

（
継

続
）

平
成
29
年

1
0
月
16
日

平
成

2
9
年

第
1
2
1
号

（
継

続
）

平
成
29
年

1
0
月
16
日

平
成

2
9
年

第
1
2
7
号

（
継

続
）

平
成
29
年

1
1
月
14
日

沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
へ
の
財
政

的
支
援
等
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
青
年
団
協
議
会

会
長
　
仲
村
渠
　
辰
治

沖
縄
県
出
身
特
定
失
踪
者
の
救
出

に
関
す
る
陳
情

金
武
川
　
政
司

貧
困
と
格
差
を
な
く
し
、
憲
法
第

25
条
が
規
定
し
た
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
全
て
の
県
民
に
保

障
す
る
立
場
で
「
生
活
保
護
行
政

」
を
進
め
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
生
活
と
健
康
を

守
る
会

連
合
会

会
長
　
仲
西
　
常
雄

子
供
た
ち
の
豊
か
な
未
来
の
た
め

に
教
育
費
の
増
額
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
母
親
大
会
実
行

委
員
会

共
同
代
表

瀬
底
　
律
子

子
供
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
の

施
策
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
母
親
大
会
実
行

委
員
会

共
同
代
表

瀬
底
　
律
子

「
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
」
の
設

置
を
進
め
、
学
校
労

働
環
境
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

認
可
外
保
育
園
を
利
用
す
る
乳
幼

児
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
陳
情

糸
満
市
議
会
議
長

徳
元
　
敏
之

南
部
離
島
町
村
に
お
け
る
平
成
2
9
年
度
「
離
島
・
過
疎

地
域
振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」

に
関
す
る
陳
情

南
部
離
島
町
村
長
議
長

連
絡
協

議
会

会
長
　
大
田
　
治
雄

介
護
の
現
場
と
県
民
の
生
活
を
守

る
た
め
に
介
護
保
険

制
度
の
改
善
、
介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
を
進
め
、
国

の
責
任
で
介
護
報
酬
な
ど
財
源
の

確
保
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

新
垣
　
安
男

件
 
  
  
  
  
名

陳
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
1
3
1
号

（
継

続
）

平
成
29
年

1
1
月
22
日

平
成

3
0
年

第
２

号
（

継
続

）

平
成
29
年

1
2
月
18
日

平
成

3
0
年

第
７

号
（

継
続

）

平
成
29
年

1
2
月
27
日

平
成

3
0
年

第
1
5

号
（

継
続

）

平
成
30
年

２
月
２
日

平
成

3
0
年

第
1
6

号
（

継
続

）

平
成
30
年

２
月
５
日

平
成

3
0
年

第
1
9

号
（

継
続

）

平
成
30
年

２
月
９
日

平
成

3
0
年

第
2
2

号
（

継
続

）

平
成
30
年

２
月
16
日

平
成

3
0
年

第
2
4

号
（

継
続

）

平
成
30
年

２
月
22
日

平
成

3
0
年

第
3
3

号
の

２
（

継
続

）

平
成
30
年

３
月
９
日

平
成

3
0
年

第
4
5

号
（

継
続

）

平
成
30
年

４
月
26
日

沖
縄
県
住
宅
宿
泊
事
業
の
実
施
の

制
限
に
関
す
る
条
例

（
案
）
に
関
す
る
陳
情

浦
添
市
北
経
塚
民
泊
に

反
対
す

る
会

代
表
者
　
砂
川
　
敦

障
害
児
童
生
徒
の
通
常
学
校
、
保

育
園
の
受
け
入
れ
に

関
す
る
陳
情

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
沖
縄
県

自
立
生

活
セ
ン
タ
ー
・
イ
ル
カ

代
表
　
長
位
　
鈴
子

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
お
け
る
条
例

制
定
に
関
す
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
日
本
賃

貸
住
宅

管
理
協
会
沖
縄
県
支
部

支
部
長
　
上
原
　
睦
人

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
お
け
る
条
例

制
定
に
関
す
る
陳
情

全
国
賃
貸
管
理
ビ
ジ
ネ

ス
協
会

沖
縄
支
部

支
部
長
　
佐
和
田
　
功

心
の
健
康
を
守
る
取
り
組
み
を
県

政
の
重
要
施
策
の
柱

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県

精
神
保

健
福
祉
会
導
合
会

会
長
　
山
田
　
圭
吾

県
条
例
に
よ
る
民
泊
の
制
限
を
行

わ
な
い
こ
と
及
び
地

域
色
豊
か
な
観
光
開
発
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
民
泊
観
光
協
会

会
長
　
田
中
　
洋
人

球
陽
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け

る
学
生
寮
及
び
施
設

の
整
備
・
増
設
に
関
す
る
陳
情

與
那
嶺
　
泰
弘

適
切
な
医
療
財
源
の
確
保
、
消
費

税
問
題
の
抜
本
的
解

決
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
医
療
推
進
協
議

会
会
長
　
安
里
　
哲
好

20
17
年
度
医
療
・
介
護
保
険
制
度

・
地
域
公
共
交
通
の

充
実
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
退
職
者
連
合
会

会
長

比
嘉
　
有
仁

県
立
病
院
の
経
営
体
制
維
持
及
び

向
上
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
4
6

号
（

継
続

）

平
成
30
年

４
月
26
日

平
成

3
0
年

第
4
7

号
（

継
続

）

平
成
30
年

４
月
26
日

平
成

3
0
年

第
4
8

号
の

２
（

継
続

）

平
成
30
年

４
月
26
日

平
成

3
0
年

第
5
0

号
（

継
続

）

平
成
30
年

５
月
17
日

平
成

3
0
年

第
5
2

号
（

継
続

）

平
成
30
年

５
月
24
日

平
成

3
0
年

第
6
6

号
（

継
続

）

平
成
30
年

６
月
20
日

平
成

3
0
年

第
6
7

号
（

継
続

）

平
成
30
年

６
月
20
日

平
成

3
0
年

第
8
6

号
（

継
続

）

平
成
30
年

８
月
31
日

平
成

3
0
年

第
8
8

号
（

継
続

）

平
成
30
年

９
月
20
日

平
成

3
0
年

第
1
0
5
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
９
日

学
校
で
の
「
医
療
行
為
」
に
反
対

す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

単
身
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
を
求

め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
見

直
し
」
に
対
し
、
原

則
１
割
負
担
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男

受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
に
関
す

る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
日
本

禁
煙
学

会 理
事
長
　
作
田
　
学

長
島
の
洞
窟
の
現
地
調
査
及
び
天

然
記
念
物
指
定
を
求

め
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

会
長
　
亀
山
　
章
外
４

人

大
浦
湾
チ
リ
ビ
シ
の
ア
オ
サ
ン
ゴ

群
集
の
天
然
記
念
物

指
定
を
求
め
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

会
長
　
亀
山
　
章
外
４

人

沖
縄
県
立
看
護
大
学
・
大
学
院
の

教
授
選
考
方
法
と
教

授
の
資
格
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
立
看
護
大
学
・

大
学
院

井
上
　
松
代

学
校
に
お
け
る
実
効
性
の
あ
る
働

き
方
改
革
を
求
め
る

陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

誰
も
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
社
会
保

障
の
充
実
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
見

直
し
」
に
対
し
、
原

則
１
割
負
担
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
保
険
医
協
会

会
長
　
仲
里
　
尚
美

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
1
0
6
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
９
日

平
成

3
0
年

第
1
0
7
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
９
日

平
成

3
0
年

第
1
0
8
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
９
日

平
成

3
0
年

第
1
0
9
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
９
日

平
成

3
0
年

第
1
1
0
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
９
日

平
成

3
0
年

第
1
1
6
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
1
月
19
日

平
成

3
0
年

第
1
2
7
号

（
継

続
）

平
成
30
年

1
2
月
３
日

平
成

3
1
年

第
２

号
（

継
続

）

平
成
30
年

1
2
月
10
日

平
成

3
1
年

第
2
8

号
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
８
日

平
成

3
1
年

第
3
1

号
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
11
日

平
和
の
礎
に
関
す
る
陳
情

上
原
　
正
稔

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
関

す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

公
立
小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
に

関
す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
教
職

員
の
働
き
方
に
関
す

る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

長
島
の
洞
窟
の
現
地
調
査
及
び
天

然
記
念
物
指
定
を
求

め
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

「
現
行
の
学
童
保
育
指
導
員
の
資

格
と
配
置
基
準
を
維

持
す
る
た
め
の
財
政
措
置
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
学
童
保
育
連
絡

協
議
会

会
長
　
謝
花
　
博
一

「
学
力
向
上
推
進
」
か
ら
派
生
す

る
過
度
な
競
争
に
関

す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
賀
　
裕
敏

学
校
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
配

慮
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
高
等
学
校
障
害

児
学
校

教
職
員
組
合

執
行
委
員
長

福
元
　
勇
司

全
面
禁
煙
の
「
受
動
喫
煙
防
止
条

例
」
の
早
期
制
定
を

求
め
る
陳
情

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
子
ど
も

に
無
煙

環
境
を
推
進
協
議
会

代
表
理
事
　
野
上
　
浩

志
外
１

人

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
3
4

号
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
22
日

平
成

3
1
年

第
3
5

号
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
22
日

平
成

3
1
年

第
3
6

号
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
22
日

平
成

3
1
年

第
3
7

号
の

２
（

継
続

）

平
成
31
年

３
月
22
日

平
成

3
1
年

第
4
7

号
（

継
続

）

平
成
31
年

４
月
22
日

平
成

3
1
年

第
4
9

号
の

３
（

継
続

）

平
成
31
年

４
月
25
日

令
和

元
年

第
5
8

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
３
日

令
和

元
年

第
6
0

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

令
和

元
年

第
6
1

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

令
和

元
年

第
6
2

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

学
校
に
お
け
る
集
団
フ
ッ
化
物
洗

口
を
導
入
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

学
校
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
配

慮
に
関
す
る
施
策
を

求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

県
立
病
院
の
経
営
体
制
維
持
・
向

上
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

重
度
の
知
的
障
害
者
の
高
校
入
試

及
び
入
学
に
関
す
る

陳
情

仲
村
伊
織
さ
ん
の
高
校

進
学
を

実
現
さ
せ
る
会

代
表
　
仲
村
　
晃

管
理
強
化
に
つ
な
が
ら
な
い
「
教

職
員
人
事
評
価
制

度
」
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

平
成
3
1年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

沖
縄
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
関
す
る
陳
情

北
部
自
立
生
活
セ
ン
タ

ー
希

輝
々

新
垣
　
正
樹

学
校
の
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く

り
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

学
校
で
の
「
医
療
行
為
」
に
反
対

す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
6
3

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

令
和

元
年

第
6
4

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

令
和

元
年

第
6
5

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

令
和

元
年

第
6
6

号
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
６
日

令
和

元
年

第
7
0

号
の

２
（

継
続

）

令
和
元
年

６
月
11
日

令
和

元
年

第
8
7

号
（

継
続

）

令
和
元
年

８
月
22
日

令
和

元
年

第
8
8

号
の

３
（

継
続

）

令
和
元
年

８
月
23
日

令
和

元
年

第
8
9

号
（

継
続

）

令
和
元
年

８
月
28
日

令
和

元
年

第
1
0
1
号

の
２

（
継

続
）

令
和
元
年

９
月
25
日

令
和

元
年

第
1
0
2
号

（
継

続
）

令
和
元
年

９
月
26
日

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
教
職

員
の
働
き
方
に
関
す

る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関

す
る
取
り
組
み
を
求

め
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

福
祉
事
務
所
の
査
察
指
導
員
に
関

す
る
陳
情

新
里
　
秀
明

伊
是
名
村
振
興
発
展
に
関
す
る
陳

情
伊
是
名
村
長

前
田
　
政
義

県
職
員
の
県
民
に
対
す
る
対
応
姿

勢
の
改
善
を
求
め
る

陳
情

全
日
本
同
和
会
東
京
都

連
合
会

中
央
支
部

青
年
部
長
（
基
本
的
人

権
と
県

民
の
生
活
を
守
る
会
沖

縄
会

長
）
　
下
川
　
健
一

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長
　
中

山
　
義

隆

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
改
善

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

新
垣
　
安
男

「
民
泊
新
法
」
に
係
る
「
教
育
民

泊
」
の
県
条
例
の
規

制
緩
和
に
関
す
る
陳
情

糸
満
市
観
光
民
泊
部
会

会
長
　
大
田
　
里
美

子
供
の
教
育
環
境
の
充
実
を
求
め

る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

「
学
力
向
上
推
進
」
か
ら
派
生
す

る
過
度
な
競
争
に
関

す
る
陳
情

沖
縄
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
佐

賀
　
裕

敏

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
1
0
6
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
0
月
11
日

令
和

元
年

第
1
2
0
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
1
月
14
日

令
和

元
年

第
1
2
4
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
1
月
25
日

令
和

元
年

第
1
2
6
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
1
月
28
日

令
和

元
年

第
1
2
8
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
1
月
29
日

令
和

元
年

第
1
3
2
号

（
継

続
）

令
和
元
年

1
2
月
３
日

第
1
0

号
令

和
２
年

２
月
10
日

第
1
2

号
令

和
２
年

２
月
13
日

第
1
3

号
令

和
２
年

２
月
13
日

第
1
8

号
令

和
２
年

３
月
３
日

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関
す

る
陳
情

北
部
市
町
村
議
会
議
長

会
会
長
　
石
川
　
博
己

沖
縄
県
に
よ
る
大
浦
湾
チ
リ
ビ
シ

の
ア
オ
サ
ン
ゴ
群
集

と
長
島
の
洞
窟
の
天
然
記
念
物
指

定
を
求
め
る
陳
情

じ
ゅ
ご
ん
の
里

代
表
　
東
恩
納
　
琢
磨

外
２
人

給
食
費
の
実
費
徴
収
事
務
に
関
す

る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

県
私
立

保
育
園
連
盟

会
長
　
仲
地
　
賢

生
活
を
圧
迫
し
、
命
と
健
康
を
脅

か
す
高
過
ぎ
る
国
保

料
（
税
）
の
引
き
下
げ
な
ど
県
民

生
活
を
守
る
た
め
に

国
保
改
善
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

会
長
　
新
垣
　
安
男
外

25
54
人

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る
陳

情
沖
縄
県
飲
食
業
生
活
衛

生
同
業

組
合

理
事
長
　
鈴
木
　
洋
一

沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
不
当
な
情

報
開
示
の
是
正
と
遺

骨
の
再
風
葬
を
求
め
る
陳
情

琉
球
人
遺
骨
返
還
請
求

訴
訟
を

支
え
る
会
／
琉
球
・
沖

縄
共
同
代
表
　
横
田
　
チ

ヨ
子
外

６
人

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関
す

る
陳
情

北
部
市
町
村
会

会
長
　
當
眞
　
淳

「
民
泊
新
法
」
に
係
る
「
教
育
民

泊
」
の
県
条
例
の
規

制
緩
和
を
求
め
る
陳
情

糸
満
市
議
会
議
長

大
田
　
守

件
 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管
理

者
の
資
格
要
件
に
係

る
経
過
措
置
期
間
延
長
に
関
す
る

意
見
書
」
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域

連
合
議

会
議
長

田
仲
　
康
榮

双
方
の
言
い
分
に
食
い
違
い
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、

関
係
者
を
一
堂
に
集
め
検
証
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

小
渡
里
子
さ
ん
を
支
援

す
る
会

共
同
代
表
　
仲
西
　
常

雄
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イ
　
処
理
（
３
件
）

請
願

番
号

受
理

年
月

日
件
 
  
  
  
  
名

措
　
置

平
成

3
1
年

第
１

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

８
日

磁
気
探
査
業
務
に
お

け
る
管
理
技
術
者
の

資
格
要
件
の
見
直
し

等
に
関
す
る
請
願

地
方

自
治

法
第

1
2
5
条

の
措

置
(
知

事
)

令
和

元
年

第
２

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

５
日

下
地
島
空
港
で
の
実

機
訓
練
に
お
け
る
着

陸
料
の
見
直
し
に
関

す
る
請
願

地
方

自
治

法
第

1
2
5
条

の
措

置
(
知

事
)

第
１

号
令

和
２

年
２

月
1
8
日

国
頭
村
・
東
村
・
大

宜
味
村
よ
り
捕
獲
さ

れ
た
猫
の
殺
処
分
の

廃
止
を
求
め
る
請
願

地
方

自
治

法
第

1
2
5
条

の
措

置
(
知

事
)

イ
　
処
理
（
８
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
9
8

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

９
月

５
日

平
成

3
0
年

第
6
4

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

平
成

3
0
年

第
9
9

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
0
月

3
1
日

平
成

3
0
年

第
1
1
2
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

９
日

平
成

3
1
年

第
4
2

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

2
9
日

平
成
3
0年

台
風
2
4号

に
よ
る
被

害
へ
の
対
応
を
求
め
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

県
道
3
8号

線
（
浦
添
西
原
線
）

の
早
期
整
備
に
関
す
る
陳
情

西
原
町
議
会
議
長

大
城
　
好
弘

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
市
北
部
産
廃
処
分
場
に
関

す
る
陳
情

与
那
嶺
　
正
雄

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

観
光
地
や
公
園
で
頻
発
し
て
い

る
動
物
虐
待
問
題
に
関
す
る
陳

情

動
物
虐
待
被
害
に
つ
い

て
考
え
る
会

代
表
　
宮
里
　
恵
子

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

一
般
県
道
石
垣
空
港
線
（
新
空

港
ア
ク
セ
ス
道
路
）
の
さ
ら
な

る
開
通
延
期
に
関
す
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
野
良
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
　
小
林
　
恵
未

又
吉
　
清
義

採
択

土
木
環
境
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

土
木
環
境
委
員
会
請
願
処
理
一
覧
表

請
願
者
名

紹
介
議
員

審
査

の
結

果

一
般
社
団
法
人
　
沖

縄
県
測
量
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

池
村
　
弘
外
３
人

金
城
　
泰
邦

島
袋
　
　
大

採
択

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ｏ 代
表
取
締
役
副
社
長

草
野
　
晋
外
１
人

西
銘
　
啓
史
郎

採
択

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
4
8

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

４
月

2
2
日

令
和

元
年

第
8
1

号
（

継
続

）

令
和

元
年

７
月

４
日

第
８

号
令

和
元

年
1
2
月

2
7
日

ロ
　
審
査
未
了
（
8
3件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
7
6

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

７
月

６
日

平
成

2
8
年

第
1
0
6
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

1
3
日

平
成

2
8
年

第
1
6
9
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

６
日

平
成

2
9
年

第
９

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

１
月

1
2
日

平
成

2
9
年

第
2
1

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

２
月

2
4
日

平
成

2
9
年

第
3
2

号
の

２
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

1
3
日

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
版
の
切
断
汚

濁
水
（
汚
泥
）
及
び

紛
体
（
粉
じ
ん
）
の
適
正
処
理
に

関
す
る
陳
情

下
地
　
満

「
（
仮
称
）
竹
富
島
コ
ン
ド
イ
ビ

ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
事
業

計
画
」
の
開
発
行
為
許
可
の
取
り

下
げ
を
求
め
る
陳
情

地
縁
団
体
法
人
　
竹
富

公
民
館

館
長
　
上
勢
頭
　
篤

陸
自
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
配
備
に
関

す
る
陳
情

止
め
よ
う
「
自
衛
隊
配

備
」
宮

古
郡
民
の
会

宮
古
平
和
運
動
連
絡
協

議
会

共
同
代
表

清
水
　
早
子
外
６
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

公
共
工
事
の
施
工
に
よ
る
損
害
賠

償
を
求
め
る
陳
情

金
城
　
栄
喜

県
の
建
設
業
許
可
業
者
及
び
県
指

定
の
建
築
確
認
検
査

機
関
の
業
務
改
善
と
指
導
を
求
め

る
陳
情

又
吉
　
敏
子

公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る
埋

立
用
材
に
係
る
外
来

生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条
例

の
改
正
に
関
す
る
陳

情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

渡
嘉
敷
港
の
港
湾
整
備
と
港
湾

環
境
整
備
に
関
す
る
陳
情

渡
嘉
敷
村
議
会
議
長

玉
城
　
保
弘

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
に
よ
る
水
質
汚
染
に
関

し
、
嘉
手
納
基
地
内
へ
の
立
入

調
査
を
求
め
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

首
里
城
の
早
期
再
建
及
び
地
域

復
興
の
推
進
を
求
め
る
陳
情

首
里
振
興
会

理
事
長

玉
那
覇
　
美
佐
子
外
４

人

採
択

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
3
8

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
4
6

号
の

４
（

継
続

）

平
成

2
9
年

４
月

2
7
日

平
成

2
9
年

第
5
6

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

５
月

3
1
日

平
成

2
9
年

第
6
1

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

８
日

平
成

2
9
年

第
7
8

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
8
0

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

2
9
日

平
成

2
9
年

第
8
3

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

７
月

３
日

平
成

2
9
年

第
9
1

号
の

３
（

継
続

）

平
成

2
9
年

７
月

3
1
日

平
成

2
9
年

第
9
2

号
の

３
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

８
日

平
成

2
9
年

第
9
4

号
の

４
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

2
5
日

仲
間
交
差
点
の
改
良
を
求
め
る
陳

情
南
城
市
議
会
議
長

大
城
　
悟

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

伊
是
名
村
振
興
発
展
に
関
す
る
陳

情
伊
是
名
村
長

前
田
　
政
義

南
部
離
島
町
村
に
お
け
る
平
成
2
9
年
度
「
離
島
・
過
疎

地
域
振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」

に
関
す
る
陳
情

南
部
離
島
町
村
長
議
長

連
絡
協

議
会

会
長
　
大
田
　
治
雄

平
成
2
9年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長

外
間
　
守
吉
外
１
人

（
仮
称
）
沖
縄
伊
武
部
ビ
ー
チ
ホ

テ
ル
計
画
に
関
す
る

陳
情

伊
武
部
希
望
ヶ
丘
自
治

会
会
長
　
松
井
　
深
寿
也

平
成
2
9年

度
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
振
興
に
関
す
る

陳
情

中
城
湾
新
港
地
区
協
議

会
会
長
　
名
護
　
宏
雄

軍
事
基
地
の
建
設
と
米
軍
及
び
自

衛
隊
に
よ
る
訓
練
を

沖
縄
県
環
境
影
響
評
価
条
例
の
対

象
事
業
に
加
え
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

て
ぃ
だ
ぬ
ふ
ぁ
　
島
の

子
の
平

和
な
未
来
を
つ
く
る
会

共
同
代
表

楚
南
　
有
香
子
外
１
人

沖
縄
県
に
お
け
る
外
来
種
侵
入
予

防
対
策
の
強
化
に
関

す
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

本
部
港
が
「
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の

拠
点
港
」
に
選
出
さ

れ
た
こ
と
に
関
す
る
陳
情

マ
リ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ン
株

式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岩
男
　
直
哉
外
１
人

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
9
5

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
1
0
2
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

1
1
日

平
成

2
9
年

第
1
0
8
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
5
日

平
成

2
9
年

第
1
1
3
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
8
日

平
成

2
9
年

第
1
2
2
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
0
月

2
5
日

平
成

2
9
年

第
1
2
4
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
0
月

2
6
日

平
成

2
9
年

第
1
3
2
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

2
4
日

平
成

2
9
年

第
1
4
5
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

６
日

平
成

2
9
年

第
1
4
9
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

６
日

平
成

2
9
年

第
1
5
0
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

６
日

ペ
ッ
ト
を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る
条

例
の
制
定
を
求
め
る

陳
情

中
山
　
一
行

下
地
島
空
港
に
関
す
る
陳
情

宮
古
島
市
長

下
地
　
敏
彦

石
垣
市
字
白
保
兼
久
原
に
お
け
る

開
発
行
為
（
仮
称
）

石
垣
島
白
保
ホ
テ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
す
る
是
正
指

導
及
び
開
発
許
可
申
請
の
不
許
可

を
求
め
る
陳
情

白
保
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

問
題
連

絡
協
議
会

会
長
　
新
里
　
昌
央

沖
縄
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
県

の
特
殊
性
へ
の
配
慮

を
求
め
る
陳
情

み
や
こ
・
あ
ん
な
の
会

代
表
　
砂
川
　
洋
子

沖
縄
県
環
境
影
響
評
価
条
例
の
対

象
事
業
の
追
加
を
求

め
る
陳
情

ミ
サ
イ
ル
・
弾
薬
庫
配

備
に
反

対
す
る
住
民
の
会

共
同
代
表
　
下
地
　
博

盛

沖
縄
市
東
部
地
区
の
防
災
公
園
造

成
に
関
す
る
陳
情

東
部
地
区
の
防
災
公
園

造
成
を

推
進
す
る
保
護
者
の
会

代
表
代
行
　
桴
海
　
郁

水

泡
瀬
干
潟
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
に
登
録
さ
せ
る
た

め
の
具
体
的
な
作
業
の
促
進
に
関

す
る
陳
情

泡
瀬
干
潟
を
守
る
連
絡

会
共
同
代
表
　
小
橋
川
　

共
男

外
来
生
物
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
に
関
す

る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

宮
古
島
及
び
石
垣
島
に
お
け
る
陸

上
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ

ル
新
基
地
建
設
に
つ
い
て
、
防
衛

省
に
対
し
て
沖
縄
県

環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
を
求
め
る
陳
情

て
ぃ
だ
ぬ
ふ
ぁ
　
島
の

子
の
平

和
な
未
来
を
つ
く
る
会

共
同
代
表

楚
南
　
有
香
子
外
１
名

国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
裏
の
ご
み

回
収
と
遺
骨
収
集
を

求
め
る
陳
情

糸
満
市
議
会
議
長

徳
元
　
敏
之

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
1
5
1
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
2
月

６
日

平
成

3
0
年

第
６

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

1
2
月

2
5
日

平
成

3
0
年

第
2
1

号
の

２
（

継
続

）

平
成

3
0
年

２
月

1
3
日

平
成

3
0
年

第
2
3

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

２
月

1
6
日

平
成

3
0
年

第
2
5

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

２
月

2
8
日

平
成

3
0
年

第
3
0

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

３
月

２
日

平
成

3
0
年

第
3
1

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

３
月

２
日

平
成

3
0
年

第
4
4

号
の

４
（

継
続

）

平
成

3
0
年

４
月

2
6
日

平
成

3
0
年

第
6
5

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

1
9
日

平
成

3
0
年

第
1
0
0
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
0
月

3
1
日

新
石
垣
空
港
滑
走
路
の
8
00
メ
ー
ト
ル
延
長
、
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
山
側
移
転
及

び
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
拡
張
を
求
め
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

北
部
地
域
離
島
に
お
け
る
架
橋
建

設
の
早
期
実
現
に
関

す
る
陳
情

沖
縄
県
町
村
議
会
議
長

会
会
長
　
小
渡
　
久
和

県
道
2
9号

線
の
交
差
点
改
良
に
関

す
る
陳
情

首
里
山
川
町
自
治
会

会
長
　
島
袋
　
正
則

県
道
2
8号

線
及
び
2
9号

線
の
歩
道

の
改
修
に
関
す
る
陳

情
首
里
山
川
町
自
治
会

会
長
　
島
袋
　
正
則

平
成
3
0年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
「
畜

舎
」
の
解
釈
及
び
動

物
保
管
業
等
の
ペ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
取
り
扱
い
に
関
す

る
陳
情

北
谷
町
地
区
計
画
を
考

え
る
会

代
表
　
わ
ん
ち
ゃ
ん
保

育
園

ラ
・
レ
イ
ア
　
一
瀬
　

直
子

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

農
連
市
場
の
違
法
再
開
発
と
完
全

崩
壊
し
た
の
う
れ
ん

プ
ラ
ザ
の
現
場
に
関
す
る
陳
情

上
原
　
正
稔

倉
敷
環
境
の
許
可
の
取
り
消
し
に

関
す
る
陳
情

与
那
嶺
　
正
雄
外
１
人

平
成
2
9年

度
久
米
島
町
の
振
興
施

策
に
関
す
る
陳
情

久
米
島
町
長

大
田
　
治
雄
外
２
人

勝
連
半
島
南
岸
部
道
路
の
早
期
整

備
に
関
す
る
陳
情

う
る
ま
市
長

島
袋
　
俊
夫

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
1
0
2
号

の
４

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

５
日

平
成

3
0
年

第
1
1
5
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

1
3
日

平
成

3
0
年

第
1
2
1
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

2
9
日

平
成

3
0
年

第
1
2
2
号

の
２

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

３
日

平
成

3
0
年

第
1
2
3
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

３
日

平
成

3
0
年

第
1
2
4
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

３
日

平
成

3
0
年

第
1
2
5
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

３
日

平
成

3
0
年

第
1
2
8
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

４
日

平
成

3
0
年

第
1
2
9
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

４
日

平
成

3
0
年

第
1
3
1
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

５
日

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

自
然
と
文
化
を
守
る
奄

美
会
議

共
同
代
表
　
大
津
　
幸

夫

座
間
味
浄
水
場
整
備
計
画
に
関
す

る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

宮
古
島
に
お
け
る
陸
自
ミ
サ
イ
ル

基
地
建
設
か
ら
住
民

生
活
を
守
る
た
め
県
議
会
の
実
効

性
の
あ
る
対
応
を
求

め
る
陳
情

ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な

い
宮
古

島
住
民
連
絡
会

共
同
代
表

奥
平
　
一
夫
外
１
人

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

故
郷
の
土
で
辺
野
古
に

基
地
を

作
ら
せ
な
い
香
川
連
絡

協
議
会

名
出
　
真
一

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

「
辺
野
古
に
土
砂
を
送

ら
せ
な

い
！
」
山
口
の
こ
え

代
表
　
大
谷
　
正
穂

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

辺
野
古
土
砂
搬
出
反
対

熊
本
県

連
絡
協
議
会

共
同
代
表

海
　
秀
道
外
１
人

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

「
辺
野
古
埋
め
立
て
土

砂
搬
出

反
対
」
北
九
州
連
絡
協

議
会

共
同
代
表

南
川
　
健
一
外
１
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

長
島
洞
窟
の
現
地
調
査
及
び
協
力

要
請
を
求
め
る
陳
情

名
護
市
議
会
議
長

大
城
　
秀
樹

公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る
埋

立
用
材
に
係
る
外
来

生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条
例

の
強
化
を
求
め
る
陳

情

沖
縄
か
ら
基
地
を
な
く

し
世
界

の
平
和
を
求
め
る
市
民

連
絡
会

代
表
世
話
人

高
里
　
鈴
代
外
３
人

－Ⅳ-16－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
0
年

第
1
3
2
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
2
月

５
日

平
成

3
1
年

第
１

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

７
日

平
成

3
1
年

第
３

号
の

３
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

1
7
日

平
成

3
1
年

第
７

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

2
6
日

平
成

3
1
年

第
1
1

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

１
月

2
2
日

平
成

3
1
年

第
1
4

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

２
月

５
日

平
成

3
1
年

第
2
5

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

５
日

平
成

3
1
年

第
2
6

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

６
日

平
成

3
1
年

第
2
7

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

６
日

平
成

3
1
年

第
2
9

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

1
1
日

観
光
立
村
・
座
間
味
島
に
計
画
さ

れ
て
い
る
浄
水
場
建

設
に
つ
い
て
、
安
全
な
場
所
へ
の

変
更
を
求
め
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
座
間

味
ダ
イ

ビ
ン
グ
協
会

会
長

又
吉
　
英
夫
外
３
人

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

辺
野
古
埋
立
土
砂
搬
出

反
対
全

国
連
絡
協
議
会

共
同
代
表

大
津
　
幸
夫
外
１
人

沖
縄
県
内
で
の
海
砂
採
取
の
総
量

規
制
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
か
ら
基
地
を
な
く

し
世
界

の
平
和
を
求
め
る
市
民

連
絡
会

代
表
世
話
人

高
里
　
鈴
代
外
３
人

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
関
す
る
陳
情

う
る
ま
市
喜
屋
武
2
31
番
地

知
念
　
康
成

観
光
立
村
・
座
間
味
島
で
計
画
さ

れ
て
い
る
浄
水
場
建

設
に
つ
い
て
、
安
全
な
場
所
へ
の

変
更
を
求
め
る
陳
情

座
間
味
浄
水
場
建
設
予

定
地
の

変
更
を
求
め
る
会

会
長
　
中
村
　
毅

県
道
1
1号

線
拡
張
に
関
す
る
陳
情

豊
見
城
市
字
高
安
4
5番

地
座
安
　
寿

闘
鶏
を
禁
止
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
陳
情

本
田
　
京
子

沖
縄
県
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き

竹
富
島
住
民
の
生
活

を
守
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

地
縁
団
体
法
人
　
竹
富

公
民
館

館
長

上
勢
頭
　
篤
外
１
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

「
南
大
隅
を
愛
す
る
会

」
共
同
代
表
　
大
坪
　
満

寿
子

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

五
島
列
島
自
然
と
文
化

の
会

歌
野
　
敬

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
3
0

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

1
1
日

平
成

3
1
年

第
3
2

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

1
3
日

平
成

3
1
年

第
4
0

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

2
6
日

平
成

3
1
年

第
4
9

号
の

４
（

継
続

）

平
成

3
1
年

４
月

2
5
日

令
和

元
年

第
5
0

号
（

継
続

）

令
和

元
年

５
月

1
6
日

令
和

元
年

第
5
7

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

３
日

令
和

元
年

第
6
9

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

1
0
日

令
和

元
年

第
7
1

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

1
1
日

令
和

元
年

第
7
6

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

1
7
日

令
和

元
年

第
7
9

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

2
1
日

令
和
元
年
度
中
城
湾
港
（
新
港
地

区
）
振
興
に
関
す
る

陳
情

中
城
湾
新
港
地
区
協
議

会
会
長

桑
江
　
浩

有
毒
な
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ

る
水
道
汚
染
に
関
す

る
陳
情

嘉
手
納
ピ
ー
ス
ア
ク
シ

ョ
ン

共
同
代
表

豊
里
　
友
治
外
３
人

大
宜
味
村
内
の
河
口
閉
塞
の
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
る

陳
情

大
宜
味
村
議
会
議
長

平
良
　
嗣
男

県
営
住
宅
（
団
地
）
に
お
け
る
駐

車
場
に
関
す
る
陳
情

県
営
上
之
屋
市
街
地
住

宅
自
治

会 自
治
会
長
　
安
座
間
　

喜
仁

闘
鶏
を
禁
止
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
陳
情

笠
島
　
惠

県
道
1
7号

線
湧
稲
国
地
区
に
お
け

る
狭
隘
箇
所
の
早
期

改
善
を
求
め
る
陳
情

南
城
市
議
会
議
長

国
吉
　
昌
実

平
成
3
1年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長

外
間
　
守
吉
外
１
人

那
覇
港
新
港
埠
頭
小
船
だ
ま
り
場

に
公
衆
ト
イ
レ
設
置

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
遊
漁
船
業
事
業

協
同
組

合 理
事
長
　
石
垣
　
真

沖
縄
県
に
お
け
る
環
境
行
政
運
営

に
関
す
る
陳
情

照
屋
　
正
史

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

沖
縄
県
内
で
の
海
砂
採
取
の
総
量

規
制
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
世
話
人
　
真
喜
志
　
好

一
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
8
6

号
（

継
続

）

令
和

元
年

８
月

2
2
日

令
和

元
年

第
8
8

号
の

４
（

継
続

）

令
和

元
年

８
月

2
3
日

令
和

元
年

第
9
8

号
（

継
続

）

令
和

元
年

９
月

2
4
日

令
和

元
年

第
9
9

号
（

継
続

）

令
和

元
年

９
月

2
4
日

令
和

元
年

第
1
0
3
号

（
継

続
）

令
和

元
年

９
月

2
6
日

令
和

元
年

第
1
0
7
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
0
月

1
1
日

令
和

元
年

第
1
1
1
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
0
月

2
1
日

令
和

元
年

第
1
1
5
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

７
日

令
和

元
年

第
1
1
6
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

1
1
日

令
和

元
年

第
1
2
2
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

1
8
日

武
富
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
（
武
富
ハ
イ
ツ

内
）
の
防
災
対
策
工
事
を
求
め
る

陳
情

糸
満
市
議
会
議
長

大
田
　
守

２
級
河
川
報
得
川
の
早
期
整
備
に

関
す
る
陳
情

八
重
瀬
町
議
会
議
長

金
城
　
秀
雄

夢
咲
公
園
で
の
地
域
活
動
に
関
す

る
陳
情

沖
縄
ア
ニ
マ
ル
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン

ズ 新
垣
　
善
広

南
部
東
道
路
の
早
期
完
成
を
求
め

る
陳
情

南
城
市
議
会
議
長

国
吉
　
昌
実

浦
添
市
と
中
城
村
と
北
中
城
村
に

よ
る
「
ご
み
処
理
の

広
域
化
」
に
対
す
る
沖
縄
県
の
不

適
正
な
事
務
処
理
の

適
正
化
に
関
す
る
陳
情

山
本
　
順
一
郎

本
部
半
島
国
道
4
49
号
、
県
道
84
号
線
早
期
道
路
整
備
促

進
に
関
す
る
陳
情

本
部
町
議
会
議
長

石
川
　
博
己

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

沖
縄
県
内
で
の
海
砂
採
取
の
規
制

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
か
ら
基
地
を
な
く

し
世
界

の
平
和
を
求
め
る
市
民

連
絡
会

代
表
世
話
人

高
里
　
鈴
代
外
３
人

「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外

来
生
物
の
侵
入
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
強
化
を
求
め

る
陳
情

辺
野
古
埋
立
土
砂
搬
出

反
対
全

国
連
絡
協
議
会

共
同
代
表

阿
部
　
悦
子
外
２
人

名
護
東
道
路
北
進
今
帰
仁
ル
ー
ト

本
部
町
終
着
に
関
す

る
陳
情

今
帰
仁
村
議
会
議
長

座
間
味
　
薫

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
1
2
7
号

（
継

続
）

令
和

元
年

1
1
月

2
8
日

第
４

号
令

和
元

年
1
2
月

2
3
日

第
９

号
令

和
２

年
１

月
3
0
日

第
1
4

号
令

和
２

年
２

月
1
7
日

第
1
7

号
令

和
２

年
２

月
2
5
日

第
1
9

号
令

和
２

年
３

月
３

日

第
2
0

号
令

和
２

年
３

月
５

日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
1
6

号
令

和
２

年
２

月
2
1
日

Ｆ
Ａ
1
8戦

闘
攻
撃
機
の
パ
ネ
ル

落
下
事
故
に
関
す
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
外

来
生
物
対
策
の
強
化

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
真
喜
志
　
好
一

辺
野
古
大
浦
湾
に
つ
い
て
沖
縄
県

に
よ
る
自
然
を
守
る

制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳
情

じ
ゅ
ご
ん
の
里

代
表

東
恩
納
　
琢
磨
外
２
人

首
里
城
再
建
の
た
め
の
台
湾
産
ヒ

ノ
キ
材
の
輸
出
許
可

を
求
め
る
陳
情

首
里
城
再
建
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
　
県
民
絆
の
会

代
表
　
入
嵩
西
　
一
歩

米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

公
営
住
宅
の
入
居
に
保
証
人
を
不

要
と
す
る
条
例
改
正

等
を
求
め
る
陳
情

安
里
　
長
従
外
２
人

沖
縄
県
委
託
業
務
が
大
規
模
通
信

障
害
を
招
く
一
因
と

な
っ
た
こ
と
へ
の
原
因
究
明
の
徹

底
、
再
発
防
止
を
求

め
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

中
城
湾
港
佐
敷
地
区
沿
岸
部
の
住

環
境
悪
化
へ
の
対
応

を
求
め
る
陳
情

南
城
市
議
会
議
長

国
吉
　
昌
実

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多

目
的
広
場
（
沖
縄

市
）
の
開
発
許
可
に
係
る
土
壌
汚

染
対
策
の
措
置
と
農

振
保
護
を
求
め
る
陳
情

倉
敷
ダ
ム
流
域
振
興
促

進
協
議

会 会
長
　
池
原
　
秀
明
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ロ
　
審
査
未
了
（
4
9件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
3
9

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

３
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
7
8

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

７
月

７
日

平
成

2
8
年

第
1
1
7
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
7
日

平
成

2
8
年

第
1
1
9
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
7
日

平
成

2
8
年

第
1
2
4
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
8
日

平
成

2
8
年

第
1
2
5
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
1
2
6
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
1
2
7
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

2
9
日

平
成

2
8
年

第
1
3
8
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
1
月

７
日

平
成

2
8
年

第
1
5
3
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
1
月

2
2
日

米
軍
北
部
訓
練
場
の
オ
ス
プ
レ
イ

パ
ッ
ド
建
設
と
ヤ
ン

バ
ル
上
空
の
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
に

関
す
る
陳
情

小
松
　
幸
子

北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設

に
関
す
る
陳
情

金
城
　
寿
芽
子

高
江
で
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
向

け
た
資
材
搬
入
等
の

中
止
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
母
親
大
会
連
絡

会
共
同
代
表
　
久
手
堅
　

幸
子
外

１
人

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
伴
う
環

境
破
壊
へ
の
懸
念
に

関
す
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

北
部
訓
練
場
の
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行

訓
練
に
よ
る
高
江
区

民
の
生
活
権
の
侵
害
に
つ
い
て
視

察
し
改
善
を
求
め
る

陳
情

高
江
区
住
民

石
原
　
理
絵
外
１
人

米
軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
工
事
等
に
関
す

る
陳
情

宮
城
　
康
博

継
続
審
議
に
な
っ
た
陳
情
第
7
8号

の
再
審
議
を
求
め
る

陳
情

高
江
区
住
民

石
原
　
理
絵
外
１
人

米
軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
に
対
す
る
抗
議

決
議
を
求
め
る
陳
情

T
h
e
 
I
n
f
o
r
m
e
d
-
P
u
b
l
i
c

P
r
o
j
e
c
t

代
表
　
河
村
　
雅
美

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
直
ち
に
中

止
し
、
普
天
間
基
地

の
即
時
閉
鎖
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
伊
志
嶺
　
雅
子

ヤ
ン
バ
ル
上
空
の
オ
ス
プ
レ
イ
飛

行
禁
止
等
を
求
め
る

陳
情

高
江
区
住
民

石
原
　
理
絵
外
１
人

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
1
6
1
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

５
日

平
成

2
8
年

第
1
6
3
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

５
日

平
成

2
8
年

第
1
6
7
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

６
日

平
成

2
8
年

第
1
6
8
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

６
日

平
成

2
8
年

第
1
7
5
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

７
日

平
成

2
8
年

第
1
7
8
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

８
日

平
成

2
8
年

第
1
7
9
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

８
日

平
成

2
8
年

第
1
8
0
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

８
日

平
成

2
8
年

第
1
8
1
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

８
日

平
成

2
8
年

第
1
8
2
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

８
日

米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
陸
上

部
工
事
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
陳
情

真
喜
志
　
好
一

北
部
訓
練
場
新
設
ヘ
リ
パ
ッ
ド
に

お
け
る
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
禁
止
等
を
求
め
る
陳
情

高
江
区
民

石
原
　
理
絵
外
３
人

高
江
オ
ス
プ
レ
イ
パ
ッ
ド
建
設
反

対
宣
言
に
関
す
る
陳

情
真
喜
志
　
好
一

北
部
訓
練
場
に
つ
い
て
県
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
を
求
め
る
陳
情

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
合

意
し
て

い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
連
絡
者
　
真
喜
志

　
好
一

高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
及
び
オ

ス
プ
レ
イ
飛
行
に
関

す
る
陳
情

野
本
　
恵

米
軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
及
び
米
軍
へ
の

提
供
に
反
対
し
、
米
軍
機
の
飛
行

訓
練
へ
の
使
用
禁
止

を
求
め
る
陳
情

吉
岡
　
千
絵
外
１
人

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事
に
よ
る
沖

縄
県
民
の
生
活
用
水

汚
染
の
可
能
性
に
関
す
る
陳
情

増
山
　
千
花

米
軍
北
部
訓
練
場
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建

設
に
関
す
る
意
見
書

を
支
持
す
る
陳
情

岡
崎
　
博
幸

翁
長
知
事
及
び
オ
ー
ル
沖
縄
に
対

す
る
陳
情

シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
ピ
ー

ス
メ
ー

カ
ー

代
表
　
真
喜
志
　
亮

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

４
度
の
国
際
自
然
保
護
連
合
勧
告

・
決
議
の
履
行
を
日

本
政
府
と
国
際
自
然
保
護
連
合
に

求
め
る
陳
情

ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

共
同
代
表
　
海
勢
頭
　

豊
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
1
8
3
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
2
月

８
日

平
成

2
9
年

第
1
3

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

２
月

８
日

平
成

2
9
年

第
2
0

号
の

４
（

継
続

）

平
成

2
9
年

２
月

2
2
日

平
成

2
9
年

第
2
3

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

１
日

平
成

2
9
年

第
2
5

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

３
日

平
成

2
9
年

第
2
7

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

３
日

平
成

2
9
年

第
2
8

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

３
日

平
成

2
9
年

第
3
1

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

３
月

1
0
日

平
成

2
9
年

第
4
4

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

４
月

1
1
日

平
成

2
9
年

第
7
9

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

2
9
日

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と

普
天
間
基
地
代
替
施

設
に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
深
め

、
民
主
主
義
及
び
憲

法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
べ

き
と
す
る
」
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

「
辺
野
古
新
基
地
建
設

を
止
め

る
も
う
一
つ
の
取
り
組

み
」
実

行
委
員
会

安
里
　
長
従
外
1
9人

オ
ス
プ
レ
イ
等
の
飛
行
訓
練
に
よ

る
高
江
区
民
の
生
活

権
侵
害
の
現
状
を
把
握
し
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
飛
行
禁
止

を
求
め
る
陳
情

高
江
住
民

石
原
　
理
絵
外
１
人

北
部
訓
練
場
に
関
す
る
陳
情

安
次
嶺
　
現
達
外
１
人

赤
土
等
流
出
防
止
条
例
に
基
づ
く

現
地
立
入
調
査
を
求

め
る
陳
情

奥
間
　
政
則
外
１
人

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
協
力
要
請
を
受
け
る

よ
う
に
日
本
政
府
に

求
め
、
沖
縄
県
が
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
協

力
を
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

名
護
市
議
会
議
長

屋
比
久
　
稔

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
関
す
る

陳
情

野
副
　
真
理
子

沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、
地
方
自

治
の
堅
持
を
日
本
政

府
に
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
労
働
組
合
総
連

合
議
長
　
仲
里
　
孝
之

石
垣
市
振
興
に
関
す
る
陳
情

石
垣
市
議
会
野
党
連
絡

協
議
会

会
長
　
長
浜
　
信
夫
外

４
人

北
部
訓
練
場
に
関
す
る
陳
情

加
納
　
英
恵

在
沖
米
海
兵
隊
の
駐
留
検
証
に
関

す
る
陳
情

松
崎
　
暁
史

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
8
1

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

６
月

3
0
日

平
成

2
9
年

第
9
9

号
（

継
続

）

平
成

2
9
年

９
月

６
日

平
成

2
9
年

第
1
1
6
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
9
日

平
成

2
9
年

第
1
1
7
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

９
月

2
9
日

平
成

3
0
年

第
2
7

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

３
月

２
日

平
成

3
0
年

第
2
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

３
月

２
日

平
成

3
0
年

第
7
0

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

2
1
日

平
成

3
0
年

第
9
5

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
0
月

1
7
日

平
成

3
0
年

第
9
6

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
0
月

1
8
日

平
成

3
1
年

第
６

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
2
月

2
6
日

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事

業
に
伴
う
臨
時
制
限

区
域
内
の
調
査
を
求
め
る
陳
情

公
益
財
団
法
人
　
日
本

自
然
保

護
協
会

理
事
長
　
亀
山
　
章

「
辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
の
た
め

の
埋
立
て
の
賛
否
を

問
う
県
民
投
票
条
例
」
に
反
対
し

、
一
日
も
早
い
普
天

間
飛
行
場
の
危
険
性
の
除
去
及
び

閉
鎖
・
返
還
を
求
め

る
陳
情

伊
是
名
村
議
会
議
長

宮
城
　
安
志

県
議
会
で
可
決
さ
れ
た
米
軍
関
係

の
決
議
を
県
行
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

石
原
　
理
絵

国
頭
郡
東
村
高
江
で
の
米
軍
軍
事

訓
練
に
関
す
る
陳
情

加
納
　
英
恵

本
部
港
の
辺
野
古
へ
の
石
材
海
上

搬
送
の
た
め
の
使
用

許
可
の
取
り
消
し
を
求
め
る
陳
情

石
原
　
理
絵

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
陳
情
平

成
29
年
第
79
号
の
早

期
採
択
を
求
め
る
陳
情

安
里
　
長
従
外
６
人

東
村
高
江
区
の
米
軍
被
害
に
つ
い

て
積
極
的
な
現
状
把

握
と
対
策
を
行
い
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
撤
回
の
政
策
を
具

体
的
に
実
行
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

高
江
区
住
民

石
原
　
理
絵
外
１
人

米
軍
機
低
周
波
影
響
調
査
に
関
す

る
陳
情

宜
野
座
村
城
原
区
長

崎
濱
　
秀
正

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
地
の
被
害

状
況
を
沖
縄
県
は
実

情
に
合
っ
た
測
定
と
聞
き
取
り
を

行
い
、
継
続
的
に
把

握
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

石
原
　
理
絵

北
部
訓
練
場
の
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
の

森
を
世
界
自
然
遺
産

登
録
す
る
に
当
た
り
沖
縄
県
と
米

軍
が
環
境
協
定
の
た

め
の
協
議
を
求
め
る
陳
情

石
原
　
理
絵

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

－Ⅳ-20－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
1
0

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

１
月

2
1
日

平
成

3
1
年

第
1
2

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

１
月

2
5
日

平
成

3
1
年

第
3
3

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

1
9
日

平
成

3
1
年

第
4
1

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

2
6
日

平
成

3
1
年

第
4
3

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

３
月

2
9
日

令
和

元
年

第
5
1

号
（

継
続

）

令
和

元
年

５
月

1
7
日

令
和

元
年

第
5
6

号
（

継
続

）

令
和

元
年

５
月

3
1
日

令
和

元
年

第
6
8

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

７
日

令
和

元
年

第
9
7

号
（

継
続

）

令
和

元
年

９
月

2
4
日

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止

と
普
天
間
基
地
の
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民

的
議
論
に
よ
り
民
主

主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
に
基
地
を
押
し
付

け
な
い

市
民
の
会

金
城
　
馨

東
村
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
に
関
す
る

陳
情

「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な

い
」
住

民
の
会

安
次
嶺
　
雪
音

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止

と
普
天
間
基
地
の
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民

的
議
論
に
よ
り
民
主

主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

「
新
し
い
提
案
」
実
行

委
員
会

安
里
　
長
従
外
６
人

県
が
沖
縄
防
衛
局
や
米
軍
に
対
し

て
行
う
米
軍
機
騒
音

規
制
の
要
請
に
関
す
る
陳
情

喜
友
名
　
健
二

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止

と
普
天
間
基
地
の
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民

的
議
論
に
よ
り
民
主

主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

全
国
青
年
司
法
書
士
協

議
会

会
長
　
半
田
　
久
之

「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古

移
設
を
促
進
す
る
意

見
書
」
に
関
す
る
陳
情

宜
野
湾
市
民
の
安
全
な

生
活
を

守
る
会

会
長
　
平
安
座
　
唯
雄

全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基
地
負
担

に
関
す
る
提
言
」
の

趣
旨
に
基
づ
い
て
、
日
米
地
位
協

定
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め

る
陳
情

日
米
地
位
協
定
を
見
直

す
会

共
同
代
表
　
難
波
　
希

美
子

「
辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
の
た
め

の
埋
立
て
の
賛
否
を

問
う
県
民
投
票
条
例
」
に
反
対
し

、
一
日
も
早
い
普
天

間
飛
行
場
の
危
険
性
の
除
去
及
び

閉
鎖
・
返
還
を
求
め

る
陳
情

渡
嘉
敷
村
議
会
議
長

玉
城
　
保
弘

辺
野
古
新
基
地
を
名
護
国
際
空
港

と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
関
す
る
陳
情

非
営
利
団
体
　
日
本
ラ

エ
リ
ア

ン
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
沖
縄

支
部

代
表
　
西
澤
　
隆

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
４
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
７

号
の

２
（

継
続

）

平
成
28
年

1
2
月
27
日

平
成

2
9
年

第
8
7

号
（

継
続

）

平
成
29
年

７
月
13
日

平
成

3
0
年

第
4
8

号
の

４
（

継
続

）

平
成
30
年

４
月
26
日

平
成

3
1
年

第
1
5

号
（

継
続

）

平
成
31
年

２
月
６
日

ロ
　
審
査
未
了
（
1
6件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
4
5

号
の

５
（

継
続

）

平
成

2
8
年

４
月

1
9
日

平
成

2
8
年

第
6
0

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

６
月

2
8
日

平
成

2
8
年

第
9
0

号
（

継
続

）

平
成

2
8
年

８
月

2
2
日

平
成

2
8
年

第
1
2
8
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

９
月

3
0
日

鉄
軌
道
整
備
に
係
る
中
部
東
・
北

部
東
ル
ー
ト
（
Ｄ

案
）
の
実
現
を
求
め
る
陳
情

金
武
町
議
会
議
長

嘉
数
　
義
光

沖
縄
鉄
軌
道
構
想
の
「
ル
ー
ト
案

」
決
定
に
関
す
る
陳

情
読
谷
村
議
会
議
長

伊
波
　
篤

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ

Ａ
」
の
地
域
マ
ネ
ー
化
に
向
け

た
環
境
整
備
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
株
式

会
社

代
表
取
締
役
社
長

仲
吉
　
良
次

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

平
成
2
8年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

鉄
軌
道
の
導
入
ル
ー
ト
に
関
す
る

陳
情

宜
野
座
村
議
会
議
長

小
渡
　
久
和

沖
退
連
2
01
6年

度
医
療
・
介
護

制
度
及
び
地
域
公
共
交
通
機
関

に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
退
職
者
連
合
会

会
長
　
比
嘉
　
有
仁

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

多
良
間
―
石
垣
間
航
空
路
線
の

早
期
運
航
に
関
す
る
陳
情

先
島
市
町
村
議
会
議
長

会 会
長
　
棚
原
　
芳
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

単
身
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
求
め
る
陳

情

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長
　
大
城
　
貴
代
子

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

－Ⅳ-21－



陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
9
年

第
３

号
の

５
（

継
続

）

平
成

2
8
年

1
2
月

2
1
日

平
成

2
9
年

第
4
6

号
の

５
（

継
続

）

平
成

2
9
年

４
月

2
7
日

平
成

2
9
年

第
9
4

号
の

５
（

継
続

）

平
成

2
9
年

８
月

2
5
日

平
成

2
9
年

第
1
2
6
号

の
４

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

1
3
日

平
成

2
9
年

第
1
3
3
号

（
継

続
）

平
成

2
9
年

1
1
月

2
4
日

平
成

3
0
年

第
4
4

号
の

５
（

継
続

）

平
成

3
0
年

４
月

2
6
日

平
成

3
0
年

第
9
8

号
（

継
続

）

平
成

3
0
年

1
0
月

2
6
日

平
成

3
0
年

第
1
0
2
号

の
５

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

５
日

平
成

3
0
年

第
1
1
7
号

（
継

続
）

平
成

3
0
年

1
1
月

2
2
日

平
成

3
1
年

第
4
9

号
の

５
（

継
続

）

平
成

3
1
年

４
月

2
5
日

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

「
ゆ
い
レ
ー
ル
」
の
東
海
岸
へ
の

延
伸
に
関
す
る
陳
情

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議

会 会
長
　
福
里
　
重
盛
外

４
人

平
成
3
1年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

南
部
離
島
町
村
に
お
け
る
平
成
2
9
年
度
「
離
島
・
過
疎

地
域
振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」

に
関
す
る
陳
情

南
部
離
島
町
村
長
議
長

連
絡
協

議
会

会
長
　
大
田
　
治
雄

伊
江
村
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳

情
伊
江
村
長
　
島
袋
　
秀

幸

高
速
船
代
船
建
造
支
援
に
関
す
る

陳
情

渡
嘉
敷
村
長
　
松
本
　

好
勝

平
成
3
0年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
誘
致
に
伴
う

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

及
び
宿
泊
施
設
の
確
保
に
関
す
る

陳
情

沖
縄
県
自
治
会
連
合
会

会
長
　
新
田
　
宗
信

平
成
2
8年

度
久
米
島
町
の
振
興
施

策
に
関
す
る
陳
情

久
米
島
町
長

大
田
　
治
雄
外
２
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

平
成
2
9年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長
　
外
間
　
守
吉
外

１
人

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

令
和

元
年

第
7
2

号
（

継
続

）

令
和

元
年

６
月

1
3
日

令
和

元
年

第
8
8

号
の

５
（

継
続

）

令
和

元
年

８
月

2
3
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
２
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

3
1
年

第
2
2

号
（

継
続

）

平
成

3
1
年

２
月

2
8
日

令
和

元
年

第
8
8

号
の

６
（

継
続

）

令
和

元
年

８
月

2
3
日

ロ
　
審
査
未
了
（
２
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

平
成

2
8
年

第
1
4
0
号

（
継

続
）

平
成

2
8
年

1
1
月

９
日

平
成

3
0
年

第
4
4

号
の

６
（

継
続

）

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重

山
）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す

る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会 会
長
　
石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

貧
困
を
な
く
し
、
子
供
の
未
来
を

保
障
す
る
対
策
を
求

め
る
陳
情

沖
縄
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

健
康
企
画
ビ
ル
３
階

沖
縄
民
医
連
内
会
長

新
垣
　
安
男

平
成
3
0年

度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望

事
項
」
に
関
す
る
陳
情

那
覇
市
旭
町
1
16
番
地
3
7（

自
治

会
館
５
階
）

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会
会
長

外
間
　
守
吉
外
１
人

美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展

に
関
す
る
陳
情

美
ぎ
島
美
し
ゃ
市
町
村

会
会
長
　
石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

子
ど
も
の
未
来
応
援
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

「
沖
縄
子
ど
も
未
来
応
援
条

例
」
（
仮
称
）
制
定
に
関
す
る

陳
情

特
定
非
営
利
法
人

沖
縄
青
少
年
自
立
援
助

セ
ン
タ
ー
　
ち
ゅ
ら
ゆ

い 金
城
　
隆
一

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
関
す
る

陳
情

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
沖
縄

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸

・
利
用

促
進
協
議
会

理
事
長
　
末
吉
　
哲
外

１
人

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名
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（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
1
7件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
2
2

号
令

和
２

年
３

月
1
9
日

第
2
5

号
令

和
２

年
３

月
2
4
日

第
2
7

号
令

和
２

年
３

月
2
5
日

第
2
8

号
令

和
２

年
３

月
2
5
日

第
3
2

号
令

和
２

年
３

月
2
7
日

第
3
3

号
令

和
２

年
３

月
2
7
日

第
3
4

号
令

和
２

年
３

月
2
7
日

第
3
6

号
令

和
２

年
３

月
3
0
日

第
4
0

号
令

和
２

年
４

月
１

日
北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

東
村
議
会
議
長

港
川
　
實
登

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

伊
江
村
議
会
議
長

渡
久
地
　
政
雄

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

恩
納
村
議
会
議
長

又
吉
　
薫

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

宜
野
座
村
議
会
議
長

石
川
　
幹
也

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

今
帰
仁
村
議
会
議
長

座
間
味
　
薫

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

本
部
町
議
会
議
長

石
川
　
博
己

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

令
和
２
年
第
４
回
議
会
（
定
例
会
）

文
教
厚
生
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

伊
是
名
村
議
会
議
長

宮
城
　
安
志

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

国
頭
村
議
会
議
長

金
城
　
利
光

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

大
宜
味
村
議
会
議
長

平
良
　
嗣
男

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
4
3

号
令

和
２

年
４

月
９

日

第
4
4

号
令

和
２

年
４

月
1
3
日

第
4
6

号
令

和
２

年
４

月
1
6
日

第
4
7

号
令

和
２

年
４

月
2
0
日

第
4
8

号
令

和
２

年
４

月
2
7
日

第
9
6

号
令

和
２

年
７

月
２

日

第
9
8

号
令

和
２

年
７

月
２

日

第
1
2
3
号

令
和

２
年

７
月

７
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
に
お
け
る
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
方
式
の
導
入
に
関
す
る
陳

情

高
城
　
貞
雄

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

伊
平
屋
村
議
会
議
長

金
城
　
信
光

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
た
医
療
機
関
に
対
す
る
支

援
を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
医
師
会

会
長
　
安
里
　
哲
好

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

北
部
地
域
基
幹
病
院
整

備
推
進
会
議

会
長
　
當
眞
　
淳

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お

け
る
聴
覚
障
害
者
へ
の
支
援
に

関
す
る
陳
情

聴
覚
障
が
い
者
と
と
も

に
歩
む
会

共
同
代
表

長
浜
　
一
美
外
１
人

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

金
武
町
議
会
議
長

嘉
数
　
義
光

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
の
強
化
に
関
す

る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
地
域
基
幹
病
院
整
備
に
関

す
る
陳
情

名
護
市
議
会
議
長

大
城
　
秀
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)
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（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
２
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
6
2

号
令

和
２

年
６

月
８

日

第
7
0

号
令

和
２

年
６

月
2
2
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
1
1件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
3
8

号
（

継
続

）
令

和
２

年
３

月
3
0
日

第
5
1

号
（

継
続

）
令

和
２

年
５

月
７

日

第
5
5

号
（

継
続

）
令

和
２

年
５

月
1
5
日

第
5
8

号
（

継
続

）
令

和
２

年
５

月
1
9
日

第
5
9

号
（

継
続

）
令

和
２

年
５

月
2
0
日

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
感
染
症
防
止
対
策
支

援
事
業
（
小
売
業
等
）
に
お
け

る
対
象
事
業
所
拡
大
に
関
す
る

陳
情

西
表
島
カ
ヌ
ー
組
合

組
合
長
　
吉
田
　
隆
志

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

農
水
産
物
の
航
空
貨
物
便
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
陳
情

八
重
山
市
町
議
会
議
長

会 会
長
　
平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

農
水
産
物
の
航
空
貨
物
便
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関

す
る
陳
情

沖
縄
県
ホ
テ
ル
旅
館
生

活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
宮
里
　
一
郎

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
経
済
的
影
響
に
対
す
る

県
の
支
援
策
に
関
す
る
陳
情

石
垣
市
長

中
山
　
義
隆

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

土
木
環
境
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

観
光
立
村
・
座
間
味
島
に
計
画

さ
れ
て
い
る
浄
水
場
建
設
に
つ

い
て
、
安
全
な
場
所
へ
の
変
更

を
求
め
る
陳
情

座
間
味
浄
水
場
建
設
予

定
地
の
変
更
を
求
め
る

会 会
長
　
中
村
　
毅

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

観
光
立
村
・
座
間
味
島
に
計
画

さ
れ
て
い
る
浄
水
場
建
設
に
つ

い
て
、
安
全
な
場
所
へ
の
変
更

を
求
め
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
座
間

味
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会

会
長
　
又
吉
　
英
夫
外

３
人

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

令
和
２
年
第
６
回
議
会
（
定
例
会
）

経
済
労
働
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
8
4

号
（

継
続

）
令

和
２

年
６

月
2
9
日

第
1
0
6
号

（
継

続
）

令
和

２
年

７
月

６
日

第
1
0
6
号

の
２

（
継

続
）

令
和

２
年

７
月

６
日

第
1
1
7
号

（
継

続
）

令
和

２
年

７
月

７
日

第
1
3
3
号

令
和

２
年

７
月

2
7
日

第
1
3
7
号

令
和

２
年

８
月

６
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
1
3件

）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
3
0

号
（

継
続

）
令

和
２
年

３
月
26
日

第
3
1

号
（

継
続

）
令

和
２
年

３
月
27
日

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

西
原
町
議
会
議
長

大
城
　
好
弘

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
内
の
製
糖
工
場
に
就
労

す
る
県
外
及
び
島
外
季
節
労
働

者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

施
に
関
す
る
陳
情

日
本
分
蜜
糖
工
業
会

会
長
　
上
江
洲
　
智
一

外
１
人

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

文
教
厚
生
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

中
城
村
議
会
議
長

新
垣
　
博
正

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
対
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
追
加
予
算
措
置

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
事
業
者
団
体
連

合
会

会
長
　
安
谷
屋
　
正
和

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

中
華
民
国
（
台
湾
）
の
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
等
の
国
際

組
織
へ
の
参
加
に
関
す
る
陳
情

台
北
駐
日
経
済
文
化
代

表
処
那
覇
分
処

処
長
　
范
　
振
國

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
石
垣
空
港
へ
の
「
旅
行
者
専

用
相
談
セ
ン
タ
ー
（
略
称
Ｔ
Ａ

Ｃ
Ｏ
）
」
の
設
置
を
求
め
る
陳

情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
農
林
水
産
物

に
関
す
る
陳
情

宜
野
座
村
議
会
議
長

石
川
　
幹
也

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
農
林
水
産
物

に
関
す
る
陳
情

宜
野
座
村
議
会
議
長

石
川
　
幹
也

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)
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陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
3
7

号
（

継
続

）
令

和
２
年

３
月
30
日

第
3
9

号
（

継
続

）
令

和
２
年

４
月
１
日

第
4
2

号
（

継
続

）
令

和
２
年

４
月
３
日

第
5
0

号
（

継
続

）
令

和
２
年

５
月
７
日

第
7
3

号
（

継
続

）
令

和
２
年

６
月
24
日

第
8
9

号
（

継
続

）
令

和
２
年

６
月
30
日

第
9
3

号
（

継
続

）
令

和
２
年

７
月
１
日

第
9
5

号
（

継
続

）
令

和
２
年

７
月
２
日

第
1
0
4
号

（
継

続
）

令
和
２
年

７
月
６
日

第
1
2
7
号

令
和
２
年

７
月
10
日

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

南
城
市
議
会
議
長

国
吉
　
昌
実

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

北
部
基
幹
病
院
整
備
に
関
し
早

急
な
知
事
判
断
を
求
め
る
陳
情

名
護
市
議
会
議
長

大
城
　
秀
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
を
求
め
る
陳
情

宮
古
島
市
議
会
議
長

山
里
　
雅
彦

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

伊
平
屋
村
議
会
議
長

金
城
　
信
光

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

読
谷
村
議
会
議
長

伊
波
　
篤

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
図
る
た
め
の
2
02
1年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択

を
求
め
る
陳
情

沖
縄
県
高
等
学
校
障
害

児
学
校
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
仲
宗
根

司

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
教

育
委

員
会
)

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

八
重
瀬
町
議
会
議
長

金
城
　
秀
雄

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

糸
満
市
議
会
議
長

大
田
　
守

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

東
村
議
会
議
長

港
川
　
實
登

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡

充
に
関
す
る
陳
情

与
那
原
町
議
会
議
長

識
名
　
盛
紀

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
1
3
4
号

の
２

令
和
２
年

７
月
30
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
２
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
2
1

号
（

継
続

）
令

和
２

年
３

月
９

日

第
1
4
0
号

令
和

２
年

８
月

1
9
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
1
1
2
号

（
継

続
）

令
和
２
年

７
月
７
日

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

路
線
バ
ス
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る
陳
情

鈴
木
　
敦
子

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

米
軍
Ｃ
Ｈ
5
3大

型
輸
送
ヘ
リ
か

ら
の
つ
り
下
げ
物
資
落
下
事
故

に
関
す
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

Ｆ
15
戦
闘
機
の
部
品
落
下
事
故

に
対
す
る
抗
議
に
関
す
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

新
沖
縄
振
興
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
周
知
等
に
関
す
る
陳
情

一
般
社
団
法
人
　
沖
縄

県
バ
ス
協
会

会
長
　
小
川
　
吾
吉

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
教

育
委

員
会
)

米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

－Ⅳ-25－



（
陳
情
）

ロ
　
審
査
未
了
（
１
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
1
2
6
号

【
継

続
】

令
和

２
年

７
月

９
日

（
請
願
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

請
願

番
号

受
理

年
月

日
件
 
  
  
  
  
名

措
　
置

第
３

号
（

継
続

）
令

和
２

年
８

月
1
4
日

軽
油
引
取
税
の
課
税

免
除
措
置
の
期
間
延

長
な
い
し
恒
久
化
に

関
す
る
請
願

地
方

自
治

法
第

1
2
5
条

の
措

置
(
知

事
)

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
1
4
8
号

（
継

続
）

令
和
２
年

８
月
28
日

（
請
願
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

請
願

番
号

受
理

年
月

日
件
 
  
  
  
  
名

措
　
置

第
５

号
令

和
２

年
1
1
月

４
日

地
方
た
ば
こ
税
を
活

用
し
た
分
煙
環
境
整

備
に
関
す
る
請
願

地
方

自
治

法
第

1
2
5
条

の
措

置
(
知

事
)

文
教
厚
生
委
員
会
請
願
処
理
一
覧
表

請
願
者
名

紹
介
議
員

審
査

の
結

果

沖
縄
県
た
ば
こ
耕
作

組
合

組
合
長

砂
川
　
利
勝
外
１
人

次
呂
久
成
崇

平
良
　
昭
一

採
択

経
済
労
働
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

沖
縄
県
内
の
製
糖
工
場
に
就
労

す
る
県
外
及
び
島
外
季
節
労
働

者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

施
に
関
す
る
陳
情

沖
縄
県
離
島
振
興
協
議

会 会
長
　
宮
里
　
哲

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

経
済
労
働
委
員
会
請
願
処
理
一
覧
表

請
願
者
名

紹
介
議
員

審
査

の
結

果

一
般
社
団
法
人

日
本
砕
石
協
会

沖
縄
県
支
部
長

安
富
　
辰
也

外
１
人

末
松
　
文
信

仲
里
　
全
孝

採
択

令
和
２
年
第
７
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表 件

 
  
  
  
  
名

陳
　
情
　
者
　
名

県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公
報
の

面
積
を
現
行
の
約
８

倍
に
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

日
本
キ
リ
ス
ト
教
共
産

党
代
表
　
石
田
　
辰
夫
外

１
人

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
6
1

号
（

継
続

）
令

和
２
年

５
月
20
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
３
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
6
7

号
（

継
続

）
令

和
２

年
６

月
1
7
日

第
1
0
2
号

（
継

続
）

令
和

２
年

７
月

６
日

第
1
3
0
号

（
継

続
）

令
和

２
年

７
月

1
6
日

（
陳
情
）

イ
　
処
理
（
１
件
）

陳
情

番
号

受
理

年
月

日

第
1
9
0
号

令
和
２
年

1
1
月
13
日

新
沖
縄
振
興
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

旅
客
船
に
係
る
軽
油
引
取
税
特

例
措
置
の
延
長
・
恒
久
化
に
関

す
る
陳
情

一
般
社
団
法
人

沖
縄
旅
客
船
協
会

会
長
　
新
垣
　
盛
雄

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

外
来
機
の
パ
パ
ル
ー
プ
使
用
禁

止
並
び
に
地
上
騒
音
及
び
悪
臭

被
害
の
増
大
に
関
す
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

嘉
手
納
基
地
内
の
危
険
物
取
扱

施
設
火
災
の
原
因
究
明
及
び
再

発
防
止
等
を
求
め
る
陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

嘉
手
納
基
地
で
の
米
軍
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
に
関
す
る

陳
情

嘉
手
納
町
議
会
議
長

徳
里
　
直
樹

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
知

事
)

文
教
厚
生
委
員
会
陳
情
処
理
一
覧
表

件
 
  
  
  
  
名

陳
情
者
名

審
査

の
結

果
措
　
置

小
・
中
・
高
教
育
機
関
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
導
入
に
関

す
る
陳
情

石
垣
市
議
会
議
長

平
良
　
秀
之

採
択

会
議

規
則

第
9
0条

に
よ
る

地
方

自
治
法
第

1
2
5

条
の

措
置

(
教

育
委

員
会

)

－Ⅳ-26－



会期別委員会別閉会中継続審査・調査事件一覧



1
広
報
、
危
機
管
理
及
び
消
防
防
災
に
つ
い

て
（
所
管
事
務
調
査
）

2
不
発
弾
等
対
策
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

3
予
算
及
び
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

4
県
税
及
び
公
有
財
産
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

5
市
町
村
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

6
県
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

7
学
事
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

8
県
庁
舎
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

9
総
合
開
発
及
び
地
域
振
興
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
0

交
通
運
輸
及
び
通
信
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

1
1

土
地
利
用
対
策
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
2

警
察
行
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
3

自
衛
隊
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

2
商
・
鉱
・
工
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

3
労
働
問
題
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

4
観
光
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

5
県
民
文
化
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

6
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

7
国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

令
和
２
年
第
１
回
議
会
（
定
例
会
）

経
済
労
働
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

総
務
企
画
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

1
青
少
年
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

2
社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

3
県
民
生
活
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
交
通
安
全
問
題
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

5
平
和
及
び
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

6
保
健
衛
生
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

7
医
療
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

8
教
育
及
び
学
術
文
化
に
つ
い
て
（
所
管
事

務
調
査
）

1
道
路
、
橋
梁
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

2
港
湾
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

3
空
港
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

4
河
川
、
海
岸
及
び
砂
防
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
 (
所
管
事
務
調
査
)

5
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

6
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

7
住
宅
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

8
建
築
関
係
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

9
公
害
防
止
及
び
環
境
保
全
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
0

緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

1
軍
使
用
土
地
、
基
地
公
害
、
演
習
等
米
軍

基
地
関
係
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

文
教
厚
生
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

土
木
環
境
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

－Ⅴ-1－



1 1 1
陳

情
第

2
6

号
水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

5
4

号
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

3
陳

情
第

7
1

号
水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

1
1
8

号
沖
縄
県
水
難
事
故
の
防
止
及
び
遊

泳
者
等
の
安
全
の
確
保
等
に
関
す
る
条

例
に
関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

1
2
4

号
宮
古
島
保
良
地
区
ミ
サ
イ
ル
・
弾

薬
庫
建
設
に
係
る
環
境
調
査
、
住
民
説

明
を
求
め
る
陳
情

6
広
報
、
危
機
管
理
及
び
消
防
防
災
に
つ
い

て
（
所
管
事
務
調
査
）

7
不
発
弾
等
対
策
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

8
予
算
及
び
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

9
県
税
及
び
公
有
財
産
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

1
0

市
町
村
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
1

県
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
2

学
事
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
3

県
庁
舎
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
4

総
合
開
発
及
び
地
域
振
興
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
5

交
通
運
輸
及
び
通
信
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

子
ど
も
の
貧
困
問
題
並
び
に
こ
れ
に
関
連

す
る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

鉄
軌
道
を
含
む
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
拡
充
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
調

査
及
び
対

策
の
樹
立

子
ど
も
の
未
来
応
援
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

令
和
２
年
第
４
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

1
6

土
地
利
用
対
策
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
7

警
察
行
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
8

自
衛
隊
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
陳

情
第

2
9

号
首
里
城
の
早
期
再
建
と
ヤ
ン
バ
ル

木
材
の
使
用
と
調
達
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

3
8

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

5
1

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
経
済
的
影
響
に
対
す
る
県
の
支
援

策
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

5
4

号
の

２
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

5
陳

情
第

5
5

号
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
感
染
症
防
止
対
策
支
援
事
業
（
小

売
業
等
）
に
お
け
る
対
象
事
業
所

拡
大
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

8
2

号
宿
泊
税
（
観
光
目
的
税
）
の
導
入

を
断
念
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

7
陳

情
第

9
9

号
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
豚
熱
対

応
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

1
0
6

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
農
林
水
産
物
に
関
す
る

陳
情

9
陳

情
第

1
0
7

号
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
計
画
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
1
1
0

号
沖
縄
文
化
観
光
撮
影
支
援
事
業
に

関
す
る
陳
情

1
1

陳
情

第
1
1
5

号
沖
縄
県
独
自
の
生
物
多
様
性
種
子

条
例
（
仮
称
）
の
制
定
に
関
す
る
陳
情

1
2

陳
情

第
1
1
6

号
沖
縄
県
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る

陳
情

1
3

陳
情

第
1
1
7

号
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
追
加
予
算
措
置
を
求
め
る
陳

情

1
4

陳
情

第
1
2
1

号
「
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
」
の
設
置
に
関
す
る
陳
情

1
5

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

1
6

商
・
鉱
・
工
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
7

労
働
問
題
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
8

観
光
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
9

県
民
文
化
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

経
済
労
働
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

－Ⅴ-2－



2
0

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

2
1

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
陳

情
第

2
4

号
県
立
八
重
山
病
院
内
保
育
所
の
設

置
等
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

3
0

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

3
陳

情
第

3
1

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

4
陳

情
第

3
7

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

5
陳

情
第

3
8

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

3
9

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

7
陳

情
第

4
1

号
本
土
と
沖
縄
の
医
療
格
差
の
是
正

に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

4
2

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

9
陳

情
第

5
0

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

1
0

陳
情

第
5
4

号
の

３
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

1
1

陳
情

第
5
6

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

1
2

陳
情

第
6
1

号
小
・
中
・
高
教
育
機
関
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
導
入
に
関
す
る
陳
情

1
3

陳
情

第
6
3

号
母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医
療
費
助

成
の
給
付
方
法
並
び
に
寡
婦
の
医
療
費

助
成
制
度
の
実
施
に
関
す
る
陳
情

1
4

陳
情

第
6
4

号
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
が
受

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
6
5

号
県
立
病
院
の
経
営
形
態
を
維
持
し

た
北
部
基
幹
病
院
の
設
置
等
を
求
め
る

陳
情

1
6

陳
情

第
6
6

号
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
陳
情

1
7

陳
情

第
7
2

号
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被

害
へ
の
支
援
拡
充
に
関
す
る
陳
情

1
8

陳
情

第
7
3

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

1
9

陳
情

第
7
5

号
学
校
で
の
「
医
療
行
為
」
等
に
反

対
す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
7
6

号
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

取
組
を
求
め
る
陳
情

文
教
厚
生
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

2
1

陳
情

第
7
7

号
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
関

す
る
陳
情

2
2

陳
情

第
7
8

号
「
教
職
員
人
事
評
価
制
度
」
の
検

証
及
び
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

2
3

陳
情

第
8
0

号
真
の
学
力
「
生
き
る
力
」
を
育
む

教
育
推
進
に
関
す
る
陳
情

2
4

陳
情

第
8
3

号
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
中
止
を

求
め
る
陳
情

2
5

陳
情

第
8
9

号
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
図

る
た
め
の
2
02
1年

度
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

2
6

陳
情

第
9
0

号
「
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
検

証
及
び
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

2
7

陳
情

第
9
3

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

2
8

陳
情

第
9
4

号
若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
支
援

を
求
め
る
陳
情

2
9

陳
情

第
9
5

号
沖
縄
県
に
お
け
る
通
院
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充
に
関
す

る
陳
情

3
0

陳
情

第
1
0
0

号
公
共
事
業
受
託
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
事

業
報
告
書
未
提
出
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す

る
陳
情

3
1

陳
情

第
1
0
3

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
業
務
に
係
る
養
護
教
諭
の
加
配
を
求

め
る
陳
情

3
2

陳
情

第
1
0
4

号
北
部
基
幹
病
院
整
備
に
関
し
早
急

な
知
事
判
断
を
求
め
る
陳
情

3
3

陳
情

第
1
0
9

号
観
光
需
要
回
復
の
た
め
の
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
規
制
条
例
制
定
に
関
す
る
陳

情

3
4

陳
情

第
1
1
7

号
の

２
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
追
加
予
算
措
置
を
求
め
る
陳

情

3
5

陳
情

第
1
2
0

号
公
立
学
校
栄
養
教
諭
候
補
者
選
考

試
験
実
施
等
に
関
す
る
陳
情

3
6

陳
情

第
1
2
2

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
に
伴

う
差
別
・
偏
見
の
防
止
、
救
済
を
求
め

る
陳
情

3
7

青
少
年
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

3
8

社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

3
9

県
民
生
活
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
0

交
通
安
全
問
題
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

4
1

平
和
及
び
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

4
2

保
健
衛
生
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
3

医
療
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
4

教
育
及
び
学
術
文
化
に
つ
い
て
（
所
管
事

務
調
査
）

－Ⅴ-3－



1
陳

情
第

2
3

号
新
石
垣
空
港
駐
車
場
に
お
け
る
無

料
時
間
の
設
定
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

2
9

号
の

２
首
里
城
の
早
期
再
建
と
ヤ
ン
バ
ル

木
材
の
使
用
と
調
達
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

3
5

号
道
路
整
備
事
業
に
必
要
な
予
算
確

保
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

5
4

号
の

４
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

5
陳

情
第

6
0

号
国
・
県
発
注
予
定
公
共
事
業
の
当

初
計
画
ど
お
り
の
発
注
並
び
に
前
倒
し

発
注
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

6
8

号
県
の
建
設
業
許
可
業
者
及
び
県
指

定
の
建
築
確
認
検
査
機
関
の
業
務
改
善

と
指
導
を
求
め
る
陳
情

7
陳

情
第

6
9

号
沖
縄
県
に
お
い
て
気
候
非
常
事
態

宣
言
を
行
う
こ
と
等
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

7
4

号
沖
縄
県
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き

竹
富
島
住
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

9
陳

情
第

8
1

号
浦
添
市
、
中
城
村
及
び
北
中
城
村

に
よ
る
「
ご
み
処
理
の
広
域
化
」
に
対

す
る
沖
縄
県
の
不
適
正
な
事
務
処

理
の
適
正
化
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
8
5

号
県
道
7
7号

線
と
県
道
8
6号

線
が
交

差
す
る
仲
間
交
差
点
の
改
良
を
求
め
る

陳
情

1
1

陳
情

第
8
6

号
県
道
1
7号

線
、
湧
稲
国
地
区
に
お

け
る
狭
隘
箇
所
の
早
期
改
善
を
求
め
る

陳
情

1
2

陳
情

第
8
7

号
南
部
東
道
路
の
早
期
完
成
を
求
め

る
陳
情

1
3

陳
情

第
8
8

号
中
城
湾
港
佐
敷
地
区
沿
岸
部
の
住

環
境
悪
化
へ
の
対
応
を
求
め
る
陳
情

1
4

陳
情

第
9
1

号
二
級
河
川
報
得
川
、
普
通
河
川
饒

波
川
の
定
期
し
ゅ
ん
せ
つ
と
早
期
整
備

に
関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
9
2

号
八
重
瀬
町
施
行
に
よ
る
「
那
覇
広

域
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画
整
理
事

業
」
に
関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
9
7

号
首
里
城
再
建
の
た
め
台
湾
産
ヒ
ノ

キ
材
の
輸
出
許
可
を
求
め
る
陳
情

1
7

陳
情

第
1
0
1

号
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ア
ー
ル
博
士
を
招

へ
い
し
、
大
浦
湾
の
潜
水
視
察
と
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
求
め
る

陳
情

1
8

陳
情

第
1
0
5

号
「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外
来
生
物
の
侵
入
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
強
化
を
求

め
る
陳
情

1
9

陳
情

第
1
0
7

号
の

２
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
計
画
に
関
す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
1
0
8

号
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
切
断
汚
濁
水
（
汚

泥
）
及
び
粉
体
（
粉
じ
ん
）
の
適
正
処

理
に
関
す
る
陳
情

土
木
環
境
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

2
1

陳
情

第
1
1
4

号
沖
縄
県
内
で
の
海
砂
採
取
の
規
制

を
求
め
る
陳
情

2
2

陳
情

第
1
1
9

号
浦
添
西
海
岸
開
発
計
画
の
早
期
実

現
に
関
す
る
陳
情

2
3

陳
情

第
1
2
4

号
の

２
宮
古
島
保
良
地
区
ミ
サ
イ
ル
・
弾

薬
庫
建
設
に
係
る
環
境
調
査
、
住
民
説

明
を
求
め
る
陳
情

2
4

道
路
、
橋
梁
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

2
5

港
湾
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

2
6

空
港
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

2
7

河
川
、
海
岸
及
び
砂
防
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
 (
所
管
事
務
調
査
)

2
8

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
9

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

3
0

住
宅
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

3
1

建
築
関
係
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
2

公
害
防
止
及
び
環
境
保
全
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
3

緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

1
陳

情
第

2
1

号
米
軍
Ｃ
Ｈ
5
3大

型
輸
送
ヘ
リ
か
ら

の
つ
り
下
げ
物
資
落
下
事
故
に
関
す
る

陳
情

2
陳

情
第

6
7

号
外
来
機
の
パ
パ
ル
ー
プ
使
用
禁
止

並
び
に
地
上
騒
音
及
び
悪
臭
被
害
の
増

大
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

1
0
2

号
嘉
手
納
基
地
内
の
危
険
物
取
扱
施

設
火
災
の
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
等

を
求
め
る
陳
情

4
陳

情
第

1
1
1

号
緑
ヶ
丘
保
育
園
上
空
の
米
軍
ヘ
リ

の
飛
行
禁
止
を
求
め
る
陳
情

5
軍
使
用
土
地
、
基
地
公
害
、
演
習
等
米
軍

基
地
関
係
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

1
陳

情
第

3
8

号
の

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

4
4

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
強
化
に
関
す
る
陳
情

米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

新
沖
縄
振
興
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧
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3
陳

情
第

4
5

号
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
経
済
対
策
に

関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

4
9

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
よ

る
緊
急
経
済
対
策
に
関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

5
2

号
安
藤
提
言
を
早
急
に
実
行
す
る
よ

う
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

6
陳

情
第

5
3

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け

る
沖
縄
県
産
農
畜
産
物
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

5
4

号
の

５
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

8
陳

情
第

5
6

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

9
陳

情
第

5
7

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
県
内
酪
農
家
等
へ
の
経
済
的
補

塡
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
5
8

号
農
水
産
物
の
航
空
貨
物
便
に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
陳
情

1
1

陳
情

第
5
9

号
農
水
産
物
の
航
空
貨
物
便
に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
陳
情

1
2

陳
情

第
8
4

号
新
石
垣
空
港
へ
の
「
旅
行
者
専
用

相
談
セ
ン
タ
ー
（
略
称
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）
」

の
設
置
を
求
め
る
陳
情

1
3

陳
情

第
1
0
6

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
農
林
水
産
物
に
関
す
る

陳
情

1
4

陳
情

第
1
1
2

号
路
線
バ
ス
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
1
1
3

号
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
1
2
5

号
自
動
車
税
に
関
す
る
陳
情

1
7 1

陳
情

第
7
9

号
子
供
の
教
育
環
境
の
充
実
を
求
め

る
陳
情

2 1
陳

情
第

2
6

号
水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

県
経
済
の
振
興
発
展
及
び
鉄
軌
道
を
含
む

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
拡
充
並
び
に
こ
れ
ら

に
関
連
す

る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

子
ど
も
の
未
来
応
援
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

子
ど
も
の
貧
困
問
題
及
び
教
育
無
償
化
並

び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の

樹
立

令
和
２
年
第
６
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

2
陳

情
第

3
8

号
の

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

4
4

号
の

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
強
化
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

4
5

号
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
経
済
対
策
に

関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

5
4

号
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

6
陳

情
第

7
1

号
水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

1
1
8

号
沖
縄
県
水
難
事
故
の
防
止
及
び
遊

泳
者
等
の
安
全
の
確
保
等
に
関
す
る
条

例
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

1
2
4

号
宮
古
島
保
良
地
区
ミ
サ
イ
ル
・
弾

薬
庫
建
設
に
係
る
環
境
調
査
、
住
民
説

明
を
求
め
る
陳
情

9
陳

情
第

1
2
5

号
自
動
車
税
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
1
2
6

号
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公
報
の

面
積
を
現
行
の
約
８
倍
に
す
る
よ
う
求

め
る
陳
情

1
1

陳
情

第
1
2
8

号
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
中

国
公
船
の
領
海
侵
犯
防
止
及
び
我
が
国

漁
船
の
安
全
操
業
の
確
保
を
求
め

る
陳
情

1
2

陳
情

第
1
3
5

号
八
重
山
地
域
民
法
ラ
ジ
オ
放
送
中

継
局
移
転
・
強
靱
化
事
業
（
仮
称
）
の

国
庫
補
助
を
求
め
る
陳
情

1
3

陳
情

第
1
4
2

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
磁
気
探
査
関
連
の
緩
和
措
置
を
求

め
る
陳
情

1
4

陳
情

第
1
4
5

号
「
飛
び
安
里
空
港
」
を
那
覇
空
港

の
愛
称
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

1
5

陳
情

第
1
5
3

号
令
和
３
年
度
沖
縄
振
興
予
算
の
拡

大
確
保
並
び
に
沖
縄
鉄
軌
道
の
早
期
実

現
を
求
め
る
陳
情

1
6

陳
情

第
1
5
4

号
や
ん
ば
る
観
光
推
進
協
議
会
の
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
陳
情

1
7

本
委
員
会
の
所
管
事
務
に
係
る
決
算
事
項

の
調
査
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

1
8

広
報
、
危
機
管
理
及
び
消
防
防
災
に
つ
い

て
（
所
管
事
務
調
査
）

1
9

不
発
弾
等
対
策
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

2
0

予
算
及
び
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

2
1

県
税
及
び
公
有
財
産
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

2
2

市
町
村
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
3

県
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
4

学
事
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)
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2
5

県
庁
舎
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

2
6

総
合
開
発
及
び
地
域
振
興
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

2
7

交
通
運
輸
及
び
通
信
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

2
8

土
地
利
用
対
策
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
9

警
察
行
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
0

自
衛
隊
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
請

願
第

３
号

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
の

期
間
延
長
な
い
し
恒
久
化
に
関
す
る
請

願

2
請

願
第

４
号

首
里
城
火
災
の
罹
災
補
償
に
関
す

る
請
願

3
陳

情
第

2
9

号
首
里
城
の
早
期
再
建
と
ヤ
ン
バ
ル

木
材
の
使
用
と
調
達
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

3
8

号
の

５
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

4
4

号
の

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
強
化
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

4
9

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
よ

る
緊
急
経
済
対
策
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

5
2

号
安
藤
提
言
を
早
急
に
実
行
す
る
よ

う
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

8
陳

情
第

5
3

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け

る
沖
縄
県
産
農
畜
産
物
に
関
す
る
陳
情

9
陳

情
第

5
4

号
の

２
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

1
0

陳
情

第
5
6

号
の

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

1
1

陳
情

第
5
7

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
県
内
酪
農
家
等
へ
の
経
済
的
補

塡
に
関
す
る
陳
情

1
2

陳
情

第
8
2

号
宿
泊
税
（
観
光
目
的
税
）
の
導
入

を
断
念
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

1
3

陳
情

第
9
9

号
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
豚
熱
対

応
に
関
す
る
陳
情

1
4

陳
情

第
1
0
7

号
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
計
画
に
関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
1
1
0

号
沖
縄
文
化
観
光
撮
影
支
援
事
業
に

関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
1
1
5

号
沖
縄
県
独
自
の
生
物
多
様
性
種
子

条
例
（
仮
称
）
の
制
定
に
関
す
る
陳
情

経
済
労
働
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

1
7

陳
情

第
1
1
6

号
沖
縄
県
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る

陳
情

1
8

陳
情

第
1
2
1

号
「
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
」
の
設
置
に
関
す
る
陳
情

1
9

陳
情

第
1
3
4

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
周
知
等
に
関
す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
1
4
6

号
石
垣
市
に
お
け
る
国
営
土
地
改
良

事
業
及
び
国
営
関
連
事
業
の
推
進
に
関

す
る
陳
情

2
1

陳
情

第
1
4
7

号
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
立
ち
枯
れ
対

策
に
関
す
る
陳
情

2
2

陳
情

第
1
4
8

号
沖
縄
県
内
の
製
糖
工
場
に
就
労
す

る
県
外
及
び
島
外
季
節
労
働
者
に
対
す

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に
関
す
る

陳
情

2
3

陳
情

第
1
5
4

号
の

２
や
ん
ば
る
観
光
推
進
協
議
会
の
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
陳
情

2
4

陳
情

第
1
5
5

号
沖
縄
県
の
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
対
策

に
よ
る
離
島
地
域
救
済
措
置
に
関
す
る

陳
情

2
5

陳
情

第
1
6
8

号
水
泳
競
技
用
室
内
公
認
5
0メ

ー
ト

ル
プ
ー
ル
及
び
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の

新
設
に
関
す
る
陳
情

2
6

2
7

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

2
8

商
・
鉱
・
工
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
9

労
働
問
題
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
0

観
光
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
1

県
民
文
化
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
2

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
3

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
陳

情
第

2
4

号
県
立
八
重
山
病
院
内
保
育
所
の
設

置
等
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

3
8

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

4
1

号
本
土
と
沖
縄
の
医
療
格
差
の
是
正

に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

5
4

号
の

３
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

5
陳

情
第

5
6

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

本
委
員
会
の
所
管
事
務
に
係
る
決
算
事
項

の
調
査
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

文
教
厚
生
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧
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6
陳

情
第

5
6

号
の

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

6
1

号
小
・
中
・
高
教
育
機
関
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
導
入
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

6
3

号
母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医
療
費
助

成
の
給
付
方
法
並
び
に
寡
婦
の
医
療
費

助
成
制
度
の
実
施
に
関
す
る
陳
情

9
陳

情
第

6
4

号
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
が
受

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
6
5

号
県
立
病
院
の
経
営
形
態
を
維
持
し

た
北
部
基
幹
病
院
の
設
置
等
を
求
め
る

陳
情

1
1

陳
情

第
6
6

号
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
陳
情

1
2

陳
情

第
7
2

号
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被

害
へ
の
支
援
拡
充
に
関
す
る
陳
情

1
3

陳
情

第
7
5

号
学
校
で
の
「
医
療
行
為
」
等
に
反

対
す
る
陳
情

1
4

陳
情

第
7
6

号
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

取
組
を
求
め
る
陳
情

1
5

陳
情

第
7
7

号
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
関

す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
7
8

号
「
教
職
員
人
事
評
価
制
度
」
の
検

証
及
び
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

1
7

陳
情

第
8
0

号
真
の
学
力
「
生
き
る
力
」
を
育
む

教
育
推
進
に
関
す
る
陳
情

1
8

陳
情

第
8
3

号
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
中
止
を

求
め
る
陳
情

1
9

陳
情

第
9
0

号
「
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
検

証
及
び
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

2
0

陳
情

第
9
4

号
若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
支
援

を
求
め
る
陳
情

2
1

陳
情

第
1
0
0

号
公
共
事
業
受
託
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
事

業
報
告
書
未
提
出
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す

る
陳
情

2
2

陳
情

第
1
0
3

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
業
務
に
係
る
養
護
教
諭
の
加
配
を
求

め
る
陳
情

2
3

陳
情

第
1
0
9

号
観
光
需
要
回
復
の
た
め
の
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
規
制
条
例
制
定
に
関
す
る
陳

情

2
4

陳
情

第
1
1
7

号
の

２
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
追
加
予
算
措
置
を
求
め
る
陳

情

2
5

陳
情

第
1
2
0

号
公
立
学
校
栄
養
教
諭
候
補
者
選
考

試
験
実
施
等
に
関
す
る
陳
情

2
6

陳
情

第
1
2
2

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
に
伴

う
差
別
・
偏
見
の
防
止
、
救
済
を
求
め

る
陳
情

2
7

陳
情

第
1
2
9

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
定
期
予
防
接
種
並
び
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
関
す
る

陳
情

2
8

陳
情

第
1
3
6

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の
対
応
に
関

す
る
陳
情

2
9

陳
情

第
1
4
1

号
不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
に

関
す
る
陳
情

3
0

陳
情

第
1
4
9

号
児
童
虐
待
防
止
策
の
刷
新
に
関
す

る
陳
情

3
1

陳
情

第
1
6
0

号
認
可
外
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る

園
児
の
転
園
等
に
関
す
る
陳
情

3
2

陳
情

第
1
6
3

号
沖
縄
県
立
看
護
大
学
・
大
学
院
に

お
け
る
教
授
選
考
に
関
す
る
人
事
及
び

大
学
院
規
則
に
沿
わ
な
い
大
学
院

生
へ
の
研
究
指
導
に
関
す
る
陳
情

3
3

陳
情

第
1
6
4

号
医
療
・
介
護
崩
壊
か
ら
国
民
の
命

を
守
る
た
め
緊
急
財
政
支
援
を
求
め
る

陳
情

3
4

陳
情

第
1
6
9

号
結
核
病
棟
の
運
営
費
補
助
金
に
関

す
る
陳
情

3
5

陳
情

第
1
7
0

号
県
立
高
等
学
校
「
学
び
の
教
室
（

仮
称
）
」
に
関
す
る
陳
情

3
6

陳
情

第
1
7
3

号
差
別
禁
止
条
例
制
定
ほ
か
人
種
差

別
撤
廃
条
約
が
県
に
義
務
づ
け
る
積
極

的
反
差
別
措
置
の
実
施
に
関
す
る

陳
情

3
7

本
委
員
会
の
所
管
事
務
に
係
る
決
算
事
項

の
調
査
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

3
8

青
少
年
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

3
9

社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

4
0

県
民
生
活
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
1

交
通
安
全
問
題
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

4
2

平
和
及
び
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

4
3

保
健
衛
生
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
4

医
療
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

4
5

教
育
及
び
学
術
文
化
に
つ
い
て
（
所
管
事

務
調
査
）

1
陳

情
第

2
3

号
新
石
垣
空
港
駐
車
場
に
お
け
る
無

料
時
間
の
設
定
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

2
9

号
の

２
首
里
城
の
早
期
再
建
と
ヤ
ン
バ
ル

木
材
の
使
用
と
調
達
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

3
5

号
道
路
整
備
事
業
に
必
要
な
予
算
確

保
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

5
4

号
の

４
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

5
陳

情
第

6
0

号
国
・
県
発
注
予
定
公
共
事
業
の
当

初
計
画
ど
お
り
の
発
注
並
び
に
前
倒
し

発
注
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

6
8

号
県
の
建
設
業
許
可
業
者
及
び
県
指

定
の
建
築
確
認
検
査
機
関
の
業
務
改
善

と
指
導
を
求
め
る
陳
情

土
木
環
境
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧
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7
陳

情
第

6
9

号
沖
縄
県
に
お
い
て
気
候
非
常
事
態

宣
言
を
行
う
こ
と
等
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

7
4

号
沖
縄
県
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き

竹
富
島
住
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

9
陳

情
第

8
1

号
浦
添
市
、
中
城
村
及
び
北
中
城
村

に
よ
る
「
ご
み
処
理
の
広
域
化
」
に
対

す
る
沖
縄
県
の
不
適
正
な
事
務
処

理
の
適
正
化
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
8
5

号
県
道
7
7号

線
と
県
道
8
6号

線
が
交

差
す
る
仲
間
交
差
点
の
改
良
を
求
め
る

陳
情

1
1

陳
情

第
8
6

号
県
道
1
7号

線
、
湧
稲
国
地
区
に
お

け
る
狭
隘
箇
所
の
早
期
改
善
を
求
め
る

陳
情

1
2

陳
情

第
8
7

号
南
部
東
道
路
の
早
期
完
成
を
求
め

る
陳
情

1
3

陳
情

第
8
8

号
中
城
湾
港
佐
敷
地
区
沿
岸
部
の
住

環
境
悪
化
へ
の
対
応
を
求
め
る
陳
情

1
4

陳
情

第
9
1

号
二
級
河
川
報
得
川
、
普
通
河
川
饒

波
川
の
定
期
し
ゅ
ん
せ
つ
と
早
期
整
備

に
関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
9
2

号
八
重
瀬
町
施
行
に
よ
る
「
那
覇
広

域
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画
整
理
事

業
」
に
関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
9
7

号
首
里
城
再
建
の
た
め
台
湾
産
ヒ
ノ

キ
材
の
輸
出
許
可
を
求
め
る
陳
情

1
7

陳
情

第
1
0
1

号
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ア
ー
ル
博
士
を
招

へ
い
し
、
大
浦
湾
の
潜
水
視
察
と
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
求
め
る

陳
情

1
8

陳
情

第
1
0
5

号
「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外
来
生
物
の
侵
入
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
強
化
を
求

め
る
陳
情

1
9

陳
情

第
1
0
7

号
の

２
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
計
画
に
関
す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
1
0
8

号
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
切
断
汚
濁
水
（
汚

泥
）
及
び
粉
体
（
粉
じ
ん
）
の
適
正
処

理
に
関
す
る
陳
情

2
1

陳
情

第
1
1
4

号
沖
縄
県
内
で
の
海
砂
採
取
の
規
制

を
求
め
る
陳
情

2
2

陳
情

第
1
1
9

号
浦
添
西
海
岸
開
発
計
画
の
早
期
実

現
に
関
す
る
陳
情

2
3

陳
情

第
1
2
4

号
の

２
宮
古
島
保
良
地
区
ミ
サ
イ
ル
・
弾

薬
庫
建
設
に
係
る
環
境
調
査
、
住
民
説

明
を
求
め
る
陳
情

2
4

陳
情

第
1
3
8

号
県
営
幸
地
高
層
住
宅
の
治
安
に
関

す
る
陳
情

2
5

陳
情

第
1
3
9

号
県
道
3
8号

線
（
屋
富
祖
大
通
り
）

の
都
市
計
画
街
路
の
早
期
決
定
及
び
早

期
整
備
に
関
す
る
陳
情

2
6

陳
情

第
1
4
2

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
磁
気
探
査
関
連
の
緩
和
措
置
を
求

め
る
陳
情

2
7

陳
情

第
1
4
3

号
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
要

件
に
関
す
る
陳
情

2
8

陳
情

第
1
4
4

号
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
建
物
及
び

設
備
等
の
不
具
合
改
善
に
関
す
る
陳
情

2
9

陳
情

第
1
5
0

号
沖
縄
県
議
会
（
土
木
環
境
委
員
会

）
に
お
け
る
沖
縄
県
の
事
実
と
異
な
る

不
適
正
な
方
針
説
明
及
び
答
弁
の

適
正
化
に
関
す
る
陳
情

3
0

陳
情

第
1
5
1

号
首
里
城
再
建
に
際
し
大
龍
柱
を
正

面
向
き
に
変
更
す
る
こ
と
等
を
求
め
る

陳
情

3
1

陳
情

第
1
5
6

号
建
築
設
計
等
業
務
委
託
の
最
低
制

限
価
格
引
上
げ
に
関
す
る
陳
情

3
2

陳
情

第
1
5
7

号
泡
瀬
地
区
に
鳥
獣
保
護
区
及
び
特

別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
沖
縄
県
計
画

案
に
反
対
す
る
陳
情

3
3

陳
情

第
1
5
8

号
南
風
原
中
央
線
街
路
事
業
に
伴
う

南
風
原
小
学
校
前
交
差
点
の
中
央
分
離

帯
の
開
口
に
関
す
る
陳
情

3
4

陳
情

第
1
5
9

号
泡
瀬
鳥
獣
保
護
区
及
び
泡
瀬
特
別

保
護
地
区
に
指
定
す
る
計
画
（
県
案
）

に
反
対
す
る
陳
情

3
5

陳
情

第
1
6
1

号
沖
縄
市
北
部
産
廃
処
分
場
に
関
す

る
陳
情

3
6

陳
情

第
1
6
2

号
土
木
設
計
等
業
務
委
託
の
最
低
制

限
価
格
の
引
上
げ
に
係
る
陳
情

3
7

陳
情

第
1
6
5

号
泡
瀬
干
潟
の
鳥
獣
保
護
区
（
特
別

保
護
地
区
）
の
20
20
年
度
内
の
指
定
を

求
め
る
陳
情

3
8

陳
情

第
1
6
6

号
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
申
請
書
（
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
）
の
登
録
を
受
け
て
い

る
業
種
欄
に
土
地
家
屋
調
査
士
業
を
追

加
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

3
9

陳
情

第
1
6
7

号
辺
野
古
新
基
地
建
設
事
業
の
た
め

に
沖
縄
県
内
全
域
か
ら
埋
立
土
砂
を
採

取
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
陳
情

4
0

陳
情

第
1
7
1

号
下
地
島
空
港
に
係
る
「
屋
良
覚
書

」
遵
守
と
軍
事
利
用
を
認
め
な
い
こ
と

を
求
め
る
陳
情

4
1

4
2

道
路
、
橋
梁
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

4
3

港
湾
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

4
4

空
港
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

4
5

河
川
、
海
岸
及
び
砂
防
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
 (
所
管
事
務
調
査
)

4
6

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

4
7

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

本
委
員
会
の
所
管
事
務
に
係
る
決
算
事
項

の
調
査
に
つ
い
て
 (
所
管
事
務
調
査
)
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4
8

住
宅
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

4
9

建
築
関
係
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

5
0

公
害
防
止
及
び
環
境
保
全
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

5
1

緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

1
陳

情
第

6
7

号
外
来
機
の
パ
パ
ル
ー
プ
使
用
禁
止

並
び
に
地
上
騒
音
及
び
悪
臭
被
害
の
増

大
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

1
0
2

号
嘉
手
納
基
地
内
の
危
険
物
取
扱
施

設
火
災
の
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
等

を
求
め
る
陳
情

3
陳

情
第

1
1
1

号
緑
ヶ
丘
保
育
園
上
空
の
米
軍
ヘ
リ

の
飛
行
禁
止
を
求
め
る
陳
情

4
陳

情
第

1
3
0

号
嘉
手
納
基
地
で
の
米
軍
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
降
下
訓
練
に
関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

1
3
1

号
在
沖
米
軍
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
求
め
る
陳

情

6
陳

情
第

1
3
2

号
在
沖
米
軍
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
徹

底
を
求
め
る
陳
情

7
陳

情
第

1
7
2

号
全
国
自
治
体
議
会
に
対
し
、
普
天

間
基
地
の
運
用
停
止
及
び
辺
野
古
新
基

地
建
設
工
事
の
中
止
等
に
つ
い
て

国
民
的
議
論
を
深
め
、
憲
法
の
趣
旨
等

に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

8 1
陳

情
第

5
4

号
の

５
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

2
陳

情
第

1
1
3

号
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

1
5
2

号
沖
縄
県
産
酒
類
に
対
す
る
酒
税
の

軽
減
措
置
の
期
限
延
長
を
求
め
る
陳
情

4
陳

情
第

1
5
3

号
の

２
令
和
３
年
度
沖
縄
振
興
予
算
の
拡

大
確
保
並
び
に
沖
縄
鉄
軌
道
の
早
期
実

現
を
求
め
る
陳
情

5米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

軍
使
用
土
地
、
基
地
公
害
、
演
習
等
米
軍

基
地
関
係
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

新
沖
縄
振
興
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

県
経
済
の
振
興
発
展
及
び
鉄
軌
道
を
含
む

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
拡
充
並
び
に
こ
れ
ら

に
関
連
す

る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

1
陳

情
第

7
9

号
子
供
の
教
育
環
境
の
充
実
を
求
め

る
陳
情

2 1
乙

第
1
5

号
議

案
令
和
元
年
度
沖
縄
県
水
道
事
業
会

計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て

2
乙

第
1
6

号
議

案
令
和
元
年
度
沖
縄
県
工
業
用
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

3
認

定
第

１
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

4
認

定
第

２
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
農
業
改
良
資

金
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

5
認

定
第

３
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
小
規
模
企
業

者
等
設
備
導
入
資
金
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

6
認

定
第

４
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
小
企
業
振

興
資
金
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

7
認

定
第

５
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
下
地
島
空
港

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

8
認

定
第

６
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
母
子
父
子
寡

婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

9
認

定
第

７
号

令
和
元
年
度
沖
縄
県
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

1
0

認
定

第
８

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
所
有
者
不
明

土
地
管
理
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

1
1

認
定

第
９

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
沿
岸
漁
業
改

善
資
金
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

1
2

認
定

第
1
0

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
央
卸
売
市

場
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

1
3

認
定

第
1
1

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
林
業
・
木
材

産
業
改
善
資
金
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

1
4

認
定

第
1
2

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（

新
港
地
区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

1
5

認
定

第
1
3

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
宜
野
湾
港
整

備
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

子
ど
も
の
未
来
応
援
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

子
ど
も
の
貧
困
問
題
及
び
教
育
無
償
化
並

び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の

樹
立

決
算
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

－Ⅴ-9－



1
6

認
定

第
1
4

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
国
際
物
流
拠

点
産
業
集
積
地
域
那
覇
地
区
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

1
7

認
定

第
1
5

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
産
業
振
興
基

金
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

1
8

認
定

第
1
6

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（

新
港
地
区
）
整
備
事
業
特
別
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

1
9

認
定

第
1
7

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
マ

リ
ン
・
タ
ウ
ン
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

2
0

認
定

第
1
8

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

2
1

認
定

第
1
9

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
中
城
湾
港
（

泡
瀬
地
区
）
臨
海
部
土
地
造
成
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

2
2

認
定

第
2
0

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
公
債
管
理
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

2
3

認
定

第
2
1

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

2
4

認
定

第
2
2

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

2
5

認
定

第
2
3

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

2
6

認
定

第
2
4

号
令
和
元
年
度
沖
縄
県
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

1
陳

情
第

2
6

号
水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

3
8

号
の

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

4
4

号
の

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
強
化
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

4
5

号
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
経
済
対
策
に

関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

5
4

号
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

6
陳

情
第

7
1

号
水
源
基
金
創
設
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

1
1
8

号
沖
縄
県
水
難
事
故
の
防
止
及
び
遊

泳
者
等
の
安
全
の
確
保
等
に
関
す
る
条

例
に
関
す
る
陳
情

令
和
２
年
第
７
回
議
会
（
定
例
会
）

総
務
企
画
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

8
陳

情
第

1
2
4

号
宮
古
島
保
良
地
区
ミ
サ
イ
ル
・
弾

薬
庫
建
設
に
係
る
環
境
調
査
、
住
民
説

明
を
求
め
る
陳
情

9
陳

情
第

1
2
5

号
自
動
車
税
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
1
2
8

号
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
中

国
公
船
の
領
海
侵
犯
防
止
及
び
我
が
国

漁
船
の
安
全
操
業
の
確
保
を
求
め

る
陳
情

1
1

陳
情

第
1
3
5

号
八
重
山
地
域
民
放
ラ
ジ
オ
放
送
中

継
局
移
転
・
強
靱
化
事
業
（
仮
称
）
の

国
庫
補
助
を
求
め
る
陳
情

1
2

陳
情

第
1
4
2

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
磁
気
探
査
関
連
の
緩
和
措
置
を
求

め
る
陳
情

1
3

陳
情

第
1
4
5

号
「
飛
び
安
里
空
港
」
を
那
覇
空
港

の
愛
称
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

1
4

陳
情

第
1
5
3

号
令
和
３
年
度
沖
縄
振
興
予
算
の
拡

大
確
保
並
び
に
沖
縄
鉄
軌
道
の
早
期
実

現
を
求
め
る
陳
情

1
5

陳
情

第
1
5
4

号
や
ん
ば
る
観
光
推
進
協
議
会
の
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
1
8
6

号
首
里
城
再
建
の
た
め
の
県
民
参
画

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
創
設
を
求
め
る
陳

情

1
7

陳
情

第
1
8
7

号
海
洋
深
層
水
設
備
新
設
に
関
す
る

陳
情

1
8

陳
情

第
1
8
8

号
美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳
情

1
9

陳
情

第
2
0
0

号
尚
学
学
園
の
運
営
状
況
及
び
現
役

生
へ
の
影
響
に
関
す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
2
1
2

号
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
関
す
る
陳
情

2
1

陳
情

第
2
1
3

号
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
と
産
業
廃
棄
物

税
の
特
別
徴
収
義
務
者
へ
の
報
奨
金
に

関
す
る
陳
情

2
2

広
報
、
危
機
管
理
及
び
消
防
防
災
に
つ
い

て
（
所
管
事
務
調
査
）

2
3

不
発
弾
等
対
策
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

2
4

予
算
及
び
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

2
5

県
税
及
び
公
有
財
産
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

2
6

市
町
村
行
財
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
7

県
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

2
8

学
事
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

2
9

県
庁
舎
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
0

総
合
開
発
及
び
地
域
振
興
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)
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3
1

交
通
運
輸
及
び
通
信
に
つ
い
て
 
(所

管
事

務
調
査
)

3
2

土
地
利
用
対
策
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

3
3

警
察
行
政
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

3
4

自
衛
隊
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

1
請

願
第

４
号

首
里
城
火
災
の
罹
災
補
償
に
関
す

る
請
願

2
陳

情
第

2
9

号
首
里
城
の
早
期
再
建
と
ヤ
ン
バ
ル

木
材
の
使
用
と
調
達
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

3
8

号
の

５
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

4
4

号
の

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
強
化
に
関
す
る
陳
情

5
陳

情
第

4
9

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
よ

る
緊
急
経
済
対
策
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

5
2

号
安
藤
提
言
を
早
急
に
実
行
す
る
よ

う
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

7
陳

情
第

5
3

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け

る
沖
縄
県
産
農
畜
産
物
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

5
4

号
の

２
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

9
陳

情
第

5
6

号
の

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
5
7

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
県
内
酪
農
家
等
へ
の
経
済
的
補

塡
に
関
す
る
陳
情

1
1

陳
情

第
8
2

号
宿
泊
税
（
観
光
目
的
税
）
の
導
入

を
断
念
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

1
2

陳
情

第
9
9

号
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
豚
熱
対

応
に
関
す
る
陳
情

1
3

陳
情

第
1
0
7

号
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
計
画
に
関
す
る
陳
情

1
4

陳
情

第
1
1
0

号
沖
縄
文
化
観
光
撮
影
支
援
事
業
に

関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
1
1
5

号
沖
縄
県
独
自
の
生
物
多
様
性
種
子

条
例
（
仮
称
）
の
制
定
に
関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
1
1
6

号
沖
縄
県
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る

陳
情

1
7

陳
情

第
1
2
1

号
「
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
」
の
設
置
に
関
す
る
陳
情

1
8

陳
情

第
1
3
4

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
周
知
等
に
関
す
る
陳
情

経
済
労
働
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

1
9

陳
情

第
1
4
6

号
石
垣
市
に
お
け
る
国
営
土
地
改
良

事
業
及
び
国
営
関
連
事
業
の
推
進
に
関

す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
1
4
7

号
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
立
ち
枯
れ
対

策
に
関
す
る
陳
情

2
1

陳
情

第
1
5
4

号
の

２
や
ん
ば
る
観
光
推
進
協
議
会
の
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
陳
情

2
2

陳
情

第
1
5
5

号
沖
縄
県
の
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
対
策

に
よ
る
離
島
地
域
救
済
措
置
に
関
す
る

陳
情

2
3

陳
情

第
1
6
8

号
水
泳
競
技
用
室
内
公
認
5
0メ

ー
ト

ル
プ
ー
ル
及
び
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の

新
設
に
関
す
る
陳
情

2
4

陳
情

第
1
7
9

号
忘
年
会
・
新
年
会
・
会
議
等
の
ホ

テ
ル
利
用
促
進
に
関
す
る
陳
情

2
5

陳
情

第
1
8
5

号
沖
縄
本
島
地
区
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業

振
興
に
関
す
る
陳
情

2
6

陳
情

第
1
8
8

号
の

２
美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳
情

2
7

陳
情

第
1
8
9

号
Ｊ
１
規
格
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

整
備
事
業
の
早
期
推
進
に
関
す
る
陳
情

2
8

陳
情

第
1
9
1

号
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
延
長
等
を
求
め
る
陳
情

2
9

陳
情

第
1
9
2

号
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
積
極
的
な
活
用
等
を
求
め
る
陳
情

3
0

陳
情

第
1
9
8

号
サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
・
政
策
確
立
に

関
す
る
陳
情

3
1

陳
情

第
1
9
9

号
県
発
注
工
事
に
お
け
る
県
内
木
工

事
業
者
へ
の
優
先
発
注
に
関
す
る
陳
情

3
2

陳
情

第
2
0
6

号
沖
縄
本
島
及
び
そ
の
周
辺
離
島
へ

の
旅
客
者
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
抗
原
検
査
の
渡
航
前
実
施
に

関
す
る
陳
情

3
3

陳
情

第
2
1
1

号
沖
縄
県
内
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に
対

す
る
助
成
措
置
に
関
す
る
陳
情

3
4

陳
情

第
2
1
6

号
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
需
要
回

復
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
陳
情

3
5

陳
情

第
2
1
7

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収

束
後
へ
向
け
て
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
予
算
に
関
す
る
陳
情

3
6

陳
情

第
2
2
0

号
那
覇
空
港
南
側
船
揚
場
整
備
事
業

に
関
す
る
陳
情

3
7

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

3
8

商
・
鉱
・
工
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

3
9

労
働
問
題
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

4
0

観
光
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

4
1

県
民
文
化
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

4
2

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)
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4
3

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

1
陳

情
第

2
4

号
県
立
八
重
山
病
院
内
保
育
所
の
設

置
等
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

3
8

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
経
済
危
機
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

4
1

号
本
土
と
沖
縄
の
医
療
格
差
の
是
正

に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

5
4

号
の

３
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

5
陳

情
第

5
6

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

5
6

号
の

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
と
市
民
生
活
、
経
済
へ
の
対
策

の
強
化
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

6
3

号
母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医
療
費
助

成
の
給
付
方
法
並
び
に
寡
婦
の
医
療
費

助
成
制
度
の
実
施
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

6
4

号
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
が
受

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
関
す
る
陳
情

9
陳

情
第

6
5

号
県
立
病
院
の
経
営
形
態
を
維
持
し

た
北
部
基
幹
病
院
の
設
置
等
を
求
め
る

陳
情

1
0

陳
情

第
6
6

号
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
陳
情

1
1

陳
情

第
7
2

号
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被

害
へ
の
支
援
拡
充
に
関
す
る
陳
情

1
2

陳
情

第
7
5

号
学
校
で
の
「
医
療
行
為
」
等
に
反

対
す
る
陳
情

1
3

陳
情

第
7
6

号
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

取
組
を
求
め
る
陳
情

1
4

陳
情

第
7
7

号
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
関

す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
7
8

号
「
教
職
員
人
事
評
価
制
度
」
の
検

証
及
び
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

1
6

陳
情

第
8
0

号
真
の
学
力
「
生
き
る
力
」
を
育
む

教
育
推
進
に
関
す
る
陳
情

1
7

陳
情

第
8
3

号
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
中
止
を

求
め
る
陳
情

1
8

陳
情

第
9
0

号
「
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
検

証
及
び
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

1
9

陳
情

第
9
4

号
若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
支
援

を
求
め
る
陳
情

2
0

陳
情

第
1
0
0

号
公
共
事
業
受
託
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
事

業
報
告
書
未
提
出
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す

る
陳
情

2
1

陳
情

第
1
0
3

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
業
務
に
係
る
養
護
教
諭
の
加
配
を
求

め
る
陳
情

文
教
厚
生
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

2
2

陳
情

第
1
0
9

号
観
光
需
要
回
復
の
た
め
の
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
規
制
条
例
制
定
に
関
す
る
陳

情

2
3

陳
情

第
1
1
7

号
の

２
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
追
加
予
算
措
置
を
求
め
る
陳

情

2
4

陳
情

第
1
2
0

号
公
立
学
校
栄
養
教
諭
候
補
者
選
考

試
験
実
施
等
に
関
す
る
陳
情

2
5

陳
情

第
1
2
2

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
に
伴

う
差
別
・
偏
見
の
防
止
、
救
済
を
求
め

る
陳
情

2
6

陳
情

第
1
2
9

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
定
期
予
防
接
種
並
び
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
関
す
る

陳
情

2
7

陳
情

第
1
3
6

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の
対
応
に
関

す
る
陳
情

2
8

陳
情

第
1
4
1

号
不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
に

関
す
る
陳
情

2
9

陳
情

第
1
4
9

号
児
童
虐
待
防
止
策
の
刷
新
に
関
す

る
陳
情

3
0

陳
情

第
1
6
0

号
認
可
外
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る

園
児
の
転
園
等
に
関
す
る
陳
情

3
1

陳
情

第
1
6
3

号
沖
縄
県
立
看
護
大
学
・
大
学
院
に

お
け
る
教
授
選
考
に
関
す
る
人
事
及
び

大
学
院
規
則
に
沿
わ
な
い
大
学
院

生
へ
の
研
究
指
導
に
関
す
る
陳
情

3
2

陳
情

第
1
6
4

号
医
療
・
介
護
崩
壊
か
ら
国
民
の
命

を
守
る
た
め
緊
急
財
政
支
援
を
求
め
る

陳
情

3
3

陳
情

第
1
6
9

号
結
核
病
棟
の
運
営
費
補
助
金
に
関

す
る
陳
情

3
4

陳
情

第
1
7
0

号
県
立
高
等
学
校
「
学
び
の
教
室
（

仮
称
）
」
に
関
す
る
陳
情

3
5

陳
情

第
1
7
3

号
差
別
禁
止
条
例
制
定
ほ
か
人
種
差

別
撤
廃
条
約
が
県
に
義
務
づ
け
る
積
極

的
反
差
別
措
置
の
実
施
に
関
す
る

陳
情

3
6

陳
情

第
1
7
6

号
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

」
を
導
入
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情

3
7

陳
情

第
1
7
8

号
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

」
を
導
入
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情

3
8

陳
情

第
1
8
1

号
「
国
際
性
に
富
む
人
材
育
成
留
学

事
業
」
の
継
続
・
再
開
に
関
す
る
陳
情

3
9

陳
情

第
1
8
3

号
第
32
軍
司
令
部
壕
の
保
存
・
公
開

の
実
現
を
求
め
る
陳
情

4
0

陳
情

第
1
8
8

号
の

３
美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳
情

4
1

陳
情

第
1
9
5

号
県
内
国
公
立
大
学
へ
の
薬
学
部
（

科
）
創
設
及
び
薬
剤
師
確
保
に
関
す
る

陳
情

4
2

陳
情

第
1
9
6

号
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
条
例
の
早

期
制
定
を
求
め
る
陳
情

4
3

陳
情

第
2
0
1

号
公
立
学
校
教
員
候
補
者
選
考
試
験

に
係
る
救
済
措
置
を
求
め
る
陳
情

4
4

陳
情

第
2
1
4

号
福
祉
事
務
所
査
察
指
導
員
の
配
置

に
関
す
る
陳
情

4
5

陳
情

第
2
1
5

号
沖
縄
県
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
関
す
る
陳
情

4
6

陳
情

第
2
1
8

号
県
教
委
、
教
員
の
対
応
に
関
す
る

陳
情
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4
7

陳
情

第
2
2
2

号
病
弱
生
徒
の
学
び
の
保
障
に
関
す

る
陳
情

4
8

陳
情

第
2
2
3

号
那
覇
市
立
夜
間
中
学
校
（
学
級
）

の
設
置
を
求
め
る
陳
情

4
9

青
少
年
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

5
0

社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

5
1

県
民
生
活
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

5
2

交
通
安
全
問
題
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調

査
）

5
3

平
和
及
び
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
（
所

管
事
務
調
査
）

5
4

保
健
衛
生
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

5
5

医
療
に
つ
い
て
（
所
管
事
務
調
査
）

5
6

教
育
及
び
学
術
文
化
に
つ
い
て
（
所
管
事

務
調
査
）

1
陳

情
第

2
3

号
新
石
垣
空
港
駐
車
場
に
お
け
る
無

料
時
間
の
設
定
に
関
す
る
陳
情

2
陳

情
第

2
9

号
の

２
首
里
城
の
早
期
再
建
と
ヤ
ン
バ
ル

木
材
の
使
用
と
調
達
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

3
5

号
道
路
整
備
事
業
に
必
要
な
予
算
確

保
に
関
す
る
陳
情

4
陳

情
第

5
4

号
の

４
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

5
陳

情
第

6
0

号
国
・
県
発
注
予
定
公
共
事
業
の
当

初
計
画
ど
お
り
の
発
注
並
び
に
前
倒
し

発
注
に
関
す
る
陳
情

6
陳

情
第

6
8

号
県
の
建
設
業
許
可
業
者
及
び
県
指

定
の
建
築
確
認
検
査
機
関
の
業
務
改
善

と
指
導
を
求
め
る
陳
情

7
陳

情
第

6
9

号
沖
縄
県
に
お
い
て
気
候
非
常
事
態

宣
言
を
行
う
こ
と
等
に
関
す
る
陳
情

8
陳

情
第

7
4

号
沖
縄
県
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き

竹
富
島
住
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

9
陳

情
第

8
1

号
浦
添
市
、
中
城
村
及
び
北
中
城
村

に
よ
る
「
ご
み
処
理
の
広
域
化
」
に
対

す
る
沖
縄
県
の
不
適
正
な
事
務
処

理
の
適
正
化
に
関
す
る
陳
情

1
0

陳
情

第
8
5

号
県
道
7
7号

線
と
県
道
8
6号

線
が
交

差
す
る
仲
間
交
差
点
の
改
良
を
求
め
る

陳
情

1
1

陳
情

第
8
6

号
県
道
1
7号

線
、
湧
稲
国
地
区
に
お

け
る
狭
隘
箇
所
の
早
期
改
善
を
求
め
る

陳
情

土
木
環
境
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

1
2

陳
情

第
8
7

号
南
部
東
道
路
の
早
期
完
成
を
求
め

る
陳
情

1
3

陳
情

第
8
8

号
中
城
湾
港
佐
敷
地
区
沿
岸
部
の
住

環
境
悪
化
へ
の
対
応
を
求
め
る
陳
情

1
4

陳
情

第
9
1

号
二
級
河
川
報
得
川
、
普
通
河
川
饒

波
川
の
定
期
し
ゅ
ん
せ
つ
と
早
期
整
備

に
関
す
る
陳
情

1
5

陳
情

第
9
2

号
八
重
瀬
町
施
行
に
よ
る
「
那
覇
広

域
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画
整
理
事

業
」
に
関
す
る
陳
情

1
6

陳
情

第
9
7

号
首
里
城
再
建
の
た
め
台
湾
産
ヒ
ノ

キ
材
の
輸
出
許
可
を
求
め
る
陳
情

1
7

陳
情

第
1
0
1

号
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ア
ー
ル
博
士
を
招

へ
い
し
、
大
浦
湾
の
潜
水
視
察
と
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
求
め
る

陳
情

1
8

陳
情

第
1
0
5

号
「
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
お
け
る

埋
立
用
材
に
係
る
外
来
生
物
の
侵
入
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
強
化
を
求

め
る
陳
情

1
9

陳
情

第
1
0
7

号
の

２
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
計
画
に
関
す
る
陳
情

2
0

陳
情

第
1
0
8

号
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
切
断
汚
濁
水
（
汚

泥
）
及
び
粉
体
（
粉
じ
ん
）
の
適
正
処

理
に
関
す
る
陳
情

2
1

陳
情

第
1
1
4

号
沖
縄
県
内
で
の
海
砂
採
取
の
規
制

を
求
め
る
陳
情

2
2

陳
情

第
1
1
9

号
浦
添
西
海
岸
開
発
計
画
の
早
期
実

現
に
関
す
る
陳
情

2
3

陳
情

第
1
2
4

号
の

２
宮
古
島
保
良
地
区
ミ
サ
イ
ル
・
弾

薬
庫
建
設
に
係
る
環
境
調
査
、
住
民
説

明
を
求
め
る
陳
情

2
4

陳
情

第
1
3
8

号
県
営
幸
地
高
層
住
宅
の
治
安
に
関

す
る
陳
情

2
5

陳
情

第
1
3
9

号
県
道
3
8号

線
（
屋
富
祖
大
通
り
）

の
都
市
計
画
街
路
の
早
期
決
定
及
び
早

期
整
備
に
関
す
る
陳
情

2
6

陳
情

第
1
4
2

号
の

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
磁
気
探
査
関
連
の
緩
和
措
置
を
求

め
る
陳
情

2
7

陳
情

第
1
4
3

号
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
要

件
に
関
す
る
陳
情

2
8

陳
情

第
1
4
4

号
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
建
物
及
び

設
備
等
の
不
具
合
改
善
に
関
す
る
陳
情

2
9

陳
情

第
1
5
0

号
沖
縄
県
議
会
（
土
木
環
境
委
員
会

）
に
お
け
る
沖
縄
県
の
事
実
と
異
な
る

不
適
正
な
方
針
説
明
及
び
答
弁
の

適
正
化
に
関
す
る
陳
情

3
0

陳
情

第
1
5
1

号
首
里
城
再
建
に
際
し
大
龍
柱
を
正

面
向
き
に
変
更
す
る
こ
と
等
を
求
め
る

陳
情

3
1

陳
情

第
1
5
6

号
建
築
設
計
等
業
務
委
託
の
最
低
制

限
価
格
引
上
げ
に
関
す
る
陳
情

3
2

陳
情

第
1
5
7

号
泡
瀬
地
区
に
鳥
獣
保
護
区
及
び
特

別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
沖
縄
県
計
画

案
に
反
対
す
る
陳
情
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3
3

陳
情

第
1
5
8

号
南
風
原
中
央
線
街
路
事
業
に
伴
う

南
風
原
小
学
校
前
交
差
点
の
中
央
分
離

帯
の
開
口
に
関
す
る
陳
情

3
4

陳
情

第
1
5
9

号
泡
瀬
鳥
獣
保
護
区
及
び
泡
瀬
特
別

保
護
地
区
に
指
定
す
る
計
画
（
県
案
）

に
反
対
す
る
陳
情

3
5

陳
情

第
1
6
1

号
沖
縄
市
北
部
産
廃
処
分
場
に
関
す

る
陳
情

3
6

陳
情

第
1
6
2

号
土
木
設
計
等
業
務
委
託
の
最
低
制

限
価
格
の
引
上
げ
に
係
る
陳
情

3
7

陳
情

第
1
6
5

号
泡
瀬
干
潟
の
鳥
獣
保
護
区
（
特
別

保
護
地
区
）
の
20
20
年
度
内
の
指
定
を

求
め
る
陳
情

3
8

陳
情

第
1
6
6

号
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
申
請
書
（
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
）
の
登
録
を
受
け
て
い

る
業
種
欄
に
土
地
家
屋
調
査
士
業
を
追

加
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

3
9

陳
情

第
1
6
7

号
辺
野
古
新
基
地
建
設
事
業
の
た
め

に
沖
縄
県
内
全
域
か
ら
埋
立
土
砂
を
採

取
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
陳
情

4
0

陳
情

第
1
7
1

号
下
地
島
空
港
に
係
る
「
屋
良
覚
書

」
遵
守
と
軍
事
利
用
を
認
め
な
い
こ
と

を
求
め
る
陳
情

4
1

陳
情

第
1
7
4

号
特
定
外
来
生
物
以
外
の
侵
略
的
外

来
生
物
持
込
み
に
関
す
る
規
制
の
導
入

を
求
め
る
陳
情

4
2

陳
情

第
1
7
5

号
下
地
島
空
港
の
軍
事
利
用
を
許
さ

ず
、
「
屋
良
覚
書
」
遵
守
と
平
和
利
用

を
求
め
る
陳
情

4
3

陳
情

第
1
7
7

号
仲
間
交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
関
す

る
陳
情

4
4

陳
情

第
1
8
0

号
首
里
城
再
建
に
際
し
大
龍
柱
の
向

き
を
左
右
向
か
い
合
わ
せ
に
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

4
5

陳
情

第
1
8
2

号
沖
縄
県
中
城
村
・
北
中
城
村
エ
リ

ア
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
廃
棄
物
処

理
法
の
規
定
に
適
合
し
な
い
「
米

軍
ご
み
」
の
不
適
正
な
処
理
の
適
正
化

に
関
す
る
陳
情

4
6

陳
情

第
1
8
8

号
の

４
美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳
情

4
7

陳
情

第
1
9
3

号
飲
み
水
の
安
全
を
調
べ
市
民
の
健

康
を
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

4
8

陳
情

第
1
9
4

号
闘
鶏
禁
止
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
を
求
め
る
陳
情

4
9

陳
情

第
1
9
7

号
宮
古
空
港
駐
車
場
の
利
用
に
関
す

る
陳
情

5
0

陳
情

第
1
9
9

号
の

２
県
発
注
工
事
に
お
け
る
県
内
木
工

事
業
者
へ
の
優
先
発
注
に
関
す
る
陳
情

5
1

陳
情

第
2
0
2

号
闘
鶏
を
禁
止
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
陳
情

5
2

陳
情

第
2
0
3

号
磁
気
探
査
業
務
に
携
わ
る
管
理
技

術
者
に
関
す
る
陳
情

5
3

陳
情

第
2
0
4

号
下
地
島
空
港
利
用
に
伴
う
一
般
駐

車
場
拡
張
整
備
の
早
期
実
現
に
関
す
る

陳
情

5
4

陳
情

第
2
0
7

号
飲
食
店
で
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
の
廃
止
及
び
代
替
品
へ
の
補

助
金
に
関
す
る
陳
情

5
5

陳
情

第
2
1
9

号
公
営
住
宅
の
入
居
に
保
証
人
を
不

要
と
す
る
条
例
改
正
等
を
求
め
る
陳
情

5
6

陳
情

第
2
2
1

号
「
首
里
城
火
災
の
出
火
・
延
焼
拡

大
・
文
化
財
焼
失
原
因
の
要
因
と
管
理

体
制
」
に
関
し
て
県
議
会
及
び
第

三
者
委
員
会
で
の
調
査
・
検
証
を
促

し
、
定
期
的
に
経
過
報
告
を
求
め

る
陳
情

5
7

道
路
、
橋
梁
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

5
8

港
湾
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

5
9

空
港
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

6
0

河
川
、
海
岸
及
び
砂
防
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
 (
所
管
事
務
調
査
)

6
1

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

6
2

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調

査
)

6
3

住
宅
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務

調
査
)

6
4

建
築
関
係
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

6
5

公
害
防
止
及
び
環
境
保
全
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査
)

6
6

緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
 
(所

管
事
務
調
査

)

1
陳

情
第

1
1
1

号
緑
ヶ
丘
保
育
園
上
空
の
米
軍
ヘ
リ

の
飛
行
禁
止
を
求
め
る
陳
情

2
陳

情
第

1
3
1

号
在
沖
米
軍
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
求
め
る
陳

情

3
陳

情
第

1
3
2

号
在
沖
米
軍
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
徹

底
を
求
め
る
陳
情

4
陳

情
第

1
7
2

号
全
国
自
治
体
議
会
に
対
し
、
普
天

間
基
地
の
運
用
停
止
及
び
辺
野
古
新
基

地
建
設
工
事
の
中
止
等
に
つ
い
て

国
民
的
議
論
を
深
め
、
憲
法
の
趣
旨
等

に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

5
陳

情
第

2
0
8

号
Ｃ
Ｖ
2
2オ

ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
関

す
る
陳
情

6
陳

情
第

2
0
9

号
嘉
手
納
基
地
に
お
け
る
米
軍
機
の

騒
音
激
化
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

2
1
0

号
東
村
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
の
使
用
中

止
等
を
求
め
る
陳
情

8米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

軍
使
用
土
地
、
基
地
公
害
、
演
習
等
米
軍

基
地
関
係
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立
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1
陳

情
第

5
4

号
の

５
令
和
２
年
度
「
離
島
・
過
疎
地
域

振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
」
に
関
す
る

陳
情

2
陳

情
第

1
1
3

号
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
陳
情

3
陳

情
第

1
5
2

号
沖
縄
県
産
酒
類
に
対
す
る
酒
税
の

軽
減
措
置
の
期
限
延
長
を
求
め
る
陳
情

4
陳

情
第

1
5
3

号
の

２
令
和
３
年
度
沖
縄
振
興
予
算
の
拡

大
確
保
並
び
に
沖
縄
鉄
軌
道
の
早
期
実

現
を
求
め
る
陳
情

5
陳

情
第

1
8
4

号
離
島
路
線
バ
ス
へ
の
非
接
触
型
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
の
導
入
に
関
す
る

陳
情

6
陳

情
第

1
8
8

号
の

５
美
ぎ
島
美
し
ゃ
（
宮
古
・
八
重
山

）
圏
域
の
振
興
発
展
に
関
す
る
陳
情

7
陳

情
第

2
0
5

号
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
網
の
拡
充
整
備

に
関
す
る
陳
情

8 1
陳

情
第

7
9

号
子
供
の
教
育
環
境
の
充
実
を
求
め

る
陳
情

2
子
ど
も
の
貧
困
問
題
及
び
教
育
無
償
化
並

び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の

樹
立

新
沖
縄
振
興
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧

県
経
済
の
振
興
発
展
及
び
鉄
軌
道
を
含
む

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
拡
充
並
び
に
こ
れ
ら

に
関
連
す

る
諸
問
題
の
調
査
及
び
対
策
の
樹
立

子
ど
も
の
未
来
応
援
特
別
委
員
会
閉
会
中
継
続
審
査
・
調
査
事
件
一
覧
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米海軍ＭＨ60ヘリコプター墜落事故に関する意見書

去る１月25日午後４時24分ごろ、米海軍第７艦隊の旗艦ブルーリッジ所属の

ＭＨ60多用途ヘリコプターが沖縄本島東沖の公海上に墜落する事故が発生し

た。

このような事故は、人命、財産にかかわる重大な事故につながりかねず、日

常的に米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている県民に大きな不安を

与えるものであり、極めて遺憾である。

直近の５年間においては、うるま市沖でのＨ60ヘリによる米軍艦船への着艦

失敗事故、本島東沖でのＡＶ８ハリアー攻撃機墜落事故、名護市安部海岸への

ＭＶ22オスプレイの墜落事故、本島南方海上へのＦ15戦闘攻撃機墜落事故及び

南北大東島南西沖でのＦＡ18戦闘攻撃機墜落事故など頻繁に事故を繰り返して

おり、米軍の安全管理体制に県民の不安や不信感は増幅するばかりである。

また、29日には伊江島補助飛行場においても、パラシュート降下訓練中に投

下された物資が、提供区域外の民間地の畑に落下する事故が発生している。

本県議会は、これまで米軍による事故等に対しては、その都度、米軍や関係

機関に対し事故原因の究明や再発防止策等を徹底するよう強く要請してきたと

ころである。それにもかかわらず、このような事故が立て続けに発生したこと

は、まことに遺憾であり、断じて容認できるものではない。

本県には陸上以外にも20の訓練空域と27の訓練水域が存在しており、当該区

域においては、沖縄の米軍基地に所属していない軍用機も訓練しており、幾度

となく墜落事故が発生するなど、県民は陸でも海でも危険にさらされている。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、今回の事故に対し

厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記

１ 事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。

２ 安全対策及び再発防止策が講じられるまでの間、県内における同型機の飛

行訓練を中止すること。

３ 訓練空域・水域のあり方について、根本的な見直しを図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年２月13日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣

防 衛 大 臣
宛て

沖縄及び北方対策担当大臣
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米海軍ＭＨ60ヘリコプター墜落事故に関する抗議決議

去る１月25日午後４時24分ごろ、米海軍第７艦隊の旗艦ブルーリッジ所属の

ＭＨ60多用途ヘリコプターが沖縄本島東沖の公海上に墜落する事故が発生し

た。

このような事故は、人命、財産にかかわる重大な事故につながりかねず、日

常的に米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている県民に大きな不安を

与えるものであり、極めて遺憾である。

直近の５年間においては、うるま市沖でのＨ60ヘリによる米軍艦船への着艦

失敗事故、本島東沖でのＡＶ８ハリアー攻撃機墜落事故、名護市安部海岸への

ＭＶ22オスプレイの墜落事故、本島南方海上へのＦ15戦闘攻撃機墜落事故及び

南北大東島南西沖でのＦＡ18戦闘攻撃機墜落事故など頻繁に事故を繰り返して

おり、米軍の安全管理体制に県民の不安や不信感は増幅するばかりである。

また、29日には伊江島補助飛行場においても、パラシュート降下訓練中に投

下された物資が、提供区域外の民間地の畑に落下する事故が発生している。

本県議会は、これまで米軍による事故等に対しては、その都度、米軍や関係

機関に対し事故原因の究明や再発防止策等を徹底するよう強く要請してきたと

ころである。それにもかかわらず、このような事故が立て続けに発生したこと

は、まことに遺憾であり、断じて容認できるものではない。

本県には陸上以外にも20の訓練空域と27の訓練水域が存在しており、当該区

域においては、沖縄の米軍基地に所属していない軍用機も訓練しており、幾度

となく墜落事故が発生するなど、県民は陸でも海でも危険にさらされている。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、今回の事故に対し

厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

１ 事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。

２ 安全対策及び再発防止策が講じられるまでの間、県内における同型機の飛

行訓練を中止すること。

３ 訓練空域・水域のあり方について、根本的な見直しを図ること。

上記のとおり決議する。

令和２年２月13日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在日米軍司令官 宛て

在沖米国総領事
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北部基幹病院の早期整備に関する決議

沖縄県は、北部圏域の医療体制について、平成16年の県立病院の今後のあり

方検討委員会において、医師不足等が懸念される中、最も効率的な医療提供体

制は、北部地区医師会病院と県立北部病院を一体化し、県及び12市町村による

一部事務組合が運営するものとしている。

現在、北部医療圏の最大の問題は、慢性的な医師不足による診療制限、診療

休止等による患者の圏外流出である。その医師不足を解決するためには、充実

した指導体制、豊富な症例数など、医師のキャリア形成の場としての機能及び

魅力のある病院を整備する必要がある。そして何よりも北部医療圏10万県民に

対する医療提供の格差を是正しなければならない。

そのためには、県立北部病院と北部地区医師会病院、２つの急性期病院を統

合して、最も効率的な基幹病院の整備を進めることが求められている。

そのような中、北部12市町村が音頭をとり北部基幹病院の早期整備を求める

11万2277筆の署名を集め北部地域住民大会を開催し、沖縄県知事に要請した。

知事からも北部基幹病院を整備する方針が示された。

その後、知事の命を受け沖縄県保健医療部は、北部市町村会、北部地区医師

会及び県立北部病院の４者で協議会を設置し、具体的な課題整理に取り組み整

備に向けての基本的枠組みに関する基本合意書案が作成された。

北部基幹病院の整備は一刻の猶予も許されないとし、去る２月４日、北部12

市町村長会及び北部市町村議会議長会の連名により、沖縄県知事及び沖縄県議

会議長に対し、基本合意書を早急に締結し、具体的な協議を進めるよう要請し

た経緯がある。

ついては、沖縄県議会は、北部圏域の医療体制の整備は、一刻の猶予も許さ

れない状況にあるとの認識に立ち、北部地域住民の健康と命を守る立場から北

部基幹病院の早期整備に向け、下記事項について早急に取り組むよう求める。

記

１ 北部基幹病院の基本的枠組みに関する基本合意を早急に締結すること。

２ 基本構想・計画を策定し、建設に向けて具体的な取り組みを行うこと。

上記のとおり決議する。

令和２年３月27日

沖 縄 県 議 会

沖縄県知事 玉城 康裕 宛て
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首里城の早期復元と総合的な復興の推進を求める意見書

令和元年10月31日未明の火災による首里城正殿を含む主要な建物８棟の焼損

は、沖縄県民を初め多くの人々に大きな衝撃を与え、今なおその悲しみは拭え

ず喪失感は埋まることはない。

焼損した首里城は、1992年、戦災によって失われた貴重な歴史的文化遺産と

して復元され、琉球王国の歴史と文化の象徴、戦災復興のシンボルとしてよみ

がえり、沖縄のアイデンティティーの形成、伝統文化や芸能の保存継承、万国

津梁の平和交流と世界・アジアとの交易などを推進していくかなめとして、県

民のよりどころとなっており、2000年には史跡首里城跡がユネスコの世界遺産

に登録されている。

首里城などの歴史的文化遺産の果たす役割は、近年さらに深化し、今日では、

観光客を初め多くの人々を引きつけ、新たなにぎわいを興す重要な資産となっ

ている。今や、文化そのものが、大きな原動力として、地域ひいては沖縄県全

体の経済を興し、未来を開くと言っても過言ではない。

沖縄県は、間もなく本土復帰50周年の節目の年を迎え、沖縄21世紀ビジョン

に掲げる、優しさと潤いのある沖縄らしい地域社会、県民の自信と誇りを支え

る強くしなやかな地域経済を築き上げていくためにも、今こそ、これらの新た

な視点に立脚し、未来を展望しなければならない。

そのため、首里城の復元に当たっては、県民の声に耳を傾けながら、単なる

復元にとどまらない網羅的な基本計画等を策定し、総合的かつ一体的な復興を

図る必要があり、これを推進していくためには、国、沖縄県、那覇市等で幅広

く議論し認識を共有するとともに、より一層の協力体制を構築することが重要

である。

よって、本県議会は、世界に誇る文化遺産である首里城の早期復元と周辺環

境の整備等も含めた総合的な復興を推進するよう、下記事項の実現を強く要請

する。

記

１ 首里城の早期復元に当たっては、徹底した火災原因の検証や防止策の検討

を踏まえた防火・防災体制を確立すること。

２ 県民の要望も踏まえつつ、沖縄県や那覇市等の関係機関と連携し、沖縄県

が検討している復興に係る基本計画等の策定や内容の実現に協力すること。

３ 各種の地域経済対策や、御茶屋御殿（ウチャヤウドゥン）等の関連文化遺

産など周辺環境の整備も含め、総合的かつ一体的な復興を着実に推進するこ

と。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年３月27日

沖 縄 県 議 会

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内 閣 総 理 大 臣

文 部 科 学 大 臣

国 土 交 通 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

内 閣 官 房 長 官

宛て
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米軍ＦＡ18戦闘攻撃機部品落下事故に関する意見書

去る２月12日、米海兵隊岩国基地配備のＦＡ18戦闘攻撃機が訓練中に嘉手納

基地付近の海上に給油口パネルを落下させる事故が発生した。また、同日に部

品の落下を確認していたにもかかわらず、米軍が県などの関係自治体に通報し

たのが翌日だったことも判明した。

昨年から、米軍機からのトルク管落下事故やパラシュート降下訓練中に投下

された物資の民間地への落下事故、迫撃砲照明弾の民間地への落下事故などが

短期間に相次いで発生する異常事態が続いている。

これらの事故で被害は確認されていないものの、これほど頻繁に空から物が

落ちてくる危険な状況は、米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている

県民に大きな不安を与えるものであり、被害がなかったからということで許さ

れるものではない。

本県議会は、これまで米軍による事故等に対しては、その都度、米軍や関係

機関に対し事故原因の究明や再発防止策等を徹底するよう強く要請してきたと

ころであるにもかかわらず、このような事故が立て続けに発生したことは、ま

ことに遺憾であり、断じて容認できるものではない。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、今回の事故に対し

厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記

１ 事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。

２ 安全対策及び再発防止策が講じられるまでの間、県内における同型機の訓

練・演習及び飛行を中止すること。

３ 航空機の整備・点検体制を徹底的に見直して事故の未然防止に努めるこ

と。

４ 航空機の航行の安全等を定めた航空法を適用できるよう「日米地位協定の

実施に伴う航空法の特例に関する法律」を廃止し、日米地位協定を抜本的に

改定すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年３月６日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣

防 衛 大 臣
宛て

沖縄及び北方対策担当大臣
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米軍ＦＡ18戦闘攻撃機部品落下事故に関する抗議決議

去る２月12日、米海兵隊岩国基地配備のＦＡ18戦闘攻撃機が訓練中に嘉手納

基地付近の海上に給油口パネルを落下させる事故が発生した。また、同日に部

品の落下を確認していたにもかかわらず、米軍が県などの関係自治体に通報し

たのが翌日だったことも判明した。

昨年から、米軍機からのトルク管落下事故やパラシュート降下訓練中に投下

された物資の民間地への落下事故、迫撃砲照明弾の民間地への落下事故などが

短期間に相次いで発生する異常事態が続いている。

これらの事故で被害は確認されていないものの、これほど頻繁に空から物が

落ちてくる危険な状況は、米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている

県民に大きな不安を与えるものであり、被害がなかったからということで許さ

れるものではない。

本県議会は、これまで米軍による事故等に対しては、その都度、米軍や関係

機関に対し事故原因の究明や再発防止策等を徹底するよう強く要請してきたと

ころであるにもかかわらず、このような事故が立て続けに発生したことは、ま

ことに遺憾であり、断じて容認できるものではない。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、今回の事故に対し

厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

１ 事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。

２ 安全対策及び再発防止策が講じられるまでの間、県内における同型機の訓

練・演習及び飛行を中止すること。

３ 航空機の整備・点検体制を徹底的に見直して事故の未然防止に努めるこ

と。

４ 航空機の航行の安全等を定めた航空法を適用できるよう「日米地位協定の

実施に伴う航空法の特例に関する法律」を廃止し、日米地位協定を抜本的に

改定すること。

上記のとおり決議する。

令和２年３月６日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在日米軍司令官 宛て

在沖米国総領事
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米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターからの構造物落下に関する意見書

去る２月25日午後１時10分ごろ、普天間飛行場所属の米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送

ヘリコプターが、トリイ通信施設から射撃訓練場に鉄製の構造物を輸送中、ト

リイ通信施設の西側1.3キロメートルの海上に落下させる事故が発生した。

米海兵隊は、落下前に周辺海域に船舶や民間人がいないことを確認し海上の

安全を確保したと説明しているが、落下された海域には定置網漁などの漁場や

船舶の航路もあるため、地域住民はもとより県民に大きな不安を与えている。

さらに、米海兵隊は落下原因の検証結果が判明するまで構造物のつり下げ輸

送を停止すると発表したにもかかわらず、27日には同型のヘリコプターが重機

をつり下げて飛行していることが確認されている。

過去に読谷村では、米軍のパラシュート投下訓練でトレーラーが民間地に落

下し、小学校５年生の少女の命を奪った痛ましい事故や同型のヘリコプターが

ワイヤでつり下げていた廃車を都屋漁港の近くの沖合に落下させる事故も起き

ている。

つり下げ輸送や訓練は、一歩間違えば県民を巻き込む重大事故につながる極

めて危険な行為であることから、地元自治体等はトリイ通信施設や周辺での実

施を中止するよう強く求めているにもかかわらず、米軍は当該行為を繰り返し

ている。

このような米軍の振る舞いは、基地と隣り合わせの生活を余儀なくされてい

る地元住民に対する配慮を著しく欠いたものであり、日米両政府においては、

県民の過重な基地負担に真摯に向き合うとともに、軽減に向けた検討・協議を

誠実に行い、実効性のある措置を講ずるべきである。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活環境を守る立場から、米軍

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターからの構造物落下に対し厳重に抗議するととも

に、下記の事項が速やかに措置されるよう強く要請する。

記

１ 事故原因を究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。

２ ヘリコプターによる重量物のつり下げ輸送や訓練を行わないこと。

３ 航空機の航行の安全等を定めた航空法を適用できるよう「日米地位協定の

実施に伴う航空法の特例に関する法律」を廃止し、日米地位協定を抜本的に

改定すること。

４ トリイ通信施設内での戦闘用訓練を直ちに中止すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年３月６日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターからの構造物落下に関する抗議決議

去る２月25日午後１時10分ごろ、普天間飛行場所属の米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送

ヘリコプターが、トリイ通信施設から射撃訓練場に鉄製の構造物を輸送中、ト

リイ通信施設の西側1.3キロメートルの海上に落下させる事故が発生した。

米海兵隊は、落下前に周辺海域に船舶や民間人がいないことを確認し海上の

安全を確保したと説明しているが、落下された海域には定置網漁などの漁場や

船舶の航路もあるため、地域住民はもとより県民に大きな不安を与えている。

さらに、米海兵隊は落下原因の検証結果が判明するまで構造物のつり下げ輸

送を停止すると発表したにもかかわらず、27日には同型のヘリコプターが重機

をつり下げて飛行していることが確認されている。

過去に読谷村では、米軍のパラシュート投下訓練でトレーラーが民間地に落

下し、小学校５年生の少女の命を奪った痛ましい事故や同型のヘリコプターが

ワイヤでつり下げていた廃車を都屋漁港の近くの沖合に落下させる事故も起き

ている。

つり下げ輸送や訓練は、一歩間違えば県民を巻き込む重大事故につながる極

めて危険な行為であることから、地元自治体等はトリイ通信施設や周辺での実

施を中止するよう強く求めているにもかかわらず、米軍は当該行為を繰り返し

ている。

このような米軍の振る舞いは、基地と隣り合わせの生活を余儀なくされてい

る地元住民に対する配慮を著しく欠いたものであり、日米両政府においては、

県民の過重な基地負担に真摯に向き合うとともに、軽減に向けた検討・協議を

誠実に行い、実効性のある措置を講ずるべきである。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活環境を守る立場から、米軍

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターからの構造物落下に対し厳重に抗議するととも

に、下記の事項が速やかに措置されるよう強く要求する。

記

１ 事故原因を究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。

２ ヘリコプターによる重量物のつり下げ輸送や訓練を行わないこと。

３ 航空機の航行の安全等を定めた航空法を適用できるよう「日米地位協定の

実施に伴う航空法の特例に関する法律」を廃止し、日米地位協定を抜本的に

改定すること。

４ トリイ通信施設内での戦闘用訓練を直ちに中止すること。

上記のとおり決議する。

令和２年３月６日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官
宛て

在日米軍沖縄地域調整官

第 ３ 海 兵 遠 征 軍 司 令 官

在 沖 米 国 総 領 事
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普天間基地の運用停止、辺野古新基地建設工事の中止、在沖米軍基地の

負担軽減について国民的議論を深め、民主主義及び憲法に基づき公正に

解決することを求める意見書

2019年２月、沖縄県による「辺野古米軍基地建設のための埋立ての賛否を問
う県民投票」で、投票総数の７割以上が反対の意思を示した。今回、沖縄県民
が直接民主主義によって示した民意は決定的である。政府及び日本国民は、民
主主義及び憲法の手続にのっとり、沖縄県民の民意に沿った公正な解決を緊急
に行う必要がある。
普天間基地所属米海兵隊の沖縄駐留の理由は、軍事的理由や地政学的理由で

はなく「本土の理解が得られない」という政治的な理由によることは、これま
で複数の防衛大臣経験者や現職内閣総理大臣が言及しており、「0.6％の国土
に70％以上の米軍専用施設が集中する」という沖縄の現状に対する訴えの本質
は、面積の格差のみならず「自由の格差」という基本的人権、法のもとの平等
の理念からして看過することのできない重大な問題である。
今、普天間基地の代替施設として、名護市辺野古において普天間基地の機能

を超える新たな基地の建設を強行しているが、名護市辺野古に新基地を建設す
る国内の法的根拠としては、内閣による閣議決定があるのみである。普天間基
地の返還は、もとより沖縄県民の長きにわたる一致した願いであり、工事は直
ちに中止すべきである。
そして、安全保障の議論は日本全体の問題であり、沖縄の米軍基地の負担軽

減を国内に求めるか、国外に求めるのかは、国民的議論が必要であり、最終的
には国権の最高機関たる国会で国が最終的に責任を負う法整備の仕組みの中で
解決すべき問題である。
その中で普天間基地の代替施設が国内に必要だというのなら、民主主義及び

憲法第41条、第92条及び第95条の規定に基づき、一地域への一方的な押しつけ
とならないよう、公正で民主的な手続により決定することを求めるものである。
よって、本県議会は下記の事項について強く要請する。

記
１ 普天間基地の12年以上にわたる危険性放置は負担軽減に逆行するため、速
やかに運用停止するとともに、国民的議論なきまま閣議決定のみによって強
行されている辺野古新基地建設工事を直ちに中止すること。

２ 日本国内に米軍基地が必要か否か、普天間基地の代替施設が日本国内に必
要か否か当事者意識を持った国民的議論、そして最終的には国権の最高機関
たる国会で沖縄の米軍基地の負担軽減を国が最終的に責任を負う法整備の仕
組みの中で解決すること。

３ その中で普天間基地の代替施設が国内に必要だという結論になるのなら、
沖縄の米軍基地の偏在に鑑み、民主主義及び憲法の規定に基づき、一地域へ
の一方的な押しつけとならないよう、公正で民主的な手続により解決するこ
と。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和２年３月27日

沖 縄 県 議 会
衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
総 務 大 臣
外 務 大 臣 宛て
国 土 交 通 大 臣
防 衛 大 臣
内 閣 官 房 長 官
沖縄及び北方対策担当大臣
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普天間飛行場からの泡消火剤流出・飛散事故に関する声明

去る４月10日午後４時45分ごろ、普天間飛行場の格納庫で消火システムが作

動し、有機フッ素化合物のＰＦＯＳを含む泡消火剤が放出・飛散し、また、基

地から延びる側溝を通じ宇地泊川に大量に流出した。

流出した泡消火剤は風にあおられ、住宅地や隣接する保育園にも飛散し、付

近の園児約130人が保育室に緊急避難をするなど、県民に大きな不安と混乱を

生じさせた。

泡消火剤に含まれるＰＦＯＳは、発がん性などの健康リスクが指摘され、国

内では使用・製造が禁止されるなど、世界的にも使用制限や廃絶の動きにある。

米軍においては、2016年以降はＰＦＯＳを含まない製品に転換を進め、ＰＦＯ

Ｓを使用していないと説明していたにもかかわらず、昨年12月にも普天間飛行

場では、ＰＦＯＳを含む泡消火剤の漏出を起こしており、再び発生した流出事

故に対し県民の憤りや不信感は増幅するばかりである。

さらに、米軍が流出現場に訪れたのが流出の翌日だったことから、事故に対

する認識の低さや対応の遅さにも不満が高まっている。

これまで米軍基地に起因する事件・事故が発生するたびに、米軍及び関係機

関に対し原因究明や再発防止及び管理体制の徹底を強く要請してきたにもかか

わらず、このような事故が発生したことは誠に遺憾であり、断じて容認できる

ものではない。

よって、県民の生命・財産を守る立場から、今回の泡消火剤流出・飛散事故

に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く求

める。

記

１ 流出・飛散の原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかに

するとともに、米軍と日本政府の責任を明確にし、再発防止策を講じるこ

と。

２ 泡消火剤が流出・飛散した河川や土壌、家屋等の汚染範囲を特定し、除去

作業を速やかに行うとともに、地域住民や除去作業を行った宜野湾市消防

士等の健康調査を実施すること。

３ 米軍基地内への立入調査を迅速に実施できるよう、日米地位協定を改定し、

国内法を適用させること。

４ 普天間飛行場の運用を停止し、閉鎖・撤去すること。

令和２年４月16日

沖縄県議会米軍基地関係特別委員会

委員長 仲宗根 悟
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新たな過疎対策法「過疎地域持続的発展支援特別措置法（仮称）」に関

する意見書

沖縄県の過疎地域は、その多くが小規模な離島や本島北部の山間地に存在し

ており、昭和55年制定の「過疎地域振興特別措置法」等に基づく過疎対策事業

の実施により、道路やごみ処理施設等の生活基盤の整備などに一定の成果を上

げてきた。

しかしながら、過疎地域においては、依然として市街地への人口流出に伴う

若年者の減少及び高齢化により、地域活力の減退が懸念されるほか、公共施設

の老朽化対策や統廃合、地域医療の確保等解決すべき多くの課題がある。

また、本県の過疎地域の多くは小規模な離島であり、生活及び行政コストが

割高となる条件不利性を抱えるほか、概して人口規模も小さく財政基盤も脆弱

であるため、今後の過疎対策においても国の強力な支援が必要である。

さらに、過疎対策に係る法律の適用が他都道府県よりも10年遅れたため、本

県の過疎地域市町村における過疎対策は道半ばであるほか、過疎地域の指定要

件に関連する人口構造が、沖縄戦で失われた世代の影響を受ける事情を抱えて

いる。

県土の半分以上を占める過疎地域が、国土の維持、自然環境の保全、癒やし

の場の提供など多面的・公益的な極めて重要な役割を果たす中、本県の過疎地

域が持続可能で多様性と包摂性のある地域社会を構築し、住民の安心な暮らし

を維持するための対策が引き続き必要である。

よって、本県議会は、新たな過疎対策法の制定において下記の事項を措置す

るよう強く要請する。

記

１ 現行の過疎地域市町村が、持続可能な地域社会を構築できるよう、新たな

過疎対策法における過疎地域を定める指標のうち、人口減少率について、人

口の絶対数や財政力指数、離島などの地理的な条件に応じて特別な配慮をす

ること。

２ 現行法下の合併市町村においても、旧過疎地域から市街地への人口流出に

より人口格差が広がっていることから、過疎対策事業を円滑に実施できるよ

う、市町村の廃置分合等があった場合の特例を引き続き設けること。

３ 過疎地域市町村が、自立促進及び同地域が有する可能性の実現による発展

を図るための事業を着実に行えるよう、過疎対策事業債及び各種支援制度の

維持・拡充を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年７月28日

沖 縄 県 議 会

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内 閣 総 理 大 臣

総 務 大 臣
宛て

財 務 大 臣

農 林 水 産 大 臣

国 土 交 通 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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尖閣諸島周辺海域での中国公船による漁船追尾等に関する意見書

令和２年５月８日午後４時50分頃、日本の領海内に侵入した中国海警局の公

船２隻が、尖閣諸島・魚釣島の西南西約12キロの海上で、操業中の本県漁船に

接近し追尾する事態が発生した。その後も同国公船は領海内への侵入や漁船へ

の接近等を繰り返し、７月４日から５日にかけては、日本政府による尖閣諸島

国有化以降、過去最長となる約39時間以上にわたり日本の領海内にとどまるな

ど活動を強めている。

また、今年に入り７月26日までに尖閣諸島周辺における中国公船が104日連

続で確認され、領海への侵入は17日、延べ56隻に上るなど異常な事態が続いて

おり、周辺で操業を行う本県漁業者に対しこれまでにない大きな脅威と不安を

与えている。

尖閣諸島は1895年（明治28年１月）に日本政府が沖縄県への所轄を決定して

以来、歴史上も国際法上も認められた我が国固有の領土であることは紛れもな

い事実であるにもかかわらず、同海域で頻発する中国公船の本県漁船に対する

威嚇行為は、今後さらなる不測の事態を招くおそれがあり、断じてあってはな

らない。

よって、本県議会は、本県漁業者及び宮古・八重山地域住民をはじめとする

県民の生命・安全並びに領土・領海を守る立場から、政府に対し、尖閣周辺海

域における中国公船による本県漁船への追尾・威嚇行為などを行わないよう中

国政府に働きかけるとともに、日中両国間の緊張がエスカレートすることを避

けるため、平和的な外交によって中国との関係改善を図りながら、冷静かつ毅

然たる態度で尖閣諸島周辺の領海・排他的経済水域における安全確保について

適切な措置を講ずるよう強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年７月28日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣

国 土 交 通 大 臣 宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

－Ⅵ-12－



米軍Ｆ15戦闘機からの部品落下事故に関する抗議声明

令和２年８月４日午前10時30分頃、嘉手納飛行場所属のＦ15戦闘機が長さ

17.8センチメートル、重さ3.6キログラムの金属製部品を落下させる事故が発

生した。米軍からの情報によると、落下場所は不明で、海上の場合は嘉手納飛

行場から東南東約100キロメートル、陸上の場合は国道58号沿いと推定される

としている。

今回の事故でけが人や物的な被害は確認されていないものの、航空機からの

落下物は、米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている県民に大きな不

安を与えるものである。さらに、原因の究明や十分な説明もないまま、同型機

の運用を続けていることに強い怒りを禁じ得ない。

また、部品落下について沖縄防衛局から県に通報があったのは落下判明から

約10時間後の午後８時45分頃であり、これまでも事故発生時における速やかな

連絡･通報体制を求めていたにもかかわらず、今回も改善されないままである。

さらに、嘉手納飛行場では外来機のパパループ使用による地上騒音や悪臭の

発生、危険物取扱施設火災による有毒ガスの発生及び地元自治体からの訓練中

止要請を押し切ってのパラシュート降下訓練の強行など、基地負担の軽減に逆

行している状況にある。

米軍及び日米両政府においては、県民を基地あるがゆえの恐怖にさらすこと

があってはならず、県民の懸念の払拭に向け全力を挙げて取り組むべきである。

よって、県民の生命・財産を守る立場から、今回の事故に対し厳重に抗議す

るとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く求める。

記

１ 事故の原因、経緯及び通報体制等を徹底的に検証し、速やかに県民に明ら

かにするとともに、具体的な再発防止策を講じること。

２ 安全対策及び再発防止策が講じられるまでの間、同型機の飛行及び訓練を

中止すること。

３ 航空機の航行の安全等を定めた航空法を適用できるよう「日米地位協定の

実施に伴う航空法の特例に関する法律」を廃止し、日米地位協定を抜本的に

改定すること。

令和２年８月13日

沖縄県議会米軍基地関係特別委員会

委員長 照 屋 守 之

（県内関係機関宛て）

外務省特命全権大使（沖縄担当）

沖 縄 防 衛 局 長

在日米軍沖縄地域調整官

第 1 8 航 空 団 司 令 官

在 沖 米 国 総 領 事
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台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への参加を求める意見書

台湾と本県は地理的に非常に近いことから地域間交流が活発に行われ、令和

元年度の外国から本県への入域観光客数約249万人のうち、台湾からは約86万

人の観光客が訪れており、本県にとって大事なパートナーとなっている。

本県議会においても、平成５年10月に「琉中親善沖縄県議会議員連盟」を設

立し、本県及び台湾間の友好親善関係を増進し、伝統的友好親善を継続発展さ

せることを目的に、経済、文化、スポーツなどの諸分野における交流拡大・促

進を行ってきたところである。

このような国際交流の進展に伴い相互理解が図られる一方で、新型コロナウ

イルス感染症などの国境を越える感染症の蔓延など世界規模の課題に対して

は、これまで以上に関係各国・地域との連携が必要となる。

今後、感染症の世界的流行に対峙して多くの命を救うためには、公衆衛生上

の成果を上げた台湾をはじめ、世界中のあらゆる情報・知見を総動員して対処

していくことが重要である。

世界保健機関（ＷＨＯ）憲章では、「到達しうる最高基準の健康を享有する

ことは、人権、宗教、政治的信念又は経済的若しくは社会的条件の差別なしに

万人の有する基本的権利の一つである。」と掲げているにもかかわらず、2009年

から2016年までＷＨＯ年次総会へのオブザーバー参加を認められていた台湾を

2017年以降排除してきたことは、この基本理念に反するものであり、特定の地

域が取り残されることによる地理的空白を生じさせないことが、世界全体の感

染拡大防止の目的にかなうものである。

よって、国においては、関係各国・地域と連携し、台湾のＷＨＯ参加実現に

向けてこれまで以上に同機関への働きかけを強化するよう強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年10月13日

沖 縄 県 議 会

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内閣総理大臣

外 務 大 臣
宛て

厚生労働大臣

内閣官房長官
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那覇港湾施設（那覇軍港）の早期移設と浦添市西海岸開発計画の早期実

現を求める意見書

那覇港湾施設は、1974年の日米安全保障協議委員会において移設することを

条件に全面返還が合意され、1995年５月の日米合同委員会で同施設の移設に関

する基本方針が示された。

これを受けて、2003年１月に国と那覇港湾施設の関係自治体で構成する那覇

港湾施設に関する協議会は、現有する那覇港湾施設の機能の確保を目的として、

那覇港長期整備構想案に基づき民間港湾計画との整合を図る観点から沖縄側に

おいて代替施設の存在を前提とした改訂港湾計画案の取りまとめを確認した。

その後、今年８月に、玉城康裕県知事、城間幹子那覇市長及び松本哲治浦添

市長との会談において、松本哲治浦添市長が那覇港湾施設の移設先を浦添埠頭

地区内の北側に配置する案（いわゆる北側案）に同意したことで、全ての関係

自治体が北側案で合意に至ったことや国においても早期の段階から北側案に理

解を示していることから、今後の移設計画は大きく前進することが期待される。

よって、本県議会は、那覇港湾施設移設後の跡地利用と移設先の浦添埠頭の

港湾整備、それに伴う浦添市西海岸開発及び2025年以降に返還が合意されてい

るキャンプ・キンザーの跡地利用は、今後の沖縄振興発展に大きく寄与するこ

とが期待されることから、那覇港湾施設の移設と浦添市西海岸開発計画を一体

的かつ速やかに実行するよう要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年10月13日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣

国 土 交 通 大 臣 宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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那覇港湾施設（那覇軍港）の早期移設と浦添市西海岸開発計画の早期実

現を求める決議

那覇港湾施設は、1974年の日米安全保障協議委員会において移設することを

条件に全面返還が合意され、1995年５月の日米合同委員会で同施設の移設に関

する基本方針が示された。

これを受けて、2003年１月に国と那覇港湾施設の関係自治体で構成する那覇

港湾施設に関する協議会は、現有する那覇港湾施設の機能の確保を目的として、

那覇港長期整備構想案に基づき民間港湾計画との整合を図る観点から沖縄側に

おいて代替施設の存在を前提とした改訂港湾計画案の取りまとめを確認した。

その後、今年８月に、玉城康裕県知事、城間幹子那覇市長及び松本哲治浦添

市長との会談において、松本哲治浦添市長が那覇港湾施設の移設先を浦添埠頭

地区内の北側に配置する案（いわゆる北側案）に同意したことで、全ての関係

自治体が北側案で合意に至ったことや国においても早期の段階から北側案に理

解を示していることから、今後の移設計画は大きく前進することが期待される。

よって、本県議会は、那覇港湾施設移設後の跡地利用と移設先の浦添埠頭の

港湾整備、それに伴う浦添市西海岸開発及び2025年以降に返還が合意されてい

るキャンプ・キンザーの跡地利用は、今後の沖縄振興発展に大きく寄与するこ

とが期待されることから、那覇港湾施設の移設と浦添市西海岸開発計画を一体

的かつ速やかに実行するよう要求する。

上記のとおり決議する。

令和２年10月13日

沖 縄 県 議 会

沖 縄 県 知 事

那覇港管理組合管理者
宛て
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王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の発言に対する意見書

尖閣諸島は明治28年（1895年）１月に日本政府が沖縄県への所轄を決定して

以来、漁業を中心にかつお節工場や羽毛の採取等が営まれてきた経緯や中華人

民共和国政府や近隣諸国から公式な異議申立てもなく、さらには、1958年に中

国で発行された「世界地図集」では、尖閣諸島を沖縄の一部として取り扱って

いるなど、国際法上でも我が国の固有の領土である。

このような歴史的事実があるにもかかわらず、去る11月24日の日中外相会談

後の共同記者発表で、茂木外務大臣が尖閣諸島周辺海域における中国公船の活

動をめぐり中国側に前向きな行動を求めたことに対し、王毅国務委員兼外交部

長は、一部の真相が分かっていない日本漁船が魚釣島周辺の敏感な水域に入る

事態が発生しており、中国側としてはやむを得ず必要な反応をしなければなら

ないと発言し、引き続き自国の主権を守っていくと強調した。

さらに、尖閣諸島周辺海域に日中双方の公船以外の船舶を入れないことで事

態の改善を図ることを提案した。

これらの発言及び提案は、尖閣諸島が我が国固有の領土であることを明らか

に否定し、尖閣諸島周辺海域における問題の原因は日本側にあるとして責任を

転嫁するものであり、断じて容認できない。

同時に、共同記者発表に同席した茂木外務大臣がこの発言に何らの反論や批

判もしなかったことは遺憾である。

よって、沖縄県議会は、政府に対し、王毅中華人民共和国国務委員兼外交部

長の尖閣諸島に関する発言及び提案、さらに我が国の漁船による正当な漁業活

動への接近追尾を繰り返す中国公船の活動に対し抗議するとともに、尖閣諸島

が歴史的にも国際的にも日本の領土であることを堂々と主張し、平成26年11月

７日の「日中関係改善に向けた話合い」の合意事項を尊重しながら、日中双方

が対話と協議を通じて情勢の悪化を防ぎ、不測の事態の発生を回避する等、冷

静かつ平和的な外交によって相互信頼関係の構築に努め、尖閣諸島に係る問題

の解決に取り組むことを強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年12月21日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣

国 土 交 通 大 臣 宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の発言に対する抗議決議

尖閣諸島は明治28年（1895年）１月に日本政府が沖縄県への所轄を決定して

以来、漁業を中心にかつお節工場や羽毛の採取等が営まれてきた経緯や中華人

民共和国政府や近隣諸国から公式な異議申立てもなく、さらには、1958年に中

国で発行された「世界地図集」では、尖閣諸島を沖縄の一部として取り扱って

いるなど、国際法上でも我が国の固有の領土である。

このような歴史的事実があるにもかかわらず、去る11月24日の日中外相会談

後の共同記者発表で、茂木外務大臣が尖閣諸島周辺海域における中国公船の活

動をめぐり中国側に前向きな行動を求めたことに対し、王毅国務委員兼外交部

長は、一部の真相が分かっていない日本漁船が魚釣島周辺の敏感な水域に入る

事態が発生しており、中国側としてはやむを得ず必要な反応をしなければなら

ないと発言し、引き続き自国の主権を守っていくと強調した。

さらに、尖閣諸島周辺海域に日中双方の公船以外の船舶を入れないことで事

態の改善を図ることを提案した。

これらの発言及び提案は、尖閣諸島が我が国固有の領土であることを明らか

に否定するものであり、断じて容認できない。

よって、沖縄県議会は、王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の尖閣諸島

に関する発言及び提案、さらに我が国の漁船による正当な漁業活動への接近追

尾を繰り返す中国公船の活動に対し強く抗議するとともに、平成26年11月７日

の「日中関係改善に向けた話合い」の合意事項を尊重し、日中双方が対話と協

議を通じて情勢の悪化を防ぎ、不測の事態の発生を回避する等、冷静かつ平和

的な外交によって相互信頼関係の構築に努め、尖閣諸島に係る問題の解決に取

り組むことを強く要求する。

上記のとおり決議する。

令和２年12月21日

沖 縄 県 議 会

中 華 人 民 共 和 国 国 家 主 席

中 華 人 民 共 和 国 外 交 部 長 宛て

中華人民共和国駐日本国特命全権大使

－Ⅵ-18－



教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度の国庫負担割合を２分の１

に復元することを求める意見書

現在、教職員は、新学習指導要領への対応のほか、子供たちを取り巻く貧困

やいじめの問題への対応等、その果たすべき役割が増え続ける中において、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大による学校現場での感染症対策が加わるな

ど、本来、子供たちの豊かな学びを実現するための教育研究や授業の準備に充

てるべき時間を十分に確保することが困難な状況となっている。

この状況下において、子供たちの豊かな学びと教職員の働き方改革を実現す

るためには、加配措置ではない、定数改善計画に基づく教職員定数の抜本的な

改善を行うことが不可欠である。

一方で、教育の機会均等と教育水準の維持向上を図るため、公立義務教育諸

学校の教職員の給与の一部を国が負担することとする義務教育費国庫負担制度

は、平成18年度の義務教育費国庫負担法等の改正により、国の負担割合がこれ

までの２分の１から３分の１に引き下げられた結果、厳しい財政状況において

も自主財源により人的措置等を行っている自治体もあるなど、大きな課題とな

っている。

国は、憲法上の権利として子供たちが居住地にかかわらず一定水準の教育を

受けられることを保障し、豊かな子供の学びを実現するためにも、教職員定数

の改善に向けた財源の確保等必要な施策を進める必要がある。

よって、本県議会は、下記事項について実現するよう強く要請する。

記

１ 計画的に教職員定数の改善を推進し、教職員を増員すること。

２ 教育の機会均等と教育水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制

度の負担割合を２分の１に戻すこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年12月21日

沖 縄 県 議 会

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内 閣 総 理 大 臣

総 務 大 臣 宛て

財 務 大 臣

文 部 科 学 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求める意見書

本県においては、今年10月末から無免許運転、酒気帯び運転、傷害事件、強盗

事件など米軍人による犯罪が多発しており、12月に入っても追突事故を起こした

米海兵隊員から基準値の約４倍のアルコールが検知され、酒気帯び運転で逮捕さ

れる事件が発生している。

特に11月８日に逮捕された在沖米海兵隊員は、タクシー運転手の首を絞めるな

ど暴行を加え、現金とタクシーを奪い、飲酒した状態にもかかわらず強奪した車

両を運転し事故を起こした極めて凶悪な事件であり、決して許されるものではな

い。短期間のうちにこれだけ多発する事件・事故は異常事態であり、米軍人によ

る傍若無人の振る舞いは県民にとってよき隣人には到底なり得ない。

これまでも米軍人による事件・事故が発生するたびに綱紀粛正及び再発防止を

徹底するよう強く米軍等に申し入れてきたところではあるが、10月末以降頻発し

ている米軍人による事件・事故の多くは、深夜の外出や飲酒を規制するため米軍

が定めたリバティー制度に違反している事案が多く、米軍の隊員教育の在り方や

管理体制が不十分であると言わざるを得ない。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、これらの事件・事故

に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請

する。

記

１ 被害者及び家族への謝罪及び完全な補償を行うこと。

２ 米軍人の綱紀粛正と実効性のある再発防止策を講ずるよう求めること。

３ 勤務時間外行動の指針（リバティー制度）を遵守するよう求めること。

４ 日米地位協定を抜本的に見直すこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年12月21日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求める抗議決議

本県においては、今年10月末から無免許運転、酒気帯び運転、傷害事件、強盗

事件など米軍人による犯罪が多発しており、12月に入っても追突事故を起こした

米海兵隊員から基準値の約４倍のアルコールが検知され、酒気帯び運転で逮捕さ

れる事件が発生している。

特に11月８日に逮捕された在沖米海兵隊員は、タクシー運転手の首を絞めるな

ど暴行を加え、現金とタクシーを奪い、飲酒した状態にもかかわらず強奪した車

両を運転し事故を起こした極めて凶悪な事件であり、決して許されるものではな

い。短期間のうちにこれだけ多発する事件・事故は異常事態であり、米軍人によ

る傍若無人の振る舞いは県民にとってよき隣人には到底なり得ない。

これまでも米軍人による事件・事故が発生するたびに綱紀粛正及び再発防止を

徹底するよう強く米軍等に申し入れてきたところではあるが、10月末以降頻発し

ている米軍人による事件・事故の多くは、深夜の外出や飲酒を規制するため米軍

が定めたリバティー制度に違反している事案が多く、米軍の隊員教育の在り方や

管理体制が不十分であると言わざるを得ない。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、これらの事件・事故

に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求

する。

記

１ 被害者及び家族への謝罪及び完全な補償を行うこと。

２ 米軍人の綱紀粛正と実効性のある再発防止策を講ずること。

３ 勤務時間外行動の指針（リバティー制度）を遵守すること。

４ 日米地位協定を抜本的に見直すこと。

上記のとおり決議する。

令和２年12月21日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官

在日米軍沖縄地域調整官 宛て

第 ３ 海 兵 遠 征 軍 指 令 官

在 沖 米 国 総 領 事
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会 期 別 委 員 会 日 等 一 覧



種別 会 期

元年 経 労 1.30 (１日) 軍 特 1.27 ～ 1.29

11.27 文 厚 1.16 1.17 (２日)

～ 軍 特 2.5 (１日)

12.20

２年 総 企 3.2 3.4 3.9 3.10 3.18 軍 特 4.16 (１日)

2.13 3.19 (６日)

～ 経 労 3.2 3.9 3.10 3.18 3.19

3.27 (５日)

文 厚 3.2 3.9 3.10 3.18 3.19

3.24 3.27 (７日)

土 環 3.2 3.4 3.9 3.10 3.18

3.19 (６日)

軍 特 3.2 3.4 3.24 3.27 (４日)

公 共 交 通 3.2 3.24 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 3.2 3.24 (２日)

予 算 3.2 3.3 3.4 3.6 3.16

3.23 3.24 (７日)

5.1 総 企 5.1 (１日)

6.30 総 企 6.30 7.1 7.14 7.16 7.20 経 労 8.3 8.7 (２日) 軍 特 9.9

～ (５日) 土 環 8.12 (１日)

7.28 経 労 6.30 7.14 7.16 (３日) 軍 特 8.13 (１日)

文 厚 6.30 7.1 7.14 7.16 7.17 新 沖 縄 ・
公 共 交 通 9.7 (１日)

(５日)

土 環 6.30 7.14 7.16 7.28 (４日)

軍 特 7.14 7.21 7.28 (３日)

新 沖 縄 ・
公 共 交 通 7.14 7.21 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 7.14 7.21 (２日)

8.3 総 企 8.3 (１日)

9.15 総 企 9.16 10.1 10.5 (３日) 総 企 10.15 10.16 (２日) 軍 特 11.16

～ 経 労 10.1 10.5 10.6 10.8 (４日) 経 労 10.15 10.16 (２日)

10.13 文 厚 9.16 10.1 10.5 10.6 (４日) 文 厚 10.15 10.16 (２日)

土 環 10.1 10.5 (２日) 土 環 10.15 10.16 11.10 (３日)

軍 特 10.1 10.8 (２日)

新 沖 縄 ・
公 共 交 通 10.1 10.8 (２日) 決 算 10.14 10.22 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 10.1 10.8 (２日)

決 算 10.1 (１日)

第

２

回

議

会

臨

時

会

令

和

２

年

定

例

会

令

和

２

年

第

５

回

議

会

第

４

回

議

会

令

和

２

年

臨

時

会

令

和

２

年

会 期 別 委 員 会 日 等 一 覧 表

委員派遣開会中の委員会(日数) 閉会中の委員会(日数)

定

例

会

回

令

和

元

年

第

６

回

議

会

定

例

会

第

１

回

議

会

令

和

２

年

第

６

回

議

会

定

例

会
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種別 会 期

会 期 別 委 員 会 日 等 一 覧 表

委員派遣開会中の委員会(日数) 閉会中の委員会(日数)回

11.25 総 企 11.25 12.9 12.10 12.11 12.15 経 労 12.15

12.17 (６日)

～ 経 労 12.9 12.11 12.14 (３日)

12.21 文 厚 11.25 12.9 12.11 12.14 (４日)

土 環 12.9 12.11 12.14 (３日)

軍 特 12.9 12.16 12.17 (３日)

新 沖 縄 ・
公 共 交 通 12.9 12.16 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 12.9 12.16 (２日)

令

和

２

年

第

７

回

議

会

定

例

会
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会派別常任・議会運営・特別委員一覧



会派別・委員会別委員一覧表
  ◎は委員長　○は副委員長

会
派

委
員
会

○ 島尻　忠明 当山　勝利 西銘　純恵 國仲　昌二 平良　昭一 當間　盛夫

仲村　家治 仲宗根　悟 渡久地　修 山里　将雄

13 花城　大輔

人 ◎ 又吉　清義

仲田　弘毅

新垣　新 仲村　未央 玉城　武光 翁長　雄治 赤嶺　昇 ○ 大城　憲幸

◎ 西銘　啓史郎 崎山　嗣幸 山内　末子

12 大浜　一郎

人 島袋　大

中川　京貴

小渡　良太郎 照屋　大河 瀬長　美佐雄 喜友名　智子 上原　章

新垣　淑豊 比嘉　京子 玉城　ノブ子

11 仲里　全孝

人 ○ 石原　朝子

◎ 末松　文信

○下地　康教 上里　善清 島袋　恵祐 玉城　健一郎 新垣　光栄 金城　勉

座波　一 次呂久　成崇 比嘉　瑞己 ◎ 瑞慶覧　功

12 呉屋　宏

人 照屋　守之

○座波　一 次呂久　成崇 瀬長　美佐雄 翁長　雄治 新垣　光栄 上原　章 ◎ 當間　盛夫

花城　大輔 仲宗根　悟 比嘉　瑞己 玉城　健一郎

13 末松　文信

人 島袋　大

小渡　良太郎 上里　善清 瀬長　美佐雄 玉城　健一郎 新垣　光栄 金城　勉 當間　盛夫

仲里　全孝 ○ 照屋　大河 比嘉　瑞己 山里　将雄

14 仲村　家治

人 又吉　清義

◎ 照屋　守之

新垣　淑豊 次呂久　成崇 玉城　武光 喜友名　智子 平良　昭一

新垣　新 当山　勝利 ◎ 西銘　純恵 山内　末子

13 石原　朝子 ○ 仲宗根　悟

人 西銘　啓史郎

仲田　弘毅

下地　康教 仲村　未央 島袋　恵祐 翁長　雄治 上原　章 大城　憲幸

座波　一 比嘉　京子 渡久地　修 國仲　昌二

13 ○ 大浜　一郎

人 呉屋　宏

◎ 中川　京貴
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働

無所属の会

（19人）

関

係

特

別

米

軍

基

地

（３人）（７人） （２人）

おきなわてぃーだネット 公明党

令和２年７月14日現在

定
　
　
数

沖縄・自民党 沖縄・平和
日本共産党
沖縄県議団

（８人） （７人）
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